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序文

本書は主としてヨーロッパのさまざまな言語の音声全般について解説

した我が国では極めて数少ない音声学書である。英語は別として，その

他の言語の音声について日本人によるこれほど詳しい説明はほとんど皆

無ではなかろうか。その原因の一つには，著者が「あとがき」で述べて

いるように，我が国の外国語教育における学習者のみならず教師の驚く

べき音声軽視の現実がある。その一例として，英語に次いで学習人口が

多いとされる(とはいっても英語とは桁違いに少ないのだが)ドイツ語

の教室において，標準ドイツ語ではrがどのように発音されているかを

音声学的に正確に説明できる教師は極めて少ない，という話を私は親し

い友人から聞いたことがある。ましてその他のヨーロッパ語，特にチェ

コ語，ポーランド語，セルビア・クロアチア語，スロベニア語，ハンガ

リ一語などの東欧の諸言語の音声については，ごく一部の専門家以外に

はその実態はほとんど知らされていないのではなかろうか。本書を読ん

で目から鱗が落ちたと感ずる読者は非常に多いと思う。

著者の神山孝夫氏は学部・大学院の学生時代から音声学に深い関心を

示し，教職についてからもウィーン大学などで言語学・音声学について

研績を積み，ヨーロッパをはじめとする多くの言語について深い学識と

識見を身に付けただけあって，本書の対象は広範な言語に及び，その音

声に関する記述は極めて正確で，学問的水準は高い。更に本書の価値を

高めている特色として，単に個々の音を解説するだけでなく，随所で目

111 



本語の音声と比較して，日本人の陥りやすい誤りを指摘し，正しい発音

をするコツを示していることが挙げられよう。その意味においてさまざ

まな言語の音声を正確に習得したい，あるいは現地の人たちとの交流に

おいて正確な発音をしたいと願う人たちにとっては，本書は理論的にも

実用的にも大きな意義を持つものと信ずる。

1995年2月

竹林滋

(東京外国語大学名誉教授)
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凡例

対象言語

本書に扱われている言語は，主として現代の日本語，英語，ドイツ語，

フランス語，ロシア語ですが，場合によってはイタリア語，スペイン語，

ポルトガル語，チェコ語，ポーランド語，セルビア・クロアチア語，ス

ロベニア語，ハンガリ一語，中国語，朝鮮語などの発音や，それらの過

去の変遷についても言及した箇所があります。特に第百章では言語史に

も触れる関係で，ギリシア語，ラテン語，サンスクリット，古代教会ス

ラブ語などについても記しています。また英語については RP(Recieved

Pronunciation)と呼ばれるイギリスの標準発音(英音と略す)と，かつ

て GA(GeneralAmerican)と呼ばれていたアメリカの標準発音(米音と

略す)とを平等に扱いましたが，原則としてそれ以外の方言については

扱っていません。

用語について

音声学についての前提知識を全く持たない読者も対象にしていますか

ら，特に前半部では専門的語葉の使用は最小限度にとどめ，平易を旨と

して，根本から解説するように努めました。このような語棄は初出の際

に i J内に記し，必要と思われる箇所にはルビを付しました。このよ

うな語棄の後には，若干の例外を除いて対応する英語のみを( )に入

れて付記し，その用語については慣用を尊重しました。用語にゆれがあ
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る場合には，なるべくその主なバリアントも並記するようにしましたが，

原則として筆者の音声学の恩師である竹林滋先生に従いました。また，

例えば「硬口蓋(音・化)Jに対しての「口蓋(音・化)J (1.2，註12及び

13参照)のように，不適当と思われる用語がときに用いられている場合

には，その不適当である理由と代案を記してあります。

発音表記

複数の言語を扱う関係上，個々の語学に於いて慣用的に使われている

発音の表記法を尊重しながらも，場合によっては不正確な簡略的表記を

避け， 1993年に改訂された国際音声記号 IPA(International Phonetic 

Alphabet)をできるだけ正確に用いることにしました。このような記号

は[]内に記されます。

例えば，正確をきす際には，わが国の英語の辞書などに広く見られる

[;):r]は英音では[;):](あるいは[3:])，米音では[ao:]によって，英独仏

語のRは辞書などで用いられている[r]ではなく， それぞれもっとも標

準的と考えられる[J][R][H]によって，フランス語の鼻母音[E][a] [5]は

場合によってはそれぞれ[丞][o][o]によって， ロシア語のふつう軟子音

と呼ばれている硬口蓋佑子音は子音の記号あとの[']ではなく[j ]によっ

て，それぞれ示されます。また，ドイツ語の母音ではじまる単語の前な

どに規則的に現れる声門閉鎖音についても，注意を喚起するためにも表

記を略さず，例えば Eindruck[1むndRok]i印象」のように記していま
す。

例えば全部の英語の単語に発音表記をほどこすとすると，英音と米音

を並記せざるを得ないため，記述が冗長になる恐れがあります。そのよ

うな場合に，全体の発音表記を略し，下線を引いた部分だけについて発

音を記した箇所も数多くあります。また，何語についても説明に好都合

と判断した場合には， / /内に音素表記を用いた箇所もあります。
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必要な場合には日本語のアクセントを慣用に従って(r)と(1)を用いて

記しました。(r)はその前までは低音域であって，次から高音域がはじ

まることを， 逆に(1)はその前までは高音域であって，次から低音域が

はじまることをそれぞれ示します。

例(語)について

おのおのの記事に該当する若干の例(語)を，原則として英独仏露の順

で記しました。ぞれ以外の言語から例を出す際には英独仏露のあととし

ました。また，該当する音あるいは現象が日本語にも生じている際には，

日本語の例を英語に先立って記しました。しかし，日本人にとって特に

注意を要すると思われる場合にはすべての外国語からの例の後にまわし

ました。

例語の邦訳は rJ内に簡単に記すのを原則としますが，英語につい

ては，例えば 10堕er[Qg]rより長い」と lo!!&er[Q]r待ちこがれる人」

のような紛らわしいと思われる場合を除いて省略します。また，ドイツ

語の niemand"no one"のように日本語での訳語が不明確あるいは冗長

になる可能性がある場合には，対応の英訳を添えた場合もあります。文

法的情報は非常に略した形で訳語の後の( )に記したか，あるいは訳

語を工夫して表すように努めました。

本書に記載する各国語の記載方法は原則として正書法に従いましたが，

印制の都合上，ギリシア語とサンスクリットはローマ字佑しました。ま

た，比較言語学的に再建される印欧祖語の形を記す場合には，伝統的な

ブルークマン流の形を用いることとし，ソシユールに始まるいわゆるラ

リンガルを含んだ再建形やクリーモフやガムクレリッゼ，イヴアーノフ

らによって提唱されている内容的類型学の立場から再建される子音体系

は用いていません。これはあくまでも便宜のためであり，著者の主義主

張を表すわけではありません。
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序章発音習得の難点

何語を母国語とする者にとっても，外国語の発音を学ぶ際の難点は以

下の二つに大別されます。第ーには母国語あるいは既習の外国語にない

音，すなわち新たな音を習得する際の難点，第二に母国語あるいは既習

の外国語での習慣を，新たに学ぶ外国語にまで持ち越すことによって生

じる難点です。

1.新たな音

外国語の音を学ぶ際，日本語あるいは既知の外国語にない，なじみの

ない音を新たに学ぶことこそ最も難しいことのように思えます。確かに，

このような新たな音の中には，例えばチェコの有名な作曲家の名である

Dvorak (ドボルザーク)に出てくる摩擦顛動音 (II.2.7参照)と呼ばれ

る音[rJ(ただし最新のIPAからは削除されている)のように，恐らく何
語を母国語とする人にとっても，習得に非常に苦労する音もあります。

何語であれ外国語を学ぶ際に，このようななじみのない音は多々ある

ことでしょうし，これらの音を獲得するためには当然ながら大なり小な

り努力が必要です。しかし，逆に，外国語の音のうち，我々の母国語で

ある日本語に全くない音を学ぶことは，実はそれほど困難でもないとも

言えるのです。その根拠は，第ーには，上記のように，このような新た

な音に対しては教室での指導や参考書の説明などで必ず学習者の注意が
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序章 発音修得の難点

喚起されること，そして第二に，奇異な音ほど学習者の印象に残りやす

いことです。

例えば母音について言うと，アメリカ英語の batの下線部の [a]や

birdの[a-:](一般の辞書などでは[a:r])，仏独語の[y][o][a]などは，

日本語の母音と響きがあまりにも異なるため，自然に学習者の注意を引

きつけ，印象に残りやすいのです。子音についても，例えば標準的発音

に於ける英独仏語のRである[J][R][H](普通は簡略佑していずれも[r]

で示されています)を一度でも聞けば，それらが日本語のラ行の子音と

全く異なることがすぐに認識されます。

響きが母国語にある音と全く異なることが認識されれば，熱心な学習

者は，辞書や参考書の音に関する記述を熟読するなり，教室での教師の

説明あるいは発音に真剣に耳を傾けるなり，録音テープなどを入手して，

聞き，繰り返すという努力をなさることでしょう。不幸にも肉体的に何

らかの欠陥をお持ちの場合を除けば，このような努力をすることによっ

て，あるいは必要ならば，しかるべき人物に矯正指導をして戴くことに

よって，母国語にない外国語の音は一般的に必ず習得されます。

本書の第I章から第III章までは，主にこのような個々の新たな音の難

点を克服し，日本語を含めて既知の言語との差異を認識して戴くために

書かれています。先ず第I章では，音とは何なのか，そして我々はどの

ようにしてそれらの音を発するのか，という音声学の物理学的・生理学

的基礎について略述してあります。第II章と第III章ではそれぞれいわゆ

る子音と母音についての音声学的説明と各国語の音の詳細について記し

ました。

また，第町章ではこれらの個々の音がつながるときに生じることのあ

る，特異な現象について説明してあります。このような現象についての

簡便な解説書が，少なくともわが国にはほとんどない事情を考えて，こ

こには個々の言語の歴史などについていくぶん専門的な知識も織り込み

ました。
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2.日本語での癖

音声学的に見た場合，日本語と英語やドイツ語，フランス語，ロシア

語などの外国語との聞には根本的な相違が多々あります。したがって，

日本語を母語とする我々は，これらの外国語の発音を学ぶとき，あるい

はこれらの外国語を話すとき，このような特異な点を意識して，日本語

での癖を出さないように心掛けねばなりません。

熱心な外国語学習者ならば，ンに終わる場合などを除いて日本語の音

節が必ず母音に終わり，子音の連続が少なくとも原則的には存在しない

ので，子音に終わる音節や子音連続を持つ外国語を話す際に，日本人が

不必要な母音を音節末の子音の後や子音連続の聞に挿入しがちであるぐ

らいのことは，よくご存知のことでしょう。そのような初歩的まちがい

はもはや犯さない方も多いことと思います。しかし，潜在的に日本語に

引きずられて，例えば以下のような誤りを犯す人は相当多いのではない

でしょうか。

例えば，クツシタ(靴下)をローマ字書きすると kutusita，あるい

はヘボン式 1)なら kutsushitaとなりますが，標準的日本語話者によ

って発音されたこの語を，日本語を知らない英米人は恐らく ktsushta

のように聞くことと思います。実際，この語の第1音節の uも第3音

節の iも発音されていないとみなしでもよいのです。このように，あ

る条件下で母音 iとuを脱落(あるいは無声化)させてしまうという

日本語での癖を外国語にまで持ち込み，例えば Chicagoや repgtaion，

あるいはドイツ語の pikieren[Plki:Ran] r怒らせる」や Okkgpation

[::>kopatsio:n] r占領，職業J，フランス語の universite[yniveHsite]

「大学」や couter[kute]f値が~であるJ，ロシア語の咽T叩[tJiIta' ju] 

「私は読む」や c~TÝ~o[sutú'la] r前かがみに」などの下線部の母音を

も脱落させていないでしょうか。筆者の教室での経験から言うと，たと

3 



序章 発音修得の難点

えご自分では正確に言っているつもりでも，ついつい日本語での癖でこ

のような母音を抜かしてしまっている可能性が大です。どうぞ今一度ご

自分の発音を確かめて下さい。詳しくはV.2.1.2に記してあります。

日本人独特のまちがいをもう一つ挙げてみましょう。 英語の pencil

あるいは attentionを発音してみて下さい。 下線部の nは !!ightの

nと同じように，上の前歯の後ろの歯茎に舌先がしっかり密着して発音

されているでしょうか。ドイツ語の einsr 1 Jや manchmalrときどきJ，

あるいはロシア語の四句CKHAr日本の」や B}申{[vedeenxa'] r国民経

済達成博覧会」の場合はどうでしょうか。恐らく読者の方々のほとんど

がこの位置では[n]を正確に発音しておらず， 舌がどこにも密着してい

ない鼻音，すなわち鼻母音 (III.4.1)を用いていることでしょう。実は

日本語のンの発音は次の音によって決まっており， V.1.1.2に記すよう

にその発音はなんと約10種類もあるのに，普通の日本人はそれらの差

異に実に鈍感なのです。 上で挙げたような例語の中の[n]は，日本語で

ンが鼻母音で発音される音声環境にあります。 2) 

このようなまちがいにこれまで気付かなかったという読者が多いこと

と思います。実際， 1に述べたような，新たな音を獲得するためにもか

なりの努力を必要とするのは当然のことですが，わが国の外国語教育の

現状では，むしろ上に記したような我々の母国語である日本語の癖を外

国語にまで持ち込むことによる誤り，すなわち第二の，日本語の持つ音

声学的特異性に起因する難点のほうが尾を引きやすく，克服が難しいの

です。

その理由は，とかく外国語を学び始めるときに，教室での指導や教科

書・参考書の記述を通して指摘されるのは，もっぱらその第一の新たな

音習得の難点についてであって，第二の難点については的確な注意が払

われておらず，学習者が日本語独特の癖を脱する訓練を施されていない

ことだと思われます。ではなぜ第二の難点がなおざりにされることが多
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いかといえば，それは，敢えて言うならば，現場の教師，あるいは多く

の教科書・参考書等の著者の見識不足に起因するように思います。例え

ば，初めての英語の手ほどきをなさる中学校の英語の先生方は，本来英

語ばかりでなく，生徒の母国語である日本語(および彼らの話す方言)

の音声学的特質を熟知していなければならないはずですが，現実にはそ

のような知識を身に付けられた方は，あまりいらっしゃらないようです。

母国語あるいは既習の外国語と新たに学ぶ外国語との対照言語学的知識

を充分にお持ちの教師が少ないという事情は，英語の場合，あるいは中

学・高校に限ったことではありません。

本書には随所に日本語の音声学的特徴を記してありますが，特に第V

章は，もっぱらこのような第二の難点克服，すなわち外国語の発音にお

ける，日本語の癖を脱して戴くために書かれています。あるいはこの章

から読みはじめて，適宜I-N章の説明を参照するという使い方も可能

でしょう。
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第 I章発音のしくみ

日本語にはないが外国語にはある様々な音を習得するため，あるいは

日本語の発音の特異性を認識するためには，それらの音がどのように発

音されているのかを知らねばなりません。この章では，外国語の発音を

学ぶ際に必要不可欠な，発音のしくみの基礎を概観します。個々の子音

及び母音については，それぞれ第11章及び第m章で詳しく述べます。

1.音とは何か

人聞が音を発するメカニズムについて説明する前に，先ず一般的に音

とは物理学的には何なのかを考えてみましょう。コミュニケーシヨンを

する上において，人聞が自分の肉体を使って発する音も，次のような原

則に従って作り出されています。

一般に物体に力が加われば，その物体は振動します。その物体が水や

空気のような媒体の中に置かれていれば，その振動は媒体にも伝わりま

す。例えば物体が左右に揺れるとして，その右側にある空気に振動が伝

わっていく場合を考えてみましょう。物体が右に動いたとき，物体のす

ぐ右側にある空気は圧縮されて気圧が一時的に高まりますが，次の瞬間

にはその空気の更に右にある部分が圧迫され，その圧迫，すなわち一時

的に高い気圧を持つ部分がさらに右側の空気に伝わります。次に物体は
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1 .発音のしくみ

左に動きますが，そうすると物体のす々右側の空気は希薄になり，気圧

は一時的に下がります。この気圧の低い部分も同様に更に先の空気に伝

わります。このように物体の振動によって，周りの空気に気圧の高い部

分と低い部分とが交互に作り出され，それが空気中に伝搬して行くよう

な波を物理学では「組密波J(compression wave)と言います。例えば，

ギターの弦のような，波の進行方向に対して直角の振動である「横波」

(transverse wave)に対して，組密波は波の進行方向に対し平行に振動

が生じていると言えるため， r縦波J(longitudinal wave)とも呼ばれ

ます。

結果的に，このような気圧の高い部分と低い部分とで作られる粗密波

がどんどん空気中を広がって行って，最終的には我々の耳の鼓膜にまで

達し，鼓膜のすぐそばの気圧が上がれば鼓膜は中に押しやられ，下がれ

ば鼓膜は外に引き出されて，もともとの物体の振動と同様の振動をはじ

めます。鼓膜の振動は小耳骨，かたつむり管を経て神経に伝えられ，我

々はこれを「音」として知覚します。空気中の組密波は人聞の可聴範囲

内では音として知覚されるので「音波J(sound wave)とも呼ばれます。

物体の単純な撮動は，横軸に時間を取り，縦軸に振動の際に動く距離

(r振幅Jamp li tude )を取れば，下図のように正弦曲線 (sinecurve)で

表され，ある間隔で繰り返されます。幻
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1 .音とは何か

この振動の一つの繰り返しを「周期J(cycle)と呼ぴますが，単位時間

に繰り返される周期の数は「振動数」あるいは「周波数J(frequency)と呼

ばれ，普通はνで表されます。振動数の単位としては単位時間を 1秒と

したヘルツ(Hz)あるいはサイクル毎秒(c/s)が一般的に用いられていま

す。例えば上図は100(Hz)の振動を表示しています。

物体の振動は空気のような媒体に伝わりますが，媒体の振動数はもと

もとの物体のそれに等しく，一つの周期のはじめから終わりまでに媒体

の波が進む距離は「波長J(wavelength)と呼ばれ，普通はλで表されます。

波が進む速度をcで表せば， λ=c/νという関係が成り立ちます。 4) 

例えば，気温160Cの時の100Hzの音波の波長は 3.41(m)です。

媒体の振幅

3.41(m) 

← 波長(λ) → 

波の進む距離

気温 160C

音速 341(m/s)

振動数 100(Hz)

我々は振動数が少ない，すなわち波長の長い音波を低い音として，逆

に振動数が多く波長の短い音波を高い音としてそれぞれ認識します。し

かし人聞の可聴範囲は振動数が約20Hz"'20000Hz，すなわち波長が約1.7

cm"'17mの音波に限られています。また，振動する物体の振幅が大きく

なれば，空気の粗密の差も大きくなり，この波が耳に届けば鼓膜の振幅

も大きくなって，我々はこれを大きな音として知覚します。
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1 .発音のしくみ

2.言語音と発音器官

人聞は言葉を話す際に一連の音を用いていますが，これらの音を発す

るのに使われているのは， 主として肺(1田IgS)から口あるいは鼻を経て

体外へ出る空気の流れ，すなわち呼気(e却iration)です。人聞は呼気以

外によっても，息を吸うときの音とか，舌打ちをするとか，拍手をする

とか，指や顎を鳴らすとか，歯を強〈噛み合わせるとか，自分の体を用

いて実に様々な音を出すことができますが，このような音は，本書で扱

う言語の範囲では，意志の疎通を図るための道具としては用いられてい

ません。 5】人聞が発するこれらの様々な音のうち，言葉を話すときに用

いることのある音を「言語音J(speech sound)と呼んで，一般的な音と

区別することにします。

したがって，少なくともこれらの言語の発音のメカニズムを知るため

には，先ず最初に，人聞の体のうち，言語音を作る際に用いられる，肺

から上の，呼気が通過する部分をある程度知らなければなりません。こ

のようなもろもろの器官を「発音器官J(organs of speech)と呼びます。

「発声器官J(vocal organs)と呼ばれることもあります。

次ページの図を参照しながら，主な発音器官の名称を学んで下さい。

時に音声学において解剖学，すなわち医学の用語と異なる呼称が用いら

れることがありますが，当然ながらなるべく連闘を図るべきであり，両

者の相違点や別称などについても触れておきます。それらの諸器官のは

たらきの概観は次項以下で行います。

まずは大まかな呼気の通り道の名称を整理しておきましょう。

①「口腔J(oral cavity)。口の中のことです。口腔が日本語としての

正しい呼称ですが，困ったことに，わが国の今の医学用語では口腔と呼
〈事t号

ばれるのが普通になっています。口腔という言い方を好む人もいます。

②「鼻益J(nasal cavity)。鼻の中のことです。口腔の場合と同様に医
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2 .言語音と発音器官

学では鼻腔が普通です。また鼻腔と呼ぶ主義の人もいます。

③「咽頭J(pharynx)。口腔，鼻腔，喉頭を結ぶ管状の部分，すなわち

のどのことです。 i日国頭腔J(pharyngeal cavity)とも呼ばれます。

④「喉頭J(larynx)。気管及び食道と咽頭とを結ぶ軟骨でできた箱状の

器官で，中に声帯が収まっています。喉頭の外に突起した部分がのどぼ

とけです。はたらきや詳しい構造に関しては註6を参照してください。

(図主要発音器官一覧)
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1 .発音のしくみ

次に，主だった部位の名称を記します。

a) i唇J(l ips)。上唇(upperlip)と下層(lowerlip)から成ります。

b) i歯J(teeth)。音声学では上下の前歯，すなわち門歯を指します。

c) i歯茎J(alveoli， teeth-ridge， alveolar ridge)。上の門歯の付け

根からその後ろ側の口蓋の手前にある，少し突起した部分までの呼び名。

これは音声学のみに使われる術語で，医学では口蓋の一部として扱われ，

特別の呼称を持ちません。また，一般に言う歯茎，すなわち歯の根を覆

っている部分は医学用語では歯肉あるいは歯ぎん(凹m)で， これとの混

乱を避けるためにも歯茎の呼称は採りません。

d) i口蓋J(palate)。医学では口の中の天井の部分，すなわち上顎の歯

を除く部分の総称ですが，音声学ではそこからさらに歯茎を除いた部分

を指します。以下のように硬口蓋と軟口蓋に分かたれます。

e) i益百量;(hardpalate)。 口蓋の前半分を形成している，中に骨を
持つ硬い部分。 上記のように， 医学では音声学で言う歯茎を含みます。

hard palateの形容詞がまずいことに palatalであるため， その誤解

に基づいて，単に「口蓋」と呼ばれたり， i前口蓋」なる呼び方がされ

ることもありますが，いずれも不正確です。 i硬口蓋」は，わが国の解

剖学の用語として定着しており，また上記の英語以外にも独仏露ラテン

語の harterGaumen， palais dur， TBêp~oe 凶60，palatum duru皿など

とも構成が一致しており，明らかに適当な呼称です。音声学の世界には

硬口蓋と呼ぶ主義の人もいます。また，硬口蓋の最深部を高口蓋と呼ぶ

ことがありますが，解剖学用語ではないので，本書では採用しません。

f) i議日量;(soft凶 ate)。 口蓋の後ろ半分を占める，中に骨を持た
ない軟らかい部分。軟口蓋と呼ぶ主義の人もいます。後口蓋などの別称

は現行の解剖学用語の観点から不適当です。
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2 .言語音と発音器官

g) r口蓋帆J(ve1um)。 口蓋の後部である，中に骨を持たない可動部分

全体の名称。下に動かせば咽頭と鼻腔とが通じ，上に動かせば両者は遮

断されます。口蓋帆の口腔に面している部分が軟口蓋です。

h) r口蓋垂J(U刊 1a)。 口蓋帆の先の細くなって垂れ下がっている部分。

一般には「のどひこ」とか「のどちんこ」と呼ばれています。かつては

「懸ょう垂」と呼ばれましたが，解剖学用語としてもすでにすたれてい

ますので，現在の呼称としては不適当です。

i) r舌J(tongue)。各部分が多彩な動きを行うため，必要な場合には以

下のように大きく(j)'""(m)の4つの部分に分けます。

j) r舌先J(apex， tip)。必要な場合には，さらに「舌尖J(point)及び

「舌端J(b1ade)に分けられ， 前者はとがらせた舌先の先端部を，後者

はその付近の部分をそれぞれ指します。
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1) r後舌面J(back)。舌面のうち，静止状態で軟口蓋に面している部分。

「舌背J(dorsum)や奥舌面，あるいは後舌面と呼ばれることもあります。

m) r舌根J(root)。舌の最も奥の部分。咽頭壁とともに咽頭を形作って

います。前後に動かすことによって咽頭の大きさが変わります。

n) r咽頭壁J(pharynx wa11)。管状の咽頭を構成する部分のうち，舌根

以外の部分。必要に応じて後部の咽頭後壁と，側面部の咽頭側壁の呼称

も用いられますが，言語音を作るのに使われるのはその前者のみです。

0) r声帯J(voca1 cords/bands/fo1ds)。 喉頭の中にある左右二枚の唇

状の器官。声を出す際に用います。声を出していない状態の，左右の声

帯の間隔は「声門J(glottis)と呼ばれます。詳しくは次項を参照。

p) r気管J(trachea)。これより下の部位については説明を省略します。
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1 .発音のしくみ

3.声

人間の発音器官のうちで， 1で述べたような一般的な音の作り方を，

最も典型的に行うのが喉頭6)の中にある声帯です。

肺から出た空気は，気管を通って，声帯に到達します。声帯は唇のよ

うに二つに分かれた筋肉でできており， 次の(a)図のようにそれらをぴ

ったりと閉じてしまうことも， (b)図のように間隔を大きく開けて空気

の流れを阻害しないことも話者の意志で自由にできます。 (c)図のよう

に声帯を完全に密着しない程度に接近させると，呼気を受けて声帯自体

が振動し，ある音が生じますが，このとき生じる音が「声J(voice)と

呼ばれています。声帯で声が出る原理は，呼気を受けてリードが振動し

て音が出るクラリネ ットやサクソフォーン，あるいは同じく呼気を受け

てマウスピースの中で唇が振動することによって音が出るトランペッ ト

やトロンボーンなどの管楽器，あるいは草笛などと，非常によく似てい

ます。

(a) 

14 

日リ

↑ 

(b) 

↓ 
後

(図 上から見た声帯の様々な形状)

(c) 



3.声

肺からの空気の量を多くすれば声帯の振幅は大きくなり，声は大きく

なります。声自体は純粋な正弦波をなすわけではありませんが，正弦波

と同じように周期を持ち，ある範囲で振動数を，換言すれば音程を持ち

ます。声帯の幅は体の大きさに比例して，男性よりも女性の方が，大人

よりも子供の方が小さく，従って声の音程は高くなります。また，同一

人物でも，喉頭の緊張を加減することによって，声帯自身の密度を変え

ることができ，それによって色々な音程の声を発したり，歌を歌ったり

することができます。

一般に人間の発する言語音は，声帯の振動を伴う「有声音J(voiced)と，

声帯の振動を伴わない「無声音J(voiceless/devoiced)とに二分されま

す。例えば， [b， d， g， z， v]は有声音であり，それらの対応する無声

音は[p，t， k， s， f]です。 両者の違いが声(下図では仮に声帯の振動

を一一角で示します)のあるなしだけであることは，例えばのどに手をあ

てて発音してみれば簡単に確認されます。

[b] (声帯振動あり) [p] (声帯振動なし)

(図声帯の振動の有無と有声音・無声音)
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1 .発音のしくみ

有声音には記号があっても，対応の無声音には特別の記号がない場合，

前者に無声化を表す補助記号(_)を付けることによって， 対応の無声音

が表わされます。 例えば， [a]を発しながら声帯の振動を止めると，対

応の無声音[a]が生じます。 [a]は精密に表記した場合の[h]の一種です。

有声音は声帯の振動を伴いますから，一般に無声音よりも大きな音と

なります。したがって，言語音としての無声音を聞き取りやすくするた

め，有声音を発するときよりも，無声音を発するときに呼気圧を高めて

やるのが普通です。この点に着目すると，有声音/無声音という二分法

を 「軟音J(lenis)/ r硬音J(fortis)7】という二分法に置き換えるこ

とも可能です。

4.口音と鼻音

呼気は喉頭の中の声帯と咽頭，すなわちのどを必ず通りますが，その

先の呼気の経路には口腔と鼻腔との2つの可能性があります。呼気が口

を通って外へ出るのか，鼻を通るのかは，以下のように口と鼻の分岐点

で決定されています。

ロの中に指を入れてさわってみればわかるように，口の天井(口蓋)

には，骨のある硬い部分である硬口蓋と，より奥の骨のない軟らかい部

分である軟口蓋とがあり，後者の属す口蓋帆は話者の意志で上下に動か

すことができます。

鏡の前で口を大きくあけて，軟口蓋，特に口蓋帆の上下動を観察して

下さい。この状態で口だけで呼吸しようとすると，口蓋帆が上がり，鼻

腔への呼気の流れが阻止されていることが，逆に鼻だけで呼吸しようと

すると口蓋帆が下がり鼻腔に呼気が送り込まれると同時に，舌の後部が

持ち上がって軟口蓋と接触し，口への呼気の流入が阻止されることが，

それぞれ見て取れると思います。
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4. 口音と鼻音

口蓋帆を上げれば，鼻腔への呼気の経路は遮断され，呼気は口腔のみ

を通って体外へと出て行きますが，口蓋帆を下げておけば，呼気は鼻腔

をも通り，広い鼻腔の中で反響して，独特の響きを帯びます。鼻腔の中

には，人閣の意志で自由に動く器官がありませんので，一度鼻腔の中に

入ってきた呼気の響きを，本人の意志で鼻腔内で色々に変えることはで

きません。つまり，言語音に関する限り，鼻腔の中の構造についてはこ

れ以上詳しく知る必要はありません。

口蓋帆を上げ，呼気が鼻腔に流れ込まないようにして，口腔のみを呼

気が通過する状態で発せられる言語音を「口音J(oral)と，反対に口蓋

帆を下げ，呼気が鼻腔にも流れ込む状態で発せられる言語音を「鼻音」

(nasal)と呼びます。 鼻音を表す特別な記号がない場合には，対応する

口音の記号に補助記号(づを付けて表します。例えば， [a， b， d， g]は

口蓋帆を上げて発せられる口音ですが，これらを発するのと全く同じ口

の構えで，口蓋帆を下げて鼻音を作ると，それぞれ[a，m， n， IJ]となり

ます。両者の違いが口蓋帆の上げ下げだけによることを確認して下さい。

[b] (口蓋帆上げ) [m] (口蓋帆下げ)

(図 口蓋帆の上下と口音・鼻音)
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1 .発音のしくみ

上記の例はみな有声音ですが，口音と同じように鼻音にも対応の無声

音が存在します。 [a，b， d， g]の無声音は上述のように[a，p， t， k]で

すが， [a， m， n， lJ]の無声音には特別の記号がなく，無声化を表す補助

記号(.)を用いて[~，理， I)， IJ]と表記されます。[理]は普通の(鼻で行わ

れる)呼吸において，息をはくときに発せられる音ですし， [五]は激し

い運動をしたあとなどに，口と鼻の両方で呼吸をする場合の，息をはく

ときに発せられることがあります。

5.調音

声帯から上の呼気の経路である「声道J(vocal tract)の中で， 話者

の意志によって，何らかの発音器官を何らかのやり方で動かすことによ

り，呼気に様々な響きが付け加えられて行きます。このような言語音を

作るために行われる動きを「調音J8) (articulation)と称します。

声道にある様々な発音器官のうち，人聞が自分の意志で自由に動かす

ことができる，すなわち呼気に何らかの響きを加えられる可能性がある

のは，上記の声帯と口蓋帆の他に，口蓋垂，舌，唇です。これらを，調

音を行う器官という意味で「調音器官J(articulator)と称します。ま

た，補助的に下顎を上げ下げすることによって，口腔内の呼気の経路の

大きさを調節することもできます。これらの自由に動く調音器官の様々

な動きと，上で述べた声帯の振動(声)のあるなし，及び口蓋帆の上下

動によって，様々な言語音が作られて行きます。

おのおのの言語音の調音が，どの位置で，どのように行われるのかは，

第II章(子音)と第四章(母音)において具体的に説明します。
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6.子音と母音

言語音全体を子音(consonant)と母音(vowel)に二分することは非常に

古くから行われてきたようです。一般には子音と母音との分類は簡単な

ことだと思われていて，なんと小学校の課程にまでほとんど無定義にこ

の概念が導入されていますが，実は両者の区別は非常に暖昧なのです。

以下の章で個々の音について詳述する前に，ここで子音と母音との分類

について考えてみましょう。

本来は，音節(syllable)を担う役割を果たす言語音を母音，それ以外

を子音と呼びました。本当は音節の客観的定義もあやふやで，結局は該

当言語のネイティヴスビーカーの直感に頼らざるを得ないのですが，ひ

とまずここではこの問題に詳しくは触れないことにして，このような音

節を基にした母音と子音の伝統的な定義を機能的定義と呼んでおきまし

ょう。このような二分類の基となったラテン語やギリシア語の音節には

必ずいわゆる母音が含まれていますから，このような機能的分類が役立

ち，今日まで子音と母音という概念が受け継がれてきています。

ところが，一連の言語では，子音が音節を成してしまう場合もあるの

です。例えば，英語の night[nalt]やドイツ語の Blume[blu:ma]r花」

では[n]や[1]は音節を担う母音のとなりにあって，子音の役割を果たし

ています。一方向じ音が英語の mountain[m勾ntq]やドイツ語の Mittel

[mit119)「手段J {{ ，)(Jはそれぞれ音節を成すことと成さないことを
示す)では第2音節を担っており，機能的に考えればこのような語にお

けるこれらの「子音J[n][l]は母音に分類されねばなりません。 1日}

一方，純粋に音声学的，あるいは生理学的に考えると，言語音全体を

子音と母音とに分ける根本的必要性などなさそうですが，声道の中で呼

気を何らかの形で妨害することによって作られる音と，逆にあまり呼気

を妨害しないで作られ，かつ声帯の振動を伴う音を，それぞれ子音と母
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1 .発音のしくみ

音とみなすのが，上記のような伝統的な機能的分類にもっとも近いと思

われます。現に多くの概説書などではこのような定義が無批判に採用さ

れています。しかし，この定義も次のような点で矛盾を抱えています。

伝統的， あるいは機能的には半母音(semivowel)という名の子音とさ

れる英語の woodの [w]，フランス語の nuiti夜」の[q]，ドイツ語の

Jacht iヨット」の[j]，あるいは英語の !:_agの[J]などは，音節を成さ

ないのは明らかで，機能的には確かに子音であると言えるにもかかわら

ず，呼気をめだった形で妨害しているとも言えないので，純粋に音声学

的にはなんと母音とみなされてしまいます。 もっと極端に言うと， [h] 

だって呼気をめだった形で妨害しているとは言えないので音声学的には

母音ではないか，という論法だって可能かもしれません。中学校などで

母音は必ず有声音だと教わってからその説明を信じている人は，何をぼ

かな， [h]は無声音だから子音に決まっているではないか，とお思いか

もしれません。でもその反例はふんだんにあるのです。例えば，日本語

のクツシタやガソリンスタンドの下線部のようにいわゆる母音が無声に

なってしまうこと (V.2.1.2参照)だってありますから，定義によって

は母音は必ずしも有声音であるとは言えなくなります。これは母音の無

声イじではなくて本当は脱落と呼ぶべきだから，やはり本当の母音は有声

音に限る，とお思いの鋭い方には，やはり日本語のゴハンの下線部の子

音，あるいは英語の behindに現れる有声音の h([6]， 11 .2.3参照)

の存在を指摘しておきましょう。 このような有声の hだったら，呼気

をめだった形で妨害しているとは考えられませんし，有声音ですし，上

記の音声学的定義に照らすと立派に母音の資格を備えているではありま

せんか!

結局，どちらの定義も満足なものではなく，すべての言語音を母音と

子音に分ける必要性も，両者を分かつ確固たる差異も存在しないと言い

切ることもできそうです。
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6 .子音と母音

このように，子音と母音の区別という概念を全く否定してしまうこと

もあるいは可能ですが，さまざまな言語音の分類の便宜のためを考えて

みると，呼気を何らかの形で妨害してできる音と，呼気を目立つた形で

は妨害しないでできる音とに，全く同じ分類の基準を当てはめることは

都合よくありません。後述するように，前者については，その妨害がど

こで，どのように起こっているのかに着目すれば，後者については，舌

の位置と唇の形状に着目すれば，おのおの分類が容易になるのです。し

たがって，音声学的定義を基礎に，妨害のあるなしで言語音を二分し，

これによって「暫定的な」子音と母音11)を定義するほうが， 周囲の音

環境に依存する機能的(すなわち音節至上主義的)定義よりも，有利と

考えられます。

本書でも原則としてこのような音声学的定義を用いて子音と母音を決

定し，音節を成さない音声学的母音は半母音，あるいは接近音として子

音に，音節を成す音声学的子音は伝統に従って子音にそれぞれ分類する，

いわば折衷的定義を採用します。

主に音声学的定義を採用する以上，母音と子音には機能的定義を用い

た場合のような主従関係はないことになり，母音を先に記す必要はなく

なります。以下では，説明の都合上，呼気を妨害してできる音，すなわ

ち子音の基本的分類を先に行い，その後，その性質を持たない音，すな

わち母音の基本的分類を記すことにします。
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第11章子 二圭~
日

肺からの呼気を，何らかの場所で，何らかの方法で妨害することによ

って，様々な子音が生じます。この二つの次元，及び声帯の振動を伴う

か否か，口蓋帆は上がっているか下がっているかによって，様々な子音

を整然と分類できます。以下の lでは呼気を妨害する主な場所を， 2で

は呼気の妨害の仕方をそれぞれ概観しつつ，各国語の音を説明します。

これによって基本的な子音分類が完了しますが，人聞の発音器官はこ

れらの子音に副次的な響きを付け加えることができます。 3ではこのよ

うな副次的な調音の主なものを概観します。

1.調音点

調音の際に呼気の流れを妨害する場所のことを「調音点J (point of 

articulation)と呼びます。 r調音位置J(place of articulation)や

「調音域J(area of articulation)とも呼ばれます。本書の対象とする

諸言語においては，主に次のような調音点と，その相方である調音器官

の組み合わせが用いられています。以下に記す両層音と層歯音以外では，

調音点だけを述べて，その相方は自明のものとして省略する呼称が一般

に用いられています。ここでは，主な調音点を紹介することが目的のた

め，例にはできるだけ日本語を，日本語に該当する音がなければ英語を，

やむを得ない場合にのみその他の言語を用いるようにします。ご自分で

発音してみて，調音点の確認をしながらお読み下さい。

23 



II.子音

1.1 上下の層

パあるいはパと言ってみて下さい。これ

らの子音部で上下の唇が密着して，呼気の

流れが一瞬せき止められていることがわか

るでしょう。 パの子音部である[p]は声帯

の振動を伴わない無声音ですが，パの子音

[b]は有声音です。このように上下の唇で

作られる子音を「両唇音J(bi labial )と呼

んでます。簡略的な呼称では，以下の唇歯

音と合わせて， r唇音J(labial)と呼ばれる

こともあります。

1.2 上の前歯と下層

日本語にはこれに該当する音がありませ

ん。上の前歯を下唇の内側に軽く触れたま

まで口から息を出してみて下さい。出てく

る音は英語でもおなじみの[f]です。 [f]を

発音しながら声を出せば， 当然[v]が生じ

ます。このように下唇と上の前歯の下端で

作られる音を「唇歯音JOabiodental)と

呼んでいます。
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1.3 上の前歯の裏側あるいは歯茎と舌先

タあるいはダと言ってみて下さい。子音

部の[t][d]を発しているとき，舌の先端が

上の前歯の裏側，あるいはその付け根の歯

茎あたりに密着し，舌で呼気がせき止めら

れています。舌先が前歯の裏側にあればそ

の音は「歯音J(dental)，歯茎にあれば「歯

茎音J(alveolar)と呼ばれます。日本語の

場合，両者の差異は重要ではありませんが，

例えばフランス語やイタリア語の[t][d]は

歯音で，英語とドイツ語のそれらは歯茎音

です。 正確には歯音にし]を付けて[t][d]

のように区別して記します。

1.4 歯茎の後部とそり返った舌先

ラと言ってみて下さし、。個人差がありま

すが，子音部では歯茎の後ろあたりに，少

しそり返った舌先が一瞬密着することが多

いようです。この音はIPAでは[(1.]と記され，

このようにして発音される音は「そり舌音」

(retroflex)と呼ばれます。不正確ですが，

cerebral， cacuminalなどととも呼ばれま

す。 そり舌音は歯茎音の記号に(‘)を付け

ることによって示されます。そり舌音はス

ウェーデン語やヒンディ一語あるいは中国

語などにしばしば用いられています。

1 .調音点

[t][d] 

[t ][(1.] 

25 



II.子音

1.5 歯茎と硬口蓋の境界部と前舌面

シの子音や英語の shは歯茎と硬口蓋の

境界部で調音されます。両者ともかつては

「前部硬口蓋音j(prepalatal)と呼ばれまし

たが， sh[ J)よりもシの子音[c]の調音点は

少し後ろなので，現今ではこれらを呼び分

けています。[J)とその有声の[3]は硬口蓋

音に近い歯茎音という意味で「硬口蓋(的)

歯茎音j(palatoalveolar)あるいはむしろ

「後部歯茎音j(postalveolar)と， [c]と

その有声の[平]は逆に歯茎音に近い硬口蓋

音とも言えますから「歯茎(的)硬口蓋音」

(alveolopalatal)と呼ばれています。 [c][平]

1.6 硬口蓋と前舌面

ニ，あるいはニヤ，ニユ，ニョと言って

みて下さい。 これらの子音部は[p]と記さ

れ，上の歯茎のさらに後ろの，急激に深く

なっている部分である硬口蓋に，前舌面が

密着して呼気の流れをさえぎることによっ

て作られています。このように硬口蓋と前

舌面で調音される音は， 単に「硬口蓋音」

(palatal)12lと呼ばれています。

I
 
nd 
re-L 
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1.7 軟口蓋と後舌面

カ，あるいはガと言ってみて下さい。そ

の子音部分である[k][g]を発音していると

き，硬口蓋の更に奥の，骨のない口蓋の部

分である軟口蓋に，後舌面が密着し，呼気

の流れがせき止められていることが確認さ

れるでしょうか。このような部分で呼気の

流れを妨害することによって生じる子音を

「軟口蓋音J(ve 1 ar ) 1 3 )と称します。

1.8 口蓋垂と後舌面

日本語でも英語でもこれに該当する音は

使われていません。口に水を含んで上を向

き，思いきりうがいをしてみて下さい。独

特の音が生じますが，この音が作られる様

を詳しく見てみると，口の奥で何か小さな

部分が呼気を一瞬せき止め，その部分が呼

気を受けて前に押し出され，また次の瞬間

には自分の弾力でもとの位置に戻ってきて

一瞬呼気をせき止める，という一連の運動

がすばやく繰り返されています。水を口に

含まずにこのうがいの音を出せば，ドイツ

語で最も一般的なRである [R]が発音され

ます。この小さな部分とは口蓋垂であって，

このように口蓋垂で作られる音を「口蓋垂

音J(u刊 lar)と言います。

1 .調音点

[k] [g] 

[R] 

27 



II.子音

1.9 咽頭壁と舌根

このような組み合わせで調音される音も

日本語では用いていません。しかし，例え

ば，仰向けになってリラックスして寝てい

れば，舌全体が地球の引力に引かれて咽頭

後壁に接近しますので，この状態で口蓋帆

を上げて口だけで呼吸したときのいびきの

音を出せば，その音は咽頭壁と舌根との聞

で調音された摩擦音とみなされます。また，

歌手の都はるみはしばしばこれに似た音を

使います。このような咽頭壁と舌根で調音

される音を「咽頭音J(pharyngeal)と称し

ます。アラビア語に見い出される摩擦音の

[t.] (無声)と[f](有声)は典型的な咽頭

音です。

1.10 声門

わずらわしいですが，声を発するときに

声帯と呼ばれる器官は，声を出していない

状態，すなわち左右の声帯を密着させたり，

それらの間隔を大きくあけているときには，

声門と呼ばれています。

試しにアッイッウッエッオのように複数

の母音を連続して，区切りながら発音して

みて下さい。 例えば「あった」や「別館」

をローマ字書きしてみると atta， bekk叩
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1 .調音点

となることにも現れているように，国語学で促音とされ，俗に詰まる音

と言われる「ツ」は一般に次に来る子音を長く，一拍分発音することを

示していますが，上の例のような母音が連続している場合ですとそうは

いきません。実は母音の前の「ツ」は右図のように声門を閉じる音 [1]

(2.1.5参照)として実現されています。 [1]のように声門で作られる音は

「声門音J(glottal)と呼ばれています。

日本語にあるもう一つの声門音はハ，へ，ホの子音である[h](2.3.12

参照)です。ただし，ヒとフの子音としては[h]ではなく，それぞれ硬口

蓋音の[c](2.3.8参照)と両唇音の[+](2.3.1参照)を用いるのが一般

的です。 14) 

目日

↑ 

↓ 

後

(声門閉鎖時の喉頭の図)
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11.子音

2.調音様式

上記のように，発音器官の色々な場所で呼気を何らかの形で妨害する

ことができますが，その妨害のしかた，すなわち「調音様式J (manner 

of articulation)には，主に以下のようなものがあります。 1で概観し

たような調音点において，これらの様々な調音様式を用いて調音を行う

ことにより，様々な子音が生じます。

2.1 閉鎖(1) ー閉鎖音一

シャンベンには炭酸がたくさんはいっていますが，炭酸は簡単に炭酸

ガスと水に分離します。したがって，シャンベンの入ったびんの中には

炭酸ガスが充満しているばかりか，シャンベンの中の炭酸も炭酸ガスと

水に分離したくてうずうずしており，内部の気圧は外よりもずっと高く

なっています。せんがされた状態ではもちろん何の音も生じませんが，

そのせんを急に抜くと，中の炭酸ガスが勢いよく飛び出し，ポンと大き

な音がします。

これと同じ原理で作られる一連の言語音があります。呼気を完全に遮

断することによって，そこに作られる閉鎖の内部と外部とで圧力の差異

が生じます。この閉鎖の行為だけでは何の音も生じませんが，その閉鎖

を作るとき(すなわち圧力の差が作られるとき)と，その閉鎖を急激に

破るとき(すなわち中から外に空気が流出して，圧力の差がなくなると

き)には，その閉鎖は独特の響きを生じます。普通，閉鎖を作るときの

音と閉鎖を破るときの音とを区別せずに，ともかく閉鎖によって作られ

る音を「閉鎖音J(stop)と呼んでいます。 時に用いられる「破裂音」

(plosive)という呼称は， 閉鎖を破る側面に重きを置いた言い方です。

人聞は発音器官の中の色々な場所で閉鎖を作ることができ，その場所に

よって響きが変ります。
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2.1閉鎖音

言語によっては閉鎖音が連続するとき，前にある閉鎖音が通常の開放

を行わないことがあります。また，後述する鼻音(化閉鎖音)や側音が

後続するとき，同じ調音点で作られる閉鎖音の開放のしかたは通常のそ

れと異なります。これらについては，閉鎖開放の省略 (N.1.4.1)，鼻

腔開放 (N.1.4.3)，側面開放 (N.1.4.4)の項目をそれぞれ参照して

下さい。

2.1.1 [p][b]j[t][d]j[k][g] 

両唇で閉鎖を作ればパ，パの初頭の[p][b]が，上の門歯の裏あるいは

歯茎ではタ，ダの初頭の[t][d]が，軟口蓋ではカ，ガの初頭の[k][g]が

それぞれ生じます。 [p][b]と[k][g]は，後述するような場合を除けば，

少なくとも語頭において日本語で用いられるものと，英独仏露語などで

用いられるものは同一です。

[ t][d]には若干のバリエーシヨンがあります。ドイツ語の[t][d]は歯

の付け根あたりで調音される，標準的な歯茎音の[t][d]ですが，フラン

ス語やスペイン語，イタリア語などのロマンス諸語では，歯茎ではなく，

上の前歯の裏側で調音され，精密表記では歯音の[t][d]と記されます。

一方，英語ではドイツ語の場合よりも調音点がやや後方にあるため，精

密には[t][d]と記されます。ロシア語や日本語の[t][d]はしばしば歯音

とされますが，私見では両者ともドイツ語と同様の標準的歯茎音にきわ

めて近いと思われますので，日本語のタ行の子音は少なくともドイツ語

とロシア語にはそのまま使ってよいでしょう。また，英語やフランス語

などの場合には上記のような調音点のわずかな相違を行えれば行った方

がよいことは確かですが，日本語のタ行の子音をそのまま用いてしまっ

たとしてもコミュニケーションには支障を生じる心配は全くありません。

[ t][d]はまた，舌尖で、閉鎖を作って発音することも，そのすぐ上の部
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11.子音

分である舌端で閉鎖を作って発音することもでき，厳密をきす際には前

者を「舌尖的J(apical)， 後者を「舌端的J(laminal)と呼ぴ分けます

が，これは個人的な相違とも考えられ，実用的にはほとんど気にする必

要はありません。

したがって，これらはいずれも日本語を母国語とする人には容易な音

ですが，以下の2点は注意を要します。

英語とドイツ語， また中国語や朝鮮語では[p][t][k]が閉鎖を開放し

た直後に[h]のような激しい息の音(r気音J， 4.1)を伴うことがあり
ます。このような音を「帯気音J(4.1)と呼ぴ，それぞれ [ph][ th ][kh ] 

のように記します。帯気音を中国語と朝鮮語ではそれぞれ有気音，激音

と呼び，気音のあるなしで意味が区別されますが，英語やドイツ語では

気音の有無は位置的に決まっています。例えば英語に熟達した人がフラ

ンス語やロシア語，あるいはイタリア語やスペイン語などを学ぷ際，英

語の癖から不必要な気音を発さないよう注意しなければなりません。

日本語では語中の[b][d][g]の閉鎖が不完全になって摩擦音他し， そ

れぞれ[s][d][y]となることがあります。この現象については V.1.1.3

に詳しく述べますが，この癖を英独仏露などの外国語に持ち込むことは

厳に慎まなければなりません。ただし，スペイン語とポルトガル語は日

本語と似た癖を持っていますので，これらの言葉だけを学ぶのであれば

日本語での癖を保持してもよいということになるかもしれません。

2.1.2 [1][(0 

そり舌の閉鎖音，すなわち歯茎の後ろ側の硬口蓋の手前の部分に，そ

り返らせた舌先を密着させて作った音は， [t][d]にそり舌のしるしし)

を付して， [1][(0と記されます。 [1][(0はスウェーデン語やヒンディ一

語などに用いられています。また，日本語の特に語頭におけるラ行の子

音は閉鎖の持続時間の短い[(0となることもあります。
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2.1閉鎖音

2.1.3 [C][J]15) 

チェコ語やマケドニア語，あるいはハンガリ一語では，舌背前部と硬

口蓋とで作る閉鎖音[C][J]も用いられます。 これらはチェコ語では t'

rによって，マケドニア語では t正によって，ハンガリ一語では ty
gyによってそれぞれ記されます。スペイン語では語頭及び硬口蓋音[Jl]

[正]の後で[j]の代わりに，あるいは地方によっては[正]の代わりに[J]が

用いられることがあります。 16) 

[C][J]は日本人が不得意の音の一つで，キ，ギの子音である[kj] [gj ] 

(4.3参照)や，チ，ヂ(=ジ)の子音[tc][d平](2.5.4参照)，あるいは

後者との類似によって[tI][d3]と混同する人が多いようです。しかし，

日本語には[C][J]と同じ調音点で作られる[Jl](2.2.4参照)，すなわち

ニやニャ，ニユ，ニヨの初頭音が存在していますから，練習のためには

[Jl]を何度も発音して舌の位置をよく確かめることです。

2.1.4 [q][G] 

口蓋垂閉鎖音[q][G]も存在しますが，本書の記載範囲の言語には用い

られていません。アラビア語やベルシア語に生ずるとされます。

2.1.5 [1] 

日本語やドイツ語，英語(特にイギリス)，チェコ語などでは声門閉鎖

音 [1]も頻繁に用いられます。 これは声門を閉じる音ですから，同時

に声帯を振動させることは不可能です。したがって，声門閉鎖音には有

声音はありません。

日本語を母国語とする人は，普通この音の存在に気付きませんが，日

本語では母音ではじまる語の前，あるいは複数の母音を区切りながら言
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II.子音

ったときにその区切りの音として[1]が現れるのが常です。 また，例え

ば驚いたときに発する「あっ」のように母音の後にも生じることがあり

ます。1.10参照。

英語でも，慎重な発音では ge[1]ometryのような母音聞， あるいは

It's un[1]eatable!のようにアクセント母音を強めて発音するときに，

[1]が現れることがありますが，これは決して不可欠の要素ではありま

せん。 また近年，イギリスの英語において，語末の[p][t][k]の直前に

[1]を発音する傾向が強まっており，その上特に[t]のあとに別な子音が

続くときには tha主tableや no主nowあるいは co旦on['kD7p]のよう
に[t]が[1]で置き換えられることまで起こり，方言ではさらに使用頻度

が高まると報告されています。 17)

ドイツ語では，例えば einfach[1匂nfax]i簡単な」のような語頭の

母音の前と， Verein[fE~1áln] i協会」や凹加genehm[1un1angane:m] 

「不快な」のように，母音で始まる意味を持つ単位(形態素 morpheme)

の前に[1]を発音するのが標準的です。 これは日本語で声門閉鎖音の現

れる環境と似ていますので，日本人がドイツ語の発音を学ぶ際，単語や

意味を持つ単位ごとに若干区切って発音するようにすれば，おおむね必

要な声門閉鎖音が無意識のうちに発音されます。

チェコ語でも，例えば [1]叩 oiはいj，cela [1]Evropa iヨーロツノT

全体」のように，語頭の母音の前に声門閉鎖音が用いられることがあり

ます。持に， V okne日1okJle]i窓にj，pod oknem [pot1o泊四]i窓の下

にj，z Ameriky [s1血errkr]iアメリカから」のように，子音に終わる

前置詞に，母音に始まる語が後続するときには，両方の語の聞に声門閉

鎖音を挿入するのが一般的です。声門閉鎖音は無声音ですから，その前

の子音も同佑 (N.1.1参照)によって無声化していることに気をつけて

下さい。この位置での声門閉鎖音を発音しないこともありますが，その

場合にも [fokJle]，[potoknem]， [samerrkI]のように，これらの前置調

の末尾の子音は無声イじしたままです。 18) 普通は声門閉鎖を用いないロ
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2.1閉鎖音

シア語の場合には上記の例に相当するのは BoKHe[vakpe.]， non OKHOM 

[padaknかm]，H3 AMepHKH[IZamje.rjlkjI]であって，前置調の最後の子

音が無声イじしない点と比べて下さい。

[1]は，本書で扱うその他の言語では，特に次に言う母音ではじまる

語を強調する場合以外には用いられません。総じて言うと，ドイツ語の

場合を除いて，日本人が外国語を学ぶ場合，日本語での癖から声門閉鎖

音をむやみに用いることは避けねばなりません。 V.1.1.5参照。

2.2 閉鎖(2) 一鼻音他閉鎖音ー

普通に閉鎖音と言えば，上記のような，口蓋帆を上げて鼻腔への呼気

の流れを遮断した状態で作られる閉鎖音，すなわち口腔閉鎖音を指しま

すが，口蓋帆を下げて，鼻腔に呼気を通しながら口腔で作られる閉鎖音，

すなわち「鼻音化閉鎖音J(nasalised stop)もあります。鼻音佑閉鎖音

は普通には単に「鼻音J(nasal)と呼ばれます。 鼻音は声を伴うことが

多いので，無声の鼻音には特別の記号がなく，必要な場合には無声化の

しるし(_)を付けることによって表されます。

2.2.1 [m][n][lJ] 

両唇で鼻(音化閉鎖)音を作ればマの初頭音である[m]が， 歯茎でな

らナの初頭音である[n]が， 軟口蓋では標準的発音でのダイガクのガの

初頭音で， 不正確ですが鼻濁音と呼ばれることもある[lJ]がそれぞれ生

じます。 フランス語やイタリア語，スペイン語などでは[n]は歯茎では

なく歯で調音されますから，厳密には[n]と記されます。 これらは非常

に広く用いられている鼻音で，ご存知のように日本語にも英語やドイツ

語にもありますから，日本語を母国語とする我々にはここでは何も特別
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II.子音

に学ぶことはないとお思いかもしれません。しかし，実は日本人には大

きな2つの難点があります。

まずは[0]の問題です。標準的日本語では，ガ行の子音として「主校」

のように語頭では[g]を， r小笠校」のように語中では[0]を用いるのが

原則ですが，地域によって，あるいは若い年代では[0]の代わりに[g]や

軟口蓋摩擦音[y](2.3.9参照)を用いることがあります。後者の場合で

も「あんこ」とか「マンゴー」のように [k][g]の前のンは[0]と発音さ

れています。 [k][g]の前以外では[0]を発音しない習慣を持つ人は，外

国語を学ぶときに[0]の代わりに[Og]を用いるまちがいを多発します。

この点で最も注意を要するのは英語です。 例えば 101阜のように ng

は語末では必ず[0]と読まれ， [Og]は不可能ですが，語中では同じよう

にngと綴られていても，例えば longerr待ちこがれる人」では [0]，

10堕errより長い」では[og]と発音されますので，原則的には一語一語

[0]と読むのか [og]と読むのかを記憶していなければならず，とても

やっかいです。191ただし， E堕landやE堕lishのように[0]でも旬g]で

も構わない場合もあります。 2日)

一方，ドイツ語では Bingo(ゲームの名)， Pingu (マンガの主人公の

名)， Kongo (国名)のような外来語などにおいて[Og]が用いられる以外

は， ngと綴られていればほぽ必ず[0]と発音されます。この事情は英語

の場合に比べればはるかに容易と言えます。 21) 

フランス語には以下のような場合を除いて[0]は用いられません。 そ

の例外は parking[paKkiO]のような英語からの新しい外来語と，調音

様式の同化(町.1.3)によって生じる次のような現象です。例えば une

longue main[yn15gmE]r長い手」のように[g]が鼻音にはさまれると，粗

雑な発音では[g]までも鼻音化してしまい， [ynI5omE]のように[0]が生

じるとされます。 22】

違った意味で難しいのはロシア語です。 ロシア語には[0]は全く存在
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2.2鼻音

せず，例え[k][g]が後にあろうと H[n]はその歯(茎)音性をかたくな

なまでに保持し続けます。日本人ばかりか英独仏語などを母国語とする

人も， [nk]や[ng]を発音する習慣はありませんから，執劫な注意と訓練

を必要とします。例えばロシア語の 6甜 E と UHHfB加を，英語の bank

とpenguin，ドイツ語の BankとPinguin，日本語のパンクとペンギン

などと比べてみて下さい。 ロシア語では下線部に[n]が生じていますが，

英独日語では後続の[k]や[g]に調音点の同他(町.1.2)が起こって[lJ]

となっています。このような奇異な現象はスラブ語に特有なわけでもな

く，同様にスラプ語派に属すチェコ語やポーランド語でも[k][g]の前で

は[n]はありえず， [lJ]が用いられています。

日本人にとっての次の難点は，国語学で撞音と呼ばれている「ン」に

よって生じます。 N.1.2.2.2及びV.1.1.2に詳しく記すように，ンの発

音は後続の音によって決まっており， [m][n][p][lJ][N]など何と約10種

類もの音価を持っています。日本語のローマ字書きを小学校で学びます

が，そのとき「ン」を nと記すように教わって以来， rン」は[n]であ

ると誤解している人が大多数です。日本人が外国語を学ぶ場合， [n]の

つもりで，特に語末のンである[N](2.2.5)や， [8]の前のンである鼻

母音日](I1I.4.1参照)などは用いないように最大限の注意を必要とし

ます。 例えば，日本語のパと[N]と英語の pB.!![n]，フラとス[i]と英語

の FrB.!!ce[n]23Jとを比べて下さい。 [n]を発音する際にはナ，ヌ，ネ，

ノを言うときのように舌先をきちんと歯茎に密着させねばなりません。

2.2.2 [喝]

下層と上の前歯で閉鎖を作って発音された鼻音は[瑚]と記され，その

聴覚印象は[m]に非常によく似ています。

少なくとも本書の記載範囲の言語では[l!l]は独立した音とはみなされ
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11.子音

ていませんが，色々な言語で[m]または[n]が，その前後にある[f]や[v]

から調音点の同化 (N.1.2.2.2)を受け， 層歯音[m]となることがあり

ます。 例えば，英語の comfortableや co!!veyの下線部は後続音への

同イじのためにしばしば[司]となり， 24} またドイツ語の schlafen[Jlá:f~]

「目民る」は，末尾の[n]が先行音に同佑して[Jla:f甲]25)とも発音されま

す。フランス語でも後続する鼻音が先行する他の子音を鼻音イじさせるこ

とがあり， 例えば revenir[H(a)vni:H]r戻るJ， avenue[avny] r並木

道J， en venant[avna] r来ながら」が，口語ではそれぞれ[H(a)Qllli:H]，

[aQ)ny ]， [ aQllla]と発音されることがあると報告されています。 26) 同様

にロシア語でも例えば TpaMB組「路面電車」は普通[tr咽va"l]と発音さ

れます。 27)

日本語には[f][v]のような唇歯音がないので，英独仏露語のように同

化によって[m]が生じることはありません。 しかし，例えば笑いながら

話すときに， 話者が[m]を発音しようとしていても，笑っているために

上唇が上に持ち上げられ，前歯が露出する状態になるため，上下の層を

うまく密着させることができず，代わりに上の前歯と下唇で閉鎖が作ら

れて[叫が発せられることがあります。

2.2.3 [凡]

そり舌の鼻音，すなわち歯茎の後ろ側の硬口蓋の手前の部分に，そり

返らせた舌先を密着させて作った鼻音化閉鎖音は， [n]にそり舌のしる

しし)を付して， [ll]と記されます。[凡]はスウェーテ'ン語やヒンディ一

語などに用いられます。

2.2.4 [Jl] 

日本語のニ，ニヤ，ニュ，ニヨの子音の部分は，硬口蓋と前舌面で作
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2.2鼻音

られる鼻音[Jl]です。 日本語ではまたパンチ，インジ(印字)，ハンニ

ン(犯人)の下線部のように， [tç][d~]や[Jl]の前のンも[Jl]と発音され

ます。これらの子音部は[n]を硬口蓋佑 (4.3)した[nj]と発音されるこ

ともあります。

日本人にとってフランス語の cogner[k:.>Jle] rたたく」のような母音

に先行する[Jl]28lの発音は容易ですが，日本語では[Jl]は語末には現れ

ないので signe[siJl] rしるし」のような語の発音練習は欠かせません。

また，おもしろいことに，この音は日本語では当然ながら語頭でも用い

られますが，フランス語では語頭には現れません。

ロシア語のいわゆる軟音の Hbの標準的音価は，硬口蓋化(4.3)を受

けた歯茎音の[nj]ですが，これを[Jl]と発音することも事実上可能です。

恥はあらゆる位置に現れますから，日本語ではこの音が生じない位置，

すなわち上のフランス語の場合と同様に neHb[dje'nj] r一日」のよう

な語末の場合や， neHbrH [dje・njgjI]rお金」のように軟口蓋音に先行

する場合などの練習が必要です。

[Jl]は[m][n]ほどではないにせよ，比較的使用頻度の高い鼻音のーっ

と考えられ，これら以外にもイタリア語(伊)，スペイン語(百)，チェコ

語(五)，ポーランド語(6)，セルビア・クロアチア語(nj，品)，ハンガリ

一語(ny)などで用いられています。

英語やドイツ語では[Jl]は用いられません。 例えば，英語の knitや

neatあるいはドイツ語の nicht日ot"や niemand"no one"の初頭の

子音はあくまでも歯茎音の[n]であり，日本語のニの癖で[Jl]を用いては

なりません。

2.2.5 [N] 

口蓋垂と後舌面の後部とで閉鎖を作った鼻音は[N]と記され， 日本語

ではパンのような語において語末のンとして用いられています。語末の
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II.子音

ンは， [N]の閉鎖が不完全になった音で発音されることもあり，これを

有声の軟口蓋摩擦音[y](2.3.9)を鼻音イじしたものとみなせば， [y]で記

すこともできます。

[N]は非常に珍しい音であり，英独仏露語及びわが国で学ばれている

言語にはほとんど全く生じませんので， 2.2.1にも記したように，外国

語の[n]の代わりに日本語の語末のンであるこれらの音を用いてはなり

ません。 V.1.1.2参照。

2.3 接近(1)一摩擦音一

自転車などの空気入れの細い先から空気が出てくるときを例に取って

みましょう。空気入れの取っ手を上下すると，内部の空気が圧縮され，

内部の気圧は外よりずっと高くなります。内部の空気は外に出ょうとし

ますが，出口はホースの先の小さな穴だけですから，空気はいっぺんに

は外に出られず，その穴に殺到し，激しい気流の乱れを起こしながら勢

いよく出て来ます。

これと同様にして，何らかの調音器官を何らかの調音点に接近させ，

呼気の経路を非常にせばめて呼気を送り込めば，そこに激しい気流の乱

れが生じ，風を切る音に似た空気がきしむ音が生じます。このようにし

て作られる音を「摩擦音J(fricative)あるいは「せばめ音J(spirant) 

と呼びます。

2.3.1 [+][s] 

標準的日本語のフの初頭音は，上下の層を接近させて，そこに強い呼

気を通すことによって得られる無声両唇摩擦音[t]です。 これは非常に

珍しい子音で，英語の間投詞 phewが[t:](より正確には恐らく [t咋ω])

と発音されることがあるような特殊な場合を例外として，本書に扱う外
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2.3摩擦音

国語では[+]は用いられていません。

日本人は，特に日本語のウを連想させる母音[u][0]などの前で，外国

語の[f]あるいは[h][x]などの代わりに[+]を用いてしまうことがありま

すが，これはV.1.1.1に記すように厳に慎まなければなりません。これ

を怠ると，例えば，英語の foodとhood， あるいはロシア語の付加P

「鍵穴カバー」と寸TOpi農場」などを区別できません。

[+]の有声音は[s]と記され， 簡易的な表記法では[も]と記されること

もあります。 スペイン語では語頭と mの後を除いて，ポルトガル語で

は語頭と 1r mの後を除いて，それぞれ/b/の唇での閉鎖が不完全にな

り， [s]と発音されます。日本語でも母音にはさまれているとき，パ行

の子音[b]の層での閉鎖が不完全になり，例えばアブナイが [arb皿a1i]

ではなく [ars皿a1i]のように， [s]が発音されることがあります。この

ような位置で [s]を用いる習慣を持つ人は，英独仏露語などにはこの習

慣を用いないように非常に注意しなければなりません。 V.1.1.3参照。

2.3.2 [f][v] 

周知のように[f](無声)と[v](有声)は上の前歯と下唇の内側で調

音される摩擦音で，英独仏露語をはじめとして非常に多くの言語に用い

られています。

中学校で英語を習い始めて以来指導されていても，これらの音の習得

がおぼつかない人の多さには驚くほどです。その人達の発音を観察して

みると，彼らが犯すあやまちには大きく二つの場合があるようです。第

一に，かつて「下唇をかむ」と教えられたためか，下唇を口の中に巻き

込むようにしたり，あるいは「かむ」力が強すぎて，上の前歯と下唇で

ほぼ完全な閉鎖を作ってしまうまちがい，第二に，たとえ下層と上の前

歯の接触のしかたが適当でも，日本語のフやブの連想からか，同時に上

唇が下唇に接近しすぎたり，あるいは接触してしまったりするまちがい
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です。前者のようなまちがいに対しては，上の歯が下唇の内側に軽〈接

触するだけでよいのだと指摘すれば事足りることでしょう。後者のよう

なまちがいを犯している人は，上の前歯の下部に下唇を軽く触れたまま

で，上下の唇が接近しすぎないように注意しなければなりません。鏡を

見ながら，どのようにしたら上層が下唇に接近しにくいか工夫してくだ

さい。例えば，ちょっとにっこりしながら[f][v]を言えば，必然的に上

層が上がり，上の前歯が露出しますので，筆者としてはこの方法をお勧

めしておきます。

上でも述べたように， [f]を日本語のフの子音[+]で代用するのは厳禁

です。

2.3.3 [9][d] 

上の前歯の裏側と舌先とを軽く接触させ，それらの聞に呼気を通して

得られる摩擦音が[9](無声)と[d](有声)です。 [d]は簡易的に[ct]と

記されることもあります。 [9][d]には舌先が上の前歯の下端に触れる場

合と，上の前歯の裏側に触れる場合との大ざっぱに言って二種があり，

前者は舌先が上下の前歯の聞にはさまれるようになるところから「歯間

音J(interdental)と， 後者はそれよりも調音点が後ろですから「後部

歯音J(postdental)あるいは「歯裏音」と呼ばれることもあります。厳

密には，歯闇音を特に[9][d]で記します。

これらが独立した音として用いられる言語は少なく，筆者が知る限り

では英語，現代ギリシア語，アイスランド語ぐらいです。デンマーク語

やポルトガル語では有声の[d]のみが用いられます。 その聴覚印象は次

に記す[s][z]と似ており，日本人ばかりか， [9][d]を持たない独仏露語

などを母国語とする人もしばしばこれらを混同します。また，スペイン

語は[9][d]を持っていますが， 前者は[s]と，後者は[z]や[d]と区別さ
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2.3摩擦音

れないため，スペイン語を母国語とし，訓練を受けていない人が，何語

であれ外国語を話すと，しばしば理解が困難です。しかし逆に，日本人

がスペイン語を学ぶ際に[9][d]と[s][z]との差異にあまり気を遣う必要

がないとも言えます。

日本人が[9][d]を獲得する必要があるのは主に英語を学ぶ場合で，英

語では普通歯聞音が用いられているため， r舌をかむように」に類する
指導が行われることがあります。その際に注意すべきことは，舌先は歯

に軽く触れるだけであって，決して舌先を強くかまないようにすること

です。接触が強すぎると呼気が遮断されて歯閉鎖音[t][d]や破擦音[t9]

[dd]が生じてしまう恐れがあります。

英語では，歯で作られる[9][d]に，歯茎で作られる[s][z]が隣接する

場合がしばしばあり，お互いの調音点が非常に近いので，これらの子音

連続の発音はやっかいです。例えば isthisとか Smith'sthingなど

をなめらかに言えるよう練習を繰り返す必要があります。

また，英語では[9][d]に[s][z]が続く場合に， monthsや clothesの

下線部[9s][dz]の[9][d]が脱落してしまい， [s][z]だけになることがあ

ります(町.3.3参照)0monthsの下線部は挿入音の入った[nts]と発音し

てかまいませんが，この点についてはN.4.2.1を参照のこと。

2.3.4 [s][z] 

[s][z]は上の前歯の歯茎で作られる摩擦音です。 [t][d]を発音すると

きと同様に，舌の両わきは上顎の両わきの歯茎と密着しており，くぼん

だ舌面の正中部を通過した呼気は，歯茎と舌とのわずかな隙聞を勢いよ

く通り過ぎます。この気流はまた前歯の裏側に当たって曝音を発します

から，前歯がないと[s][z]はうまく発音できません。これらは英独仏露

語をはじめほとんどすべての言語に用いられていると考えられる，非常
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に一般的な音です。

[5]は標準的日本語のサ，ス，セ，ソの子音の部分ですから，ほとん

どの方にはなんら困難はないことでしょう。サ行の子音として，まれに

[0]や[l](2.6)を用いる方がいますが， そのような人は舌先が上の前

歯に触れないように，上下の前歯を噛み合わせるようにすれば首尾よく

[5]が得られると思います。

一方， V.1.1.4に詳しく記すように， 有声の[z]は日本人にとって難

しい音の一つです。標準的日本語のザ，ズ，ゼ，ゾの子音部分は語頭で

は[dz]，語中では[dz]あるいは[z]と発音され， [dz][z]を区別しないの

で，日本人の耳には両者の差異がなかなか把握されません。例えば英語

では road5~ro5e ， 5ide5~5ize のように両者の差異は意味を区別しま

す。 [z]は[5]の有声音ですから， [5]を長く発音しながら，途中から声

帯を振動させて[z]を得る訓練がよいでしょう。 [dz]については2.5.2を

参照してください。

厳密に言うと， [5][Z]には舌先を上げて発音する場合と，逆に下げて

下の前歯付近に置いておく二種類の調音方法があり，前者は舌先が調音

に参与しているため，調音点だけでなくその相方である調音器官の部位

も明示して「舌尖・歯茎音J(apico-alveolar)と，後者は舌端が関与し

ていますから「舌端・歯茎音J(lamino-alveolar)のように呼んで区別

される場合もあります。これらはぞれぞれ舌尖的(apical)[5][z]，舌端

的(laminal)[5][Z]とも呼ばれます。 しかし，これらは響きが酷似して

おり，別個の音として用いられる言語は恐らく存在しないため，両者を

書き分ける必要もなく， IPAでは同じ記号を用いて表しています。皆さ

んがお使いの[5](日本語では普通舌端・歯茎音)及びその有声音の[z]

を外国語にもお使い戴いて結構なのです。
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2.3.5 [1][3] 

[1][3] (簡易的には[き][z])は歯茎の最も盛り上がった部分の後ろ側

で作られる摩擦音で，しばしば付随的に唇が丸められ，突き出されます。

上記の1.5でも触れたように， この音の名称は移り変わってきています。

古くは後述する[c][平]とともに「前部硬口蓋音」という呼称が用いられ，

その後，両者を区別して， [1][3]は歯茎と硬口蓋との境界部付近でどち

らかというと前者，すなわち硬口蓋に近い歯茎で調音されるという意味

から， r硬口蓋(的)歯茎音」と呼び変えられましたが，この名称には
その原意がわかりにくいという欠点がありました。 IPAの1989年版から

「後部歯茎音j(postalveolar)の呼称が採用されて，調音点の明示も，

[ ç][~] との区別もできるようになったことは歓迎されます。 29)

前述の[s][z]ほどではないにせよ， [1][3]もかなり一般的に用いられ

ている音ですが，そこにはいくつかの亜種があります。まずは[s][z]の

場合と同様に，調音器官である舌のどこの部位が調音に参与しているか

によって「舌尖・後部歯茎音j(apico-postalveolar)と「舌端・後部歯

茎音j(la皿ino-postalveolar)の二種を大別できます。前者を舌尖的[J]

[3]， 後者を舌端的(あるいは舌端を舌背の一部とする主義では舌背的

dorsal) [1][3]と呼んでもかまいません。両者は響きがよく似ていて，

次の注意点に留意すれば，日本人が英独仏語などを学ぶ際に，実用的に

はどちらを用いてもよいと言えます。

日本語のシなどの初頭の音である[c](次項参照)も[1]の一種と言え

ますが，[c]の調音点は英独仏などの[J]よりも少し後ろであり，[c]で

[J]を代替するのは好ましくありません。 [c]を発しながら，唇を少し丸

めて突き出し，下顎を少し前に動かして，必要ならば上下の前歯の間隔

をわずかに聞くように指示すると， 典型的な舌端的[J]が得られやすい

ようです。このため日本人には舌端型の方が習得が容易と思われます。

ロシア語の mJ:やポーランド語の szi/rzで表される音も一般には
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[1][3]で表されますが，その響きも調音方法も英独仏の場合とはかなり

異なります。ロシア語やポーランド語では舌尖が調音に参与し，かつ調

音に際して前舌面がへこみます。これを不完全とはいえそり舌の[s][2t]

の一種とみなす案もありますが， 3日1肝要なのは舌尖の盛り上がりとそ

れに伴う前舌面のくぼみではなく，後部歯茎でのせばめと同時に起こる

後舌面の軟口蓋への接近(軟口蓋他.4.4参照)であろうと思われます。

現に舌尖的[1][3]に軟口蓋他を加えると，舌の体積はほぼ一定ですから

前舌面あたりが不可避的にくぽまざるをえず，そのようにして得られる

のは他ならぬロシア語やポーランド語の上述の音です。したがって，こ

れらは厳密には軟口蓋他のしるし(寸を加えた [f][3]と記されるべきで

しょう。これらの音を初学者に教える際に. r舌をスプーン状にせよ」

のような指導法が採られることがありますが， 31} 前舌面がスプーンの

ようにへこむのは上述のように結果においてですし，例え音声学的知識

を持った者でも自由自在に調音器官を動かすことはなかなかできません

から，初学者にはまず[1]と軟口蓋摩擦音[x]を教え，それらを同時に発

するような指導を行うのも一法でしょう。

ロシア語の皿で表される音は， 硬口蓋佑しかっ長い[1jJj]とする一

般に用いられている表記が適当でしょう。国の響きは後述する[仰]とよ

く似ており，かつて筆者も後者による表記に賛成でしたが.mの主たる
調音点は後者ほど後方ではないため，この案は誤りであろうと考えるに

至りました。また，例えば npHe望:aTbr到着する」の下線部には，圃の

対応の有声音で若干古い[3j3j ]と，より現代的な[33]の2種類の発音が

認められています。

[J] (あるいは日])に声帯の振動を加えれば[3](あるいは[3])が得

られます。 [3]は，英語では occasionや皿easureのようにほぼ語中に

限って，32Jフランス語では jolirきれいなj.a星irr動くj.neiger雪」の

ようにすべての位置で，ロシア語([3])では翻Tbr生きるj • eXHK r針

46 



2.3摩擦音

ネズミ」のように語頭と語中で，ドイツ語では Geniei天才」のような

もっぱらフランス語からの外来語で，それぞれ用いられていますが，こ

れは日本人が最も不得意な音の一つです。次の項目で詳しく記すように，

標準的日本語のジ(あるいはヂ)の子音部分は場合によって [d~]，ある

いは[平]であり，これらは[d3]と[3]に似ていますから，日本人は[d3]と

[3]の差異に実に鈍感なのです。英語では，例えば ple虫eri質入れ主」

と pleasurei喜び」のように両者の対立がありますので， 両者の差異

は必ず認識しなければなりません。 [3]は[1]の有声音ですから、[1]を長

く発音しながら声を加える練習を繰り返すことにより， [3]が体得され

ると思います。 [d3]については2.5.3を，混同の原因となっている日本

語での習慣についてはV.1.1.4を参照して下さい。

2.3.6 [c:][平]

日本語のシ，シャ，シユ，シヨの子音とその有声音は簡易的に[1][3]

とされることがありますが，正確には[c:][平]と記されるいくらか異なる

音です。1.5に記したように[c:][平]の調音点は[1][3]と同様に歯茎と硬

口蓋との境界部ですが，後者よりも若干後ろであるためか，現行の IPA

では，恐らくこれを歯茎にやや近い硬口蓋で調音される音という意味か

ら「歯茎(的)硬口蓋音J(alveolo-palatal)と称しています。かつての

ような「前部硬口蓋音J(prepalatal)の名称も調音点のわかりやすさと

いう見地からは捨て難いところがあります。 [f][3]と異なり， [c:][平]を

発する際には硬口蓋の前部と前舌面との接近を助長するため歯は食いし

ばられ，唇は横に強く引かれます。

英独仏露語には[c:][平]は普通用いられません。ただし，例え英仏語の

[1 ][3]の代わりに[c:][平]を用いたとしても恐らく意志の疎通にはあまり

影響はないことでしょう。しかし，ロシア語の m[f]の代わりに日本語

の[c:]を用いるのは，誤解を招く恐れが多分にあり， 厳に慎まねばなり
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ません。 また，ドイツ語では ich i私は」のような語において標準的

な[c]の代わりに[c:]を用いる地域がありますから，ドイツ語だけを学ぶ

のであれば， [c]の代わりになら[c:]を用いても差し支えありません。ロ

シア語のm[Ji P ]も[c:]を長く発音すれば，少なくともコミュニケーシヨ
ン上の問題は生じません。

[c:][平]は例えばポーランド語で用いられており，この音は単独では 6

tと，母音日]が後続する[c:i][~i]は si ziと，それ以外の母音が後続

する場合，例えば[伺][~a] は sia ziaのように表記されます。 中国語

では無声の[c:]のみが用いられ，ピンイン表記では x(例えば X了加西

安[c:i:1aJl])と記されます。

無声の[c:]は日本人には簡単ですが，その有声音[平]を，例えば語頭で

発音することは日本人にとって困難です。これは標準的日本語のジやヂ

の子音が語頭では[d平]，語中では [d~] あるいは[平]であって， [d平]と[平]

の区別をしないことに起因しています。 語頭で[平]が発音できずに困る

のはポーランド語ぐらいでしょうが，その影響は他の言語を学ぶ場合に

も及びます。 [d平][平]は[d3][3]に似た音なので， [d平][平]の差異を感じ

ない日本人は， [d3][3]の差異にも実に鈍感です。 [d平]は[tc:]の， [平]は

[c:]のそれぞれ有声音ですから， [tc:][ c:]にそれぞれ声を加える練習によ

り， [d平][平]の差異を体得する以外になさそうです。 2.3.5，2.5.3""'4及

びV.1.1.4を参照。

2.3.7 [S][zi] 

舌先を後ろにそり返らせ，歯茎の後ろあるいは硬口蓋の前部に接近さ

せて作った摩擦音はそり舌音の[S][2(]です。そり舌の sあるいは zと

も略称されますが，その響きは[s][z]ではなく，むしろ[1][3]に似てい

ます。日本語や英独仏露語などでは[S][2(]は用いられていません。

スウェーデン語では[S]が用いられていますが，有声の[2(]は使われま
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せん。中国語には[s][~]の両方とも用いられており，ピンイン表記では

前者は sh(例えば Shanghai上海[関lJxal])，後者は r(例えば rang

譲[~alJ])と記されます。また，サンスクリツトには本来[s]があり，転

写では sと記されますが， 今日の僧侶によるサンスクリットの発音で

は， ドイツ語の Ach-Lautのような軟口蓋摩擦音[x]で代用されている

という報告があります。 33)

ロシア語の Eまやポーランド語の szz/rz の音価も [s][~] と記すこ

とがありますが， 2.3.5に記したように不適当だと思います。

2.3.8 [c][j] 

日本語のヒ，ヒャ，ヒユ，ヒョの初頭音は，硬口蓋に前舌面が接近し

て構成される摩擦音[c]になるのが普通です。 [j]はその有声音ですから

簡単にできると思いますが， もし困難ならば[i]を出発点として，歯を

食いしばって硬口蓋と前舌面との間隔をせばめれば得られます。(j]は

1989年からIPAに採用された記号で， かつては記号の上で接近音(半母

音)の[j](2.4.3)と区別されず， 表記の必要上から非公式に[J]のよう

に書かれることもありました。

英語では[j]は用いられませんが， hUlDanや hugeの初頭のように普

通の辞書で[hj]のように表記される位置で実際には[c]が生じています。

しかし， heや hitの初頭にヒの初頭の[c]を用いるのは日本人特有の

誤りの一つですので注意して下さい。 また， pure， tune， cureのよう

に無声閉鎖音/p，t， k/とjjjがアクセント母音の前にあるとき，無声閉

鎖音は強い気音(aspiration，4.1参照)を伴うため，その影響でjjjが

無声他し，実際には弱い[c]が発されます。

ドイツ語では無声の[c](Ich-Laut)も，有声の[j]も用いられています。

ドイツ語の[c]の音価は先行音によっていろいろに変化し， 特に durch

"through" のように [R](2.7.3)あるいはその母音化した[~] (III. 3.3. 9) 
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11.子音

の前では調音点がかなり後退し，後述するロシア語の軟音の[xi]とほぼ

同じになります。[j]は Jahrr年」の下線部のように，母音に先行する
jjjに一般的に現れますが，私見ではそのせばめは例えば仏露語におけ

るよりも広く，生じる摩擦音も弱目のようです。

フランス語では，例えば ~eux r目J(複数)， bi旦etr切符」の下線

部におけるように有声の[j]は顔繁に用いられますが，無声の[c]はない

ことになっています。しかし，例えば pied[pje]r足」では，先行する

無声子音の影響で[j]が無声化し，[j]すなわち弱い[c]が発されます。

ロシア語には[j]がしばしば現れます。母音の前のjjj，すなわち子音

字が先行しないときの e冗益胞の子音部分や HOKoraMar横浜」のよう

な例外的綴りでは母音字の前の uは強い摩擦音の[j]として発音される

のが常です。 Hも'1bH[tlijI・]r誰のJ (複数主格)のように bが前

に綴られているときには，その前に[討を伴って発音されます。 それ以

外の位置のjjjは摩擦音ではなく，接近音の[j]などと発音されるのが原

則ですが，丁寧な発音では[j]も用いられることがあります。 ロシア語

には無声の[c]は生じないことになっており，例えば ily!Hr香水」の下
線部は一般には硬口蓋佑(すなわち軟化)した軟口蓋摩擦音の[xi]とし

て扱われるのが一般的ですが，服部(1951:107)も記すようにその調音点

はすでに硬口蓋の後部に達するため[c]と記すことも可能です。 厳密を

きすなら後ろよりの補助記号を付けた[宝]とすればよいでしょう。

2.3.9 [x][y] 

軟口蓋と後舌面で調音される摩擦音は[x](無声)及び[y](有声)と

記されます。後者は簡易的に[s]と表記されることもあります。 日本語

には悔しいときなどに発されることのある破擦音 [kx:](仮名書きでは

恐らく「クーJ)がありますから，これを何度も発してみて後舌面の位

置を確かめ，徐々に初頭の閉鎖音を取り除く練習をすれば[x]が， 声を
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2.3摩擦音

加えれば[y]がそれぞれ得られます。 [y]はまた，語中のガ行の初頭音と

して，日本語の鼻濁音のない方言地域全般にわたって広く普及していま

す。このような日本語を話す人は語中では簡単に[y]を発音できますが，

逆に語頭では困難ですし， [rJ]と[g]との差異もきちんと習得して，どの

位置でも発音し分けられるようにしなければなりません。

[x][ y]は英仏語には用いられませんが，ドイツ語やロシア語などには

生じます。ドイツ語では a生(間投詞)， doch iはいJ (否定の質問に

答えて)， auch i '"も」のように a0 uの後に綴られる chが，ロシア

語では !opomo iよく」のようにいわゆる硬い xがそれぞれ[x]と発音

され，一般には両者とも同じ記号で記されます。しかし，両者を比べて

みると，ロシア語の xが軟口蓋の中央部で調音されるため[x]と記すの

が適当であるのに対し，ドイツ語の chの音(Ach-laut)は軟口蓋の後方

で摩擦が生じるので， 厳密には後ろ寄りの補助記号を付けた[x]や，後

述する口蓋垂摩擦音の[X]で表記されるべきでしょう。 また， 0 uに続

くAch-lautは唇を丸めて(円層化， 4.2参照)発音されますから，非

常に厳密には恒例]や[XW]で表記すべきかもしれません。

ロシア語ではまた，後ろに有声の閉鎖音あるいは摩擦音があるとき，

前にある[x]も同佑によって有声佑して， 例えば 3aCO!6bI [zaso.ybi] 

「枯れただろうに」の下線部に見られるように[y]が現れます。 またこ

の音は北部ドイツ語の Tagei日J(複数)の下線部などにも生じるとさ

れます。

スペイン語では luegoi後に」の下線部のような母音にはさまれた位

置で閉鎖音JgJが摩擦音他して[y]が生じます。 また一般に[x]と記され

ている jの音価は， ドイツ語の Ach-lautと同様に正確には口蓋垂摩

擦音[X]と記すのが適当でしょう。

[xJはまたチェコ語，ポーランド語，セルピア・クロアチア語などの

スラブ諸語やオランダ語などに， [y]はオランダ語，デンマーク語，現

代ギリシア語，アラビア語などにそれぞれ生じます。
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2.3.10 [X][I] 

軟口蓋のさらに奥の部分の口蓋垂周辺と後舌面の後部とで調音される

摩擦音は[X](無声)と[1](有声)と記され，一般的には口蓋垂音と，時に

は「後部軟口蓋音J(postvelar)と呼ばれます。これらは日英露語では

普通使われません。

フランス語ではRの音として[R](2.7.3)も，また時には[r](2.7.1)も

用いられますが，現代において恐らく最も一般的なのは「パリのRJ(仏

r parisien)とも呼ばれる有声の口蓋垂摩擦音[1]です。本書ではフラン

ス語のRの発音を記す際にこの記号を代表として用いています。この音

はまたドイツ語でもRの音として用いられることがあります。フランス

語では，例えば pr@tre[p~εt~] r司祭」のように， [1]は無声の子音に

後続するときや語末などではしばしば無声化して[草]すなわち弱い[X]と

なります。また， rien "nothing"や rue r通り」のように硬口蓋での

接近音(半母音)や前舌母音(III.2.1)が後続するとき， [1]は硬口蓋化

(4.3)を受け，調音点も前進することが知られています。

ドイツ語の ch(Ach-laut)は普通[x]と記されますが，その調音点は標

準的[x]よりも後ろであるため，[X]とみなすべきです。スペイン語の j

(普通は[x])も特に a0 uの前では[X]と記すのが適当です。 34)

[X] [1]はまたデンマーク語，アラビア語，中国語(無声のみ)などに

生じるとされています。このような摩擦音は，ドイツ語に一般的な口蓋

垂顛動音[R](2.7.3)を出発点として口蓋垂の顛動をやめるか，あるいは

それを練習をする過程において獲得されやすいように思います。

2.3.11 [h][¥'] 

舌根と咽頭壁とを接近させて作られる摩擦音で，アラビア語に用いら

れるとされます。1.9に記したようにいびきにも生じます。
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2.3.12 [h][6] 

息を吸うときには声門は全開となり，この状態で出された呼気はほと

んど喋音を生じませんが，声門の幅を徐々に狭め，声門以外の位置では

呼気をめだった形で妨害しないで，かつ呼気の流出量を増やすことによ

り， [h]が聞こえるようになります。 [h]は日英独語などには用いられま

すが，フランス語やイタリア語，スペイン語のようなロマンス諸語，及

びロシア語，チェコ語，セルピア・クロアチア語のようなスラプ諸語に

は原則として用いられません。

[h]は普通は声門摩擦音とされますが，声道全体の形状によってその

響きが決定されているため， r声道摩擦音J (vocal tract fricative) 
のような呼称が好まれることもあります。すなわち，任意の母音から声

帯の振動を取り去り，声門を若干せばめて呼気圧を高めれば様々な [h]

が生じると言えます。 また恐らく何語においても[h]の前あるいは後ろ

に母音が必要であり，その母音を発音するのとほとんど同じ口の構えが

[h]と同時に生じるのが常であるため，例えば英語の hit，hand， hall 

の初頭の音は厳密には同一ではなく，それぞれ無声の母音である[J ][;e] 

[0]のように表記し分けることができます。 これに呼気圧を高めるしる

しでも付ければ様々な[h]を完壁に表記できることでしょうが， 残念な

がら現行のIPAはそのような補助記号を用意していません。結局， [h]に

は基本的な音が定義できず， 母音の数だけ[h]があると考えられますか

ら， [h]を用いた発音の表記は概略的であると言わざるをえません。

[h]が発せられるときの声門の状態からさらに声門の幅を狭くして行

くと，声帯が呼気を受けて振動を始め声が生じますが，声が生じる直前

の状態，すなわち声帯が若干は振動し始めてはいるが，声門の摩擦音も

聞こえるという状態に生じる音を「有声の hJ(voiced h)あるいは「つ

ぶやきの hJ(murmured h)と称し， [6]と記されます。 [6]も[h]と同様

に厳密な表記ではありえず，何らかの母音を発している状態から声門を
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少し広げて喋音を加えれば様々な[6]が生まれますが，現行のIPAにはこ

れを表記する手段がありません。

例えばオハナや behindにおけるように，日本語や英語の母音聞の h

も，前後の母音の影響で声門の聞きが不十分になり， 有声音の[6]とな

ることがあります。チェコ語の hも原則として[6]と発音されます。し

かし， 1 ih rスピリツツ」や vztahr関係」のような語末， nehty r爪」

(複数)や lehkyr軽い」のような無声子音の前，あるいは shodar一

致」や nashledanou rさようなら」のような shというつながりにお

ける hは，例外的に軟口蓋摩擦音[x]として発音され，この場合 chと

hの違いはありません。 35)

2.3.13 [M] 

英語の whatや whereなどの疑問調， あるいは whiteや wheatの

whには2種類の発音が許されています。 そのひとつは後述する接近音

(半母音)の[w](2.4.6)を用いるもので，むしろこの発音のほうが今日の

イギリス標準発音では普通です。もうひとつの可能性は，層を丸めて突

き出すようにして発音された無声の両層摩擦音[叫を用いるものです。

[M]は実質的に[w]の無声音である[w]，あるいは4.4に述べるような唇軟

口蓋イじした無声両唇摩擦音[~ω] と記すことも可能です。

[M]は音韻論的に/hw/と解釈され，また上記のように[M]は[w]と発音

しでもよいわけですから，普通の辞書などでは [M](=/hw/)と[w]の両

方を一度に表記するために，イタリック体の文字は省略可能のような約

束を設けて， [加]のような書き方をしている場合が多いようです。この

[加]という書き方が誤解を生み，あるいは[hw]という発音が可能である

かのような印象を学習者に与えることがあります。このようなまちがい

を回避するためにも， 外国人として英語を学ぶ際には不必要な[飢]を用

いず， [w]を用いるのが得策と思われます。 36)
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摩擦音を発音しながら，徐々にそのせばめを広げると，気流の乱れが

次第に穏やかになり，喋音が顕著でなくなります。このような摩擦音の

一種を「接近音J(approximant)または「無摩擦継続音J(frictionless 

continuant)と呼びます。接近音は有声であるのが普通で，無声音の記

号はありませんので，必要な場合には無声他のしるし(_)を付します。

音声学の見地からは接近音と呼ばれる音は，音節を基本とする機能の

点からは音節を担わない(子音として機能する)母音，すなわち「半母

音J(semivowel)あるいは「半子音J(semiconsonant)と呼ばれます。し

たがって，大部分の接近音は母音からの説明も可能です。母音について

は第m章を参照下さい。

2.4.1 [u] 

唇歯摩擦音[v]を発音しながら， 徐々に唇と歯との接触をやわらげる

と摩擦音が消え，接近音の[u]が生じます。 ここに記す他の接近音はす

べてなんらかの母音を子音として使った半母音とする説明も可能ですが，

[u]には対応する母音はありません。

[u]が用いられている言語は少なく，オランダ語，スウェーデン語，

ヒンディ一語に生じることが報告されています。英語やフランス語には

まず生じませんが， ドイツ語では[v]の摩擦が一般に英仏語の場合に比

べてずっと少なく，特に Schwesteri姉か妹J， zwei i 2 J ， Qual i苦

しみ」のように[1][ts][k]に後続するときには， 接近音の[u]として発

音されることもあるようです。 37) ロシア語でも同様の現象が観察され

ることがあります。 [u]はまた日本語でも特ににっこりしながら話すと

きなどにワの子音として用いられることがあります。ワの子音について

は[w]の項目を参照して下さい。
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11.子音

2.4.2 [J]と[，t]

舌先を若干後ろに反らせながら歯茎の後ろの部分に接近させて作られ

る接近音は[J]と記され， 標準的なイギリス英語のRとして用いられて

います。 アメリカ英語では[J]の舌のそり返しを顧著にした音も用いら

れることがあり，これは[J]にそり舌の補助記号を付けて[，t]と記されま

す。便宜上[，t]から説明すると，これはそり舌の摩擦音[2()(2.3.7)から，

せばめを広げて曝音を取り去ることによって得られる接近音のようにも

定義できますし，一方母音の側からはアメリカ英語の bird[加:d]など

に出てくるそり舌母音などの[叫(1lI.4.2参照)を子音として使った半

母音，すなわち匂]とみなすこともできます。 [J]は[，t]から舌のそり返

しを少なくした音です。

現在のイギリス標準発音では[J]は母音の後では脱落し， 例えば単独

で発された motherや butt笠の下線部は[a]あるいはもっと広い[号]，

さらには[官](III.3.3.9)と発音されます。 このような語の末尾にもとも

とあった[J]は母音の前のみで保存され， mother-in-law， butt笠yの下

線部は[aJ]あるいは[J]と発音されます。

一方，アメリカ英語では[，t]が母音の後で保存されており， motherや

butt笠の下線部は[，t](( )は音節を成すことを示す)と発音されます。

子音である[，t]を母音として使った場合に母音の記号として[討が用いら

れていることは上にも述べました。

一般の辞書などでは，例えば motherの下線部の発音を[ar]のように

記していますが，これは複雑な約束に基づいた表記法であり，米音では

[ao) (=[，t])を，英音では[a]-[a]-[官](母音が続かない場合)，ある

いは[(a)J](母音が続く場合)の3つの発音を同時に示しています。こ

のような約束を知らないと思わぬ誤解をすることになります。 38)

[J]もその変種である[，t]も比較的めずらしい音であり，日独仏露語に

も，その他の主な外国語にも生じることはあまりありませんが，その例
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外が中国語です。 ribEIni日本J[司:peJl]のようにピンイン表記で rと

されるのは普通はそり舌の摩擦音[:zi]ですが，摩擦を減らした[.t]も用い

られ， [.ti :P~Jl]やさらには [rp~Jl]のようにも発音されます。

2.4.3 [j] 

有声の硬口蓋摩擦音[j](2.3.8)を発音しながら，せばめを少し広げて

曝音を取り除くと，接近音[j]が得られます。 [j]は母音の[i]を子音と

して使った半母音とみなすこともできます。日本語のヤ，ユ，ヨの子音

部分も，英語の yearの初頭音と同様に硬口蓋接近音[j]であり， これ

は名状するのが全く不可能なほど非常に多くの言語に用いられています。

2.4.4 [珂]

軟口蓋接近音，すなわち有声軟口蓋摩擦音の['{](2.3.9)からせばめを

広げて喋音を取り去った[町]も存在しますが， 本書記載の言語の範囲で

は少なくとも単独では用いられていません。[四]は母音の[皿](III .3.2.8) 

を子音として用いた半母音と説明することもできます。日本語のワの初

頭の子音がこれに似ていますが，両唇での接近も行われるワの初頭音と

しては， [w]の項目(2.4.6)に記す唇軟口蓋接近音の変種とするのがもっ

とも適当と思われます。

2.4.5 [q] 

唇を丸めて硬口蓋での接近音を発すると唇硬口蓋接近音の[q]が得ら

れます。 [q]は[j]を円層化した，あるいは[w]を硬口蓋化した子音とも

考えられ，したがって[jω]や[wj]と記すことも， また母音の[y]を子音

として使った半母音と見ることも可能です。 nuiti夜」のようにもっぱ

らフランス語に用いられます。
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2.4.6 [w] 

唇を丸めて軟口蓋での接近音を作ると， 唇軟口蓋接近音の[w]が得ら

れます。[珂]を円唇佑(4.2)したとも考えられ，したがって[ur]と記すこ

とも可能です。 母音の側からは母音の[u]を子音として使った半母音と

もみなせます。

[w]は英語やフランス語では頻繁に用いられますが，その他の言語で

は比較的まれで， ポーランド語(例:川の名 Wisla[vIswa])やオラン

ダ語(例:人名 Wijk[WE!k])に用いられている程度です。

日本語のワの子音も両唇かつ軟口蓋の接近音ですが， 普通の[w]のよ

うな顕著な唇の丸めはなく， かといって[町]では唇の接近が表されませ

ん。 残念ながらIPAにはワの子音を表す正確な記号が欠落しており，現

行の IPAでこれを表すとすると， [w]に，円唇化を抑える補助記号(<)

を付けて[v]とする以外にないと思われます。 上記のように[w]や[町]で

さえ珍しい音なのに，日本語のワの子音はそのまた変種なわけですから，

日本語を学ぶ外国人にとってワの子音の習得はとても難しく， [w]や[v]

(2.4.1)で代替されることが多いのもうなずけます。

今の日本語では[v]が用いられるのは[a](ここでは母音を簡略的に記

します)の前に限られ， まれにヲを[0]ではなく [vo]と発音することが

あるくらいで，かつて[vi][鴨]を表していた「ゐ(ヰ)Jと「ゑ(ヱ)Jが

すたれ，それぞれイとエに吸収されました。 また，日本語のウを[m]で

表すと， [咽]を表す文字はありません。したがって，例えば日本人が英

語を学ぶ場合， [w]の発音の際に層を丸めて突き出すようにすることと，

日本語の[viH ve]や，特にwolf，womb， woke， walkのように[咽Hvo]を

連想させる音連続をしっかり練習しなければなりません。もちろんフラ

ンス語にも同様の注意が必要ですが，フランス語には [wa](moir私J)， 

[wi](oui rはいJ)， [wE](ouest r西J)， [ws](loin r法J)はあっても，

[叩][wo]という連続がないので英語よりは簡単です。
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2.5 閉鎖と接近一破擦音一

閉鎖音(2.1)を発音する際に， 閉鎖を比較的ゆっくりと開放してやる

と，閉鎖音が生じた直後に，閉鎖が作られていたのと原則として同じ場

所でせばめが構成され，調音点が同じ(同器官的 homoorganic)摩擦音

が生じます。このように閉鎖音に同器官的摩擦音が後続する音の連続を，

破裂音の「破」と摩擦音の「擦」を用いて， r破擦音J(affricate)と

称します。

破擦音は炭酸飲料の入ったペットボトルなどのネジ式のせんを開ける

ときによって例示されます。中の炭酸ガスが外に出始める瞬間に閉鎖音

(破裂音)が生じ，直後にネジとボトルの狭い隙聞から炭酸ガスが吹き出

してきて摩擦音が生じています。この音を「プシユー」と記すことがあ

りますが，プの部分が閉鎖音に，シューの部分が摩擦音にそれぞれ対応

します。

2.5.1 [pfHbv] 

上下の唇での閉鎖が開放された直後に，下唇と上の門歯でせばめが構

成させると，ドイツ語に特徴的な破擦音 [pf]が得られます。 Pflanze

「植物J， Apfe 1 rりんごJ，あるいは Kopfr頭」のように現在の標準

ドイツ語(独 Hochdeutsch)では語頭，語中，語末を問わず[pf]が用いら

れています。 39)

2.3.1， 2.3.2に述べたように[f]を[+]と混同しやすい日本人にとって

は[pf]も苦手な音のひとつです。普通に唇を閉じているとき，下層の内

側は上の門歯と軽く接触しています。この状態を維持したまま唇での閉

鎖を開放して[p]を発するのですが， このとき下唇の内側を上の門歯と

軽く接触させたままにすることと， 普通に[p]を発するときよりも上唇

を激しく上に持ち上げ，上の門歯をむき出しにすることの2点がこつで
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II.子音

す。 上下の層で発音する日本語のフの子音[t]の癖から，上層を持ち上

げることがなかなかできない場合には， [f][v]の場合と同様に，少しに

っこりしてみたらどうでしょうか。

一般には独立した破擦音とはみなされませんが， [pf]の有声の[bv]と

いう連続は，例えば英語 obvious，フランス語 obvenirr '"の所有に帰

すJ，ロシア語 06B即白Her非難」などに生じることがあります。

2.5.2 [ts][dz] 

歯茎での閉鎖をゆっくりと開放すると， [t][d]が発された直後に，同

じ場所で摩擦音[s][z]になめらかに移ることができ，破擦音の[ts][dz]

が得られます。

[ts]は標準的日本語のツの初頭音に等しく，英独露語の cats， zehn 

r 1 0 J， UBeT r花，色」などにも生じます。英語では[ts][dz]は原則と

して語末のみに現れます。 4日) ドイツ語では[ts]が語中での位置を間わ

ず頻繁に用いられる反面， 41) [dz]は用いられません。フランス語には

tsar rロシア皇帝，ツアーリJ， tsigane rジプシー」のような外来語，

tsoin-tsoin rちゃんちゃかちゃん」のような擬音語を例外として，原

則的に[ts]や[dz]は生じません。 42) ロシア語ではドイツ語と同様に全

ての位置で[ts]が頻繁に現れますが， [dz]が用いられるのは， /tS/に有

声の閉鎖音や摩擦音が後続する場合(例:.1lBOP向 6paKOCO'leT担問「結婚

式場J)や， /t/に[z]が後続する場合(例:OT3bIB r批評J)のほか旧ソ連

の外務大臣の名 IDeBap朋al@.eのような外来語に限られます。 43)

V.1.1.4に詳しく記すように，標準的日本語のザ行(あるいはヅ)の

子音は語頭では普通[dz]ですが，語中では人によってあるいは場合によ

って[dz]だったり [z]だったりします。 したがって，日本人は例えば英

語の roadsと rose， cardsと carsにおけるような[dz]と[z]の差異

を認識できないことが非常に多いのです。 [dz]は[ts]の， [z]は[s]のそ
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2.5破擦音

れぞれ有声音ですから， [ts]と[s]に声帯の振動を伴わせる練習を繰り

返して， [dz]と[z]の差異を獲得して戴きたいと思います。 2.3.4参照。

2.5.3 [tI ][d3] 

[ t][d]を調音するときと同じように舌先あるいは舌端を歯茎に密着さ

せて呼気を遮断し，閉鎖をゆっくりと開放し，舌端が歯茎後部(硬口蓋

(的)歯茎)に接近する状態を少々持続させてやると， [t][d]が生じた直

後に，舌尖的であれ舌端的であれ(J][3]になめらかに移ることができま

す。このようにして得られた破擦音を[t日[d3]と記します。

[ tJ]は英語とドイツ語にはありますが，フランス語では外来語以外に

は出てきません。 [d3]は英語には頻繁に生じますが，ドイツ語44)とフ

ランス語45)では外来語にのみ現れます。 ロシア語の'1acr時J，ある

いは aJl~6á r渇望」の下線部は通常の[tI][d3]に前舌面と硬口蓋との接

近(硬口蓋化， 4.3)が加わった変種であり， [tlj ][d3j]のように記さ

れ， MJl匂!!!HR rより若い」や皿a3 rジャズ」の下線部と区別されます。

後者は普通は単に[tI][d3]とされますが， 正確には2.3.5に述べた理由

で軟口蓋化(4.4)のしるしを付した[tf][d3]と記されるべきと考えます。

前者の主たる調音点は歯茎の後部にあり，その響きは後述する[tc][d平]

によく似ていますので， 実用的には[tc][d平]での代替も可能でしょう。

また，次項に述べるようにポーランド語やセルビア・クロアチア語でも

[tf][d3]と[tc][d写]とが区別されます。

日本語のチの子音は正確には次に記す[tc]であって，これは[tJ]の調

音点を少し後ろにずらし，激しい硬口蓋佑を加えた一つの変種で，場合

によっては英独語等の[tJ]を[tc]で代用するのは好ましくありません。

日本人が典型的[t日を獲得するためには，チの子音部を発音しながら唇

を丸めて突き出すようにし，必要ならば下顎をわずかに前に移動すると
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よいようです。

V.1.1.4に詳しく記すように，ジ(あるいはヂ)等の子音は語頭では

[匂]，語中では[d~] だったり[平]だったりします。 2.3.5-6にも記した

ように， [d平][平]は[d3][3]に類する音なので， [d写][~]の差異を感じな

いことに慣れている日本人は， [d3][3]の差異にも実に鈍感です。 例え

ば英語では ple坐er と plea~ure のように [d3] と [3]が区別されますか

ら両者の混同は意志の疎通に障害をもたらしますし，その他の言葉でも

両者を混同してはいけません。 [d3]は[tllの， [3]は[J]のそれぞれ有声

音ですから， [tI][1lにそれぞれ声を加える練習を繰り返すことにより，

[d3][3]の差異を体得して下さい。

2.5.4 [tc;;:][d平]46】

[ t][d]を調音するときと同じように舌先や舌端を歯茎に密着させて呼

気を遮断し， [tI][d3]の場合よりも前舌面をはるかに硬口蓋前部に接近

させておいて，閉鎖をゆっくりと開放し，硬口蓋前部と前舌面とのせば

めを少し持続させると， [t][d]の一種が生じた直後になめらかに[c;;:][平]

(2.3.6参照)に移ることができます。 このようにして得られた破擦音を

[tc;;: ][d~] と記します。 [tI][d3] と [tc;;:][~]との差異は2.3.5-6に記した

[1 ][3] と[c;;:][~]との差異に準じますが， [tc;;: ][d~] は [tI][d3]の調音点を

少し後退させ， 激しく硬口蓋佑(4.3)を加えた変種とも表現できるため，

[tP ][d3j]のようにも記せます。

[tc;;:]は標準的日本語のチ，チャ，チュ，チヨの子音です。またジ(あ

るいはヂ)の子音は語頭では[匂]，語中では[d平]あるいは[平]となります。

[d写]は[tc;;:]の， [平]は[c]のそれぞれ有声音ですから， [tc;;:][c]に声を加

える練習により， [匂][平]の差異を体得して下さい。

[tc;;: ][d~]は英独仏などの主な外国語には用いられておらず，これらを

[t日 [d3]の代わりに用いるのは避けねばなりません。 [tc;;: ][d~]が用いら
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れるのは以下のような言葉においてです。

ポーランド語の edi (あるいは cidzi)や，セルピア・クロアチア

語の ed (キリール文字だと hも)の子音も[tc:][d平]であり，これらの

言葉では[tç: ][d~] と [tf] (ポーランド語だと cz， セルピア・クロアチ

ア語だと Eや可で記されます)[d3] (ポ dz/drz，セ・ク dz/J，I)との

区別がありますので特に注意しなければなりません。これらの言葉では

[tf][d3]の摩擦音部は顕著な軟口蓋化と前舌面のくぼみを伴って調音さ

れ，硬口蓋への接近が非常に顕著な[tc:][d平]と区別されます。ロシア語

の司[tP]も[tc:]に近く発音されることがあります。 また，中国語のピ

ンイン表記の j q はそれぞれ[tc:]とその帯気音(4.1)である[tc:h J (あ

るいはむしろ摩擦音部が長い[tc::])を表しています。

2.5.5 [tS][q~]/[tJ][dJ] 

舌先をそり返して硬口蓋の前部に密着させて閉鎖を作り，ゆっくりと

閉鎖を開放すると，なめらかにそり舌の摩擦音[s][討に移ることができ

ます。このようにして破擦音[ts][q~]が得られます。純粋なこの音が用

いられているのは中国語で，ピンイン表記の zhchはそれぞれ[ts]と，

その帯気音[tsh] (あるいはむしろ[ts:])を表しています。

日s][q~]の一種は英語の例えば try や dry にも用いられています。

ただし，閉鎖部は歯茎の後部において作られ，舌のそり返しも少ないの

で歯茎音とみなされ， [t][d]あるいはより正確には[t][d]と記されます。

また，摩擦部での舌のそり返しは閉鎖部よりも大きくなりますが， [s] 

[~]ほどは顕著でないのが一般的で， 摩擦的曝音が一般の[s][~]ほど多

くなく，またこの摩擦部は持続時聞が非常に短い，過渡的な性格を持っ

ている(わたり音 glide)ため， 接近音である[J]，あるいはそり舌が

激しい方言では[.l]をもって表記されることになっています。 結果的に

tryや dryの初頭の子音連続は[tJ][dJ]あるいは[q_][d.l]のように表
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記される破擦音になるのです。

tryや dryのはじめの部分が， あるいは日本人にはチ，ジに似た聴

覚印象を残すことがあるのも，これらが[tJ][d3]や[tc][d平]に似た破擦

音であるからです。 Gimson(1987:178)によると， [tJ][d3]から舌を後ろ

に引いて，上記のような[t~][dJ] を練習し，そのときの舌の位置を確認

することによって，そこから逆に[J]が獲得しやすくなるようです。

2.5.6 その他の破擦音

上記以外にも以下のような破擦音が作れます:[帥][b~](両唇) ; [U] 

[dd](歯); [cc][Jj](硬口蓋); [kx][gy](軟口蓋); [qX][GKJ(口蓋垂); 

[1h][1fi](声門)。最後のベアは咳に現れます。これらのうち日本人が多

少とも練習を要するのは英語の[U][dd]々 らいでしょう。これらは主と

して音韻論的配慮から破擦音には数えられませんが，例えば eighthや

Richard the Lion-Heartに生じます。 atthe timeや breadthの[td]

[dO]も同じ要領で発音して下さい。

2.6 部分的閉鎖一側音一

皆さんは子供の噴インディアンのまねをして遊んだことがあるでしょ

うか。大きな口をあけて，アーと言いながら，手を口に当てたり離した

りを繰り返すと，アワワワ...とおもしろい音が出ます。この音連続の

子音にあたる部分，すなわち口に手をあてている状態を詳しく見てみる

と，手は口を完全に閉じているわけではなく，口の両脇がわずかに聞い

ています。これと同じように，何らかの調音点で声道の中央，あるいは

片側に不完全な閉鎖を作ると，同じ位置で作った接近音とよく似た響き

を持っているものの，独特の響きを持つ言語音が得られます。このよう
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2.6側音

に不完全な閉鎖によって得られる音を「側(面)音J(latera1)あるい

は「側面接近音J(latera1 approximant)と称します。 側音は後述する

顛動音や弾音とともに「流音J(liquid)とも呼ばれ，いわゆる子音の中

でもきこえが大きいという特徴があり，言語によっては母音のように音

節を司ることもあります。側音は有声であることが普通なので，無声の

側音の記号はありません。 必要な場合には無声イじのしるし(_)を付して

表します。

側音を発しながら，不完全な閉鎖の両脇にできた呼気の通路をせばめ

てやると，同時に摩擦音を作ることもでき，このようにして発せられた

音を「側面摩擦音J(latera1 fricative)と称し， [l][l5]と記されます。

側面摩擦音は英独仏露語などの一般的外国語には生じませんので，本書

では記述の対象から外しました。ただし，まれにサ行の子音として[l]

を用いる日本人がいます。

2.6.1 [1] 

最も典型的な側音は，口蓋帆を上げて鼻腔を遮断し，歯茎(あるいは

上の前歯の裏側)に舌の先端を密着させ，その両脇をわずかに開けてお

き，声帯を振動させっつ呼気をそこから口の外へと出すことによって生

じる，いわゆるL，すなわち[1]です。

英語には，母音が後続するときの「明るいLJと母音が後続しないと

きの「暗いLJの大きく 2種類の側音があります。後者については 4.4

で述べます。 前者はほぼ母音の[e]を発音するときの舌の位置と唇の形

状から，舌先だけを歯茎に密着させ，呼気を舌の両わきから口の外へ出

すことによって得られる側音で，ドイツ語，チェコ語，ポーランド語な

どのLとほぼ全く同じで，単純に[1]と記されます。 フランス語やスペ

イン語，イタリア語などのLも同様ですが，舌先が密着する場所が歯茎

ではなく，上の前歯の裏側である点が異なり， 精密表記では[1]とされ
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II.子音

ます。

日本人が犯しやすい誤りの一つに，英語を学んだ際に獲得した暗いL

をドイツ語やフランス語等にも用いてしまうことが挙げられます。例え

ばドイツ語の Feldi畑」や sti11 i静かなJ，フランス語の quelque 

「いくつかの」や chevali馬」の下線部は英語流に言うと明るいLであ

って，英語の childrenや pu11の下線部の音を用いてはいけません。

ドイツ語では Mittel[Eitl]「手段」や handeln[h釦dln]「扱う」の

ように[1]が音節を担うことがあります。 47)チェコ語の vedli導いた」

(能動分詞の一種)や jablkoiりんご」にも同様の音節を成す[1]が用い

られます。

フランス語にはドイツ語のような音節を成す[日が存在しないため，

例えば peuplei人々」の語末の/1/は[p即1]のように無声イじするか，あ

るいは lepeuple fr叩伊is iフランスの人々」におけるように，いわ

ゆる脱落性の e[討を支えに挿入して[p卸 ld]と発音されるか，それとも

le peuple allemand iドイツの人々」のように次の母音で始まる語と結

び付けて(いわゆるアンシェヌマン enchainement)発音されるかのいず

れかです。 48)

無声化した[1]は英語の play[p!el]やドイツ語の klinge111[klirjln]

「ベルを鳴らす」などにも現れますが，これについて詳しくは4.1を，ま

たロシア語の軟らかいJIについては4.3を，硬いJIについては4.4をそれ

ぞれ参照して下さい。

[1]を発音できない日本人は非常に多く，しばしば指導に苦労します

が，次の二つの指導法が考えられます。①「あつら」のように「ツ」に

続くラ行子音を長い口:]で発音する人がかなりいます。このような人に

は例えば日a]は「ッラ」と言えと指示すれば事足ります。一方，ラ行子

音の前の「ツ」を声門閉鎖音[1](2.1.5)と実現する人も多数いて，この

ような人には単に調音方法等を説明するよりもむしろ次の指導法が効果
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2.6側音

があるかもしれません。②虫歯が痛いときとか，奥歯に食べ物がはさま

ったときなどに，少々下品ですが勢いよく息を吸い込み，ねらった歯に

激しく空気を当てる行為が行われることがあります。 iシーシー」のよ

うな音が発されますが，このとき舌の先端部分は歯茎に密着し，舌の片

方あるいは両側面は上顎と接触していません。この状態で呼気によって

同じ音を出せば無声側面摩擦音[i]あるいは無声の[1]が得られ，声を加

えれば有声側面摩擦音[15]や[1]が発されます。このようにして得られた

[1]は多少硬口蓋佑 (4.3)していますが，初めての音を獲得する出発点

としては上々ではないでしょうか。

2.6.2 [1] 

歯茎の後ろ側の硬口蓋の手前の部分に，そり返らせた舌先のみを密着

させ，舌の両脇は歯茎から離して作ったそり舌の側音は， [1]にそり舌

のしるし(.)を付して， [1]と記されます。[1]はスウェーデン語などに

用いられているほか，時に日本語のラ行の子音としても用いられるとの

報告があります。

2.6.3 [正]

イタリア語(fig1ioi息子J)，スペイン語(旦avei鍵」 )491，ポルト

ガル語(fo1hai葉J)，セルビア・クロアチア語(lj，主)，あるいは現代

ギリシア語には， ほぼ[i]を発音する舌の位置と層の形状を保持しなが

ら，舌先ではなく，横幅を狭めた前舌面を硬口蓋に密着させ，かつ舌の

両脇から呼気を逃がすことによって得られる， 硬口蓋側音の[正]があり

ます。この音を習得する際に，舌先を下の前歯の後ろ側に置くようにと

指示することがありますが，これは舌先を用いない訓練するために効果

的と思われます。
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11.子音

この音は英独露語には用いられません。今の標準的フランス語に[正]

はありませんが， 南フランスやスイスのフランス語地域では filleul 

「名付け子J， batai旦onr大隊J， veil!.er r徹夜する」 などの下線部
に用いられることがあるようです。日】[正]をフランス人は「湿ったLJ

(l mouille)Sllと表現します。

2.6.4 [L] 

軟口蓋側音として1989年版のIPAに新しく登場した記号で，アメリカ

英語の circleや叩gleのように軟口蓋音に続く暗いL[I](4.4)の舌

先と歯茎との接触が失われてしまった場合の音を表しています。

2.7 断続的閉鎖ー顛動音ー

なべに水を入れ，ふたをしてこんろにかけると，やがて中の水が沸騰

して，水がどんどん水蒸気に変わり，体積が飛躍的に膨張します。その

結果，なべの中の圧力が外の気圧よりもずっと高くなり，なべのふたを

持ち上げます。なべのふたが少し持ち上がった瞬間に，なべの中から水

蒸気が吹き出し，なべの中の気圧が下がると，同時にふたは地球の引力

によってまたもとの位置に戻り，戻った瞬間に内部の圧力が増し，再び

ふたを持ち上げます。これが繰り返されて，なべのふたはこきざみに上

下動を繰り返し，カタカタと音を立てます。

これと同じ原理で，弾力に富む調音器官が，何らかの場所で瞬間的に

閉鎖を構成したときに，肺からの強い呼気によって，その調音器官が前

方に吹き飛ばされ，また次の瞬間には，自分の弾力で，もとの位置に戻

って一瞬だけ閉鎖を構成し，また強い呼気の力で調音器官が吹き飛ばさ

れる，というサイクルが繰り返されることによって生ずる，連続的な瞬

間的閉鎖音を「顛動音J(trill， roll)あるいは「ふるえ音」などと称
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2.7顛動音

します。顛動音は側音，弾音とともに流音と総称されます。顛動音は有

声であることが普通なので，無声の顛動音の記号はなく，必要な場合に

は無声佑のしるし()を付して表します。

2.7.1 [r] 

最も典型的な顛動音は舌先と歯茎によって作られる[r]で， これはR

の音として，ロシア語(p)，イタリア語(r)，スペイン語523， ポーラン

ド語(r)，チェコ語(r)など，言語名を全て数え上げるこどができないほ

ど非常に多くの言語で用いられています。ご存知のように，日本語でも

時代劇などでラ行の子音にこれが用いられることもあり，ベランメーの

Rとか，巻き舌のRとか表現されています。

英語の標準的なRは2.4.2に記した歯茎接近音の[J]ですが，詩を読む

ような場合， あるいは方言では歯茎顛動音の[r]が用いられることもあ

ります。ドイツ語でも[R](2.7.3)や[H](2.3.10)と並んで[r]が用いられ

ることもしばしばありますし，[H]や[R]が一般的なフランス語でも，舞

台での発音としては今でも[r]が好まれているようです。 英独仏語でも

少なくとも 17世紀頃まではRの音として[r]が用いられていましたが，

その後にRの音価が変化したのです。詳しくは註38，54を参照のこと。

2.7.2 [f] 

歯茎顛動音[r]を発音するとき， 舌先以外の部分は舌先を歯茎あたり

に近付けておくために緊張していますが，舌先自体はかなりリラックス

しています。舌の先端以外の部分に徐々に力を入れていくと，緊張した

部分は呼気を受けてもあまり動かなくなり，ふるえる部分が先端に限局

されます。この状態を維持しながら，舌の前部を硬口蓋前部に接近させ

ると，曝音が生じ，ある種の摩擦音が作られます。この音は顛動音であ
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るとともに摩擦音であり，歯茎「摩擦顛動音J(fricative trill)ある

いは「顛動摩擦音J(trill fricative)と呼ばれ， [rJと記されますが，

現行のIPAではこの記号は用いられなくなりました。

この非常に難しい音は英独仏露などのわが国で学ばれている主な外国

語には生じませんが，チェコ語では Fと記され， rec rことばJ， more 

「海J， lekar r医者」のように語頭・語中・語末を間わずに用いられ，有

名な作曲家の名 Dvorakrドヴォルザーク」にも出てきます。また Fは

語末と無声子音の前ばかりでなく， tfi r 3 J ， pfi r_の近くで」のよ

うに無声子音の後でも無声化し， [rJとなります。

2.7.3 [R] 

口蓋垂によって作られた顛動音は[R]と記されます。すでに1.8で述べ

たように，この音が作られる様はうがいをするときにそっくりであるた

め， rうがいのRJと呼ばれることもあります。摩擦音の加わった，顕

動摩擦音もしばしば生じますが，両者とも[R]と記されます。

フランス語でも2.3.10に述べた口蓋垂摩擦音の [H]， すなわちパリの

Rと並んで[R]がRの音として用いられます。 54)ヨーロッパにおいて本

来的なR音[r]を[R]に置き換えたのはフランス語が最初ですが，この習

慣がその後ドイツ語，オランダ語，デンマーク語，スウェーデン語など

にも及び，これらの言葉で、は本来的な[r]が[R]によって置き換えられた，

あるいは置き換えられつつあります。

現在のドイツ語で最も一般的な Rの音は[R]ですが，母音の後では R

が[R](あるいは[H][r][r])として具現するのは例外的とも言えるほどま

れであり，このような位置での Rは母音として発音されるのが原則で，

この母音は普通の[a]より少し口の聞きが広い[-e](III.3.3.9参照)と記さ

れるのが一般的です。[-e]は母音の後では Bie!:[bí:~]r ビールJ ， pferd 

[pfé:~t] r馬J， Haa!:[há:~] r髪の毛J， Oh!: [ó:~] r耳J， Uh!: [ú:~] 
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「時(計)jのように音節を担わず， [ll]となるのが常ですが，アクセント

ント音節でない，かつ母音の後続しない erは nah笠[nE:官]rより近いj，

Bau笠[bá~'e ]r農夫j ， Wasser[泊四]r水j，and旦sartig[and'官s?aitIC]r別

種の」のように，音節を成す，完全な母音としての[官]と発音されます。

わが国で教えられているドイツ語では，このような母音の前以外のRも

日本語のルと同様に発音することがありますが，たとえ「ル」を母音の

後続しない歯茎顧動音の[r]や後述する弾音の[r]で発音したにせよ，こ

のような習慣はドイツ語の慣用を無視するもので，避けるべきです。も

しもこのような代用音のルが，日本語ではときにルとして用いれらてい

る[佃]55)と発音されているのならば，これは重大な誤謬です。 たとえ

教師の方がそのような発音をしていたとしても，断じてその方のまねは

してはなりません。

2.7.4 [B] 

両唇でも顛動音が簡単に作られ， [B]と記されます。 [B]は例えば英独

仏露語でも brrr...brr brrr 6ppに用いられることがあり，これらは

いずれも馬のまねや，寒さ・落胆などを表していますが，この音が正式

な言語音として用いられている言語は本書の記載範囲にはありません。

2.8 瞬間的閉鎖弾音

顧動音の顛動の行われる回数は決まっていないのが普通ですが，複数

回顧動させた音と，一回だけ顕動させた，すなわちほんの一瞬だけ閉鎖

を行う音とを区別する場合があります。後者のような一回だけの顛動音

のことを「弾音j (flap， tap)あるいは「はじき音」と呼びます。

弾音は有声であることが普通なので，無声の弾音の記号はありません。

必要な場合には無声化のしるし(_)を付して表します。
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2.8.1 [I] 

スペイン語は perror犬」と pe_rorしかしJ，あるいは carror車」
とcaror貴い」とのように複数回顧動させた[r]と一回だけ舌先をふる

させた[I]とを区別します。

弾音の[I]は， 日本語でも特に母音に後続する語中のラ行の子音とし

てしばしば用いられます。

イギリス英語の標準発音でも，特に very，sorry， marryのような母

音聞や， three， forthright， with respectのように[9][d]の後で， R

の音として[I]が頻繁に用いられています。他の位置でも，特に bright，

growのように[b][g]の後で[I]が用いられることがあります。 56)

日常的なアメリカ英語では， 例えば daddyの下線部のように，アク

セント後の母音にはさまれた/d/の閉鎖が瞬時となって， しばしば弾音

の[I]として発音されます。 batter，Shut up!， Get upのように，同じ

位置の/t/も前後の母音への同化によって有声化(N.1.1.l)して/d/と区

別されなくなるため，同様に[I]となります。 57)アメリカ人の話すこれ

らの語あるいは表現が，日本人の耳にはダリーとかパラー，シャラップ，

ゲラップと聞こえることがあるのも当然なのです。

2.8.2 [R] 

2.7.3で述べた口蓋垂顛動音の記号[R]はまた，顛動を一回にした口蓋

垂弾音の記号としても用いられます。恐らく両者を区別する言語は存在

しません。
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3.子音の分類表

調音点と調音様式のまとめとして，これまで解説した子音の分類表を

作成してみると以下のようになります。慣例に従い，各枠の中では左側

に無声音，右側に有声音の記号をそれぞれ記します。

原則として本書で扱う言語にない音は省略します。また破擦音も，同

じ，あるいは接近した調音点を持つ閉鎖音と摩擦音の組み合わせが自由

に作りえますから記載を略しましたが， 1989年版のIPAから姿を消した

摩擦顕動音は加えておきます。

歯

後 茎 そ 硬 軟 口
両 唇 歯 歯 部 硬 り 口 口 蓋 日因 Fョ土'i

唇 歯 茎 歯 口 舌 蓋 蓋 垂 頭 F号
茎 蓋

閉鎖音 p b t d t <1. C J k g q G ? 

鼻音 m m n It R 。 N 

摩擦音 ~ ~ f v 9 d s z 。平 s z; c J x y XH h t h fi 
(地) (M) 

U 』 4 J 珂
接近音 (w) (w) 

(q) (q) 

側音 i L 

側面
t B 

摩擦音

顛動音 B r R 

摩擦 r (R) 
顛動音

弾音 f R 
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II.子音

4.子音の付加的特徴

1では主な調音点を， 2では主な調音方式を概観しました。この二つ

の基準を用いることにより，前掲の表のように基本的にすべての子音を

分類することができます。しかし，人聞は該当の子音の調音に使われて

いない調音器官を用いて，その子音に様々な響きを付け加えることもで

きます。これを子音の付加的特徴と呼んでおきます。

本書で扱う言語に用いられている主な付加的な特徴には，閉鎖音など

を発した直後に付け加えられる「気音」あるいは「気息J(aspiration) 

と，子音を発するのと同時に，その子音の調音には使われていない調音

器官を用いて，その子音に様々な響きを付け加える「副次調音」または

「第二次調音J(secondary articulation)があります。主な副次調音は

「円層他J(labialization)， r硬口蓋佑J(palatalization)， 58) r軟口

蓋化J(velarization)の三種です。 59) 鼻音化(nasalization)も副次的

調音の一つに数えることがありますが， 本書ではすでに2.2に記しまし

た。

4.1 気音

後続音のない閉鎖音が閉鎖を開放すれば，その後には多かれ少なかれ

必ず呼気が出てきます。閉鎖を構成するためには声道内の圧力を外圧よ

りも少なくとも幾分かは高くしなければなりませんので，このような閉

鎖開放後の呼気の流出は不可避のものです。閉鎖音が有声のとき，すな

わち閉鎖が行われているときに声帯が振動していれば，このような呼気

の流出時にも声帯がわずかに振動を持続し，これによって短く弱い母音

あるいは有声声門摩擦音[引が発されることがあります。 有声閉鎖音の

開放時に声門を開いて声帯の振動をやめれば，あるいは閉鎖音が無声の

とき，閉鎖開放直後の呼気は無声の声門摩擦音[h]を生じます。 このよ
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うなわずかな[h]などは後続音のない閉鎖音の開放直後に必ず生じ， こ

れを避けようとすれば閉鎖を開放しないしか手はありません。このよう

な付髄的な[h]などの量は閉鎖時の呼気圧の大きさに比例します。 圧力

が大きければ当然ながら閉鎖を開放したときに多くの空気が放出される

わけです。

このような閉鎖音の開放直後に発される一種の[h]が顕著な場合、 こ

の[h]を「気音」と呼ぴ，該当音の右肩の[h]によって示されます。この

ような気音を帯びた閉鎖音を「帯気音J(aspirated)あるいは「帯気閉

鎖音J(aspirated stop)と呼ぴ，それぞれ[ph][ th ][kh ]のように記しま

す。逆にこのt性質を持たない音を無帯気音(unaspirated)と呼びます。

英語やドイツ語，また中国語や朝鮮語などではこのような帯気音が頻

繁に用いられます。帯気音のことを中国語学と朝鮮語学ではそれぞれ有

気音，激音(反対は無気音，平音6日))と呼んでおり， これらのことば

では気音のあるなしで意味が区別されますが，英語やドイツ語では気音

の有無は位置的に決まっていて，意味を区別する機能は持っていません。

フランス語やイタリア語，スペイン語，またロシア語やチェコ語，ポー

ランド語，セルピア・クロアチア語などの標準的発音では閉鎖音の直後

に顕著な気音が発されることはありません。

後続音がない場合の無帯気音と帯気音を[p]と[ph]を例に取って図で

示すと以下のようになります。

[p] 

(呼気圧小)
両唇での閉鎖 l 
呼気の流出 | 

↑ 
閉鎖の開放

[p h] 

(呼気圧大)

トー
閉鎖の開放
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II.子音

ここまではまずはじめに後続音のない場合の帯気音を説明しましたが，

実はこのような場合に帯気音はあまり生じません。例えば英語では語末

の閉鎖音の気音は顕著ではなく，閉鎖の開放さえ行われないこともあり

ます。 61)一方，ドイツ語では語末の閉鎖音もきちんと開放され，いく

らかの気音がこれに付随しますので，これらも帯気音に扱うことさえあ

りますが， 62)本書ではこれらを無帯気音に扱っておきます。

母音が後続するときの無声閉鎖音は一連の言語で帯気音になることが

あります。帯気音である閉鎖音の閉鎖部分での呼気圧は無帯気音のそれ

よりも高いことでしょうが，両者の差異はむしろ閉鎖音の開放の終了と

声帯の振動の開始との時間的間隔 (voiceonset time，略して VOT)に

よって説明するほうが容易です。すなわち，無帯気音では閉鎖音の開放

が終了した直後に声帯の振動が開始される一方，帯気音では閉鎖が終了

してから声帯の振動が開始されるまでに間陪があり，631この間隔に気音

が発されています。 [pa]と[pha]を例にして無帯気音と帯気音の調音の

様子を図示してみます。

[p a] 

「
ト
一

尚
只
S
古

S閉
出
動

の

流

振

で
の
の

層
気
帯

両

呼

声

↑ 

閉鎖の開放

つ士二
英語ではアクセント母音の前の無声閉鎖音は語頭でも語中でも激しい

気音を伴います:E.in， a盟ear[ph] ; iime， a旦end[th] ; fome， occur 

[kh] etc.しかし，母音に先行していても後続母音にアクセントがない

ときには，無声閉鎖音に伴う気音は顕著ではありません:E.ercept ion， 

U盟問的night，afier; fooE.erate， infome etc. 

ドイツ語では母音に先行する無声の閉鎖音は以下の場合に帯気音にな

ります:語頭にある場合 (putzen[phdtsq]「きれいにするJ，Talent 
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4.1気音

[tha1Ent] i才能J)， 語中では形態素の初頭にある場合(Antei1(加-

tei1)[1釦thal1]i分け前J，Einsa皿keit(Ein-sam-keit)[1alnza:mkhalt] 

「孤独J)， 形態素の内部ではアクセントを持つ母音の直前にある場合

(vital[vIt吐:1]i命のJ)0 64) したがって，形態素内部でアクセント

母音に先行しない場合や後述するような例外を除いて，母音の前にある

無声閉鎖音はほとんど帯気音になると言えます。

中国語には母音の前で[p]/[ph]，[t]/[th]， [k]/[kh]のような閉鎖音

だけでなく， [ts]/[tsh]， [ts]/[tsh]， [tc]/[tch]のような破擦音にも

気音の有無による対立が存在しています。しかし破擦音のいわゆる帯気

音は摩擦音部を長く強く発音した音ともみなせます。また，朝鮮語では

母音の前で帯気閉鎖音と無帯気閉鎖音に加えて濃音と呼ばれる声門化閉

鎖音をも区別します。

鼻音，流音(lと r)，半母音をまとめて「鴫音J(sonorant)と呼ぶ

ことがありますが，英語とドイツ語では「無声閉鎖音+鳴音+母音」と

いうつながりにおいても無声閉鎖音が気音を獲得します。英語ではその

鳴音に該当するのは/1，r， w， j/だけですが，その気音の作用によって

これらの鳴音がほぼ完全に無声佑します。 p1ayとcryを例にしてこの

ような鳴音の無声化を図で示すと，次のようになります。

閉鎖

鳴音の調音

呼気の流出

声帯の振動

[p el] 

↑ 

閉鎖の開放

[k 』 al] 

↑ 

閉鎖の開放

77 



11.子音

ドイツ語でも同様にKnierひざJ， Pneu rタイヤJ， prall rふくら

んだ」の閉鎖音は気音を伴い，その作用で後続の鳴音(ドイツ語で該当

するのは/n，1， r， j/)がかなり無声他します。

しかし英語でもドイツ語でも閉鎖音の前に[s](ドイツ語では[J]も)

があるときには，先行する閉鎖音に伴う気音は弱くなります。同様に閉

鎖音に後続する鳴音もめだった形で無声化することはありません。英語

の sp_yと sp_rayを例にこの過程を図示しておきます。ドイツ語でも同

様に Sp_aB[Ipa:s]r楽しみJ， Skalp[skalp] r頭皮」では無声閉鎖音は

気音を伴いませんし， Str_aBe r通りJ， SP!itter r破片」の下線部の鴫
音はあまり無声化しません。

[s p al] [s p ]
 

T
E
R
 

白
L
V

冒
・
4
F

舌先と歯茎の接近

両唇での閉鎖

呼気の流出

声帯の振動

↑ 

閉鎖の開放

↑ 

閉鎖の開放

英語とドイツ語では上記以外の場合には無声閉鎖音が顕著な気音を護

得することはありません。中国語や朝鮮語を学ぶときには，教室での指

導や参考書の記述を通して，このような気音の有無に再三注意を喚起さ

れますので，学習者もこの現象をよく認識していると思われます。しか

し，英語やドイツ語の場合ですと，教室での指導で言及されないことも

多く，普通の辞書にさえその記載がないので，自然な発音を志すのであ

れば特に気を付けなければなりません。
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何らかの音を調音する際，それと同時に層を丸めること「円唇化」と

呼ぴ，音の記号の右肩にい]を付すことによって記されます。 円層イじは

ここで述べる中で最も容易な副次調音と言えるでしょう。

円唇イじはその大部分が前後の円唇母音あるいは円層の接近音(すなわ

ち半母音)を発音する準備，あるいはその名残によって起こります。例

えば英語の S盟国11，フランス語の gourmetrグルメj，ドイツ語の Bu生

「本j ，ロシア語の JCYlleHbKHRrやせた」などの下線部は主要な軟口蓋
での調音に円層化が副次調音として加わっていて，それぞれ非常に厳密

には[kw][gw] [xω] [xw]と記せます。

また，円唇化は他の副次調音と重複して用いられることもあり，例え

ば英語の cure，ドイツ語の k曲1r涼しいj，フランス語の tur君はj，

ロシア語の qyTbiちょっと」の初頭では， それぞれ副次調音としての

円唇化と硬口蓋他(4.3)とが同時に生じているため，現行のIPAを用いる

と正確にはそれぞれ[kjw]65)[tjw][tPω]のように複雑な記しかたをせ

ざるをえません。 円唇化はまた軟口蓋佑(4.4)と共起することが非常に

多く，このような副次調音を特に「唇軟口蓋他」と称することがありま

す。詳しくは4.4を参照のこと。

4.3 (不完全)硬口蓋化

音声学や言語学において「硬口蓋化j (あるいは不正確に口蓋他)と

いう用語は，紛らわしいことに，二つの異なる意味で用いられています。

両者のうち音声学的に根本的と考えられるのは，副次調音としての意味，

すなわち何らかの子音を発音する際，その子音の調音点や調音様式を変

えずに，母音の[i]あるいはそれを子音として使った接近音の[j]を発音

するときと同じように，前舌面を硬口蓋に向かって持ち上げることであ
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り，このような副次調音としての硬口蓋化は， 1V.1.2.1.1に詳しく記す

ように調音点自体が硬口蓋に向けて移動してしまうような，いわば完全

な(total)硬口蓋他と区別して，部分的な(partial)あるいは不完全硬口

蓋他と呼ぶことができます。

副次調音としての，すなわち不完全硬口蓋化は，子音の記号の右肩に

[ j ]を付すか，あるいは子音の記号の下にし]を続けて書くことによって

示されます。不完全硬口蓋イじによって，舌面と硬口蓋とで作られる共鳴

室が狭くなり，共鳴によって増幅される周波数帯が高くなります。これ

によって不完全に硬口蓋佑した子音は「明るいJ(clear)とか「湿った」

(仏 mouille)，あるいは「軟らかいJ(露加fK醐)といったイメージに

結びついた呼称を獲得することがあります。

副次調音としての(不完全)硬口蓋他を例示するために，まずは日本

語のパとピャを比べてください。日本人は仮名書き，あるいはローマ字

書き(pa-pya)，あるいは簡略的な発音記号([pa]ー[pja])の影響で，ピヤ

の子音部と母音部との聞に半母音[j]があるように感じるかもしれませ

んが， [j]の要素は[p]が発せられる瞬間に現れるだけであって， [p]と

[j]の要素は融合して，同時に発音されていると考えられます。 すなわ

ちピヤの子音部は不完全に硬口蓋化した[pj)であって，その性質を持た

ないパの子音部と対立しています。同様にピャ，ミャ，リャもパ，マ，

ラと子音が不完全に硬口蓋化しているか否かで区別されています。この

ような硬口蓋佑は母音[i]の前でも起こり， ピ，ピ，ミ，リの子音部は

それぞれ正確には[pj][bj][mj][Ij](あるいは[cl_j]など)です。

次に日本語のカとキャを比べてください。上の場合と同様に，キャの

子音部と母音との聞にも半母音の[j]があるような錯覚を持ちやすいこ

とでしょうが，実際はカとキャも子音部で区別されていると言えます。

カでは閉鎖が軟口蓋の中央部で生じているのに対し，キャやキなどの子

音部の調音位置はそれよりも前方の軟口蓋前部あるいは硬口蓋最後部に

まで達していて，これは後述する主要な調音点も移動する完全硬口蓋他
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4.3硬口蓋佑

(IV.1.2.1.1)の一種であるとも言えるかもしれません。しかし， [k] [g] 

のような軟口蓋音と(不完全)硬口蓋化とを同時に行おうとすると，不

可避的に調音点が前方に移動してしまうので，このような調音点の若干

の前進を(不完全)硬口蓋他によって付随的に生じた現象とみなし，キ

ャやキ，あるいはギャやギの子音部は[kj][gj ]と記すことができます。

結局のところ， (不完全)硬口蓋佑子音は国語学では鋤音と呼ばれて

いる音の子音部分とほぼ同義であると考えられます。日本語にはこれ以

外の(不完全)硬口蓋佑子音は普通には用いられませんが，フィットの

ような最近の外来語においては[+j)が，また71ーや乏ニLオールなどで

は硬口蓋化の程度は後述するロシア語などの場合よりもはるかに少ない

ものの[V][dj]が，それぞれ生じることが観察されます。また，最近の

特に関東地方の若者の傾向として，シの子音部を[c](2.3.6)ではなく硬

口蓋化した[sj]と発音することも増えてきています。1V.1.2.1.3を参照。

また，ウィーンの下線部は普通[曲i]のように2拍で発音されますが，時

に[，ji](2.4.6)のような発音もあるようです。

日本語にはこのように副次調音としての(不完全)硬口蓋佑が一部に

存在していますが，日本で広く学ばれている外国語のうち，この現象が

最も発達しているのは明らかにロシア語で，そこではほとんどの子音，

すなわち [p]/[pj)， [b]/[bj]， [m]/[mj]， [f]/[f j)， [v ]/[ vj ]; [t]/ 

[V ]， [d]/[dj]， [n]/[nj]， [s]/[sj]， [z]/[zj)， [日/[lj]，[r]/[rj];

[k]/[kj]， [g]/[gj]， [x]/[xj]が副次調音としての硬口蓋佑によって区

則されています。 66】このような(不完全に)硬口蓋イじした子音を，ロ

シア人はその性質を持たない子音よりも軟らかい67)と感じ， この感覚

をもとに， (不完全)硬口蓋化子音は「軟子音J(的rKHeCOrJlaCHHe)あ

るいは「軟音J(的rKHe3BYKH)と，反対に非硬口蓋化子音は「硬子音」

(TBepllhIe corJlac阻 e)あるいは「硬音J(TBep胆e3BYKH)と呼んでいます。

例えば簡略的に[1']と記されることもある「軟音のJIJである品日j] 

は， 通常の[1]であるドイツ語のLや英語の「明るいLJあるいはフラ
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ンス語の[1]よりもさらに「明る」く，あるいは「軟らか」く，ほぽ[i]

を発音するときの舌の位置と層の形状を保ちながら，舌先を上の前歯の

付け根あたりに付けて作られた側音です。 68J

ポーランド語にもいわゆる軟音と硬音の区別がありますが，ぞれらの

うち層音の系列 [p]/[pj]， [b]/[bj]， [m]/[mj]， [f]/[fj]， [v]/[vj] 

と軟口蓋音の系列 [k]/[kj]，[g]/[gj]， [x]/[xj]だけは副次調音とし

ての不完全硬口蓋化によって区別されていて，その他は調音点，さらに

は調音様式まで変イじする完全な硬口蓋他を起こしてしまいます。

上記のように日本語には唇音と軟口蓋音とラ行の子音に副次調音とし

ての硬口蓋化の対立を持っていますので，日本人にとってロシア語やポ

ーランド語の軟音の習得はかなり容易です。すでに日本語にもある[pj] 

[bj][mj][kj][gj]には何の練習も要しませんし， [f][v][l][r][x]が獲

得されていれば，その軟音であるw][vj ][lj ][rj ][xj]もいわゆる勘音
を発するつもりで言えばいいので比較的容易に習得されます。日本語の

ニの子音は[Jl]あるいは[nj]であり， ロシア語の Hbは[nj)とされるも

のの[Jl]も可能ですから， 実用的には日本語のニの初頭音で代替してか

まいません。

日本人にとって特別に練習を要するのはこれら以外の軟音，すなわち

[V ][dj ][sj ][zj]です。後述するように日本語ではタ，ダ，サ，ザの子

音に[i]が後続すると， それらは調音位置(及び調音様式も)を変えて

しまう硬口蓋化を起こし，[tc][(d)平][c][(d)平]になってしまいますが，

一方ロシア語では調音点自体が著しく移動することはありません。 [ti]

[di ][si ][zi]を繰り返し発音し，子音部で舌と歯茎の接触([ti][dj]) 

あるいは接近 ([sj][zj ])を保持したまま，イを言うときと同じように

前舌面を硬口蓋に近づけるように試みて下さい。子音部で歯を食いしぼ

るように，かつ唇を横に引くようにすると，舌面と硬口蓋との距離が短

くなり，硬口蓋化が行われやすくなります。
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またロシア人の発音では，W ][dj]が発された直後の出わたり(IV.4) 
に弱い[sj][zj]や，あるいは[c][j]のような音が聞かれ，結局[V][dj]

はいわば弱い破擦音として発音されることがあります。わが国の多くの

ロシア語学習者はこの現象をまねようとして，強く長い摩擦音部を持つ

完全な破擦音(多くの場合に[tc][d平])を発音する傾向を持っています。

この間違いは，困ったことにわが国の多数のロシア語教師にも観察され

ます。このような発音をしていると，例えば CMepTb[smje'rtj] r死」

とCMep可[s皿je -rtI j] r竜巻J ([tIj]は[tc]に酷似)が区別されず，コ

ミュニケーションに大きな支障をきたす可能性がありますので，絶対に

つつしまなければなりません。激しい硬口蓋化が行えれば，ロシア人の

ような適度の破擦音化は自然に行われるので，上記の原則に従った練習

をお勧めします。例えば[V]がどうしてもできない方は，代用音として

チやツの子音部ではなく，母音部を無声イじしたティを用いて下さい。

英語でも例えば spewの発音を[spju:]などと記すのはやはり簡略的

な表記であって，ここでは[p]と[j]の要素が同時に生じているため，正

確には[pj]の代わりに[pj]をもって記さねばなりません。ただし，この

[pj]は次の[u:]の準備のため唇も丸めて発音されている(円唇他， 4.2) 

ため，厳密には[pjw]のように記す必要があります。 同様の円唇・硬口

蓋化した子音は bure，few， viewなどに生じています。また母音 [i:]

の前の子音も多少硬口蓋佑していますが，その程度はロシア語やポーラ

ンド語，あるいはフランス語の場合ほど顕著ではなく，したがって実用

的にはほとんど気にする必要はありません。

フランス語でも [i][y][j][q]の前の子音はロシア語と同様に激しく

硬口蓋化を受けます。それらの硬口蓋化子音の中で，練習を要するのは

tien r君のJ， durer r続くJ， ici rここにJ，decision r決定」な

どに現れる[V][dj ][sj ][zj ]です。上に記したような練習法で習得され

ることでしょうが，一般にはあまり注意を喚起されないのは残念なこと

です。
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II.子音

4.4 (不完全)軟口蓋他

何らかの音を調音する際，それと同時に母音の[u]や[0]を発音すると

きのように後舌面を軟口蓋に向かって持ち上げることを「軟口蓋佑」と

呼ぴ，一般的にはそれぞれ音の記号の右肩に [Y]を付すことによって，

あるいは記号の真ん中に['"" ]を加えて示されます。

軟口蓋化は非常にしばしば多少とも円層化を同時に伴う(4.2参照)た

め，これらが同時に生ずる場合を「層軟口蓋佑J (labiovelar、ization)

のように称することもあります。現に本書で扱う主な外国語では，軟口

蓋化にはほとんど必ず多かれ少なかれ円唇化も伴うので，本書では仮に

「軟口蓋他」を「層軟口蓋化」と同義で用いることにし，硬口蓋化につ

いて行ったように，純粋に副次調音的な場合を不完全軟口蓋佑と，主要

な調音点まで移動してしまうような場合を完全軟口蓋化と略称して区別

しておきます。後者は主に英語などの暗いLの母音佑(N.1.4.6)に観察

されますが，硬口蓋化ほど頻繁には生じません。

副次調音たる軟口蓋化によって，舌面と硬口蓋とで作られる共鳴室が，

この性質を持たない音の場合よりも広くなり，共鳴によって増幅される

音の周波数が相対的に低くなります。このような聴覚印象をもとに，軟

口蓋イじした子音を例えば英米人は「暗いJ(dark)音と，ロシア人は「硬

いJ(TBeP.ll凶)音と認識します。これは上述の不完全硬口蓋化と全く反

対の性質です。

本書の記載範囲の現代諸語の中で， (不完全)軟口蓋イじが最も顕著に

見られる例は，英語のいわゆる「暗いLJとロシア語の「硬いJIJです。

両者とも一般には[l]の記号をもって表されます。 英語とロシア語には

それぞれ2種類のLがあり，英語の「暗いJLは母音が後続しないとき

のみに現れ，母音の前に現れる中立的なLである「明るいJLと対立し

ています。 一方，ロシア語の「硬いJJIと不完全に硬口蓋化(4.3)した

「軟らかい」且は，英語のような位置的な相違ではなく，語頭・語中・
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4.4硬口蓋化

語末を問わず，また周囲の音環境に依存することなく，お互いに対立し

ています。英語の暗いLもロシア語の硬い耳も，軟口蓋化している点で

は大差ありませんが，それに伴う円層イじはロシア語の硬いJIの場合には

るかに甚だしく，また，舌先と歯茎との密着の度合いもロシア語のそれ

のほうがはるかに強くなっています。

英語の「暗いLJは，唇の丸目はそれほど顕著ではないものの，ほぽ

母音の[0]を発音するときの舌の位置から舌先だけを歯茎に軽く接触さ

せて作られます。 子音が先行する場合には[りは table[th匂bt]や

little[liq]のように音節を成します。このような[1]は日本人の耳に

はオやウのような母音に聞こえることは周知のことですが，この音は明

らかに歯茎側音的な性質を失いかけています。アメリカ英語では uncle

や angleのように軟口蓋音に後続するときには， 舌先と歯茎との接触

さえも失われてしまい，舌面の最後部あたりの正中部が軟口蓋の後部に

かろうじて接触しているような頼りない側音となってしまうことがあり，

これを1989年のIPAから[L](2.6.4)の記号をもって記すことになりまし

た。このような[L]も，例えば beautifulや peopleのような音節を成

す[l]も， [o]や[l](III.3.2. 7)のような母音で現れることがあります(母

音化， N .1.4.6)。例えば Gimson(1987:203)を参照。しかし littleや

middleにおけるような側面開放の[tl][dl](町.1.4.4)の場合には母音

での置き換えはまだ行われていないようです。

一方，ロシア語の「硬いJIJは英語の「暗いLJよりもさらに「暗」

く，あるいは「硬」く， ほぼ基本母音の[u]を発音するときの唇と舌の

形状を保持しながら舌先を上の前歯の付け根あたりに密着させて作られ

ます。英語の暗いLは舌先と歯茎との接触があまり密接でなく，舌の両

わきの隙聞はかなり大きいので、すが，一方ロシア語の硬いJIでは舌先が

歯茎に強く密着し，かつ唇が丸められるため，舌の両わきの隙聞は英語

の場合よりもずっと狭くなっていて，それによって英語の暗いLよりも

さらにこもった聴覚印象を与えます。
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11.子音

激しい軟口蓋イじが伴われる子音のもう一つの例として，ロシア語の血

友をあげておきましょう。ロシア語の子音一般の特徴として，副次調音

としての硬口蓋佑子音(軟音)とそれ以外(硬音)とを明確に区別しま

すが，通常の[J][3]とその軟音(Jj][3j]の場合，ややもすると両者の差

異がわかりにくくなる恐れがあります。そこでロシア語は[J][3]に逆に

激しい軟口蓋化を加え， [f][3]とすることによって，後舌面を軟口蓋に

接近させると同時に，付随的に前舌面をへこませて硬口蓋からの距離を

大きくし，両者の調音上・聴覚上の差異を大きくしていると考えられま

す。言語史の立場から言ってもこのような説明は妥当だと思います。ま

た，ほとんど同じことがポーランド語やセルピア・クロアチア語につい

ても言えるでしょう。 2.3.5-6，2.5.3参照。
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第111章母 二主主
日

呼気を目立つた形で妨害することによって生じる音，すなわち子音は，

前述のようにその妨害の生じる位置(調音点)と，妨害の仕方(調音様式)，

及びその他の付加的な特徴によって整然と分類することができます。一

方，母音は呼気の流れを目立つた形で妨害しないことによって作られま

すから，子音について用いた分類の基準を流用することは難しく，全く

異なる分類の基準を採用することさえできます。

母音を科学的基準を用いて整然と分類するためには，以下に記すよう

な音響学的アプローチ，あるいは生理解剖学的アプローチの何れかが用

いられています。前者は空気の波としての音の分析から出発して母音の

分類を行い，後者は発音器官の動き(すなわち調音)から出発して母音

の分類を行います。音声学，あるいは言語学の分野では普通は後者が用

いられており，これを調音音声学的アプローチと呼びかえることも可能

です。

以下の1では音響学，すなわち物理学的な見地からの，次に2ではそ

れに対応する生理学的側面，すなわち調音の立場からの，それぞれ母音

分類の方法を概観し， 国際音声記号 IPAに採用されている個々の母音

の記号の表す音価の説明と，各国語の母音の比較・対照を行います。
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m.母音

1.母音分類の音響学的基礎

音の最も基本的な物理学的性質については既に1. 1に記しました。

音響学すなわち物理学から母音の分析を行うためには，前提知識として，

音の正体たる波の基本的性質，波の分析のための方法，などについて知

る必要があります。以下では，このような前提知識について概観しなが

ら，代表的な母音の音響学的特徴について略述することにします。

1.1音波の分析

1.1.1音の波形

オシログラフのような機械を用いることにより，音の波形を見ること

ができます。例えば音文やオカリナ，木琴はほとんど基音(1.2.1参照)

のみを発する性質を持ち，その波形はオシログラフのような機械で見れ

ばほとんど純粋な正弦曲線を描くと言われています。このような単一の

振動数を持つ音も存在しますが，多くの楽器の音や人聞の発する声のよ

うな一般の音は，複数の掻動数を同時に持っている場合が大多数です。

我々が言語音として用いている母音も複数の振動数を持っています。こ

のような複雑な波をオシログラフを使って分析しようとしても，その個

々の構成要素の振動数を決定するのにはしばしば困難を伴います。

例えば次ページのa図で表示される波は正弦曲線であり，その振動数

は， 1秒間に繰り返される周期を数えることによって， 100Hzと確定で

きますが， b図の波は複雑で，この図からその構成要素を確定するのは

困難です。 c図のような何の規則性も見られない波を成す音は，固定し

た振動数を持たない音で，あらゆる波長の光を合成することによって白

色光(whitelight)ができることの連想から，白色騒音(whitenoise)と

呼ばれ，母音には生じませんので以下では扱いません。 69)
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振
幅 (a) (b) 

t 

1.1.2重ね合わせの原理とフーリエ解析

1.1音波の分析

(c) 

t 

一般に複数の波を組み合わせれば一つの複雑な波ができます。これを

波の重ね合わせの原理と呼んでいます。例えば，前項のb図の波は以下

のd，e， fの3つの波を組み合わせることにより構成されています。

振

幅 (d) 

t 

(e) (f) 

t 

逆に，周期を持つ任意の関数は全てきれいな正弦曲線の和に分析され

ます。 この手法は，発見者であるフランスの数学者 Fourierの名を取
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111.母音

ってフーリエ(原音の仮名書きはむ

しろフリエ)解析と呼ばれています。

したがって，さまざまな楽器の音色

も，我々がここで分析の対象として

いる母音も，フーリエ解析によって，

きれいな正弦曲線の組み合わせとみ

なされることになります。 例えば，

右図の一番上のバイオリンの複雑な

音の波形も下の様々な正弦曲線の和

に分析されます。 7日}成分たる個々

の正弦曲線は， 1.2.1に記すような

弦の振動の基(本)音と倍音です。

1.1.3音のスベクトルとスベクトログラム

周知のように，音と同じように光もまた波としての性質を持っていま

す。光の振動数や波長は音の場合と同じように単一な場合も複数の場合

もあり，例えば消費電力が比較的小さく，トンネルなどの照明として用

いられているナトリウム灯は黄色の光のみを発し，太陽の白色光は多く

の色(すなわち波長)の光を混ぜ合わせたものです。プリズムや回折格

子のような分光機を用いることにより，いわゆるスベクトル(spectrum)

が現れ，これらの光はその構成要素に分けられます。例えばナトリウム

灯のスペクトルには黄色い線が一本現れるだけですが，太陽光線は連続

スベクトルを成し，その中に白と黒を除くあらゆる色が現れます。

スベクトルは複雑な波形をフーリエ解析して得られる構成要素の振動

数の表示ですから，光のスベクトルと同じように音のスベクトルも目に

見える形で表示することができます。1.1.1のa図とb図で表される音

のスベクトルは次のa1図， b 1図のように表示され，これによってb図
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1.1音波の分析

の複雑な波の構成要素も明示化されます。

(al) )
 

4
B
E
E
-

'nu 
(
 

100 200 300 100 200 300 
振動数(Hz)

スペクトルを見るのには音のスベクト ログラフ(soundspectrograph， 

あるいはソナグラフ sonagraph)と呼ばれる機械がよく用いられていま

す。これで音のスペクトルを印刷，あるいは表示した結果をスベクトロ

グラム(spectrogram)と称します。最も簡単なスペクトログラムは一時

点における音の構成要素の振幅を記したもので，線型写像 (linearre-

presentation) ，あるいは現今ではむしろセクション図(section)と呼ば

れています。上記のa図， b図のような波形を持つ音を実際にスペクト

ログラフで分析すると，以下のa2，b2のようなセクション図が得られ

ます。ここで利用したのはマッキントッシユの SoundEditです。

80 dB 
(a2) 

&0 d白

40 dB 

20 d8 

o d8 
375 Hz 

40 dB 

80 d8 

60 dB 

20 d8 

o d8 
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m.母音

上記のセクション図は一時点における音のスベクトルしか表示できな

いため，刻々と移り変わる言語音の分析のためには不便なことがあり，

横軸に時間を取り，印刷の潰淡(あるいは色分け)で強度を表してこの

図を表示し直すと，強度写像(intensityrepresentation)と呼ばれる以

下のa3図とb3図のような三次元表示も可能です。三次元での表示法は

どこがピークであるかは分かりにくいものの，言語音の大まかな分析に

は好都合で，したがってスベクトログラムと言えば一般にはこのような

強度写像を示す場合が多いようです。強度写像はソナグラム(sonagram)

とも呼ばれます。上と同様にマッキントッシュの SoundEditを用いま

した。また，表の縦軸の Kは凶z(=1000Hz)です。

(a3) (b3) 

5K 5K 

4K 4K 

3K 3K 

2K 2K 

1K 1K 

OK OK 
~I u I.1l.J. I..L 1..1 'l~i...I.U~1 LIμ 
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1.1音波の分析

1.1.4フォルマント

複雑な音をスベクトログラフで分析したとき，ある振動数の場所で振

幅が極大値を取る，すなわちセクシヨン図では振幅の山のピークが現れ，

強度写像では印刷がその周辺よりも濃くなることがあります。このよう

な振幅が極大となるような振動数を，その音のフオルマント (formant)

と呼び，そのような振動数が複数ある場合，その振動数を低い順に第1

フォルマント，第2フオルマント(それぞれF1，F2，あるいはF1， 

F2と略記)などと呼びます。 また声(喉頭源音)の基本振動数あるい

は基音(1.2.1参照)をFOあるいはF日で表すことがあります。

子音の中の喋音(閉鎖音，摩擦音，破擦音，註69参照)は周期を持た

ないので，そのスペクトログラムには特定のフオルマントは生じません

が，母音や子音の中でも鳴音(側音，顛動音，鼻音，接近音)は周期を

持ち，そのスベクトログラムには固有のフォルマントが現れます。

しかしながら，前項の図a2，b2， a3， b3にも見られるように，実

際のスベクトログラムからは印制の最も濃い箇所は分かりにくく，セク

ション図もギザギザになってしまい，どの周波数で振幅が極大となって

いるのかは確定しにくいという問題があります。このような不都合を避

けるために用いられている現在有効な方法にはAnalysis-by-Synthesis

あるいは略してA-b-S法や，線形予測(linearprediction)による方法な

どがあります。 71)これらの方法によってギザギザのセクション図はス

ペクトル包絡(spectralenvelope)と呼ばれるなめらかな曲線に覆われ

ることになり，この曲線によって極大値を取る周波数の値，すなわちス

ベクトルがかなり正確に得られるようになります。次の図は藤崎(1985:

39)に載せられている，ある東京地域話者による母音アのセクシヨン図

とA-b-S法によって求められたスペクトル包絡です。ここから得られる

フォルマントは次の通りです:FO=126，F1=790， F2=1180， F3=2270， 

F4=3290， F5=3630. 
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m.母音

o 
' 

。
周波数 (kHz)

母音を音響的に分析をする際，最も重要と考えられているのは様々な

フオルマントのうち， F1とF2の値です。例えば，今石他(1984:92)と藤

崎(1985:46)は，上記のA-b-S法によって得た日本語の母音(男性)の第

1及び第2フォルマントの平均値を以下のように報告しています。

F1 F2 F1 F2 
ア 775 1197 772 1234 
イ 308 2300 284 2211 
ウ 333 1119 341 1218 
コニ 467 2039 492 1956 
オ 421 708 466 800 
(今石他による) (藤崎による)

後述する基本母音のF1とF2をCatford(1988:161)に従って記します。

F1 F2 F1 F2 
1 [i] 240 2400 9 [y] 235 2100 
2 [e] 390 2300 10 [o] 370 1900 
3 [ε] 610 1600 11 [a] 585 1710 
4 [a] 850 1610 12 [IE] 820 1530 
5 [0] 750 940 13 [0] 700 760 
6 [:>] 500 700 14 [A] 600 1170 
7 [0] 360 640 15 [τ] 460 1310 
8 [u] 250 595 16 [m] 300 1390 
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1.1音波の分析

以下ではこれらの母音のフォルマントの値と，母音を発しているとき

の我々の声道の形状とがいかに関係しているかについて考えます。

1.2共鳴と母音

我々は声帯の振動の状態を一定にしたままでも様々な母音を発音し分

けることができ，様々な母音の差異は，あたかも様々な楽器聞のような

音色(timbre，quality)の差異であると考えられます。楽器の場合には

音色の差異は音源，共鳴室の大きさ・形状と材質の違いですが，母音の

場合には音源(声)には色々個人差があるわけですからその質は無関係

ですし，共鳴室の材質は骨と肉であって誰についても大差ありませんの

で，結局我々が様々な母音の区別のために行っているのは，共鳴室の大

きさと形状の調節だけであると考えられます。

共鳴室の大きさ・形状と音色との関係を知るためには，まずはじめに

音色を構成する基音と倍音という概念を知らねばなりません。基音と倍

音は以下に記すような定状波によって説明されます。

1.2.1弦の振動と定状波

人聞の発音器官で用いられているような空気のつまった管(空気柱)で

生じる波と音について考察する前に，より簡単な場合として，弦が振動

する際に生じる定状波，基音，倍音について概観します。

ギターの弦をはじいてみると，波ははじかれた場所から急速に左右に

広がって行き，弦の両端にあるブリッジの部分で反射して， (a)に示す

ような安定した振動が生じます。このように，振動している部分(r麗」

loop， antinode)はいつでも激しく振動し，静止しているところ(r節」

node)は静止したままであるような安定した波を「定状波J (st叩ding

waveあるいは stationarywave)と呼びます。
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国.母音

節 腹節

(a) にご 二71
..... ーー ー ー 1. 

上記(a)のように弦の両端が節で，の中央部が腹であるような定状波

は，以下のようにその弦の2倍の波長を持つ正弦波を，上下関係(位相

phase)を変えて組合わせた波の半分であるとみなされるため， (a)の波

長 λ目は弦の長さ lのちょうど2倍，すなわち 21であると考えられ

ます。そのときの振動数 ν日は，弦を伝わる波の速度をc(m/sec)とす

ると， ν日=c/λ日=c/21(Hz)で表され，基本振動数あるいは「基

(本)音J(fundamental)と呼ばれます。

J---- 一ー---，1-----←----戸~ 1 

………21 

実際の弦の振動では，弦の両端が節であれば他の部分にいくら節があ

っても構わないので，以下の(b)や(c )のような非常に多くの定状波が

同時に生じていると考えられます。

節 腹 節 腹 節

λ=λ日/2ν=2ν目

節 腹節腹節腹節

λ=λ日/3ν=3ν日
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1.2共鴫と母音

上記の(b)，(c)は(a)よりも節の数がそれぞれ1つ， 2つ多くなっ

た場合を記したものです。図より明らかなように，これらの波長は(a)

の場合のそれぞれ 1/2，1/3であり，逆に振動数は(a)の場合の2倍，

3倍となっています。このような基音の整数倍の振動数を持つ音をまと

めて「倍音J(harmonic)と称し， (b)のような基本振動数の2倍の振動

数を持つ音を第2倍音， (c)のような3倍の振動数を持つ音を第3倍音

などと呼びます。 72) 弦の振動には，基音に加えてこのように無限の倍

音が生じています。

このような倍音の存在は，ギターを用いた実験で簡単に確認すること

ができます。ノーマル・チューニングで，どのフレットにも手を触れて

いない状態では，ギターの第5弦はラ (A)の音で，その基本振動数は

110Hzですが，同じ弦を第12フレツト(弦の真ん中)のところをちょっ

とさわりながらはじくと，さわった部分が節となる振動以外は不可能に

なるため上記の(b)図の状態が生じ，基音ラの第2倍音，すなわち lオ

クターヴ上のラの音(220Hz)が出ます。第7フレットで同様にすると，上

記の(c )の状態となり，第3倍音のミ (E)の音(330Hz)が，第5フレツ

トでは第4倍音， すなわち基音の2オクターヴ上のラの音(440Hz)がそ

れぞれ生じます。この性質を利用したチューニングも広く行われていま

す。ただし当然ながら(b)の状態では220Hzの， (c)の状態では330Hzの

それぞれ整数倍の倍音も同時に生じています。

ギターの音の中に，これらの倍音が含まれていることを確かめるには，

まずはどこにもさわらずに弦をはじいて，上に記したような箇所で振動

している弦をさわってみればよいでしょう。振動している弦の第12フレ

ットのところをさわれば，そこを節とする振動以外は打ち泊されてしま

い，上記の(b)図の状態となって，第5弦の場合だと 220Hz(およびそ

の整数倍の振動)だけが残ります。同様に第7フレットでは330Hz(とそ

の整数倍の振動)だけが，第5フレットでは440Hz(とその整数倍の振動)

だけが聞こえるようになります。何の機械を用いなくとも，これらの無
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皿.母音

限の倍音が基音にかぶさっていることがこのように容易に確認されます。

基音にこれらの倍音がどのように付随するかによって，音色が決定さ

れているのです。

1.2.2空気柱(閉管)

上に記したような弦の振動は横波であって，その基音と倍音は割に簡

単に得られます。次に，物理学では「空気柱J(air column)と呼ばれる

空気のつまった管の中に生じる縦波について考えてみましょう。

弦の振動の場合と似て，空気柱でも様々な定状波とそれに伴う倍音が

生じます。両端とも聞いている空気柱の場合と，片方の端が閉じている

空気柱の場合とでは，定状波の生じ方も，したがって基音と倍音との関

係なども異なります。

まずは一方の端が閉じた空気柱(閉管 closedpipe)について述べる

ことにします。クラリネットやトランベット，あるいはトロンボーンな

どの管楽器は明らかに閉管ですし，人聞が母音を発するときに用いる声

道も，片方の端が開いていて，もう一方の端(声帯)が閉じている空気

柱とみなせる場合があります。

一方の端が閉じた空気柱の中で定状波が生じる場合，閉口部では空気

の粒子が動かないのでそこが定状波の節となり，逆に開口部は外の空気

と接しているので，そこの空気は自由に動き，定状波の腹となります。

この条件を満たす様々な波のうち最も波長の長いものは以下の(a)図に

示されます。ただし，組密の図示は難しいので，以下では弦の振動の横

波の腹，節のように図示しておきます。

節 腹

何) 反ケー
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1.2共鳴と母音

このとき生じる定状波は， 管の長さ lの2倍の長さの弦に生じるう

ちの最も波長の長い定状波(a'図)の左半分と考えられます。したがって，

(a)の波長 λ日は(a')の波長に等しいため 41であって，73}その振動数

ν目は，空気中での音速をcとすれば， c/λaで表されます。

節 腹 節

(a') 

上記(a)の状態は基音が生じる状態と考えられ， これと同時に次のよ

うな倍音が生じます。節の部分が一つ増えれば(b)，二つ増えれば(c)図

にそれぞれ示されるような定状波が得られます。

(b) 

(c) 

節 腹 節

節腹節腹節腹

ocx 
!パ
ヘノ ! 

λ=41/3 =λ目/3

ν=3ν目

λ=41/5 =λ日/5

ν=5ν目

図に並記した単周期の正弦波より明らかなように， (b)(e)図の波の一

周期の長さである波長は，管の長さ lのそれぞれ 4/3倍， 4/5倍であっ
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皿.母音

て，基音である(a)図の波長λ自のそれぞれ1/3f音， 1/5倍となっています。

したがって，これらの倍音の振動数は，基音(a)のそれ(ν日)のそれぞれ

3倍， 5倍のように奇数倍となります。

母音の研究にこれがどのように役

立つかというと，例えば後述する第

2基本母音の[a]を発しているのに近

い状態(右図)では，声帯から口の先

に至る全ての場所での断面積がほぼ

等しいとみなすことができ，この状

態は下図のような一方の端が閉じた

閉管を曲げたものと考えることがで

きます。人間の声道の長さは17(cm)

程ですから，そこで得られる基音の

波長λ目は4倍で0.68(m)，その振動

数は，湿気のある呼気の中での音速

cを 356(m/s)とすれば， c/λ目=

356";-0.68与524(Hz)となり，そのイ音

音の振動数は奇数倍で約 1571(Hz)， 

2618(Hz)， 3665(Hz)などと計算されます。 これらの値は1.1.4に記した

Catfordによる[a]のフオルマントの実測値(F1=585，F2=1710)にかな

り近いと言えます。 F2がF1のほぼ3倍となっていることも[a]を閉管と

みなす根拠になります。 誤差は恐らくインフォーマントの声道が17cm

よりも若干短いことに起因すると想像されます。

17cm .... ーー ー .: 
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1.2共鳴と母音

1.2.3空気柱(開管)

両端とも開いている空気柱(開管 openpipe)は楽器としてはパンパ

イプや，のど自慢の合否に用いられる鐘(チユービュラーベル)に用い

られています。これらの楽器では一つの管が一つの音程しか持たないた

め，音階をそろえるにはたくさんの管が必要になってしまいます。また，

フルートや尺八も息を吹き込む部分とその反対側の両方が外気と通じて

いますので同じく開管楽器とみなされますが，管の途中に穴をあけてお

いて，適宜指などでその穴を塞ぐことによって管の終端の位置を変える

ことができるため，一本の管であのように様々な音階を作ることができ

ます。後述するように，人聞の発する母音についても開管が用いられて

いる場合があります。

開管の両方の端では，官の内部の空気と外部の空気とが自由に行き来

できるため，それら両端の部分に腹が来るとき定状波ができます。この

条件を満たす最も波長の長い波は下の (a)図のように管の中央部に一つ

だけ節を持つものであって， 下に示されるようにそのときの波長λ日は

管の長さ lの2倍となり，基音の振動数ν目はc/λ日=c/21 (ただ

しcは音速)で表されます。

腹 節 腹

(a) 

，，4
 

1---ーー- ~ 

....21... 
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凹.母音

両端が腹であれば他の部分にいくら節があっても同様に定状波が生じ，

下の(b)(c)のような非常に多くの定状波が同時に生じていると考えられ

ます。 これらは(a)の状態よりも，節の数がそれぞれ1つ， 2つ多くな

った場合を記したものです。 図より明らかなようにこれらの波長は(a)

の場合のそれぞれ1/2，1/3であり，逆に振動数は(a)の場合の2倍， 3 

倍と整数倍になっています。これは先に見た弦の定状波と同様です。

腹 節 腹 節 腹

向) >く二>く hλ目/2 吋 ν自

腹節腹節腹節腹

ω>く〉く〉<山/3ν=3ν目
この知識も母音の研究に役立ちます。例えば，下図に見られるとおり，

日本語のイやエを発しているとき，前舌面は硬口蓋に接近して，そこに

開管に似た部分が生じています。

イ Z二
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1.2共鳴と母音

この開管部の長さはChiba&Kajiyama(1958:120ff)によると開口端の補

正を含めてイの場合は約6.5(cm)，エの場合は8.5(cm)と計測されていま

す。イの場合にそこで生じる定状波の基音の波長λ目は0.13(m)，基音の

振動数ν日は，呼気中での音速Cを356(m/s)とすれば， ν目=c/λ日=356

"';-'0.13今2738(Hz)，エの場合にはλ日は0.17(m)，ν目=356"';-'0.17与2094

(Hz)と計算されます。 これらの値は1.1.4に記したようなフオルマント

の実測値のうちの，第2フオルマントの振動数に対応すると思われます。

ただし，エのF2は約2000Hzですから上記の計算とほぼ一致しますが，イ

のF2は高々2300Hz程度ですので、計算との誤差が大きくなっています。こ

の誤差の原因は残念ながら筆者にはわかりませんが， Chiba&Kajiyamaの

計測したイのF2は2800Hzで計算とほぼ一致しますから，あるいは被験者

の発音が若干特殊である可能性もあります。

1.2.4へルムホルツ共鳴器

管の形ではない，例えば右図のように球のような形をした共鳴器をそ

の研究者の名を取ってへルムホルツ共鳴器(Helmholzresonator)と呼び

ます。このような共鳴器に生じる定状派は上で見たような単純なもので

はなく，そのイメージはなかなかっかみに

くいので，共鳴器をコンデンサーを持つ電

気回路に見立てて，例えばChiba&Kajiyama

(1958:117)は次のような近似的な計算式を

記しています。それによると，へルムホル

ツ共鳴器の固有振動数νは，共鳴器の体積

を V，音速を c，円周率をπ，関口部の半

径を rとして，次のように記されます。

ν=2π ，f2r7V 
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m.母音

これによると振動数は共鳴室が大きくなるほど小さく，開口部が大き

いほど大きくなることになり，換言すれば共鳴室が大きければそこで共

鳴する音は音程が低く，開口部が大きければ音程が高くなると言えます。

例えば，前項の図に見られるように母音イやエを発しているときには，

舌は硬口蓋に接近するため前部に寄っているので，必然的に舌根と咽頭

壁の間隔は広がり，声帯からほぼ軟口蓋あたりまでにわたって大きなへ

ルムホルツ共鳴器が生じます。そのときの振動数を上記の式と Chiba&

Kajiyama (1958:119ff.)の与える数値に従って算出してみると，イでは，

2r=O.17(cm)， V=63.5(cm3)より， 35600x..j O.17763.5-H2x3.14)主293

(Hz) ，エでは2r=O.29(cm)，V=43(cm3)より35600x..[正m萄7(2x3.14)
今466(Hz)を得ます。これらは1.1.4に記したスベクトログラムなどを用

いて得た第1フオルマントの実測値と非常によく一致しています。

すなわち，前節の結果と総合すれば，イとエを発しているときの声道

の形状は，へルムホルツ共鴫器と開管とが結びついたものとみなすこと

ができ，その際前者が第1フォルマントの，後者が第2フォルマントの

値を決定していると考えられます。

1.2.5二重共鳴器

下図のような，ヘルムホルツ共鳴器二つをつなげたような，ひょうた

ん形の共鳴器を二重共鳴器(doubleresonator)と呼びます。
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1.2共鳴と母音

日本語のア，オ，ウのような母音を発しているときの声道の形は，こ

れまで述べた母音の場合よりずっと複雑で，二つの膨らんだ部分とそれ

らの中央部にくびれた部分ができる一種のひょうたん型となるため，こ

れらは二重共鳴器とみなされます。以下の図は Chiba&Kajiy姐a(1958:

89ff. )によります。

ア

オ

ウ
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皿.母音

二重共鳴器で生じる定状派のイメージもつかみにくく，その振動数を

算出する正確な計算式を得るのも困難です。 Chiba雌ajiy個 a(1958:118) 

は Rayleighが1920年代に実験的に得た近似式を用いています。それに

よると， 奥の共鳴室の容積を Vt，くぴれの部分によって決められる伝

導率(conductivity)を Ktとし，開口部に近い共鳴室のそれらをそれぞ

れも， K2'音速と円周率をそれぞれc，πとして，そこに生じる定状派

の振動数νは次の4次式の解として与えられます。

4 ..21 C ¥21 Kt+K2 ， Kt ¥ ，1 C ¥4 KtK2 
-ν(一一y(一一一+~t )+(一一)一一一V2 'Vt I ' ¥ 2 πVtV2 = 0 

Chiba&Kajiy祖 a(1958: 124ff • )の報告する声道断面の計測結果をもと

に，上式に従ってアオウの各母音に固有の定状波の振動数，すなわちフ

オルマントを計算してみると，アの場合にはKt=0.43cm，K2=2.5cm， Vt= 

15.0cm3， V2=76.6cm3より，上式の nの正の実解の値は約 799Hzと1229

Hz，オの場合には Kt=0.55cm，K2=0.70cm， Vt=18.8cm3， V2=59.7cm3 よ

り約506Hzと1170Hz，ウの場合にはKt=0.60cm，K2=0.51cm， Vt=44.3cm3， 

V2=23.0cm3より約413Hzと1346Hzが得られます。 74)

この式によって求められるフォルマント周波数の値を上記1.1.4の表

に記した実測値と比べてみると，アの場合は両者はほぼ一致しています

が，ウとオの場合だと計算によって得られた第2フォルマントが少々高

すぎる結果となっています。より精度の高い研究が待ち望まれます。
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2.調音音声学から見た母音

調音音声学的あるいは生理解剖学的に見た場合，母音の分類に有意義

なのは一般的に3つの次元，すなわち，舌の前後の位置，舌の上下の位

置，唇の形状であると考えられています。

舌は，呼気を妨害しない範囲内で，前後あるいは上下に移動する(後

者の場合には顎も必然的に上下します)ことができますし，また唇の形

状も呼気を妨害しない範囲内で色々に変えることができます。このよう

な動きに伴って，口腔と咽頭腔に作られる共鳴室の大きさ・形状が変他

し，上記1で概観したような音響的メカニズムによって，そこで増幅さ

れる振動数が様々に変佑し，結果として様々な母音が生じます。

母音の調音点は子音の場合のように厳密には規定できませんが，母音

を発しているときに，舌と口蓋とが最も接近する位置を母音の調音点と

考えることができます。ときに母音の調音点を舌の最高点とすることが

ありますが，これは藤村(1972:26)の記すように少々不正確な表現です。

2.1舌の前後の位置

呼気をめだった形で妨害しない，すなわち母音の範囲内で，舌は自由

に前後に動かすことができます。例えば日本語の母音イやエを発してい

るとき，舌が口蓋と最も接近する部分は硬口蓋ですが，オを発している

ときにはそのような箇所は軟口蓋になります。このように舌と口蓋とが

最も接近する前後の位置は母音分類の大きな手がかりとなっています。

舌と口蓋との間隔が最も狭くなる位置，すなわち調音点が，母音とし

ては最も口の出口に近い位置，すなわち硬口蓋にあるとき，そのような

状態で発音された母音を「前舌母音j(frontvowel)，逆に調音点が母音

として最も奥の，軟口蓋であるような母音を「後舌母音j(back vowel) 

と称します。両者の中聞の位置で調音される母音は「中舌母音j(central
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vowel)と呼ばれています。日本語のイやエ，およびオは，それぞれ前舌

母音と後舌母音の例です。ウは標準語では中舌母音に近いと思われます

が，後舌母音として発音される地域もあります。また前舌母音と後舌母

音は，古くはそれぞれ硬口蓋母音 (palatalvowel)，軟口蓋母音(velar

vowel)と呼ばれることもありました。

IPAで表される標準的な音価よりも少し前寄り(adv叩 ced)の母音や後

ろ寄り(retracted)の母音は， 母音の記号の下にそれぞれ(+)(ー)を付す

ことによって表示されます。例えば発声練習をしているときの日本語の

アの音価は後述するIPAの[0]のより少し前寄りの位置で調音されると考

えられ， [α]のように記されます。また，かなり中央寄り(centralized)

の母音は母音の記号の上に("")を加えることによって表示されます。

前舌母音を発音しているとき，舌は口の前部に移動し，前舌面と硬口

蓋との聞に開管部(1.2.3)が生じ， その奥には大きなへルムホルツ共鳴

器(1.2.4)ができると考えられます。 逆に後舌母音では，舌は口の後部

に押しやられるため，舌根あるいは後舌面が咽頭壁あるいは軟口蓋に接

近し，その前後，すなわち口腔と咽頭がふくらんだひょうたん形の二重

共鳴器(1.2.5)が生じます。 大ざっぱな言い方をすれば，前舌母音の第

2フォルマントの値は後舌母音のそれよりもずっと大きくなります。

2.2舌の上下の位置

母音の範囲内で舌とそれに付随して下顎は，上下にも自由に動かすこ

とができます。例えば日本語の母音イを発しているとき舌と硬口蓋とは

非常に接近しますが，エのときには両者の間隔は少し広がります。アを

発しているときの舌と口蓋との距離はエの場合よりもさらに大きくなっ

ています。このように舌と口蓋との距離，言い替えれば舌の高さも母音

分類の重要なー要因となっています。

舌と口蓋との距離が母音としての最小の状態で発せられた母音を狭母
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音(closevowel)と， 逆に舌と口蓋との距離が最大であるような母音を

開母音(openvowe 1 ;また広母音とも)と称します。狭母音と開母音はま

た，調音点の高さという観点から，それぞれ高母音(highvowel)，低母

音(lowvowel)と呼ばれることもあります。 舌と口蓋との間隔が狭母音

の場合よりも小さくなると，子音である摩擦音あるいは接近音が生じて

しまい，もはやそこで作られる音は母音ではなくなってしまいます。例

えば日本語のイは前舌母音かつ狭母音のほぼ限界と考えられ，これより

も前舌面と硬口蓋との間隔を狭めれば硬口蓋摩擦音[j](11 .2.3.8)が生

じてしまいます。一方，アはかなり開母音に近いと言えます。

IPAで表される標準的な音価よりも狭い(raised)母音や広い(lowered)

母音は，母音の記号の下にそれぞれ()(Jを付すことによって表示され

ます。例えば標準的日本語のエの音価は後述するIPAの[e]より少し上寄

りの位置で調音されると考えられ， [~]のように記されます。

狭母音を発音する際には不可避的に下顎が上顎に接近し，開母音では

下顎が下がります。全ての母音は極端な狭母音と開母音の間にあり，舌

の位置によって口腔や咽頭腔の大きさが変化します。これらによって声

道内で共鳴する音の振動数が様々に変化し，異なる母音が区別される基

礎となります。狭母音の第 lフォルマントの値は開母音のそれよりも明

らかに低く，実質的に，第1フォルマントの値が低ければ低いほどその

母音は狭いと言えます。

2.3層の形

母音を発しているとき，層の形状も様々に変化します。例えば日本語

のイを発しているときには唇は左右に引かれていて，層の両端の距離は

大きいのですが，オを発しているときには唇の両端は正中部に引き寄せ

られ，唇全体が丸められ，外に向かってわずかに突き出されています。

イを発音しながら，そのときの舌の前後と上下の位置を保持しながら唇
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を非常に丸めれば，その響きはイの場合と全く異なります。このように

して作られた母音は[y](3.2.1)と記され，これと非常によく似た母音

が例えばフランス語の tur君」に生じます。 このように唇の動きも母

音分類の大きな指標の一つです。

居を丸めて発せられた母音を「円唇母音J (rounded vowel)，逆にそ

のような性質を持たない母音を「非円唇母音J (unrounded vowel)と呼

んでいます。非円唇母音はまた平唇母音とも呼ばれます。同じ円層母音

でもその唇を丸める度合いは様々であり，一般に狭い円唇母音の方が広

い円唇母音よりも激しい唇の丸めを伴って発音されます。日本語(標準

語)の母音のうち円唇母音と言えるのはオのみであり，それ以外のアイ

ウエは非円層母音とみなされます。ただし，地域によってはウが層を丸

めて発せられることもあります。

他の条件が同じであるときに，唇を丸めればもちろん共鳴室の形状と

容積が変他しますので，生じる母音の音色も変他します。唇を丸めて突

き出すことによって声帯から口の先までである声道の距離も若干伸び，

それによって第2フォルマントと呼ばれる成分の振動数が幾分か下がる

ことが知られています。

3. 1 PAによる母音の分類

上記のような3つの基準に基づいて，英国の音声学者 Daniel Jones 

は各国語の母音を分類する際の基準となるように，基本母音 (cardinal

vowels)を考案しました。国際音声記号(IPA)でも Jonesの提唱した母

音の分類方法やその記号をほぼそのまま用いています。

基本母音は，世界の言語に頻繁に生じる第l(primary)基本母音と，現

れる頻度のより低い第2(secondary)基本母音の二種より成ります。 IPA

ではこれらに加えて若干の記号も採用しています。
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3.1第1基本母音

Jonesは非円唇・前舌・狭母音の限界を基本母音の[iJと定め， 他方

で非円唇・後舌・開母音の限界を基本母音の[aJとしました。 [iJよりも

狭い母音を作ろうとしても，硬口蓋摩擦音 [j](II.2.3.8)，すなわち子

音が生じてしまいますし， 一方[α]より広い母音を作ろうとして下顎を

不自然に下げても，今度は舌根が咽頭壁に接近しすぎて咽頭摩擦音 [n
(11 .2.3.11)が出てしまいます。

[iJの前舌性を保持しながら下顎を徐々に下げ，舌と硬口蓋との間隔

を広げてゆくと，ついには非円唇・前舌・開母音の限界に達し，これを

[aJと定めます。これよりも下顎を下げればもはや前舌母音は不可能で，

[α]に近づいてしまいます。次に [iJと [aJの間隔を聴覚的に三等分

し，上から順に[eJと[EJとしました。

同様に，後舌母音についても[α]を起点として， その後舌性を保持し

ながら徐々に下顎を上げて舌面と軟口蓋との距離を狭め，同時に徐々に

唇を丸めてゆくと，ついには円唇・後舌・狭母音の限界に達し，これを

基本母音の[uJと定義します。 [uJよりも狭い母音を作ろうとしても，円

唇イじした軟口蓋摩擦音の[yw ]( 11 .2.3. 9， 11.4.2)，すなわち子音が生じ

てしまいます。 [iJ-[eJー[1:]ー[aJの場合と同様にして， [aJと[uJの間隔

を聴覚的に三等分することにより，広い順に[:>Jと[0]が定義されます。

[e]ー[0]， [E] ー [~Jの高さの母音をそれぞれ半狭(half close)母音，半開

(half open)母音と称することがあります。

このようにして定義された第 1 基本母音は[i][e][E][a][a][~][o][u]

の順に基本母音の1番から8番と呼ばれます。

第1基本母音は一般に次ページの図のように簡易的に図示されます。

また，その下には，参考のため，これらを発する際の下顎の聞き，およ

び層の形状を示す図を載せておきます。後者は Catford(1988:146)によ

っています。
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実際にこれらの母音を発音しているときの舌の位置をX線写真に取り，

それをもとにこれらの第1基本母音の調音点を割り出してみると，上の

図とはちょっと違った次ページのような図が得られます。左図は Jones

(1967:21)自身の記す[i]-[a]一[α]ー[u]の描く四角形，右図は Ladefoged

(1971:68)による[i]ー[e]一[E]ー[a]一[α]一[:>]一[0]一[u]の調音点です。
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high 

• • • • 
• • 

• 
• 

'owL 
front back 

世界の言語を記述する際の目安になるようにという， Jonesの基本母

音の発想は大したものですし，実に役に立ちますが，基本母音の定義の

方法には若干の不備があることを認めざるを得ません。まず母音の調音

点の高さを四段階に区別するのはいいとしても，その真ん中にある[e]ー

[E]および[:>]ー[0]の配置が科学的根拠に欠け， 結局は Jonesの感覚に

基づくこと，第1基本母音と第2基本母音の両方に非円唇母音と円層母

音が混在していてやっかいなこと，彼の発案した台形の母音図が上記の

ように少なくとも正確には事実に合わないこと，などがその欠点の一部

と言えましょう。しかし，この母音図の教育的効果は疑うべくもなく，

したがって本書でもこの Jonesの母音図を用います。

3.1.1 [i] 

前舌・非円唇・狭母音の限界が基本母音の第1番[i]です。 日本語の

イをはっきりと発音すれば，基本母音[i]とほぼ同じものが得られます。

ただし日本語の癖から無声他 (V.2.1.2参照)を生じないように気をつ

けて下さい。フランス語の icirここに」やロシア語の nHTbr飲むJ(不

定形)のように軟子音にはさまれたアクセントのある M に生じる母音も

基本母音の[i]とほぼ全く同じと言えます。また， 11 .4.3に記したよう
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に基本母音[i]の前の子音は非常に硬口蓋化されやすい傾向があります。

日本語では長音節でも短音節でも母音の質はほとんど変わりませんが，

英語やドイツ語，チェコ語などでは，長音節では基本母音の[i:]より少

し下寄りの[!:]が生ずる反面，短くなると緊張が明らかに弛緩して調音

点がさらに少し下がるとともに中央寄りとなり，後述する[r](3.3.3)と

なりますので注意を要します。しかしフランス語では日]が[r]に弱イじす

ることは絶対にありません。

英語のいわゆる長母音の[i:](正確には[!:])は，特に beei蜜蜂」

のような語末においてはかなりはっきりとした二重母音[r!1となり，方

言ではさらに[a!1にまでなることがあります。これはlV.2.1.1に記す異

佑の現象と考えられます。

ロシア語の M は軟子音が後続しないとき基本母音の[i]よりも若干下

寄りになりますが，それに加えてアクセントを持たないときには一層弛

緩して，後述する[r]と記すのが適当になります。

3.1.2 [e] 

非円唇・前舌母音の限界である[i]と[a]の聞を三等分したときに得ら

れる， [i]の次に狭い母音が基本母音第2番[e]です。 [e]は標準的日本

語のエよりもずっと狭い母音ですが，例えば東北地方の大部分ではエの

音として[e]に近い母音が用いられているようです。 先頃他界した役者

の鳳啓助が自己紹介をするときに自分の名前を言う前に発する「エー」

も基本母音の[e]にとてもよく似ています。 [e]は次の[E]と区別するた

めに「狭いエ」と呼ばれることもあります。

ドイツ語の R~gen í雨」やフランス語の pi~d i足J，あるいはイタリ

ア語の ventii 2 0 Jの第1音節に[e]の例が見られます。 これらの言

語では[e]と次に記す[E]とが区別されますので，日本人は両者を区別し

ないことに慣れているので，これらのことばを学ぶ際には，両者の差異
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に注意しなければなりません。 基本母音の[i]を発しながら若干下顎を

下げて，舌と硬口蓋との距離を少しだけ大きくすることで簡単に習得さ

れることと思います。

イギリス英語では例えば get に [e]の少し下寄りの[~]が用いられま

すが，アメリカ英語ですとさらに広い母音となり， [f:]と記すのが適当

です。 後に記すように日本語のエはこれらの中間的な音ですから， get 

の母音部などに日本語のエを用いても支障ありません。

ロシア語の即時「歌うJ(不定形)や五THrこのJ(複数主格)のよう

に軟子音が後続し，アクセントを持つ/e/はかなり狭く発音され， [e]と

記されるのが適当です。しかし neHOr泡」のように軟子音が前だけにあ

るときには若干広くなり， 11叩「このJ(中性単数主格・対格)のように前

後どちらにも軟子音がないときには顕著に広い母音[f:]が生じます。 こ

れはIV.1.2.3.1に記すウムラウトの一種です。

3.1.3 [f:] 

[e]と[a]の中聞に基本母音第3番の[ε]が生じます。 標準的日本語の

エは[e]よりもずっと広く，基本母音の[ε]よりも少し狭いので正確には

[c]と記すのが適当とされます。上述の[e]と区別するために「広いエ」

と呼ばれることもあります。

典型的な広い[f:]はドイツ語の Kase rチーズ」やフランス語の b~te

「獣J，あるいはイタリア語の ventir風」の第1音節，あるいはアメ

リカ英語の g~t などに生じます。上述のように，重加「この」や npo~1貯

[praE'kt] r設計図」のような軟子音に挟まれないロシア語の/e/も広い

[f:]と発音されるのが普通です。ラテン語はもともと/e:/と/e/の長短の

区別を持っていましたが， 俗ラテン語の時代に長短の区別が[e]ー[f:]に

置き換えられ，イタリア語に保存されました。

イタリア語では同じように綴られていても[e]と読むか[f:]と読むかで
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意味が変わってしまうことがあり，特に注意を要します:pesca[peska] 

「釣り j，[peskaJ r桃j; tema[t白a]r恐怖j ， [tema] rテーマ」等。

フランス語の finr終わり」などに生じる鼻母音 (4.1)は普通[E]と

記されていますが， 実際には[E]よりも少し広い母音に鼻音性を加えた

もので，より正確には[E]，あるいはむしろ[剖と記すべきと思われます。

3.1.4 [a] 

非同居・前舌・開母音の限界が基本母音の第4番[a]です。前舌性を

保持しながら， [i]から開口度を大きくしてゆけば，順次[e][E]，そし

て[a]が得られます。

英語では単独で[a]が用いられることはありません。しかし eyeなど

に生じる二重母音の前要素は基本母音の[a]にかなり近く， 単母音の中

ではアメリカ英語の bat などに生じる[~]がこれに似ています。 3.3.6

も参照のこと。

例えばフランス語の p~tter動物の脚」には典型的[a] が生じ， p~sr歩，

~なしりなどに現れる[0]と対立しています。しかし，現代フランス語で

は[a]と後述する[α]とを区別せず，ともに[a]を用いる傾向があるので，

日本人がフランス語の発音を学ぶ際には両者の差異に神経質になる必要

はなく，両者の中間的音である日本語のアをほとんどの場合に代用して

も構わないようです。若干注意を要するのは quatrer 4 jのように軟口

蓋音に前舌母音の[a]が後続する場合で， [a]の前舌性の影響で先行軟口

蓋音の調音点が不可避的に前寄りとなり，軟口蓋と硬口蓋の接点付近で

調音される硬口蓋化した[kj] (11.4.3， N.1.2.1.1参照)が生じるため，

日本人の耳にはキャのように聞こえます。

多くの言語では最も広い母音に前舌と後舌の区別をすることは非常に

まれで，したがって[a]と[α]が意味を区別する別々の音(音素)として用

いられることはほとんどなく，普通はそれらの中聞の音が用いられてい
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ます。日本語のアは単独で発音されるときには[a]と[0]の聞で，やや後

者に近い，すなわち前寄りの[0]として発されるのが， 他方ではドイツ

語(e.g.M叩n)やイタリア語(e.g.banana)で、は基本母音の[a]にやや近

い， すなわち後ろ寄りの[a]が使われるのがそれぞれ普通と言われてい

ます。ロシア語の TaMrあそこに」の母音部もやや後ろよりの[a]です。

これらの言語では前後の音への同化(町.1.2.3-4)によって/a/の調音点

が前後します。 前後に硬口蓋音があるときには前寄りとなって[a]に近

づきます。 日本語でも/a/は「しゃけ(鮭)Jのようなときには基本母

音の[a]に近くなります。ロシア語では[lSlTbr 5 Jのように硬口蓋佑子

音(軟音)にはさまれたときの/a/は顕著に前舌他し，かつ狭くなって[a]

と記すのが適当になります。

3.1.5 [α] 

非円唇・後舌・開母音の限界が基本母音の第5番[0]で， これ以上後

舌の開母音を作ろうとしても，咽頭摩擦音が生じてしまいます。上記の

ように標準的な日本語のアは基本母音の[a]と[α]の中間で調音される音

で，単独で発音されたときには少し前寄りの[α]，すなわち[α]であると

言われています。また，演劇や歌唱の発声練習のときのアは基本母音の

[α]になることがあります。

[α]あるいはそれより少し前寄りの[0]の長母音はイギリス英語の far

や half，75)またイギリスでもアメリカでも fatherの第1音節に用い

られます。例えばアメリカ英語の clockにも[α]76)が生じます。

[α]はフランス語の pasr歩，-ない」などに生じますが，上述のよ

うに現在で、は[a]と[α]を区別せず， もっぱら[a]を用いる傾向がありま

す。 bancrベンチ」などに生じる鼻母音は普通[u]と記されますが，より

正確には[o]で記すのがよいと思います。 3.2.5参照。

日本語やドイツ語，ロシア語のように開母音に前舌と後舌の区別をし
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III.母音

ない言語では， 前後にある軟口蓋音や後舌母音への同化によって/a/の

調音点も後ろにずれ， [0]あるいはそれに非常に近い音が生じます。例

えば， /a/が/w/と/0/に挟まれている日本語のrJIIを」の第2音節や，ド

イツ語の Hausr家j，/a/が軟口蓋化 (11.4.4参照)した[刊の前にある

ロシア語の naJIKarつえ」の第1音節などを参照。

3.1.6 [:>] 

後舌・開母音の限界の[0]から，その後舌性を保持しながら舌面と軟

口蓋との距離を狭めてゆき，かつ同時に少しづっ層の丸目を加えてゆく

と，順次[:>][o][u]が生じます。 [0]と[u]との聞を感覚的に三等分した

ときに得られるこつの母音のうち[α]に近い方が基本母音の第6番[:>]と

定義されます。 次に記す[0]と区別するため「広いオ」などと呼ばれる

こともあります。

広い[:>]はフランス語の pommerりんごj，ドイツ語の Sonner太陽j，

イタリア語の buonor良い」の第1音節などに生じ，これらの言葉では
狭い[0]との区別が行われます。フランス語学で普通[:>]と記される母音

は正確には少し前寄りの[:>]であり， [0]との区別はアクセントのない音

節では暖昧で，一般に前者が用いられる傾向があります。また，ドイツ

語では[:>]は短音節のみに， [0]は長音節のみに現れるので，これらはむ

しろ長さの区別とみなされます。イタリア語と同様の厳密な[:>][0]の区

別は例えばスロベニア語にもあります。

フランス語の bonr良い」に生じる母音は一般に[5]と記されますが，

実際はもっと狭い母音に鼻音性を加えたもので， 正確には[~]あるいは

[o]と記されるべきだと思います。これと混同しやすい加の母音につ

いては3.2.5を参照。

イギリス英語の例えば boughtに生じる母音は普通は[:>:]と記されま

すが，正確にはこれより幾分か狭い[ョ]，あるいはさらに狭い[Q]とされ
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3.1第 1基本母音

ます。 一方アメリカ英語では広めの[ョ]，あるいは[I}](3.2.5)が用いら

れ，これらと boatに生じる二重母音の英音[a叫/米音[0受](一般の辞

書などでは[ou])との区別は非常に重要です。また，英米を間わず，例

えば boyの母音部には二重母音の前要素として基本母音の[:>]より少し

だけ広い母音が用いられています。

日本語のオやロシア語， あるいはスペイン語の/0/は[:>]と[0]との中

間的な音で，両者の区別をしません。標準的日本語のオは後者に，ロシ

ア語の/0/は前者にそれぞれどちらかと言えば近いようです。 日本人に

とっては，オを発音しながら，いくらか下顎を下げ，唇の丸目をいくら

かやわらげれば基本母音の[:>]が得られることでしょう。

3.1. 7 [0] 

[:>]と[u]の中聞が基本母音の第7番の[0]です。[J]と区別するために

「狭いオ」などと呼ばれることもあります。上記の[J]も参照。

狭い[0]はフランス語の beaur美しいj，ドイツ語の Bo旦trボートj，

イタリア語 amorer愛するj (不定形)などに生じ，これらの言語では広

い[:>]と区別されます。 ただし，現在の口語的フランス語では無アクセ

ント音節で[0]と[J](より正確には[J])とを区別せず前者を用いる傾向

があります。また，ドイツ語の[0][:>]はそれぞれ長音節と短音節のみに

現れます。 ラテン語はもともと/0:/と/0/の長短の区別を持っていまし

たが，俗ラテン語の時代に長短の区別が[0][:>]に置き換えられ，イタリ

ア語に保存されています。 volto[vol to] r顔j，[v51to] r向けた」参照。

今の英語には基本母音[0]は単独では用いられません。アメリカ英語

の boatに生じる二重母音の前要素は基本母音[0]に似ていますが， イ

ギリス英語においては同じ要素が中舌佑し， かっ円層性も失って[a]と

記すのが適当になっています。これは円層後舌母音が続くのを避けたた

めと考えられ，N.2.1.1に記す異他の一例と考えられます。
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日本語のオは[:>]と[0]との中間とされますが， どちらかと言うと[0]

に近く，下寄りの補助記号を付けた[9]と記されます。日本人が[0]を獲

得するのは比較的容易で，オを幾らか狭く，そして唇をいっそう丸める

ようにすればよいでしょう。

3.1.8 [u] 

円唇・後舌・狭母音の限界が基本母音第8番の[u]です。

典型的な[uHま激しく唇を丸めて発音され，例えばドイツ語のg'!!tr良

い」やフランス語の toutr全てのJ，あるいはロシア語のTlTrそこに」に

現れます。ドイツ語の Hundr犬」におけるような短音節では[u]は現れ

ず，代わりに弛緩した[u](3.3.4)が用いられます。また，硬口蓋音に隣

接するときは調音点は同化(N.1.2.4)によって前進し，特にロシア語の

'1yTb rちょっと」のように硬口蓋佑子音に挟まれた位置では円唇・中舌・

狭母音の[1:1](3.3.2)，あるいはさらに前寄りの[1:1](または中央寄りの

[y])にまで達します。

英語の moonr月」の母音はふつうの辞書などではそれぞれ[u:]と記

されますが，この母音は上記のようなドイツ語やフランス語，ロシア語

に現れる母音によく似た基本母音の[u]とは少々異なっています。 正確

には英語の場合には基本母音の[u]よりも少し広<，少し前寄り， また

唇の丸めも少し穏やかです。 また英語の/u:/は特に tooのように語末

にあるときには[叩]のような一種の二重母音になることもあります。ま

た， bookや putのようないわゆる短音節には[u](3.3.4)が生じます。

基本母音第8番の[u]は日本人にとって恐らく最も習得困難な母音の

ひとつです。 日本語のウをローマ字書きするときに uとする悪い連想

もあって， ウがあたかも[u]であるかのような誤解を持ってしまい，そ

れによって[u]を獲得する訓練を怠ってしまうことが多いのがその主な

原因と思われます。 実際，標準的日本語のウは[u]とは全く異なる母音
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であり，唇の丸目を伴わず， 調音点も[u]の場合よりずっと前で，普通

は[m](3.2.8参照)と記されますが，より正確にはそれよりずっと中央寄

りの[曲]あるいは前寄りの[皿](詳しくは3.2.8参照)です。 [u]が日本人

の苦手な音であることを意識して訓練することが最も重要です。練習の

ためには[0]を出発点として，下顎をいくぶんか上げ， 唇をいっそう丸

めるようにするのがよいと思います。その際，ウを発音するときよりも

下顎が下がっている点に注意して下さい。また，日本語の癖から[u](お

よび[i])を無声佑(V.2.1.2参照)しないことにも注意が必要です。

3.2第2基本母音

第l基本母音を発音するときの舌の前後・上下の位置を保持しながら，

その層の形状だけを変えたとき，すなわち円唇母音は非円唇母音に，非

円唇母音は円層母音に変えたときに生じる母音を第2基本母音と称しま

す。 Jonesの第2基本母音には後述する[i][tl]も含まれていますが，本

書ではこれらをその他の母音として扱っておきます。

[y][o][a][a][O][A][l][m]の順に基本母音の9番から 16番と呼ばれ

ます。 [y][o][a]と[0]，及び条件付きながら[A]は英独仏語を学ぶ際に

注意すべき母音ですが，それ以外は使用頻度が極端に小さく，第 1基本

母音に比べれば第2基本母音の重要度は比べるべくもありません。

前←

円唇[y]
¥ 

円唇[ゅ]

→後

[田]非円層狭

[1]非円唇↑

[A]非円唇↓

[0]円唇開
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3.2.1 [y] 

[i]を発音する舌の前後・上下の位置を保持しつつ唇を激しく丸めれば，

基本母音の9番である[y]が得られます。 標準的日本語ではこの母音は

用いられませんが，割合に習得容易な母音と言えます。古い名古屋方言

では例えば「古い」の第2音節の母音が[y:]と発音されていたようです。

[y]はドイツ語 k曲1r冷たい」やフランス語 vuer視界」に現れます。

ドイツ語では[y]が現れるのは長音節に限られ， 短音節ではその代わり

に中央寄りでかつ下寄りの[y](3.3.5)が生じます。

ロシア語でも軟子音にはさまれた qyTbのような語において/u/が中

舌寄りの[y]あるいは[tf](3.3.2)と発音されます。 これは前後の硬口蓋

化子音に同イじした結果です。

3.2.2 [o] 

狭いエ，すなわち[e]を発音する舌の位置を保持しつつ層を丸めれば，

基本母音の 10番である[叫が得られます。 標準的日本語ではこの母音

は用いられていませんが，古い名古屋方言では例えば「黒い」の第2音

節の母音が少し下寄りの[ゅ:]と発音されたようです。また，標準的日本

語話者でも，少し軽蔑しているような気持ちのときに発されることのあ

る，話者が感心していることを表す「へーJ (唇を丸めて)にもやはり

若干下寄りの[杭]が用いられることがあります。

[o]はドイツ語 mQ_glichr可能な」やフランス語 bleur青い」に現れ

ます。 ドイツ語では[o]は長音節のみに，短音節では[a]が生じます。

3.2.3 [a] 

広いエ， すなわち[e]を発音するときの舌の位置を保持しながら唇を

幾分か丸めれば，基本母音の11番[a]が得られます。 この母音も日本語

では用いられていません。また， 1.2.2に記したように，この母音を発
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3.2第 2基本母音

しているときの声道は，ほぽ均一な太さを持つ単純な管とみなされます

ので，その意味では[a]は最も基本的な母音だと言えますが， 実際に言

語音として用いられることは逆にまれです。その理由としては，その響

きにあまり特徴がないことが考えられます。もちろん日本語でもこの母

音は用いられていません。

[目]はドイツ語 konnenrできる」やフランス語 fleurr花」などに現

れます。 ドイツ語では広い[a]が生じるのは短音節に限られ，長音節で

は代わりに狭い[o]が現れます。

フランス語の un"a"に生じる鼻母音は一般の辞書などでは[a]と記さ

れていますが，現在のパリを中心とした口語的フランス語ではこの母音

は円唇性を失い，かつ標準的[a]よりも若干広いため，結果的に finの

母音(一般にはほ])と同ーとなっていしまい， 3.1.3に記したように正

確には[g]あるいは[a]と記されるべきでしょう。

3.2.4 [a] 

基本母音4番の[a]を発しているときの舌の形状を保持しつつ唇を少し

丸めれば，基本母音12番[a]が得られます。

[a]は基本母音の発案者である Jonesが理論的に[a]の円唇のカウン

ターパートとして作った記号ですが， 上記の[a]の亜種として用いられ

ることがある以外は，現実の言語で用いられる場合はないようです。口

を大きく開いた前舌母音[a]を発しながら唇を丸めるのに不自然な努力

を必要とすることがその理由かもしれません。いずれにせよ，基本母音

の中で[a]の重要性は著しく低いと言わねばなりません。

3.2.5 [0] 

基本母音5番の[α]を発しているときの舌の形状を保持しながら唇を少

し丸めれば，基本母音13番[0]が得られます。 この母音もまた使用頻度
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の低い母音の一つであり，もちろん日本語でも使用されません。

[0]はイギリス英語の hotの母音部(普通の辞書などでは[:>]と略記，

アメリカ英語では[α])などに用いられます。また，アメリカ英語の law

の母音部にもこれに近い長母音[~:]あるいは[I}:](イギリス英語ではず

っと狭い[りや[Q])が用いられることがあります。

フランス語の叩「年」に生じる鼻母音は普通[u]と記されていますが，

これにわずかな円唇化を伴うのが普通で， したがって正確には[o]と記

されるべきだと思います。唇が丸まっている関係で我々の耳にはアンで

はなく，むしろオンのように響きます。 これと混同しやすい bonの母

音については3.1.6を参照。

[0]はまた上部ドイツ語(Oberdeutsch)と呼ばれる方言群の中のオース

トリア方言(例えば標準的なja[ja:]"yes"が[jo:])や，ハンガリ一語

(例えば magyar[moJor]iハンガリーの(人)，ハンガリ一語J)などに

も用いられます。

3.2.6 [A] 

基本母音第6番の[:>]を発しながら唇を丸めるのをやめ，唇の両端を軽

く左右に引くと，基本母音第14番[A]が得られます。 この母音は日本語

でも独仏露語でも用いられることはありません。

[A]という記号は，例えば英語の cutの母音を表す記号として頻繁に

用いられており，なじみ深いと思いますが， ここに基本母音の[A]が用

いられているわけではありません。またこの母音の発音には英米で大き

な差があるため一層の注意を要します。 cutの母音はアメリカ英語では

基本母音の[A]を顕著に中央寄りにした[λ]であり，一方イギリス英語の

場合には基本母音の [a] を中央寄り，かつ狭くした[~]です。 77) 実はイ

ギリスでも今世妃のはじめ頃まではアメリカの場合と同じような [A]が

用いられていたらしいのですが，その後だんだんに前舌化が行われ，つ
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いには現在のような英米の明白な差異が生じてしまったのです。このよ

うな差異がある以上， 一般に辞書などでいまだ行われている[A]という

記載は時代錯誤的，乱暴かつ不正確ですので，何らかの改良を施す必要

があります。ここで私見を述べますと，大まかに英米語の発音を同時に

示そうとするならば， [a]よりも広い中舌母音を表す[-e](3.3.9)とい

う記号を用いるのがむしろよいように思います。正確に表記する場合に

は米音では若干後ろよりの補助記号を付けて[-e]，英音では前寄りの補

助記号を付けて[官]とすればこと足ります。 [λ]と[官]， [ij]と[官]はそれ

ぞれほぽ等価であると言えるからです。

ロシア語の MOCKBaの第1音節のような，アクセント音節の直前音節

の母音 /0/あるいは/a/を表すために[A]の記号が用いられることがあり

ますが，これは[a]よりも広い中舌母音ですから，正確には[官](3.3.9) 

をもって記されるべきだと考えます。

3.2.7 [官]

基本母音第7番の[0]を発音しながら層を左右に引くと，基本母音第15

番の[τ]が得られます。

この母音も非常に使用頻度が低く，中国語の gege寄膏[kr:ka]r兄」

やタイ語のdoenr歩く」にそれぞれこれに近い母音が用いられるとされ

ています。 78)

3.2.8 [m] 

基本母音第8番の[u]を発音する舌の位置を保持しながら唇を左右に引

くと基本母音第16番[m]が生じます。

[皿]は英独仏露語などには用いられませんが，標準的日本語のウの音

とされます。ウは実際にはこれよりずっと前寄りなので，正確には[曲]
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や[m]あるいは[i]と記されるべきでしょう。しかし，現今では唇を少し

丸めて発音する人も多く， その場合には[?]と表記するのがよいと思い

ます。 3.3.2を参照。この母音は特に歌手の発音に観察されます。

3.3その他の母音

上記のような基本母音に加えて以下の表のような母音が用いられるこ

とがあります。おのおのの母音の調音点は表に記す通りです。[i]と[u]

は Jonesによって第2基本母音に加えられていますがここに記すこと

にしました。これらのうち日本人が英独仏露語などを学ぶ際に習得が必

要となるのは[i][I][ö][Y][æ][a][~]です。これら以外の 4 つの母音[S]

[e][3][D]は言わば[a]の細かなバリアントを示すため重要度は低く，そ

れらのうち[S][D]は1993年版のIPAではじめて採用された記号です。

非円唇 円層

[i] [日]
一一一一一I "¥: 

[y] 

3.3.1 [i] 

中舌の非同居狭母音は基本母音の第17番[i]とされます。 この母音は

日本語の東北方言の「私」の末尾に用いられることがあり，ウともイと

もつかない響きを持っています。

[i]はロシア語やポーランド語の剛及び myrわれわれは」の母音に

用いられますが，服部(1951:162)も記すようにここで用いられている母

音は二重母音的であり，少し広い[i]に始まって，狭く少し前寄りの[j]

に終わるのが普通で，我々日本人の耳にはウィのような印象を残します。
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3.3.2 [ti] 

[i]を唇を激しく丸めて発音すれば基本母音第18番[ti]が得られます。

日本人に基本母音第8番[u]を教える際， ウを唇を丸めて発音するよう

に指示すると，これに近い音が生じます。

スウェーデン語の husr家」に生じる母音は一般的にはこの記号で記

されますが，実際には標準的なものよりもいくぶんか前寄りに聞こえま

すので， [ti]あるいは[y]と記すほうが適当かもしれません。

3.3.3 [1] 

基本母音の[i][e][i]の接点付近の非円唇母音は[1]，あるいは[[. ]と

記されます。 ゆるんだ(loose)[口のように表現されることもあります。

この母音は基本母音第2番の[e]を中舌寄りにした母音，すなわち[e]と

ほぼ同じです。

[1]は英語の itやドイツ語の bitter私は頼む」の第1音節，ある

いはチェコ語の myr我々は」などに生じ，その響きは日本語のイと非常

に異なります。一般の辞書などでは[1]を[i]と簡略的に表記してしまう

場合が多いので， [1]と基本母音の[i]，及びそれに近い日本語のイとの

差異に鈍感になってしまうことが多く， [1]は日本人が特に注意して学

ぶべき母音のーっと言えます。[1]は日本人ばかりでなく，例えばフラ

ンス人にも苦手な音であり，彼らが英語を話すときに[1]の代わりに[i]

を用いてしまうために， 彼らが発音した eatitは eateatと聞こえ

ると言われます。 79)日本人が話す英語にも同様の欠点がありえます。

調音点について言うとイは基本母音の[i]に近く， とても狭い前舌母

音であるのに， [1]は上記のようにそれよりずっと広く，幾分か中央寄

りになった母音であり，むしろエに似ています。現にステッキ (stick)

や(肉の)レバー(liver)といった英語からの外来語には，原音の[1]に
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対して日本語の/e/が用いられています。

また， II .4.3に記したように日本語のイは先行する子音を非常に硬口

蓋イじさせる力を持ち， 例えば「ニット」の初頭音は後続する[i]の影響

で歯茎音の[n]から[nj]に，さらには硬口蓋音の[p]に転じてしまいます。

一方，英独語の knitや knitterr服のしわ」の[1]はそのような現象を

起こしません。

英 Chicagoや独 pikierenr怒らせる」のそれぞれ第1音節のように

[1]が無声子音にはさまれたときには，日本語の癖からV.2.1.2に記す

母音の無声イじを生じないようにしなければなりません。序章にも記した

ように，これは日本人が外国語を話す場合に犯す典型的な誤りです。

また，特に英語についてはV.2.1.3に記すように母音の長さにも注意

すべきです。 英語では他の母音と同様に[1]の長さは後続音に依存して

おり， bitのように無声音が続く場合を 1とすると， bidのように有声

音が続く場合は1.7と報告されています。 これを同じく [1]で表記する

のは長さに敏感な日本人には不親切で， 前者を[1]とするなら後者には

「半長J(semi-long)の記号(・)を付けて[1.]とでもする工夫が必要です。

これに付随して英語の lovelyや happyの末尾の母音のような無ア

クセント音節に生じる英米聞での大きな差異について略述しておきまし

ょう。米音では基本母音の[i]よりやや広く中央寄りの[!]が一般的とさ

れますが，実質的には beatの母音と区別する必要はなく，日本語のイ

での代替が可能です。わが国では普通この発音が教育されているように

思います。 一方，英音では米音よりもずっと広い[1]，あるいはそれよ

りさらに広い[引が用いられます。 これは我々の耳には完全にエに聞こ

える母音ですが，最近では米音と同様の母音も用いる傾向が強くなって

きています。 S目) rラプリー」とか「ハッピー」のように日本語化した

ときには仮名書きで「ー」をもって表記しますが，原音は長母音でない

点も注意を要します。
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3.3.4 [0] 

基本母音の[U][O][li]の接点付近の円層母音を[0]，あるいは[ω]と記

します。基本母音の[0]を中央寄りにした母音[o]にほぼ同じです。

[0]は英語の book，ドイツ語の musr(私・彼・彼女は)-しなければ

ならない」などに生じます。標準的日本語のウは上述のように[並]や[m]，

あるいは[日であって， [0]をこのような母音で代替するのは避けなけれ

ばなりません。 [0]はウよりも広く，かつ唇の丸めも顕著で，むしろ[0]

に近く，日本人の耳にもオのように聞こえるはずです。ドイツ語のLaut

「音」などに生じる二重母音[a2]を入門者用に仮名書きで「アオ」とす

ることがあり，恐らくこの習慣は関口存男民が始めたものと思いますが，

確かにアウよりはアオのほうがましです。

日本人にとっての練習法には，ウを出発点として，そのまま下顎を下

げ，これに唇での丸めを少し伴わせる方法， 基本母音の[0]から出発し

て，これをややぞんざいに発音して少し中舌イじさせる方法の二種類が考

えられます。 ただしアメリカ英語では唇の丸めが少ない[?]となること

もあり，これは日本語のウとかなり似た母音です。

日本語では上記の/i/の場合と同様に無声子音の閣の/u/が無声イLあ

るいは脱落してしまうことがありますので，この癖を外国語にまで持ち

込んで，例えば英語の occ!!pationやドイツ語の Okk!!pationの下線部

の[0]を抜かさないように注意しなければなりません。 V.2.1.2参照。

3.3.5 [y] 

[11'こ唇の丸めを加えた母音で，例えばドイツ語のf血fr 5Jのような

短音節や， Feuer r火」の第1音節の二重母音[:>y]の後要素に用いられて

います。大まかには，ゆるんだ[y]とも表現できます。 [y]を習得したの

ちに，ぞれを出発点として，少し下顎を下げ，唇の丸めを穏やかにして，
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いくぶんぞんざいに発音するか， あるいは[1]に層の丸めを伴うかの何

れかの方法で，割合簡単に習得されます。

3.3.6 [a] 

基本母音の[a]と[8]との中聞の母音を[a]と記します。

この母音は英語のbatなどに現れる音としておなじみのことでしょう。

英音では上寄りで [8]に近い[引であり，米音では下寄りで [a] に近い[~]

であるという若干の違いはありますが，この差異にあまり神経質になる

こともないでしょう。この母音の発音の際に多少の咽頭での狭め(咽頭

他 pharyngealization)が行われることもあります。また，英語の cow

に現れる二重母音は，英音では[句]あるいは[α受]ですが，米音では，前

要素が恐らく後舌母音の連続を嫌う異他(町.2.1.1参照)によって激し

く前舌化し，かついくぶんか狭くなって，結果として[時]と発音される

ことも頻繁に生じます。

すでに3.1.3に記したように，フランス語の fini終わり」に生じる鼻

母音は，普通辞書などで[E]と記されていますが，もう少し広いので[通]

と記したほうがよいと思われます。また， 3.2.3に述べたように， unに

生じる鼻母音[a]も現在では[丞]と発音して構いません。

ロシア語では USlTbi 5 Jのようにjajが硬口蓋化子音にはさまれた場

合に，同イじによって[a]が現れます。

[a]は標準ドイツ語(Hochdeutsch)では用いられていませんが，オース

トリア方言においては，例えば eini 1 Jが[1a:n]と発音されます。標

準的な[al]の両要素が融合同佑によっておEいに接近し，最終的に等質

化してしまった結果と考えられます。日本語でも普通この母音は用いま

せんが，名古屋方言では例えば「大根」の第 l音節が[a:]に近く発音さ

れ，同様に融合同佑の結果と思われます。 N.1.2.3.2参照。
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3.3.7 [9] 

[0]と[o]の中聞の母音，すなわち中舌・円唇の半狭母音は[9]と記され

ます。この母音は日本語や英独仏露語などの主なヨーロッパ語にはあり

ませんが，スウェーデン語の dumr馬鹿な」に生じるとされています。

また， 言語によっては/0/の前後に硬口蓋音あるいは硬口蓋佑音があ

るとき，調音点が同佑によって前寄りになり， 結果として[9]に近い母

音が生じることがあります。日本語の「虚偽」の第1音節や，ロシア語

の目白「犬」の母音は中舌母音と言えるほど調音点が前進することがあ

り，その場合には広めの[~]と記すこともできるかもしれません。

3.3.8 [a] 

調音点が前後の位置でも上下の位置でも中央部にある母音を[a]で記

します。この記号はゾロアスター教の聖典の言葉であるアヴェスタ語の

文字から取られ，その名称から「シュワ(ー)J(schwa)と呼ばれています。

この記号の表す母音は前後・上下にかなりの幅を持ち，その音価は言葉

によって，あるいは同じ言語でも音声環境によって異なります。ここで

は仮に前後・上下両方の位置で中央部にある母音を標準的[a]とし，でき

るだけト)(T)(+)(ー)のような補助記号によってバリエーションを示すこ

とにします。

英語やドイツ語，あるいはロシア語のように顕著な強さアクセントを

持っている言語では，アクセントを持たないときの一連の母音が，強さ

の点ばかりでなく，調音点でも特徴を欠くようになり，前後の位置でも

上下の位置でも中央部に寄って， あいまいに[a]と発音されるようにな

ります。この現象は「弱他J(reduction)と呼ばれています。これらの言

語では，場合によって[a]が一層弱化して， 脱落してしまうこともあり

ます。これらの言語の弱他と脱落について詳しくはN.3.1を参照のこと。

英語では aboutの第1音節や breakfastの第2音節のような一般的
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場合にはほぼ標準的な[a]が用いられますが， 10昭 agoの下線部のよう

に軟口蓋音に隣接するときには若干狭い[ョ](あるいは[5](3.3.11))と

なり， sofaや C細e砲の下線部のような語末ではかなり広いバリアン

ト[引が生じます。後者は英音ではむしろ[官](3.3.9)と記すのが適当な

ほど広くなります。また時には f佃~ly や pQ.liceの下線部のように弱

化が進んで脱落してしまうこともあります。

[a]はアメリカ英語では無アクセント音節のみに生じますが，イギリ

ス英語では無アクセント音節に加えて，若干広めの長母音[a:]がbird

のようなアクセント音節にも現れます。このような[a:]は後述する[3:] 

(3.3.10)で表記されることもあります。このようなイギリス英語の[a:]

([3: ])の代わりに， アメリカ英語では4.2に記すR音他母音の[配]が生

じます。一般の辞書などでは英音の[a:]([3:])と米音の[配]とを同時に

表記するために， イタリック体は省略可能などの約束を設けて[a:r]の

ような記載をすることがありますが，その記載の意味はきちんと把握し

ておかねばなりません。

ドイツ語では danker私は感謝する」や HaltEstellE「停留所」の下

線部のように語あるいは形態素(morpheme)の最終音節にある/e/が弱化

によって[a]となります。 この母音はドイツ語においてはいくぶんか前

寄りであるとされ， それに従えば[a]と記されるべきでしょうが，標準

的[a]との差異はごくわずかです。また Stellenr場所J(複数)， gro~m 

「大きなJ(男・中性単数与格，強変化)， Hi皿皇1r空」のように[a]は/n，

m， 1/の前，あるいは次項で述べるように/r/の前で脱落するのが常です。

詳細は1V.3.1を参照。

ロシア語では pa6OT.呈「仕事」や rQJIoBar頭」の下線部のように弱化

が最も激しい位置，すなわち無アクセント音節の中でもアクセント音節

の直前の音節以外の位置において， /a， 0/が[a]に弱化してしまいます。

フランス語で例えば unep~tite maison r小さな家」の下線部に現れ

る母音も普通[a]で表されていますが， その音価も出現の条件も英独露
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語の場合とはかなり異なります。

その音価は標準的な[a]よりも前寄りで， かっ若干唇を丸めて発音さ

れますので， 精密に表記しようとすれば，前寄りの記号(+)と円唇化を

加える記号())を付けて[討とすべきかと思います。このような[りは，

狭めであれば[o]，あるいは広めであれば[肥]をそれぞれ中央寄りにした

[剖や[a]に近くなります。 現に滝沢(1988:43f.)によれば，地域によっ

ては[ゆ]と[?J，あるいは[a]と[?]との区別がされないこともあるようで
す。これらはそれぞれ[9](3.3.7)，[0](3.3.11)と記すこともできるで

しよう。 フランス語の[a]は日本人にはなかなか正確な発音習得は難し

く，普通わが国では日本語のウを代用する指導が行われている，あるい

はそのような代用が黙認されていますが，標準的ウとの差異はとても大

きく，また[u]との混同も招きますので，私見ではフランス語の[?]のウ

での代用は厳禁すべきです。 訓練のためには[引を出発点として層の丸

めを抑え，ゆるんだ発音をすることがよいと思います。難しいなら，む

しろ標準的な[討を用いるほうがましでしょう。

フランス語の[?J(以下では[;)]と略記)も無アクセント音節に現れ，そ
の意味では英独露語の場合と似ていますが，フランス語では同じ語でも

環境によってe[a]が発音されたり，されなかったりする，全く異なる性

質を持っています。例えば unepetite maisonや lepeuple francais 

「フランス国民」の下線部は[;)]と発音されるのが普通なのに，前後の語

を入れ替えた lap~tite maison rその小さな家」や lepeupl~ anglais 

「イギリス国民」の下線部は発音されません。このような不安定さに基づ

き， e[a]は「不安定な eJ(einstable)， r脱落性の eJ(ecaduc)， r無音

の eJ(emuet)などと称されることがあります。「女性の eJ(efeminin) 

のようにも表現されます。

eが[a]と発音されるか否かの分布の説明には， フランスの有名な音

声学者 Grammontによる「三子音の法則J(時gledes trois consonnes) 

が知られています。これは，さもなければ子音が3つ(あるいはそれ以
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上)連続してしまうようなときに eが[a]と発音され，それ以外の場合

には eは発音されないというものです。上の例で言えば e[a]を発音す

ることによって [npt][plfJ)]という子音の連続が回避されていると考え

られます。また， arc[a] de triomphe r凱旋門」のように，この傾向は

たとえ綴りに eがなくても働くことがあります。 辞書や入門書ではこ

のような説明がされないことが多いので注意を要します。例えば petit

は単独で発音されたときには三子音の法則に抵触しないので，下線部が

発音されないのが普通ですが，上例の unep~tite のように前に子音が

あると発音されるようになるわけです。手元の辞書を見ますと[p(a)ti]

のように記されており， [a]の有無があたかも任意であるかのような印

象を与えます。

[a]が発音されるか否かは上記の三子音の法則ですべて説明しきれる

わけではありません。 特に単独で発音された子音で終わる語に[a]が後

続する現象は多々生じ，このような音を「支え母音J(voyelle d'appui) 

と呼ぶことがあります。 ceや leのような子音一つから成る語は，単

独で発音されれば必ず支えの[a]を伴いますが， それ以外の場合には支

えの[a]は生じる場合も生じない場合もあります。 例えば peupleは後

続の語がない場合，支えの[a]を伴うときも， 伴わないときもあり，後

者の場合には語末の[1]がしばしば無声他します。 また，歌や詩などで

は例えば vier人生」が通常の[vi]ではなく [via]と発音されるような現

象も生じます。

3.3.9 [官]

シユワー[a]で表される標準的母音よりもかなり広い， [:，]一[8]と同程

度，あるいはそれらよりもわずかに広い非円唇中舌母音を示すとき[-e]

の記号が用いられます。

イギリス英語の sofaや C岨eraあるいは driverのそれぞれ最終音
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節の母音は，通常の[a]よりもずっと広くなり， [官]の記号で表されるの

が適当です。また， 3.2.6に記したように，アメリカ英語の cutの[A]

(より正確には中央寄りの[λ])も[11]，あるいは後ろ寄りの[官]の記号で

表す方が適当かもしれません。イギリス英語ではこの語で用いられる母

音は中央寄りで上寄りの[~]ですから，これもむしろ前寄りの[?]と記せ

ば首尾一貫します。いずれにせよ，今の英語のこの母音をたとえ概略的

に記す場合でも[A]とするには非常に大きな無理があり， 筆者としては

[官](音素表記でも/官/)が最適と判断します。

ドイツ語のUhri時計」や mehriより多い」のような母音が後続しな

いRは現代の普通の発音では母音化してしまい， 音節を成さない[~]と

発音されます。このようなRにアクセントを持たない e[a]が先行する

場合，上記のように e[a]は脱落してしまい，代わりに母音化したRた

る[官]が音節を担うようになります。例えば Kinderi子供J (複数)や

hundert i百」の下線部は[官]と発音されるのが普通です。この現象の例

外などについてはN.3.1を参照。どうしたことか日本人に多いまちがい

に，このようなドイツ語の[11]をアメリカ英語に生じる[3'](4.2)と発音

してしまうことがあげられます。 [11]は日本語のアをほんの少し下顎を

上げてやれば，すなわち少し不明瞭に言えば簡単に得られる母音ですか

ら， これを[3']のような世にも珍しい音で代用するなどという馬鹿なこ

とは厳に慎まねばなりません。また，この場合に限りませんが，例えば

hundertをフンデルトのようにローマ字読みしてしまうことももちろん

いけません。

ロシア語の MOCKBaiモスクワ」の第 1音節のような，アクセント音節

の直前の音節の母音/0/あるいは/a/は弱化によって[官]と発音されます。

3.2.6にも述べたように，この[a]より広い中舌母音を表すために[A]が

用いられることがありますが，これは恐らく誤解に基づいています。
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m.母音

3.3.10 [3] 

この記号は以前より中舌母音の一変種として使われることがありまし

たが， 1993年版のIPAから [e]ー[~]の高さの中舌母音を表す正式な記号と

して母音図の中に書き加えられました。例えば birdのような語におい

てイギリス英語に現れる若干広い長母音[a:]を[3:]で表すことがありま

す。しかし， Gimson(1987:97)も記すように，イギリス英語の birdの

母音は層が左右に引かれる傾向があるとはいえ， aboutの母音とほぼ同

ーであって，両者の区別はアクセントの有無と長さのみによって行われ

ていると考えられます。 したがって少なくとも英語に関する限り[3]の

記号は余剰かもしれません。

3.3.11 [9]と[0]

ともに1993年版のIPAに新しく採用された記号です。 [9]は[9]の唇の

丸めを取り去った母音ですが，英語の agoのような狭い[a]もこの記号

で表わしてよいでしょう。 [0]は[3]を円層化した母音で，恐らくわが国

で学ばれている主な外国語の標準的発音には生じないと思います。
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4.母音の付加的特徴

上記のような通常の母音の調音に用いられていない発音器官によって，

通常の母音に付加的特徴が付け加えられることがあります。これらの諸

特徴のうち，日本人が英独仏露語などを学ぶ際に必要となるのは，以下

に記す鼻音化とR音他(仮称)だと思われます。これらに加えて，日本語

では母音の無声佑(V.2.1.2参照)と呼ばれる現象が多発しますし，例え

ば英語の[a]は付随的に咽頭壁と舌根との幅をいくらか狭めて発音され

ることがあり，この現象は「咽頭化j(pharyngealization)と呼ばれます

が，S1}本書の記載範囲の言語にはこれらの現象はめったに生じないため，

ここでは省略しておきます。

4.1鼻音化

一般に単に母音と言えば，口蓋帆を上げて呼気が鼻腔へ通じないよう

にして，口腔のみで調音された口腔母音(oralvowel)をt旨します。しか

し，口蓋帆を下げて呼気を鼻腔へも通すこと，言い替えれば「鼻音佑J

(nasalization)を行いながら調音される母音も一連の言語に存在してお

り，このような母音を「鼻音佑母音j(nasalized vowel)あるいはより

普通には「鼻母音j(nasal vowel)と称しています。 すでにI.4に記し

たように，鼻母音を含めて鼻音イじした音，すなわち鼻音を表記するとき

に，それを表す独立した記号がない場合には，対応の口音を表す記号に

鼻音佑の記号("')を加えて表記します。 鼻母音を持つ言語としてはフラ

ンス語やポーランド語，あるいはポルトガル語が有名です。

フランス語は周知のように unbon vin blanc r一つの良い白ワイン」

に現れるような4つの鼻母音を持つと言われます。これらは普通[ie][5] 

[f][a]のように記されていますが，上で述べておいたようにこれらの表

記には不正確な部分があります。 基本母音の順序に従って[f]から述べ
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田.母音

ると， vinなどに生じるこの鼻母音は3.1.3にも述べたように[e]よりも

少し広い母音を鼻音イじしたもので，より正確には[~]あるいはむしろ [æ]

と記すべきと思われます。 [a]は3.1.5と3.2.5にも記したように，わず

かな円唇佑を伴うのが普通で， したがって正確には[o]と記されるべき

でしょう。いわゆるほ]と[a]とはともにアンのようにルピがふられるこ

とがあり，日本人は両者を混同することが多いですが，実際には両者の

差異は非常に大きく，簡単に把握されます。 [5]は3.1.6に記したように，

[~]よりも狭い母音を鼻音イじしたもので， 正確には[~]あるいは [Ô] と記

されるべきだと思います。いわゆる[a]も[5]もオンのように聞こえます

が，前者は非常に広く，後者は逆にかなり狭い母音ですので，この場合

にも両者の差異は簡単に習得されます。 [a]は確かに発音するのも聞き

分けるのも難しいですが， 3.1.3及び3.2.3に記したように現在の口語的

フランス語ではいわゆる[E](正確にはほ]あるいは[語])と同じ発音にな

ってしまうので，実際上[剖を学ぶ必要はないと思われます。 このよう

にフランス語の鼻母音は一般に言われるほど難しくはないのです。

ポーランド語には二つの鼻母音字 eとaがあり，それぞれ鼻母音の
[E][O]を表します。しかし，これらの鼻母音字はいつも鼻母音として発

音されるわけではありません。これらが本当に鼻母音として実現するの

は坦zsczyznai男の人」や ksiazkai本」のように摩擦音に先立つとき

だけであり，閉鎖音(鼻音を含む)や破擦音の前では， [e] [0]として発

音され，後続音と調音点が同じ鼻音[m][n]などがこれに続きます。例え

ば b皇dziei(彼・彼女は)-(になる)だろう」の下線部は[en]と発音され

ます。この事情は後述する日本語の「ン」の場合(V.1.1.2)とよく似て

いますので参照して下さい。 ぞれ以外の位置，すなわち 1l rの前で

は zaczeli[zatIEli]i始めたJ(複数男性人間形)， wyjql [vijOQ] i取

り出したJ(男性単数)のように eqは鼻音性を失い，口音の[e][o]とな
ります。また語末では eは bede[bEndE]-[bEnde]i私は-(になる)だ

ろう」のように鼻音性を失うことがあり， qは鼻音性を失った上に二重
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4.1鼻音化

母音イじを起こし， bedq[bÉndõ]~[bÉndo受] í彼らは~(になる)だろう」の

ように[0日]になります。 82) 非鼻音佑についてはN.1.3を参照。

ポルトガル語には[I](simiはいJ)， [e](crenca r信頼J)， [苦](la 

「ウールJ)， [ o]( tom i音J)， [百](atumrまぐろJ)の5つの鼻母音が

生ずると報告されています。 83】

普通は意識されませんが，日本語にも鼻母音があります。 V.1.1.2に

詳しく記すように，実は「ン」は後に続く音によっていろいろな音にな

り，その音価を数えてみると合計約10個もあるのです。ンは次のよう

な場合に鼻母音として発音されています。 84)このような日本語での癖

を外国語に持ち込むと意志の疎通に重大な障害をきたす恐れがあります。

①[i].サ行の子音[s]及び[c]の前:[kei'sa](検査)， [deica]電車85)

②[1].ヤ行の子音[j]，ヒの子音[c]，[i]の前:[palja] (パン屋)， 

[selcakm](千百)， [ciIi](品位)

③[F].ワの子音，フ，ホ，ゥ，オの前86):[dl}何](電話)， [m舟69:fF]
(マンホール)， [kgF9](嫌悪)，[?抑](暗雲)

④[e].エ，への前:[sl}eI}N](千円)， [ciefil}:ki](新兵器)

⑤[き].ア，ハの前:[daaats曲](弾圧)， [ha街aN](半々 )87)

ドイツ語でも Restaurant[aJfレストランJ，Teint[E:] r顔色J，Fond 

[5:] i背景J， Parfum[a:] i香水」のようなフランス語からの外来語に

は原音と同様の鼻母音が用いられることがあります。ただし，普通のド

イツ語の辞書には[a](より正確には[o])が不正確に[五]のように記され

ていることがあります。正確な音価は上を参照。

鼻母音の鼻音化の程度，すなわち鼻母音を発しているときの口蓋帆の

下がる度合いは言語によって異なり，服部(1951:123)によるとフランス

語の場合に最も激しく，ポルトガル語や日本語，そして恐らくポーラン

ド語でもそれよりもずっと軽度とされます。また，英語でも例えば皿加

のように鼻音が母音に後続するときに，先行する母音が実際にはいくら

か鼻母音化されて[丞]となりうることが知られています。
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4.2 R音佑

ここで仮に fR音化j(rhotacization)と総称するのは，以下に述べる

「そり舌化」と「舌のもり上げj(仮称)のことです。これらはどちらも母

音にRのような響きを与える効果を持っており，方言や個人的差異に応

じてそのどちらかが用いられるような関係にあるため，両者をまとめて

扱うのが得策です。これらのR音佑の何れかを受けた母音を fRの音色

が付いたj(r-colored)母音と呼びます。このような母音は独仏露語には

なく，本書の記載範囲ではアメリカ英語に用いられているのみです。

4.2.1そり舌化

通常の母音，特に広い母音を発しているとき，舌の先は下の門歯付近

に置かれていて，調音にはほとんど関与していません。したがって，母

音の調音をしながら，そのとき使われていない舌先を硬口蓋前部に向か

つて持ち上げることもできます。このような行為によって，中舌面には

くぼんだ部分ができ， Rを連想させるような響きが母音に加えられます。

このような響きを持つ母音はそり舌(retroflex)母音と呼ばれ， このよ

うな響きを母音に付け加えることを「そり舌佑j(retroflexion)と呼ん

でいます。 そり舌イじは rの右肩の(~ ) ，あるいは(.)を母音の記号に加

えることによって表記されます。

このような母音が典型的に用いられているのはアメリカ英語の bird

などです。舌先を除くと，その母音は中舌の中程度の高さを持ち，かっ

長いため[a:]あるいはそれより少し広い[3:]と考えられるため，この母

音は[♂:]，あるいはそれを一筆書きにした[ao:]，またはまれに[3':]と表

記されます。 [ao:]はアメリカの音声学者 Kennyonが作った記号で，「か

ぎ付きのシュワ(ー)j(hookedschwa)と呼ばれています。 一方，イギリ

ス英語では通常の中舌母音の[a:](あるいは[3:])が用いられています。
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4.2 R音イじ

英米両方の発音を示すための工夫として， 普通の辞書などでは[a:r]の

ような略記法が採用されていることがありますが，その意味するところ

はきちんと知らねばなりません。

Catford(1988:170)によると，アメリカ中西部の一部やイギリス南西

部の方言では， 例えば farの母音部がそり舌母音の[件]と発音される

ことがあるようです。しかし，周知のように，米音では後半部に上記の

そり舌母音を持つ二重母音[a安](略記では[ar])が，英音ではそのよう

な要素を持たたない長母音の[α:]が，それぞれ一般的です。

そり舌母音はまた中国語に用いられます。

4.2.2舌のもり上げ

上で述べたようなそり舌化によらなくとも，そり舌母音とよく似たR

の音色を持つ母音を作ることができます。その方法は，舌を左右から中

央部に向かって収縮し，中央部を硬口蓋後部あたりに向かって盛り上げ

ることです。このようにして作られる母音を竹林滋先生に従って「もり

上がり母音J(bunchedvowel)と呼ぶことにします。このような母音は古

くは収縮母音(contractedvowel)などと呼ばれました。詳しくはMakino

(1990)などを参照。もり上がり母音は恐らくひとつしか作ることができ

ず，その調音点も判然としませんので記号化は困難です。すでに述べた

ように， この母音の響きは前述のそり舌母音の[a-]のそれとよく似てい

ることから，通常はこのようなもり上がり母音も[a-](あるいは[3])で

表記されています。

Catford(1988:170)によると，アメリカ英語の[討は上記のそり舌母音

としてよりも，もり上がり母音として発音されるほうが頻度がはるかに

高いので， [討にそり舌母音という呼称を与えるのは不適当である旨の

指摘がなされています。 ちなみに筆者もアメリカ英語の[討にもり上が

り母音を用いています。また，同書によると，この母音の調音に際して
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咽頭深部での咽頭化と，口蓋垂付近の後舌面でのくぼみが生じているこ

とが報告されており，舌の正中部に向かってのもり上がりとこれらの二

点の特徴とがあいまって，独特のR音的響きを形成していると考えられ

ます。また，同書はもり上がり母音の[伊]と口蓋垂顛動音の[R]との調音

上の類似も指摘しており， これに従えばあるいはもり上がり母音の[a-]

は[R](11 .2.7.3)的なR音佑母音で，逆に，そり舌の[a-]は舌尖歯茎顛動

音の[r](11 .2.7.1)的なR音化母音であるという表現が可能かもしれま

せん。
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第IV章音連続

複数の音を連続して発音する場合でも，個々の音の発音のしかたはそ

れらを単独で発音する場合と一致するはずです。ところが，ある種の音

結合では個々の音の発音が単独で発音される際と異なってしまうことが

あります。以下ではこのような音連続における特異な現象の主なものと

して，調音のエネルギーをなるたけ節約しようとする「エコノミーj，そ

の中でも特にある音が近隣の音に似てしまう「同イじj，逆に近隣の音との

差異を明確にするためにかえって違いを大きくしようとする「異イr.j，強

勢の欠知や発音のしにくさなどが原因の「弱化」と「脱落j，そして何らか

の音連続の前後や接合部に生じる「挿入音」について概説します。

これらの知識は現代諸語の音連続における発音習得の一助となること

はもちろんですが，また他方，ここには言語変他の音声学的要因が多々

含まれているとも考えられ，したがって日本語を含めて各国語の現状の

みならず，その歴史についても言及することがあります。

1.エコノミーと同化

言語には一般に同じことをするのならば最小の努力で済まそうとする

習性があり，この習性はフランスの高名な言語学者マルチネ Martinet 

によって「エコノミー」あるいは「経済性j(economy，仏 economie)と

命名されています。音連続において，個々の音の調音に要するエネルギ
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ーをできるだけ節約しようとするエコノミーが最も顔繁に現れるのは同

化の現象においてです。

二つの音を連続して発音する際，一方の音が隣接音から影響を受けて，

隣接音と何らかの点で似てしまう現象を「同化J(assimilation)と呼び

ます。同イじには，前が後ろに影響を与える場合と，その逆の場合の大き

く二種があり， これらをそれぞれ進行(progressive，あるいは順行)同

佑，逆行(regressive)同化と称します。これらが同時に生じて，前と後

ろの音が一つになってしまうような同他を融合(coalescent)同化や相E

(reciprocal)同化と呼ぶこともあります。これらは，通常では連続した

音に生じる隣接(contiguous/contact)同化ですが，時には離れた音につ

いても生じることがあり，特にこれを離隔(non-contiguous/distant)同

イじのように呼ぶこともあります。

以下ではまずはエコノミーの最も頻繁な現れである同化について記し，

その後，同イじとは呼べないエコノミーの諸現象について記します。

1.1 声帯振動の同化

声帯の振動を伴わない無声音に有声音が隣接するとき，声帯の振動の

有無の同イじが起こり，無声音が有声音に同化して有声音になってしまう

場合(有声佑 vocalization，voicing)や，逆に有声音が無声音に同化し

て無声音になってしまう場合(無声佑 devocalization，devoicing)がし

ばしば生じます。この同佑によって該当の音連続を発音する間，声帯は

振動を持続するか，振動をしないかの二つにひとつとなり，調音に要す

るエネルギーが節約されることになります。
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1.エコノミーと同他

1.1.1有声音閣での有声化

有声音にはさまれた無声音が有声イじする現象，特にその典型的な場合

である母音聞での有声化は各国語に頻発します。 88)

例えば特にアメリカ英語で matterの下線部のようなアクセント母音

に先行しない無声閉鎖音が前後の母音の影響で有声佑し，この場合には

[t]から[d]， さらに閉鎖が瞬時となって弾音の[c]にまで達することが

あることは11.2.8.1にも触れた通りです。 cal!it_olでは下線部の[p]が
同様に母音聞で有声化して [b]となるのと， [t]が母音と[+]の閣で有声

佑して[d]となる二つの現象が同時に観察されます。また porridgerオ

ートミールがゆ」も po些age89) から同様の過程によって作られたらし

く，後者は明らかにフランス語の potagerポタージュ」の祖先からの借

用語です。英語ではアクセント母音に先行する無声閉鎖音は激しい気音

( 11.4.1)を伴うため，その位置では有声佑は起こりません。

イタリア語の stradar道」や pre~are r祈る」などはそれぞれラテン

語の strata，precareに遡り，母音聞での有声イじが明かです。 ラテン

語 pil!eris，pat_er， 面白rから第2音節核を失った俗ラテン語形に端
を発するスペイン語の pe!!rerこしようj，pa!!rer父親j，ma!!rer母親」や，

ラテン語 secundusに由来するフランス語の secondr二番目のj(下線部

は[g])にも同様の現象が観察されます。また，スペイン語の lo!!or狼」

( < lUl!us)や， フランス語 poiyrerこしようj(<pil!eris)では有声佑

に加えて摩擦音他(1.4.2)も生じています。フランス語についてはまた

次項も参照のこと。

このような有声音聞での子音の有声他の例は日本語にもふんだんにあ

り，国語学では普通「連濁」と呼ばれています。卑近な例ですが，カツ

オ(鰹)とハツjjツオ(初鰹)， 芝ンショウ(山根)とツプ芝ンショウ(粒山

根)， シャケ(鮭)とシオジャケ(塩鮭)， ~イ(鯛)とアマ芝イ(甘鯛)， J三
ラメ(僻)とシタビラメ(舌僻)の下線部を比較して下さい。語頭の無声子
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音が，その前に別な要素が加わることによって，結局母音にはさまれる

ことになり，上例と同様にして有声イじしたことが見て取れます。 9日)

1.1.2隣接音による有声化と無声他

隣接音による声帯振動の同化のうち上記以外の場合を略述します。

英語では語末の有声音が無声音ではじまる語の前で無声イじすることが

あります:of[f] course， with[O] thanks， these[s] socks， has she? 

( [z1]→[31]→[11])， Goo坐e[t1]Streetなど。しかし c1uQsandwich， 

gooQ time， big caseのような場合に語末の[b][d] [g]を無声子音の前

で無声化してしまうのは好ましくないようです。 91)これらは逆行同イじ

ですが，複数形の -s，所有格の-'s，動詞三人称単数現在の -s，過去

形あるいは過去分詞の -edなどが有声音で発音されるか， あるいは無

声音で発音されるかは先行子音の有声・無声で決まっていますので進行

同化の一例です。

フランス語では閉鎖音あるいは摩擦音が連続するときには，原則とし

て後ろの子音が先行子音の有声・無声を決定しています:例)observer 

[p]r(規則を)守る，観察するj ， medesin[t] r医者j ， je[J] penser私

は思うj ， CaE[b]-Vert rベルデ岬j (地名)， diies[d] donc r話して下

さいよj，chague[g] jour r毎日j，ta笠e[z]de the rお茶一杯j，chef 

[v] de gare r駅長j，Strasbourg[z] rストラスプールj(地名)など。こ

の傾向は近年高まってきており，例えば se~ond r 2番目の」は[zg5]と，

rea1 ism r現実主義」は[rea1izm]と発音されることが多いようです。し

かし，逆に鼻音，流音と半母音(すなわち鳴音)は先行する無声子音に同

化して無声化します:plus[!]rもっとj，pied[c]r足j，te!!ir[I].]r持つj，

pretre [x] r僧j，P!!is[lJ]r次にj，p邑l[wa]r毛」など。また A1~ace rア

ルザスj (地名)， ba1samine rホウセンカ」のように[1]が後続の無声音

を有声イじする現象も少数ながらあるようです。 92)
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ロシア語，チェコ語，ポーランド語などでは，曝音，すなわち閉鎖音，

摩擦音あるいは破擦音が連続する際に，後続の音が先行の音の有声・無

声を決定しています。ただし，ロシア語とチェコ語では[V]は !!ce，yse 

「すべての」の下線部のように無声音の前では同イむを受けて無声佑し[f]

となりますが，先行子音を有声イじすることはなく，例えば UBeT， kvet 

「花」は[tsvje.t][kvjet]と発音されます。このように逆行同佑が原則

ですが，チェコ語の Hr]やポーランド語のr[r]rZ[3] l[w] 1[1] m[m] 

w[v]は例外的に進行同佑を受け，チ出口町i]r3J，ポ Piotr[pjotr] 

(人名)， krwi[krfi] r血J， tr叫 [tJi]r 3 J ， niosl[njusw] r運んだ」

(男性単数形)， plwae[plfatc] rつばを吐くJ，pasm[pasl!l]r糸の一巻き」

(複数属格)， kwiat [kjfjat] r花」のようにそれぞれ無声子音に先立た

れるときには無声化して[r][r][J][w]日][f]と読まれ，これらの例語は

いずれも 1音節語となります。 また[w]は実質的に無音とみなしてよく，

例えば jablkorりんご」は[j匂'Wko]すなわち[j勾ko]と発音されます。

日本語でも， /kituneudon/(きつねうどん)や/suteki/(ステーキ)のよ

うに特に無声子音にはさまれた/i/や/u/がしばしば脱落してしまいます。

この一般に「母音の無声佑J(V.2.1.2参照)と呼ばれる現象も，隣接無声

音に同イちした結果であるとみなすことができます。

1.2 調音点の同化

調音点の異なる二つの音を連続して発音する際，必然的に多かれ少な

かれ両者の調音点は接近します。調音点が接近すれば調音に要するエネ

ルギーを節約できます。このような調音点の同化は母音類にも子音類に

も見られ，またそれを引き起こす原因となるのも母音類のことも子音類

のこともあり，これに基づいて以下の4つの場合を区別することにしま

した。ただし，煩わしいので以下では母音類，子音類をそれぞれ母音，

子音と略称しておきます。
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1.2.1子音の母音への同化

1.2.1.1 (完全)硬口蓋化

母音が子音の調音点を同イじする現象が最も顔繁に見られるのは，隣接

する前舌母音の[i][e]や[i]を子音として使った接近音[j]によって生ず

る非硬口蓋子音の「硬口蓋化J(palatalization)で、す。口蓋化のような

不正確な別称を用いない理由については註13を参照のこと。

硬口蓋化には大きく 2つの段階を区別しなければなりません。その第

一段階は上記のような音環境で，非硬口蓋子音が副次的に前舌面と硬口

蓋との接近を伴って発音される現象であり，これを副次的な，あるいは

「不完全」硬口蓋化と呼ぶことができます。例えば日本語でもピャ，ピユ，

ピヨやピ，ピ，あるいはミなどの子音部はこのような第一段階の硬口蓋

化を受けた[pj] [bj ] [mj ]であり，リの子音部も同様に[<l.j]や[rj ]と発音

されます。キ，ギなどの子音部の調音点はコやゴの場合よりも少し前に

移動していますが，これは不完全硬口蓋化によって付臨的に生じた現象

ですから，やはりこれらの子音部は[kj][gj]と記すことができます。ま

た，外来語などにおいてはこれら以外の(不完全)硬口蓋佑子音も生じる

ことがあります。このような第一段階の不完全硬口蓋化は，子音の付加

的特徴のーっとみなせるため，すでにII.4.3に詳しく記しました。

第一段階の不完全硬口蓋化を受けた音にさらに硬口蓋イじが加わって，

前舌面と硬口蓋とがさらに接近あるいは接触し，もともとの主要な調音

点と調音器官との接近や接触まで失われてしまうような現象も生じるこ

とがあります。これを上記の副次的な不完全硬口蓋佑と区別して，第二

段階の「完全」硬口蓋化と呼ぶことができます。例えば日本語のナの子

音部は歯茎鼻音の[n]ですが，これに前舌母音日]やそれを接近音として

使った[j]の要素が後続するこやニャ，ニユ，ニョでは， その子音部は

恐らく [ni]を経て，完全硬口蓋化を生じ，調音点が硬口蓋に移動してし
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まい，硬口蓋鼻音の[Jl]となってしまいます。 このような現象も各国語

に広く生じますが，その主な例は後述します。

第二段階の完全硬口蓋他によって最終的に生ずることが理論的に予想

される子音は，硬口蓋に調音点を持つ[C][j](閉鎖音);[c][j](摩擦音); 

[Jl](鼻音);[正](側音)のはずですが，これらが現実の言語史の中で生じ

た硬口蓋化の結果に実証される例はあることはあるにせよ，あまり多く

ありません。その原因として考えられるのは，第一に硬口蓋他とは言っ

ても完全な硬口蓋音にまで転じずに，本来の調音点が硬口蓋に向かって

不完全に移動する現象，いわば「半硬口蓋化J(semi-palatalization)が

生じやすいこと，第二に仮に硬口蓋他によって上記のような完全な硬口

蓋音が生じたとしても， ぞれらのうち特に[C][j][正]は世界の言語の中

でも用いられる頻度の比較的小さい，いわば発音が困難な子音であって，

より調音が簡単で聴覚印象の似た音である[tic][dj平][j]など， あるい

は前者二者はさらに[tJ][d3]や[tsj ] [dzj ]などに転じる傾向があること

です。註15，96を参照のこと。

第二段階の調音点の移動する硬口蓋化を生ずるのは，主に歯茎音と軟

口蓋音ですが，ごくまれに唇音にも生じる例があります。硬口蓋音ある

いは硬口蓋歯茎音や歯茎硬口蓋音は，前舌母音に隣接していてもその音

連続の調音は容易であり，これらの子音がさらに硬口蓋化を受けること

は理論的にもありえません。

1.2.1.1.1唇音

両唇音が完全な硬口蓋化を受ける例はあまりありません。その少ない

例に日本語のヒ，ヒャ，ヒュ，ヒヨの子音部が該当します。註14にも記

したようにハ行の子音はもともと[p]と考えられ， 平安時代のはじめ噴

には摩擦音の[t](11 .2.3.1)であり， 江戸時代初期までにフの場合を除

いてその唇音性を完壁に失ったと考えられています。ヒなどのもともと
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の子音部である[pj]が唇での閉鎖を失って[+j]に摩擦音佑し，さらに唇

音性まで失って，もともと副次的であった硬口蓋と前舌部との接近が主

要な調音点となって[c](II .2.3.6)に到達したのです。 また，層歯音が

完全な硬口蓋化を受ける例は筆者が知る限りありません。

1.2.1.1.2歯茎音

歯茎音が硬口蓋音などになる例は以下のように日本語を含めて各国語

にふんだんにあります。まずは日本語について記しますと，チ，ヂやチ

ャ，チュ，チョ，ヂャ，ヂユ，ヂヨに見られるように[t][d]に[i]や[j]

が後続するとき，子音部は硬口蓋化を生じて[tc][d平]にそれぞれ転じて

います。この現象は恐らく16世組頃に生じ，それまではこれらの子音部

は[t][d]だったことが朝鮮語の資料などからわかるようです。また，ヂ

の本来的な子音部である[d平]は， ジの本来的な子音部である[平]と完全

に混同されており，標準語では語頭では前者が，母音にはさまれた語中

では後者が普通用いられていますし，困ったことに書記法の上でも混同

され，例えば「チ(地)Jがゆれる「地震」は「ヂシン」ではなく「ジシ

ン」と書かれるようにジを用いるのが一般的になっています。[j日本大

文典』を著したロドリゲスはこの混同を 17世紀初頭の京都のことばに

指摘しています。また，シ，ジの子音部については1.2.1.3を参照。

英語の na担re，soldier， sure， usual等の下線部の子音部はかつて

[tj][dj][sj][zj]あるいは部分的に硬口蓋化したW][dj ][sj ][zj ]でし
たが， 18世紀初頭に今のような完全な硬口蓋化を生じた[tI][d3][ 1 ][3] 
が一般的になりました。周知のように，この現象は[t][d][s][z]に終わ

る語に， [j]ではじまる語が後続する場合にも同様に生じます。例えば

Wha1...x.ou want?や Woul生.x.ou?あるいは thiuearや auetの下線
部は丁寧な発音では[tj][dj][sj][zj]ですが，しばしば[tI][d3][I][3]

と発音されます。
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フランス語の fi!!er娘」、montagger山」は俗ラテン語の filiaと

montanea (ラテン語 montanusくmons)に遡り，下線部の現在の発音[j]

[Jl]は[l][n]が， 後続する音節を成さない(すなわち半母音となった)前

舌母音によって硬口蓋化した結果です。前者は現在に至る中間的段階で

[正]であったに相違なく， 現にイタリア語の fi足並には[μ]が現れて

いますし，93)11.2.6.3に記したようにフランス語でも方言に保存されて

います。 また後者はイタリア語でもフランス語と同じように mont唱na

[JlJl]となっています。

チェコ語では ieの前で[t][d][n]が硬口蓋音の[C][j][叫に交替し

ます:!elo[c] r体J，!!ite[j] r子供J，nYI!i [Jl] r今jetc.これらの硬

口蓋音が単独で現れるときにはそれぞれ t'd' IIと綴られます。 これ

らはかつて[t][d][n]に後続していた前舌母音 bが脱落してしまった名

残です。

ポーランド語では前舌母音(失われた b を含む)の前で[t][d] [n] [s] 

[z]がそれぞれ[tc][d;][Jl][c][写]に交替し，日]が続くときには cidzi 

ni si ziのように， それ以外の母音が続くときにはこれに母音字を続

けて，単独ではそれぞれ edzIIszのように綴られます:kose[koctc]

「骨j，dzie引匂e!J1]r日j，94】ziemia[がmja]r大地jetc. 

セルピア・クロアチア語では[n][1]と後続する[j]が融合し，硬口蓋音

の[Jl][正]となり，クロアチアでは njljと，セルピアでは晶ゐと綴ら

れています。

また， これらのスラプ諸語ではすでにその前史時代に[j]に先行する

歯茎音が硬口蓋佑を受けました。この位置の[s][z]はおしなべて[1][3]

になりますが， [t][d]は方言によって様々な反映を持ちます。ロシア語

などの属す東の方言ではこれらは [tr][d3]( > [3])に類する音となりま
した。チェコ語やポーランドの属す西では[ts][dz]となり， [dz]はポー

ランド語には残りましたが， それ以外では[z]に摩擦音化しました。南

の方言は複雑で，セルピア・クロアチア語では[tc][匂]，スロベニア語
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では[t日[j]，ブルガリア語では[ft][3d](2.2.3参照)，マケドニア語で

は[C][j]がそれぞれ生じています。このような変化も硬口蓋佑の一種で

すが，スラプ語学ではrj佑j(jotation)のように呼ばれています。 95)

1.2.1.1.3軟口蓋音

軟口蓋音が硬口蓋音などになる例も多々あります。標準的日本語では

これに該当する例はなさそうですが，例えば東北地方にはキやギの子音

に[C][j]を用いる地方もあるようです。サンスクリットでは前舌母音の

前で[k][g]が完全な硬口蓋化を生じて硬口蓋音の[C][J]になりましたが，

上に記したように，その他の言語では硬口蓋イじが不完全であるか，ある

いは[C][j]から破擦音化と摩擦音化を経て， [tf][d3]や[ts][dz]などが

生じる場合がほとんどです。 96)

英語では古く前舌母音の影響で[k]が[tIJになりました:生ild<古期

英語 cild，kindergartenやドイツ語 Kindr子供」等を参照。 しかし

[g]は bri盈e(<古期英語 brYQg，ドイツ語 Brucker橋j)のように[d3]

になる場合と， lesterdal( <古英霊iestrand唱，独 gesternr昨日にj，

Tag r日」を参照)のように[j]になる場合とがあります。

ラテン語の[k][g]はその後のロマンス語において様々に硬口蓋佑を受

けています。イタリア語ではラテン語の iとeの前で[k][g]はそれぞ

れ[tf][d3]になっています:c_ento r百j(<Lat. centum)， genere r種

類j(<ラテン語 generem(対格)<genus，註88参照)etc.フランス語

ではこの事情は少々複雑です。 [k]は cent[sa]r百」に見られるように，

ラテン語の ieの前で[ts]を経て[S]97)になったのに加えて， a (恐ら

く前舌母音の[a]あるいは[a])の前でも硬口蓋佑し，語頭と子音の後で

は[tIJを経て(J]となりました:chose rものj<ラテン語c_ausa[k]r原

因j，イタリア語c_ausa[k]等を参照。一方，語頭と子音の後の[g]は i

e aの前で[d3]を経て[3]になります:genre rジャンル」等。
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ロシア語やチェコ語，ポーランド語やセルピア・クロアチア語などの

スラプ語では，その前史時代に[k][g][x]は前舌母音や[j]の前では[tJ]

[d3][J]に類する音に硬口蓋化しました。 [d3]はさらに摩擦音化によっ

て一種の[3]に変わっています。98)例えばロシア語 ne!yi私はオーブン

で焼く J: ne~êT(同現在 3 人称単数}; MO!Y i私はできるJ: M句eT(同

現在3人称単数);旧民.Tbi振るJ:MamY i私は振る」等を参照のこと。

この現象は，生成音韻論に基づく相対年代決定 (relativechronology) 

の観点から見ると，次に記すもう一つの硬口蓋化よりも前に生じたと考

えられるため，スラプ語学では第一硬口蓋他と呼ばれています。第一硬

口蓋化が起こった後に，二重母音 *oiあるいは泡i(恐らく[叫])が融

合同化(1.2.3.2)によって単母音化し，新たな前舌母音句(恐らく [a])

が生じましたが， その新たな前舌母音の前にあった[k][g][x]はまた硬

口蓋化を起こし，当初はそれぞれ[tsj][dzj ][sj ]にそれぞれ転じたと思

われます。この過程は第二硬口蓋化と呼ばれています。ただし歴史時代

には[tsJ][dzj ][sj]はその軟音性を失い， 通常の[ts][dz][s]となる場

合が大多数ですし， [dz]はポーランド語等以外では閉鎖部を失って[z]

に転じてしまいますし，チェコ語やポーランド語などの西スラブ語では

[x]は第二硬口蓋佑によっても[J]となっています。例えば次の例を参照

して下さい:チェコ語 rukai手J: ruce(与格};noha i足J99):noze， 

ポーランド語 noga:nodze;チェコ語 strechai屋根J: stre~e，セル

ピア・クロアチア語 strena:stresi等。ロシア語では語幹の均一化が

行われたため，この現象の例はほとんどなくなってしまいました。

これまで述べた硬口蓋化の例は，すべて後続母音への逆行同化によっ

ていますが，まれには先行母音が後続子音を硬口蓋イじする進行同佑も存

在します。

ドイツ語の chは ichi私は」のように[c]と読まれる場合と， ach(関

投調)のように[x](より正確にはほ])となる場合の二種の音価を持って

いますが， この子音が本来[k]から摩擦音他によって生じたことを考慮
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すると，その本来の音価は軟口蓋摩擦音の[x](あるいはは])であった

ことは明らかで， 前舌母音が先行するとき[x]の調音点が硬口蓋に移動

して[c]となったと考えられます。しかし今のドイツ語ではむしろ[c]の

ほうが無標となり，後舌母音に後続するときのみに[x]([X])が用いられ

るという，いわば主従逆転の現象が生じています。

スラプ語.の前史の非常に早期の段階において，前舌母音[i]に後続す

る歯茎音の[s]は最終的に軟口蓋音の[x]に転じました。例えば非常に早

期のスラプ祖語句oisos(例えばサンスクリット mesah(く加oisos)rゃ

ぎ，毛皮」を参照)は，先行する日]の影響で[s]が恐らく[c]に硬口蓋イじ

した後に，調音点が何と軟口蓋にまで移動して[x]となり， 二重母音の

・oi=・ai(恐らく[ai])が[a]に類する音(話)に単母音イじして，後期共通

スラプ語の・mexDr毛皮， (皮の)袋」となります。この語は古代教会ス

ラプ語回X"，ロシア語 Mex，チェコ語 mech，ポーランド語 miech，セ

ルピア・クロアチア語の meh-mijehなどに至ります。 [i]が後の[s]を

[c]に硬口蓋イじするのはありえますから， [x]に至る中途の前段で硬口蓋

音の[c]を経ていたことは恐らく確かです。しかし，さらに[x]に転じる

音声学的要因はありえず，恐らくは[c]と[x]との音韻論的同一性が引き

金になったと思われます。なおこの点については次項も参照のこと。

スラプ語の前史におけるいわゆる第三硬口蓋他1凹}も進行同他による

軟口蓋音の硬口蓋イじです。この現象の定式他については色々な試みがあ

りますが， 軟口蓋音に先行する長短の[i]が引き金になったとみなすの

が適当と思われ， この位置で[k][g][x]は上記の第二硬口蓋化と同様の

変他を受けました。例えばゲルマン祖語加mi昭az(英語 king，ドイツ

語 Konig等を参照)がスラプ語に借用された経緯を見ると，まずスラブ

語の前史に仮想される最古の段階である早期スラプ祖語 (earlyProto-

Slavic)t自t)に期待される形は・kuningos(=*kuningas)ですが，第二音

節核の日]が nをはさんで後続する[g]を硬口蓋他し， [iug]>日目]>
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[inj dzi]のような過程を経たと考えられます。この推移が行われた後に，

閉音節を排除する傾向が生じ，語末の sが脱落， 第二音節の inが開

音節を作るために[1]に鼻母音佑し，続いて[i]はe[e]に統合されました。

さらに母音体系が大きく変わり， uと語末のーos(=-as)に由来する -0

(?)はもと書かれる母音(恐らく [0])に転じ，硬口蓋化した[dzj]の影

響でその後の母音が前舌他して b(恐らく [1])となって， 分岐直前の

スラプ語である後期共通スラプ語(lateCommon Slavic)の*kr.nedzbr候」

に到達します。これは古代教会スラブ語の K"'HASbやロシア語の阻Sl3b，

チェコ語の knez，ポーランド語の ksiadz，セルピア・クロアチア語の

knez等に実証されます。

1.2.1.2 (完全)軟口蓋化

不完全軟口蓋イむについてはすでにII.4.4に記しましたが，主要な調音

点まで移動するような，いわば完全軟口蓋化は本書の扱う言語にはあま

り生じません。わずかに以下の例がそのようなケースに該当します。

スラプ語の前史の非常に早期の段階において， 後舌母音[u]に後続す

る[s]の調音点が軟口蓋音の[x]に転じたと考えられ，この現象は母音が

引き起こした調音点まで移動する軟口蓋佑の典型的例と言えます。例え

ば早期スラプ祖語の福田osrこけJ(英語 moss)は泊uxosを経て，上

に記したように母音が変わって後期共通スラブ語の加もれになり，古代

教会スラブ語肌X"'，ロシア語 MOX，チェコ語とポーランド語 mech，セ

ルピア・クロアチア語 m泊(ovina)などに至ります。同じ現象は[k][i] 

[r]の後でも生じており，軟口蓋音[k]の場合には後続音が軟口蓋化して

も不思議ではありませんが， [i]と[r]の後の[s]が[x]に転じる現象の音

声学的説明は難問です。 上述のように[i]の後の[s]は恐らくは[x]に達

する前に[c]の段階を経たものと思われます。 [rs]は挿入音(4.2.4)を獲

得して[rts]に転じやすく， この挿入音を避けるために[rs]を[rx]に異
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佑(2.1.2)した可能性があります。また、サンスクリットやリトアニア語

なども同様の条件下で[s]をそれぞれ s[s]s[日に変えており，この現

象はあるいは印欧祖語の崩壊期あたりにまで遡るかもしれません。

1.2.1.3反硬口蓋他

後続母音の影響によって硬口蓋音がその硬口蓋音性を失ってしまうよ

うな現象もまれに存在します。

現在の日本語のサの子音部は歯茎摩擦音の[s]であり， これに前舌母

音[i]あるいはそれを接近音として使った[j]の要素が後続するシやシャ，

シュ，ショでは，その子音部は歯茎硬口蓋音の[c]l日2) となってしまい

ますので，一見するとこれは上に記した完全硬口蓋佑を生じて，調音点

が硬口蓋に向かって移動してしまったかのように見えます。

ところが言語史から見ると事実はその全く逆であり，サ行の子音はか

つて恐らく [tc]であった時期があり， 閉鎖部を失って[c]に摩擦音化し，

それが日]の前を除いてさらに[s]に転じたと考えられます。 103)イェズ

ス会の宣教師ロドリゲスの報告によっても， [c]は1600年頃には[i]だけ

でなく [e]の前でも用いられていたことがわかっていますし， 現在でも

九州地方を中心にセの子音部に[c]が用いられています。 セの子音部を

[s]と発音するのはかつては関東方言の特徴だったようです。 すなわち

[c]は実は[s]から硬口蓋佑によって生まれたのではなく，逆に古い [c]

は[i]や[j]のような最も硬口蓋的な母音類の前のみで保存され，それ以

外母音の前では硬口蓋音的な性質が失われ，その結果，歯茎摩擦音の[s]

にまで達したと考えられるのです。このサ行子音のいわば「反硬口蓋佑」

(depalatalization)の傾向は現在でも続いているようで，最近の特に関

東地方の若者がしばしばシの子音部を標準的な[c]ではなく， 部分的に

硬口蓋イじした[sj]で発音することもその現れに思えます。
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1.2.2子音の子音への同化

1.2.2.1閉鎖音

言語の別を間わず，閉鎖音に別な子音が後続すると，前の閉鎖音の調

音点が後続音に同イじしてしまう現象が多発します。この現象によって生

じる閉鎖部の長い子音を「重(子)音J(geminate)1日4)と，そのような重

音が生じることを「重(子)音化J(gemination)と呼ぶことがあります。

英語の歯茎音である[t][d]は後続する子音に非常に同他しやすい性質

を持っています。 [t]はtha主pen，thal boy， thal manのように[p][b]

[m]の前では[p]として， that CUp， that girlのように[k][g]の前では

[k]として発音され，下線部は閉鎖を維持するだけで開放を行わなくな

ります。 同様に[d]は gooQpen， gOOQ boy， gOOQ manのように[p][b]

[m]の前では[b]に， good concert， good girlのように[k][g]の前では

[g]になります。

no旦e皿「夜J(対格)1日5)，octo r 8 J， se.Q主emr 7 Jといったラテン語

の ctや ptという子音連続がイタリア語では no旦e，0旦0，se旦eの

ように ttとなって現れますが，これも上に記した英語の歯茎音の場合

と同様に，先行子音の後続子音への同佑の一例です。

日本語の「つまる音」と言われる「ツ」も，先行子音が後続子音に同

イじした結果と考えられます。 例えば/iti/(ー)の最後の母音は無声子音

が続くとき削除され， /ippai!(一杯)， /itten/(一点)， /ikko/(一個)の

ように，末尾の子音が後続する子音に同化して，長い子音が生じていま

す。 この現象は/issai/(ー才)のように後続するのが摩擦音の場合にも

起こります。

まれには閉鎖音が離れたところにある別な閉鎖音に同化して調音点を

移動させてしまうような離隔同化も生じることがあります。比較言語学

的に印欧祖語に再建される r5Jを表す語は‘penkωeですが，ゲルマン
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語は本penpe>*pempeを出発点としたゲルマン祖語吋imfの発達形(例

えば英語 five，ドイツ語 f加f)を持ち，一方ラテン語は *kwenkωeか

らの quInqueを持ち，ここからさらに現代ロマンス諸語の形(例えばフ

ランス語 cinq，イタリア語 cinque，スペイン語 cincoなど)が作られ

ています。

1.2.2.2鼻音

恐らく何語においても，鼻音には調音点が隣接する音から同他を非常

に受けやすいという性質があります。

日本語にはマ，ナ，ニャの子音，および標準的なハン芝(版画)の下

線部の子音である[m][n] [Jl][fJ]の4つの鼻音を母音の前では区別します

が，母音の後ではこれらの区別を全く持ちません。母音の後の鼻音であ

るンはV.1.1.2にも記すように後続音によって約10種類の具現形を持っ

ています。ンに閉鎖音(鼻音を含む)及び破擦音が後続するときには，ン

はその後続音の調音点に同他します。アンパンやアンマのンは両唇音の

[m]，アとタやアンナ，サンザイは歯(茎)音の[n]，アンコロモチやハン

カチは軟口蓋音の[ロ]，ウとチク，ハとニンは硬口蓋音の[Jl]と発音され

ています。

日本語はいささか極端な例ですが，多くの外国語でも多かれ少なかれ

鼻音の調音点が後続音によって決定されています。英語やドイツ語，あ

るいはスペイン語やチェコ語，ポーランド語などでも音節末の[n]に軟口

蓋音が後続すると，調音点の同化が生じて[fJ]と発音されます。 この位

置でも歯茎音性を保持するロシア語やブルガリア語は非常に例外的です。

上述のように英語の歯茎音の調音点は後続子音の影響を実に受けやす

いのですが， [n]も後続子音の調音点に同化して， [fJ]ばかりか[m]や[ro]

にもなってしまいます。 [n]は tenplayers， ten boys， ten menのよ

うに[p][b] [m]の前では[m]と， corrfess， corrveyのように[f][v]の前で
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は[司]と， te~ cups， te~ girlsのように[k][g]の前では[IJ]として発音

されます。

また英語とドイツ語では， 語末の[0]は先行する子音の調音点にも同

佑して[m][lJ]となることがあります:英加盟盟，独 Li盟盟「唇J(複

数)[珂-p:q.-pao];英 ri也旦，独 hab盟「持つJ[同~bp~b拍];英

thi~国，独 Ha担「フックJ [同~同-k叩];英 or盟，独 S唱盟「言

うJ[gQ-問-gao].1日6) この点については1.4.3に記す鼻腔開放の項目

も参照のこと。

日本語の野菜の名前である「にら」はもともとは「みら」であり，こ

れは第2音節の初頭の歯茎音である/r/の影響で初頭の鼻音/m/の調音点

が歯茎に移って/0/となった離隔同イむかもしれません。

1.2.2.3摩擦音など

摩擦音が近隣の子音に同化して調音点を変えてしまう現象は，もっぱ

ら[s]が[J]などに転じる場合に見られます。この逆の現象は生じないよ

うです。

[sl ][z3]などの子音連続は発音が困難であるため，一連の言語で前要

素が後要素に同化し，日日[33]などになることがあります。英語の例え

ば thisshopの下線部はしばしば[JJ]と発音されます。また hasshe? 

や cheeseshopのように[zJ]は[3J]と， あるいは前要素が無声イじして

[H]と発音されるようになります。ロシア語でも同様の現象が生じ，例

えば CIDHTbr縫い付ける」や 6e主E担問「帽子なしで」の下線部は[日]と，

豆郡百「握りしめる」や ι_!eHoAr奥さんと一緒に」は[33]と発音されま

す。 [stIJ]あるいは[sJtP]という結合の第一要素は，後続する破擦音

の摩擦音部に同佑してしまい[ptP]と， そして一般的にはさらに閉鎖

音部が脱落して日j1 j ]となります:型台ner幸せJ，6e主~eNoJláua rス
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ーツケースなしに」など。 II.2.3.5も参照のこと。

英語では上と逆の[Js]も[11]になることがあります:Goo坐旦1treet，

lunch score etc.第一例では1.1.2にも記したように[d3]は[t1]に無声

化します。

[s]が[J]に転じる例は離隔同化によっても生じます。例えばフランス

語の chercherr探す」は古くは cerchierであって，第2音節の[J]が

語頭の[s]を同他してしまった結果がここに見られます。同様に jusque

r""，まで」はしばしば[3ylk]と発音されると報告されています。 107)

その他に，次のような子音どうしの調音点同イじが観察されます。

II.2.6.1及びII.4.4に記したように英語には明るいLと暗いLの二種

類のLがあり，母音の前以外で用いられる後者は副次調音としての軟口

蓋佑を伴って発音される歯茎側音の[1]です。 [1]は uncleや angleの

ように軟口蓋音に後続するときに，先行軟口蓋音への同佑によって歯茎

と舌先との接触を失い，軟口蓋側音の[L]になるとされます。

1.2.3母音の母音への同化

1.2.3.1ウムラウト

ある母音が近隣の母音などに影響を受ける場合も散見されます。この

ように母音の質が近隣母音などに似てしまうような現象を「ウムラウト」

(独 Umlaut)，あるいは「母音変異J(mutation，仏国taphonie)と称し

ます。

Umlautという名称からも明らかなように，ドイツ語の(・・)を付した母

音 ao uもおおむねウムラウトによるもので，後続音節が[j][i](これ

らはその後失われたり eになったりしました)を含むとき， a 0 uがそ

れに同化して前舌母音となったことに起因しています。例えば古高ドイ

ツ語 g!!:st(>独 G!!:str客J) : g~sti(複数)>中高独 g~ste>独 G~ste;
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古高独 hQ_h(>独 hQchr高いJ): hohiro(比較級)>中高独 haher>独

hoherなどを参照。この現象は特に i-Umlautと呼ばれており，その他

にも a-Umlautや u-Umlautがありますが省略します。

同様に，英語で例えば footの複数形が feetとなっているのも，も

ともと次の音節にあった i等が引き起こしたウムラウトで， 後者は古

英語の fiEt，さらにはゲルマン祖語の守otiに遡ります。 mouse/mice

(<古英語凶s/mys)，full/fill(<古英語 full/fyllan)，m叩/men(< 

古英語 monn/menn)なども同様にして作られています。

英語にはこれ以外にもたくさんのウムラウトが見られます。その中で

も恐らく最新のそれは[w]が引き起こした後舌化と円層化です。 Gimson

(1987: 74)によると1600年頃には例えば sw，加は[swan]あるいは[sw，副]

と発音されていたようですが，今では英音で[swon]，米音では円唇イじを

失い[sw1叩]となっています。 これは[w]が後続の母音[a]あるいは[a]を

[0]や[:>:]に変えてしまったためです。 want，quality， war， waterに

も同様のウムラウトの結果が見られます。

フランス語でも例えば b~te[bEt] r獣」と b~tise[beti:z] r愚かさJ，

あるいは jelaisse[31εs] r私は残す」と l邑sse[lese]r残った」など

にウムラウトが観察されます。すなわち，後続音節の母音が前舌の狭母

音であるとき，それにつられて該当母音も狭母音他しています。

日本語でも，例えば大阪弁では/wakar油en/(わからない)や/de:hen/

(出ない)のように否定に「へん」を用いることがありますが， /ki:hin/ 

(来ない)や/mi:hin/(見ない)のように「ひん」になることもあります。

この現象も前の音節の母音が/i/であるときに後続音節の/e/が，より狭

い/i/となるウムラウトとみなされます。

トルコ語などのチユルク系の言語に見られるように，語根の母音に合

わせて接辞の母音が規則的にウムラウトしてしまうような現象を，特に

「母音調和J(vowelharmony)と呼びます。フランス語学ではウムラウト

のことを，ときに母音調和と称することがありますが，不正確です。
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1.2.3.2母音連続の融合

言語によっては母音の連続(hiatus)が嫌われることがあり，しばしば

両者は融合して，それらの母音の中間的な性格を持つ長母音が生じます。

このような母音の融合の前段階にはしばしばウムラウトが仮定されます。

[au]に類する母音連続は非常にしばしば融合同他を生じて，長母音の

[0:]や[:>:]となります。恐らくその過程では前要素が後要素にウムラウ

トして後舌佑した[au]や，両要素が中程度の高さに接近した[:>0]のよう

な中間的段階を経ていると想像されます。例えばラテン語の aurisr耳」

は現代ロマンス語には残っていませんが，その指小形 auriculaは後ろ

から二番目の音節の母音を失ってフランス語の oreille，スペイン語の

Qreja， イタリア語の Qrecchioに至っており，そこにはこのような母

音連続の融合が観察されます。ただし現代ロマンス語は母音の長短を失

っていますので，短い[0]や[:>]で現れています。ラテン語 C型sar原因」

>フランス語 choserものJ，イタリア語 cQsarもの」なども同様です。

また，ラテン語の邑terr片方の」におけるような母音に後続するLは

唇軟口蓋他(11.4.4)していたらしく，ロマンス語の時代に側音性を失い

母音イじすると[u]となり， [au]が生じました。 この母音連続もフランス

語では autre[o]r別のJ，スペイン語では otror別の」となっています。

ただしイタリア語はこの変佑を起こさずに俗ラテン語の altroを保存し

ています。 英語でも同様の現象が S盟，盟ful，s型ceなどに観察され

ます。綴りにも現れているように中期英語では下線部は[ay]と発音され

ていたと考えられます。 108】サンスクリットでも・eu*au *ouが‘auに

統一された後に，同様に融合によって 6が生じています。 スラプ語の

前史には， [ay]に類する音が融合して、[0:]よりも狭い[u:]>[u]が生じ

ています。 189)また，日本語でも標準語の「買った」を大阪では「こう

た」と言いますが，これらは/kau-ta/からの発達と考えられ，大阪弁で

は母音/au/の融合が生じて/0:/となったと考えられます。旧仮名使いで
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は例えば「京都」を「主主主とj， r到着」を「主立ちゃくj， r神戸」

を「主主ベ」などと書きましたが，これもかつて存在していた母音連続

/au/が融合して/0:/になったことを示しています。

[ai]や[ae]に類する母音連続が[e:]や[ε:]に類する音に融合する現象

も広く見られます。 [ai]の完全な融合が生じる途中では[ae]のような段

階を経ていることと思われます。これは後要素が前要素に同化して広母

音イじするウムラウトとみなされます。口語的日本語でも「でかい」が「で

けーj，r小さい」が「ちいせー」と，また「手前」が「てめーj，rお前」が「お
めー」と発音されますし，名古屋周辺では「高い」が[takja:]， r大根」

が[dj配koN]，rおまえ」が[omja:]と1IBlと発音されることもよく知られ

ています。滋賀県を流れる愛知川は「えちがわ」とめずらしい読みかたを

されますが， これも/ai/>/e:/>/e/のような推移によるものと思われ

ます。同じ変イじはサンスクリットにも生じており，比較言語学的に予想

される本来的 *ei本ai・oiが泡iに統一され，さらに融合によってー
となっています。語源的に予想される *aiがラテン語では aeとなり，

現代ロマンス諸語ではしばしば eで現れます。 ドイツ語のオーストリ

ア方言でも[ax]はしばしば融合同佑によって [a:]となり，例えば ein

rljや zweir 2 jはそれぞれ[a:n][tsva:]と発音されることがありま

す。スラプ語の前史においても，恐らく [aiJが[a:](> [a])に類する音
に融合されたと考えられます。 111】

時にその他の母音の融合も生じます。 [oi]も融合同イむを生じることが

あり，例えば口語的日本語で「ひやっこい」や「しんどい」がしばしば

「ひやっけー」あるいは「しゃっけーj， rしんでー」となり，また古い

名古屋方言では「黒い」が[回rjo:]と発音されたようです。また，ギリ

シア語の oikonomia r家政，やりくり」はラテン語の oeconomiaに借

用される段階で母音連続の後要素が広くなり， フランス語の economie

に至って短母音の[e]となっています。 その中途の段階では融合同他に

よる[e:]を経ていると思われます。
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また，一方の要素が音節副音化することによって母音連続が排除され

る現象も見られます。例えばフランス語で oiと書いて[wa]と読まれる

のは，本来的[oi]の後要素が広母音他して[oe]> [013] > [oa]のような経

過をたどり，前要素に引かれて後舌化し[ω]となった後で，前要素の音

節主音性が失われ， [Qa] > [wa]に転じたと思われます。スラプ語の前史
における・euから*juの変イじも，前要素を音節副音イじした結果に見えま

す。これとよく似た現象が珍しい名字である「大豆生田」にも見られま

す。すなわち，恐らく本来的な/o:m佃eu也/から /eu/の前要素を音節副

音化し，足りなくなった一拍の代わりに後ろの母音を延ばして(代償延

長 compensatorylengtheni昭)/o:mam迎:血/という読み方が生じたと考

えられます。ただし，旧仮名遣いでは「妙な」は「めうなJ，r料理」は

「れうり」と書かれたことに現れているように， /eu/はむしろ /yo/と

なるのが正則で，上記の例は非常に孤立的です。また「てふJ(蝶)や「け

ふJ(今日)はいわゆるハ行転呼(註90参照)によって/tewu//kewu/ ，す

なわち/teu//keu/となり，同様の変イじによって/tyo//kyo/となって現在

の発音に至っています。

1.2.4母音の子音への同他

子音への同化によって母音の調音点が変わってしまう場合に該当する

のは，主に以下の二つの現象です。

硬口蓋音あるいは硬口蓋他音に隣接する母音はしばしば多少とも前舌

佑と狭母音イじを生じます。この現象は例えば日本語の「しやけ」や「に

ゃんにゃん」の第1音節の母音が普通[a]と発音されることによって例示

されます。ロシア語でも nSlTbr 5 Jや五THrこれらの」の下線部は[a]

[e]と発音されるのが普通で， TaM rあそこに」や五叩「この」の下線部

に生じる[a][E]と対比されます。この現象も一種の硬口蓋佑と呼んでよ

いでしょう。
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逆に，軟口蓋音あるいは唇軟口蓋化音に隣接する母音は後舌イじゃ円唇

イじを受けることがあります。凹.3.1.5にも記したように，日本語の「川

を」の第2音節や，ロシア語の naJlKarつえ」の下線部は後舌イじして[α]

となりますし，英語でも all，always， already， callのように中期英

語では[a]あるいは[a]と発音されていた下線部の母音が，現在では後続

する層軟口蓋化した[1]の前で後舌化と円唇化， 及び若干の狭母音イじを

受けて， [0:]と発音されるようになっています。またロシア語の歴史の

中で， 子音聞の[el]が0]の唇軟口蓋的性質により先行の母音が後舌化

して[01]になったと考えられることもこのような現象の一例です。例え

ば団[el]ko>団[01]ko>ロシア語 MOJIOKOrミルク」を参照して下さい。

1.3 調音様式の同化

隣接する音の影響で調音様式まで隣接音に似てしまうことがあります。

このような調音様式の同化が最も頻繁に観察されるのは，以下に記す隣

接鼻音による口音の鼻音佑と，隣接口音による鼻音の口音化です。

鼻音と鼻音以外の音が隣接すると，口蓋帆の上下動の同化が生じ，鼻

音以外の音が鼻音イじしてしまったり，鼻音が口音になってしまう場合が

あります。これらを鼻音化(nasalization)，非鼻音化(denasalization)

と呼ぶこともできます。これによって該当の音連続を発音する間，口蓋

帆を動かす必要がなくなり，調音に要するエネルギーが節約されます。

鼻音に隣接する音が鼻音イじする現象は英語やフランス語に顕著に見ら

れます。英語ではgooQmorning， gooQ news， woulQn't go[w問。(k)g02]
のような場合に/d/が後続する鼻音[m][n][IJ]にしばしば完全に同化して

してしまいます。 Loveme tenderのように/v/も後続する[m]に同イじす

ることがあります。 また俗語では doesn't[n:(t)]，win the race[n:] 

のように/z， d/までも前後の[n]に完全に同他してしまうことがありま

すが標準的ではないのでまねないほうが賢明です。 112lwantto[n(:)a] 
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(←[nta]). Toronto[tJan(:)o受](←[taJantoロ])のように/t/が前後の

[n]に同化する現象も時に観察されます。

フランス語の口語では鼻音が後続するときの特に閉鎖音あるいは摩擦

音が鼻音他してしまうことがあります。例えば pen血nt[凶la]←[pada]
「垂れ下がったj.admirable [anmiKabl]← [admiKabl] r賞賛すべきj.

cela tombe mal [sat5mmal]←[slat5bmal] rぞれは聞が悪いj.revenir 
[1棚 iK]←[KavniK]rもどる」など。フランス語には外来語以外には[u]

はないはずですが，おもしろいことにこのような鼻音化によって，例え

ば (avoir)une longue main r切り札がたくさんある」の [yn15i胆f]が

[yn15胆f]と発音され.[ロ]が生じることがあるようです。 113】鼻母音も

同様の過程によって生じたと考えられます。

非鼻音他の例は鼻音イじに比べると少ないのですが，以下のようにフラ

ンス語やポーランド語に現れることがあります。

上述のようにフランス語では無声子音に隣接する有声子音が無声化す

ることがあります。これによって例えば monsieur[m(a)sjo]が[lpsjo]と

なり，さらに非鼻母音化によって [psjo]と発音されることがあります。

je ne sais pas[3ansepa] r私は知らない」は同様に[3aIJSe開]を経て非

鼻音化し[3atse開]ともなりえます。114) ただし，この現象は以下4.2.1

に記すような挿入音が原因かもしれません。

ポーランド語の鼻母音 e[f]el[O]は zaczeli[zatJe.li]rはじめた」

(複数男性人間形).wyjéll[ví.jo~] r取り出したj (男性単数)のように

1 I rの前で鼻音性を失い，口音の[8][0]となります。また語末でも非

鼻音化が行われることがあり.eは bede[béndE]~[bénds] r私は~だ

ろう」のように鼻音性を失い.elは鼻音性を失った上に二重母音化を起

こし.bedel [béndõ]~[béndo受] r彼らは~だろう」のように [o~] と発音

されることがあります。 115)
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1.4その他のエコノミー現象

同イむとは言えないものの，やはり調音に要するエネルギーを節約しよ

うとして生じたと考えられる現象には，閉鎖音が連続するときの前にあ

る閉鎖音の閉鎖の開放の省略，主として母音間にある閉鎖音などの閉鎖

部が不完全になることによる摩擦音イL閉鎖音と同器官的鼻音あるいは

側音が連続するときの閉鎖音の不完全な開放である鼻腔開放と側面開放，

語末での有声子音の無声他，主として音節を成す子音の母音イじなどがあ

ります。また，音連続の順序を入れ換えてしまう音位転換(メタテーゼ)

も発音のしにくさを回避したと考えられる場合もあるためエコノミー現

象の一つに数えておきます。

1.4.1閉鎖開放の省略

本書の記載範囲の言語では閉鎖音は通常閉鎖の開放を行いますが，次

のような場合に閉鎖の開放が行われないことがあります。これによって

調音に要するエネルギーが明らかに節約されます。

文末では閉鎖の開放が省略されることも多く，特にこの傾向はアメリ

カ英語に多いように思います。

言語の別を間わず，調音点が同じ，すなわち同器官的 (homoorganic)

閉鎖音の連続は閉鎖部の長い 1つの閉鎖音，すなわち重子音(1.2.2.1)

として発音されます。英語 at主en，lam~ost，ドイツ語 en旦äuschen

「失望させるj，フランス語 ce旦uablerこのテーブルj，je ne fra盟豆
p_as r私はたたかないj，ロシア語 EB4瓜laTbTpH r 2 3 j あるいは nflTb

qaCOB r 5時」の下線部には，それぞれ閉鎖部が通常よりも長い閉鎖音が

生じます。日本語には「った，っぱ，っか」のように記される長い閉鎖

音があるので日本人には簡単にできるはずです。しかし注意を喚起され

ないためか，このような連続において前要素も閉鎖の開放を行おうとす
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る学習者が非常に多いので注意しなければなりません。 英 baUaste，

at昼awn，独 en主geckenr発見するJ，仏 ru坐 travailrつらい仕事J， 

t@te de veau r子牛の頭」のように，維持された閉鎖部の途中から声帯

振動が加わったり，逆に失われたりすることもあります。

一般に非同器官的閉鎖音の連続では両要素とも通常の開放を行います。

ところが英語ではこのような場合に先行閉鎖音を開放しないことが普通

です。 例えば英語の activeと，独仏露語の aktiv，actif， a町長BH副

の下線部を比較して下さい。 後者では下線部の[k]の閉鎖がきちんと開

放されるのに，英語ではそうならないことが多いことに注意して下さい。

恐らくこの英語におけるような現象がさらに進むと， 1.2.2.1に記した

ようなイタリア語の attivoのように長い閉鎖音，すなわち重子音が生

じると考えられます。現に同所に記したように，英語では語末の閉鎖音

は後続語の初頭音にしばしば完全に同他してしまいます。

1.4.2摩擦音化

一般的に有声音の閣では子音の調音が様々に弱まることが知られてい

ます。特に母音の聞にある閉鎖音や破擦音は閉鎖が不完全になって摩擦

音になりやすい性質があります。 母音の聞では1.1.1に記したように有

声化が起こりやすいので，結果的に有声摩擦音が多く生じます。例えば

日本語ではパ行，ダ行(ヂを除く)，ガ行の子音はそれぞれ少なくとも

語頭では閉鎖音の[b][d] [g]ですが， 母音聞では閉鎖が不完全になって

[p][d][y]に摩擦音イじすることがあります。 V.1.1.3参照。 [d]は一部の

方言にのみ現れますが， [p]は全国的に， [y]は鼻濁音とも略称される軟

口蓋鼻音[0]のない地域に，それぞれ広く用いられています。 [y]は最近

では鼻濁音のある地域にも広がりつつあり， NHKのアナウンサーの発

音にさえ語中の鼻濁音のかわりに軟口蓋摩擦音が聞かれることがありま

す。また「鼻2まり」や「鼻息」の下線部の子音は[ts][tc]の有声音で
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すから，本来的には破擦音の[dz][d平]のはずですが，母音聞でやはり摩

擦音化が生じて[z][平]と発音されるのが普通です。 116)同様の現象は外

国語にも見られることがあり， 例えばラテン語の母音聞の[p][t][k]は

フランス語やスペイン語，ポルトガル語などの属す西ロマンス語ではま

ず有声佑して[b][d] [g]となり，次に摩擦音化を受けて[P][d][y]となり

ました。スペイン語とポルトガル語はこれらの子音を原則として保持し

ましたが，フランス語は[p]を[v]として保存した他は[d]も[y]も失って

しまいました。例えばラテン語の sap_erer味わう，知るJ，mu!.are r変

えるJ，securusr確かな，安全な」とスペイン語・ポルトガル語の saber

[p]， mudar[d]， seguro[y]，及びフランス語の savoir，muer， ssr(Cf. 

英語 sure)を比較して下さい。またドイツ語の北部方言でも Tager日

々」のような母音閣のjgjが[y]に摩擦音佑し，さらには調音点が前進し

て[j]と発音されることが知られています。

上記のような母音聞でなくとも，あるいは有声音でなくとも閉鎖音の

摩擦音化が生じることがあります。この現象も完全な閉鎖を作る労力の

節約と考えられます。日本語の中でこの現象に該当するのはハ行の子音

です。 すなわちハ行の子音はもともと[p]であったことは疑いようがな

く，それが平安時代あたりには唇での閉鎖が不完全になり，両唇摩擦音

の[+]になっていたと考えられています。 周知のように，今の日本語で

は[+]は唇が最も接近するjujの前でのみ保存され， jijの前では完全な

硬口蓋佑(1.2.1.1.1)によって[c]に， それ以外の位置では[h]にさらに

転じています。またゲルマン語の中でドイツ語の祖先だけは，母音の後

で[p][t][k]を[f][s][x]に摩擦音化しました。この現象によって英語の

ship_， wa!.er， makeとドイツ語の Schiff，Wa笠er，machenの下線部の

差異が生じています。 117)スラプ語の前史でも軟口蓋音の硬口蓋化によ

って生じた[d3][dz]はポーランド語以外で[3][z]に摩擦音化しています。

閉鎖音，破擦音以外でも調音を容易化するために摩擦音化が行われる

ことがあり，例えばフランス語はかつて[正]を[j]に変えています。
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1.4.3鼻腔開放

[tn][dn] [kU] [gU]のように，閉鎖音の直後に，それと同じ調音点を持

つ，すなわち同器官的鼻音が後続するとき，調音に要するエネルギーを

節約するため，その閉鎖音は通常の閉鎖の開放(あるいは破裂)を行わ

なくなる現象が生じます。例えば[bm]を例に取ると，この子音連続を発

音している閉じゅう声帯は振動しており， 調音点はともに両唇で， [b] 

と[m]の差異は口蓋帆の上げ下げによる， 鼻腔への呼気の通過の有無だ

けです。 つまり唇を閉じて[b]を発音しな

がら，唇での閉鎖を持続しつつ，口蓋帆を

下げて，鼻腔に息を通せば，なめらかに[m]

に移行できます。このような閉鎖音から鼻

音に移る際の，口蓋帆を下げるだけの閉鎖

の開放を「鼻腔開放J(nasal release，あ

るいは鼻腔破裂 nasalplosion)と称しま

す。唇の閉鎖を保持したままで，口蓋帆を

下げる鼻腔開放によって，図のように[bm]

がなめらかに発音されるのと同様に，舌先

と歯茎での閉鎖を保持したまま，あるいは

舌背後部と軟口蓋での閉鎖を保持したまま，

鼻腔開放を行えば，それぞれ[血][gU]が発

せられます。また，鼻腔開放を行うのと同

時に声帯の振動を開始すれば[pm][tn] [klJ] 

が得られます。

一一:[b] .........: [m] 

[bm] 

鼻腔開放は言語の別を問わず頻繁に生じる現象です。英語の to盟ost，

submarineには[pm][bm]が， important， suddenには[tn][dn]が，また

時として thi生en，org担に[klJ][glJ]118)がそれぞれ生じます。ドイツ

語でも kna胆盟[pm]r乏しいJ(男・中性単数与格)， hal並!!![bm]f半分の」
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1.エコノミーと同化

(同)， tre並旦 [tn]r歩く j，re坐旦[血]r話すj，Ha註!![klJ] rフックj，

sa監旦[glJ]r言う」のように，ロシア語でも凶盟組[pm]r新経済政策成

金j，0白血[bm]r裏切り j，同盟o[tn]r汗をかいてj，xOJiOA:!O [血]r寒い」

のように同様の現象が頻発します。語中のこのような連続をかつて排除

してしまったフランス語でも iltrom巨旦onfils[pm]r彼は私の息子を

だますj，je cour包旦onfront[bm] r私は顔を伏せるj， ce笠旦旦ation

[tn] rこの国(民)J，une gran~旦旦ouvelle[dn] r大ニュース」のように

語の連続にはやはり鼻腔開放が用いられます。 また1.2.2.2に記した鼻

音についての調音点の同佑も参照して下さい。

わが国の中学高校の英語教育を通してこのような鼻腔開放についての

指導が恐らく全く行われていないため，上記の英語の例語の閉鎖音部を

通常の開放を伴って発音する癖が身に付いている人が非常に多く，例え

ば大学生になってからさらに英語を，あるいは独仏露語などを学ぶとき

その旨を指導しても長年染み着いたその癖からの脱却はしばしば非常に

困難です。残念ながら鼻腔開放は日本語では言語音としては用いられて

いませんが，実は誰でもこのような口蓋帆の動きを行うことができます。

例えばぴん入りの飲料をらっぱ飲みしているときには口蓋帆は上がって

鼻腔への通路は閉ざされていますが，そのままの状態で鼻で呼吸をしよ

うとすると，まず飲料を口腔内にとどめるため私の場合だと前舌面と硬

口蓋とが接触し，次に口蓋帆が下がって鼻腔と咽頭とが通じるようにな

ります。したがって，らっぱ飲みをしながら鼻から息をはき出せば，ま

ず硬口蓋閉鎖音の[c]の閉鎖部が， 次に口蓋帆が下がって無声の硬口蓋

鼻音[Jl]が瞬時に連続して生じます。 ただし，よく聞こえるようにする

には意識して呼気圧を高めなければなりません。このような先天的に人

間に備わった能力を利用して[cJl][JJl]で鼻腔開放を練習し，次いで層や

歯茎での閉鎖を行いつつ同様の練習をすれば[pm][bm] [tn] [dn] [klJ] [glJ] 

が習得されることでしょう。

また，鼻腔開放による閉鎖音は必然的に弱くなり，例えばドイツ語の
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haben i持つ」が[ha:bq]→[ha:同]→[ha:甲]のように，結果として脱落

してしまう場合も散見されます。

現行のIPAでは鼻腔開放を[tn]，側面開放を(tl]のように表記します

が，本書では右上付き文字を副次調音の場合にのみ用います。

1.4.4側面開放

[tlHd1]のように，閉鎖音にその同器官的側音が後続する場合，先行

する閉鎖音は通常の閉鎖の開放(破裂)を行いません。 [d]と[1]の場合

を考えてみますと，両者の差異は舌の両わきすなわち舌端が下がって呼

気がそこを通過するか否かだけであり，次のようにして[d1]という子音

連続を最小の労力で発音することができます。 [d]の調音から通常の開

放を行わず，舌の先端と歯茎あるいは上の歯の裏側との接触を保ち，舌

端だけを下げ，そこから呼気の流出を許せば， [d]からなめらかに[日に

移ることができます。このように，閉鎖音から同器官的側音に移る際の，

舌端だけでの閉鎖音の開放を「側面開放j(latera1 re1ease，あるいは

側面破裂 1atera1p1osion)と称します。

日本語にはこのような子音連続がありませんから，当然ながら側面開

放も行われませんが，日本で学ばれている主な外国語には以下のように

顔繁に生じます:英語 catt1e[tl]， medal[dl] ;ドイツ語 Mittel[tl]

「手段j，han坐1n[d1]i扱うj;フランス語 a旦且er[t1]iつなぐj，au 

坐!a[d1]iむこうにj;ロシア語 KOTJI白[tl]i大鍋j (複数)，国型O[出]

「卑劣に」など。 側面開放についても前述の鼻腔開放と同様に中高の英

語教育では指摘されることはないようですので，特に練習を要しますが，

有効な練習法は残念ながら思い当たりません。

鼻腔開放の場合と同様に，側面開放の閉鎖音も弱くなりやすく，結果

的に脱落しやすい傾向があります。例えば英語の litt1e[lItl]→[1Il] 

やロシア語の BeJt[vio'l]i導いたj (男性形<BellJlも)などを参照。
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1.4.5 語末での無声化

無声子音に先行する有声音が無声化するのと似た場合として，語末の

有声音が無声イじすることが挙げられます。この現象も普通同イじには扱わ

れませんが，これによって調音に要するエネルギーは明らかに節約され

ています。

ドイツ語，ロシア語，チェコ語，ポーランド語などではこのような語

末での有声曝音(閉鎖音，摩擦音，破擦音)の無声イじが規則的に行われ

ます。語末の喋音以外の有声子音，すなわち鼻音，流音，半母音は無声

化を受けないのが普通ですが，ポーランド語ではこれらも無声他を起こ

すことがあります。ドイツ語ではこのような語末あるいは形態素末の有

声曝音の無声佑が常に生じるのに対し， 1.1.2に記したようにロシア語，

チェコ語，ポーランド語などでは後に有声音で始まる語が続けば無声化

は生じません。

また， 1.1.2に記した日本語の母音の無声化は/asi/(葦)や/bokudes!!/

(僕です)の下線部に見られるように無声子音の隣にあって語末にあると

きにも生じることがあり，語末における無声化の一例と言えるでしょう。

英語やフランス語，セルピア・クロアチア語などでは語末にも有声曝

音が存在しますが，そのときの声帯の振動は必然的に弱くなります。英

語では語末の有声音は声帯の振動のあるなしよりも， V.2.1.3に述べる

ようにむしろ先行母音の付随的延長によって示されていると言え，語末

の有声音は無声化する場合もあります。フランス語でも語末の有声音に

はいわゆる支え母音[d](正確にはIII.3.3.8参照)を加えるか， 次に来る

母音ではじまる語に結び付けるか(アンシェヌマン)が普通行われ，これ

を避けると無声化が生じることがあります。また， vive r活発なJ(女性

形)や veuver寡婦」に対する男性形の vifや veufrやもめ」にはか

つて行われた語末での無声化が表記にも現れています。
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1.4.6子音の母音化

以下のような場合に子音が母音(類)に転じる現象が散見されます。母

音イじを生じ得るのは鳴音，すなわち鼻音と流音だけであり，それらが音

節を担うこと，あるいはそれらが語末にあることが主な条件です。

最も頗繁に見られるのは唇軟口蓋化した[l]が子音の前， あるいは語

末で後舌の円唇母音化してしまう現象です。

英語の暗いL(II.4.4)はしばしば舌先と歯茎との接触を失い，母音の

[0]を中央寄りにした[o]や[τ](111.3.2.7)として発音されます。 特にこ

の現象が顕著なのは beautifulや people の下線部のような音節を成

す[¥]においてであって，同様に音節を成していても littleや middle

のように歯茎閉鎖音に後続する[¥]は，先行音が側面開放(1.4.4)を行う

ため舌先と歯茎との接触が保持され，母音他は生じません。 119】また，

uncleや ang!e のような軟口蓋音に後続する暗いLもアメリカ英語で

しばしば舌先と歯茎との接触を失うことが知られており，この音のため

にIPAでも1989年版からは軟口蓋側音[L](II .2.6.4)という新たな記号を

用意しましたが， [L]は不安定な子音で後舌面が軟口蓋から離れやすく

容易に上記のような母音に転じます。

ベルンのドイツ語でもLは Schubiger(1982:81)によると[1]らしく，

同様の現象によって，例えば Stalli馬小屋J，Milch iミルク」の下線

部が母音化して[0]となり， さらに前の母音を同化して [rta~] [mY~x] と

発音されるようです。第二例では[r]が[0]にウムラウトして[y]に円唇

化しています。

また，ラテン語でも母音に後続するLも唇軟口蓋化していたと考えら

れ， 12日)例えば a!teri別の」の下線部は恐らく層・軟口蓋化した[1]で

あって，側音声を失い母音佑して uとなったと思われます。 フランス

語型tre， スペイン語旦troでは本来の二重母音が単母音佑(1.2.3)し

て[0]にまで至っています。同様にラテン語 altusi高いJ，falsus iだ
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まされた」はフランス語の haut，faux rうその」に至っています。自動

車メーカーの名で有名な名字 Renault[H(a)no]rルノー」の綴りは [1]

が失われる直前の過渡的な発音を写しているとも考えられます。

スラプ語の硬口蓋佑していないLも恐らく本来的に軟口蓋イじした暗い，

あるいは硬い[1]であったと思われ， 以下のような現代スラプ諸語でそ

の母音(類)イじが観察されます。ポーランド語では「軟らかい」とされる

L(1)が普通の，英語流に言うと明るいLであるのに対し， 1と書かれ

る語源的に硬口蓋化していないLは舌先と歯茎との接触を失い，恐らく

[L]を経て，半母音の[w]，すなわち[日]にまで到達しています。 例えば

cialo [tca'wo] r体J， labedz [wa'bEntc] r白鳥」とチェコ語の telo，

labut'あるいはロシア語の T白0，J1e6ellbなどとを比べて下さい。ウク

ライナ語でも母音の後の硬い Iが音節を成さない母音の[日]になりまし

た。例えば BOBK[vo!!k] r狼」とロシア語の BOJlKを参照。同様にセル

ピア・クロアチア語で音節末の[1]は[0]に，音節を成す[1]は[u]になり

ました:beo r白いJ(男性単数主格)と bela(女性単数主格)， vuk r狼」

とチェコ語の vlkなどを参照。

硬口蓋化した[1j ]は[i]になるケースが見られます。 Schubiger(1982: 

81)によればドイツ語バイエルン方言では例えば halbr半分のJ， Holz 

「木材」が[hoip][hoits]と発音されるとされています。

註38に記したように英語のRはもともと歯茎顛動音の[r]でした。 [r]

は母音の前では安定しているのに，母音の後では顧動が少なく，かつ弱

くなりやすく，不安定と考えられます。 まず後者の場合に[r]は舌先で

の顛動を失って歯茎接近音[J]となり， 遅れて17世紀頃に前者の場合で

も[J]が用いられるようになりました。 [J]はそり舌母音[ao](III.4.2)を

子音として使ったものとも言えますから，英語でのこのようなR音の変

容は一種の母音化と呼ぶことができます。 今では本来的な[r]はほとん

ど駆透されてしまい， その変種である[r]がイギリス英語の若干の音声

環境(II.2.8.1)に保存されるのみとなっています。
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IV.音連続

また，古くは印欧祖語の音節を成していた[甲][q]もその末商たる一連

の言語で母音化してしまったと考えられます。例えばサンスクリットの

dasa[daca]rl0Jやギリシア語の dekaは，ラテン語の dec盟やリトア

ニア語 desiíìí(tas) ，古代教会スラブ語 Aec~(Tb) [8]などとの比較によ

り，祖語の‘de匂[de叫](?)121) に遡ると考えられており，前者二言語

では音節を成す[甲]の母音色が生じています。

1.4.7 音位転換(メタテーゼ)

隣接するあるいは近くにある音あるいは音連続がその位置を取り替え

てしまうことがあります。このような現象を「音位転換J(metathesis) 

あるいは「メタテーゼJ(独 Metathese)と称します。音位転換は恐らく

言い間違いが主な原因でしょうが，時には言いにくい連続を避けるため

と解される場合もあり，エコノミー現象の一つに分類しておきます。

先ずは日本語の音位転換の例をいくつか見てみましょう。 rぷんぷく
茶釜」を「チャマガJ， r毎度お騒がせ致しております」を「オサガワ

セJ， i手持ち墾並盗」を「ブタサJ， i雰囲気」を「フインキ」と言

ってしまうことが時に起こります。これらはみな正しい言い方とは考え

られていませんが，例えば，正しい表現である「新しい」は本来「アラ

タシイ」が音位転換を経た形です。本来の「アラタ」は「新たな」や，

字は違っていますが「改める」に保存されています。また「サザンカ」

も「サンザカJ (山茶花)が本来の形です。

英語の horseは古期英語の horsに由来しますが， 後者は hrosよ

り音位転換によって作られた形で， 本来の形は古高ドイツ語 hros，ド

イツ語 Rosに保存されています。 これは発音の難しい[hr]を避けたと

解されます。 同様に thirdは古期英語 driddaが音位転移した dirda

に由来し， 本来の形はゴート語の dridja，ドイツ語の dritteなどに

保存されています。 waspも古期英語で wapsでした。また irrelevant
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が恐らく流音を含む音節が連続するのを避けるため， [ueva1ant]と発

音されることもあるようですが， 122}これはまだ誤りとされています。

フランス語の trufferトリユフ」は事tufre(<:tufera<:Lat.tuber) 

より， breuvage r飲み薬，飲物」は古仏 bevrage(<:市iberaticu<:Lat.

bibere r飲むJ)よりそれぞれ音位転換によって作られています。 123】古

仏 bevrageはノルマン人征服時代に英語に入り， beverageとして今で

も古形を保存しています。 fromagerチーズ」はラテン語の formaticum

(<:form r形J)に， etincelle r火花」は泡tincillaを介してラテン

語の scintillaにそれぞれ起因しています。

ドイツ語の Ellerrハンノキ」は Er1eより， bersten rはぜる」は

brestenよりメタテーゼを経て作られたと考えられ，前者では今でも両

形が用いられています。

ロシア語 TapeJ!Kar皿」は中高ドイツ語の talier(ドイツ語 Teller)

からの借用語ですから，ここにはメタテーゼが行われた形跡があります。

セルピア・クロアチア語の kor誰」は tkoの語頭の tが脱落したもの

ですが，後者は‘kto(<: *koto， Cf.ロシア語 KTO)が音位転換した形で

す。また savは *vasrすべてのJ(<: *VbSb， Cf.ロシア語 BeCb)に起因

しています。同様にポーランド語の drzwirドア」は *dvri( <: *dvbri; 

Cf.古代教会スラプ語 AKhPH，ロシア語 llBePb)より， pchla r蚤J124)は

*bhxa(Cf.古代教会スラプ語1î"'X4，ロシア語 6JIOxa)より，チェコ語

m1ha r霧」は事由1a<:祖gla(Cf.ロシア語 MrJla)より，スロベニア語の

cebe1a r蜂J([e]"'[a])は*bbce1a(Cf.古代教会スラブ語Iih'lU4，ロシ

ア語 n'leJla)より，それぞれ音位転換によって作られています。 125)

また南と西スラプ語では子音が先行し，子音+母音が後続する eror 

e1 01が流音と母音との位置を逆転させる現象が規則的に生じました。

このメタテーゼは流音に終わる閉音節を排除しようとして生じたと考え

られています。ポーランド語以外の西スラプ語と南スラブ語では母音を

延長します。例えば後期共通スラプ語の官ord'br城壁，町J (Cf.英語
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garden)と加elkoiミルクJ(恐らくゲルマン語からの借用語)，古代教

会スラプ語の rp4A1.と UA'liKO，セルピア・クロアチア語の gradi町」

とmleko""mlij砧0，チェコ語 hradi城」と mleko，あるいはポーラン

ド語の grodi町」と mlekoなどを比較して下さい。

2.異イじ

ある音をその隣接音に何らかの点で似せてしまう現象である同化と全

く逆に，類似あるいは同ーの音連続の片方を違う音に変えてしまうとい

う一見不可解な現象も生じることがあります。このような現象を「異化」

(dissimilation)と呼んでいます。

同イじは調音に要するエネルギーを節約するという効果がある反面，異

化はむしろ調音に要するエネルギーを増大させてしまいます。しかし異

他は隣接する類似あるいは同ーの音の行き過ぎた同化の結果として予想

される融合や脱落への歯止めの役割を果たしていると考えられます。時

には当該言語に存在を許されない音連続を避けることを目的とした異化

も存在します。

声帯の振動の異化はあまりにもエネルギーのむだ使いになるため，生

じることはありません。時に起こることがあるのは調音点の異他と調音

様式の異化です。同イじは調音点についても，調音様式についても頻繁に

生じますが，以下に記すように異佑は調音点について生じるのは比較的

まれで，そのほとんどが調音様式の場合に限られているようです。また，

上述のように何らかの同化は恐らく何語でも実に顔繁に生じている反面，

異佑の生じる顔度は実に低く，その生じ方も散発的ですので，勢い例は

現代語から離れる場合もあります。
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2.1 調音点の異化

2.1.1母音

英語のいわゆる長母音である[i:][u:]が時に[li][司]などのように発

音されることは凹.3.1.1及びIII.3.1.8に述べたとおりですが，長音は同

じ音が連続しているともみなせるので， [ii][uu]の前要素が異化したと

も考えられます。今の英語にある主な二重母音も，もともとは同じよう

な異化によって生じたものですから，英語は長母音を二重母音に変える

という異化を大規模に約500年も続けていることになります。 126)

ドイツ語で euや auが[JX]と読まれるのも，本来的[eQ]の前要素が

後要素の影響で後舌母音となるウムラウトが生じて[JQ]となったあとに，

二つ続く後舌母音の一方を前舌母音に異化した結果かと思われます。同

様に eiが[al]と読まれるのも[e]と[1]では調音点が近く，融合が生じ

るのを避けるために，音節核である前要素を異化して開母音イじしたと考

えられます。

フランス語はその古い時代に開音節における強勢(すなわち長)母音

を二重母音にした経緯を経ています。初期のフランス語において例えば

ラテン語の踊「私をJ， r昼gemr王をJ，illQrum rあれらの」は，あた

かも英語におけるような長母音を二重母音イじする異他を受け mei，rei， 

lourとなり， さらに前舌母音あるいは後舌母音の連続を避けるために

[ei][ou]の前要素をそれぞれ後舌母音あるいは前舌母音にもう一度異化

して，古期フランス語の moi，roi， leur r彼らの」となりました。現在
のフランス語でもこの綴りは保存されていますが，前要素の音節副音化

(1.2.3.2)や母音連続の融合によりかつての[oi][eu]はそれぞれ[wa][肥]

と発音されるようになっています。
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lV.音連続

2.1.2子音

ドイツ語で「じゃがいも」のことを Kartoffel と言い，これが例え

ばロシア語にも借用されて Kapro争制b となっていますが，ドイツ語で

は17世紀後半には !ar!_offel，その前には Tar主uffelであって， t-t 

と同じ音ではじまる音節が二つ続くので，前者の tをkに異イじしたと

考えられます。127】またQwarkrカッテージチーズ」はチェコ語の tvaroh，

ポーランド語の担arog(ロシア語では空opor)といった何れかの西ス

ラプ語から借用され，ドイツ語に許されない[tv]を[kv]に置き換えた結

果のようです。 128)

ロシア語の TOnoJlbrポプラJ，チェコ語の topol，セルピア・クロア

チア語の topolaなどは，英 poplar，独 Pappel，仏 peuplierなどと

同様に，ラテン語の populusあるいは中世ラテン語の papulusに端を

発しています。 ここにも p-pと同じ音ではじまる音節を避けるために

前者を tに変える異化が行われています。

ポーランド語の wie!Szyrより大きい」は本vets-に遡り (Cf.チェコ

語 vむきi)ますので，ここには ts>凶の異イじが観察されます。 tsがE

(cz)に融合してしまうのを避けたと考えられます。

スロベニア語の deklar女の子」は *detblaに遡り，ここには tl>

klが現れています。 スロベニア語において tlという連続はかつて l

になってしまった経緯があり，弱母音の脱落後に生じた新たな tlまで

も同じ変化を受けるのを意図的に避けたのではないかと考えられます。

セルピア・クロアチア語の r(息子の反対の)娘」は keiですが，これ

は後期共通スラプ語の *doktiに遡り， *ktが相E同イじによって恐らく

[c]を経て e[tc](ロシア語では可[tp]，チェコ語やポーランド語では

c[ts])に変化して *doeiとなり， 弱母音の zが脱落したあと逆行同

佑によって吋ei，さらに teが 6に融合してしまうのを避けて吋6を

keに異イじした結果とみなされます。 129)

180 



2. 異イじ

また， 非常に早期のスラブ祖語で[r]の後の[s]が[x]に転じた現象も

一種の異佑と考えられます。恐らくこの変イじが起こる以前に[u][k]の後

で/s/が調音点同化(1.2.1.2)を受けた異音[x]が生じており， [rs]が挿

入音(4.2.4)を獲得して[rts]となるのを避けるために， [s]の代わりに

[x]を用いたのでしょう。

2.2 調音様式の異他

同じ，あるいは類似する音が隣接するとき，その片方の音の調音点は

変えないまでも，調音様式を変えることは比較的頻繁に行われています。

このような現象がよく観察されるのは同じ鼻音，流音(lと r)，ある

いは閉鎖音が連続して，あるいは隣接音節に現れるときです。この異化

によって，融合あるいは脱落， 特にハプロロジー (3.2参照)を未然に

防いでいると考えられます。

2.2.1 鼻音+鼻音

鼻音が連続する場合，あるいは近隣に繰り返し現れる場合に，それら

の鼻音の一方を口音に異佑してしまう現象がしばしば生じます。その際

用いられることが多いのは調音点が同じ閉鎖音あるいは流音ですが，例

えばゲルマン語では摩擦音が生じる場合も散見されます。

フランス語の marbrer大理石」は，ラテン語の marmor に遡ります

が，後ろの mを鼻音性のない bに変えることにより，皿ではじまる音

節が二つ続くのを避けています。ドイツ語はラテン語をそのまま採用し

て Marmorとし，ロシア語はメタテーゼした 即白op を持っています。

英語の marbleは次項に述べるように再度流音どうしの異佑を受けてい

ます。

ドイツ語の S個melnr集める」は古高ドイツ語の S叩a主砲，中高ドイ
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lV.音連続

ツ語の S佃叩enに起因しますが，現代語は後者の連続する n-nを l-n

に異化したsamalenを直接の祖先としています。異化を生ずるのは後要

素の場合もあり，例えばゲルマン祖語の百iminーに端を発するドイツ語

の Himmelr天，空」では母音をはさんで連続する鼻音 m-nをm-lに

異化しています。 m から mlへの異化は英語 chimneyの俗形 chimley

にも現れ，これは 4.2.3に記す挿入音を獲得して [tIImbh](英音)， 

[tJimbli](米音)とも発音されることがあります。同様にセルピア・クロ

アチア語では mnogoとmlogorたくさんの」の両形が認められています。

ラテン語の S印刷isr血J，ho而「人」の対格の形である saggui!!em，

hominemに端を発するスペイン語の sangre，hombreには，もともとの

n-n， m-nからn-r，m-rへの異化が見られます。すなわち， s印刷inem，

hominemから対格語尾の mを失って *s創沼uine，事homine，規則的に語

末から二番目の音節(次末音節 paneultima)の母音を失って車岡田ne，

*homne，鼻音の連続 n-n，m-nをn-r，m-rに異イじして sangre，本homre

となり，後者はさらに4.2.3に述べる挿入音を獲得して hombre に至っ

ているのです。

英語の heavenは上記のドイツ語の Hi阻 elと同様にゲルマン祖語の

もiminーに起因しますが，英語は古期サクソン語の he.l!.agのような形を

経たと考えられます。 すなわち m-nという鼻音連続の前者を摩擦音に

異化して十nに変えたのです。また，英語の evenとドイツ語の eben

「平らな」はどちらもゲルマン祖語の‘esna-に遡り，これとよく似た形

が古期サクソン語の es却に見られます0 ・esna- の語源はよくわかっ

ていませんが，一説にはさらに・emnaーに遡るとされ，13日)これに従えば

鼻音が二つ続いたこの形を避けるため， 前の鼻音である[m]を両唇摩擦

音の[s]に異イじしたと思われます。 [s]は英語では唇歯摩擦音の[v]に，

ドイツ語では[b]にそれぞれ規則的に変化しています。
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2.異他

2.2.2 流音+涜音

流音が近隣に繰り返し現れる場合に，その一方を別な音に変えること

もかなり顔繁に行われています。 その際置換に用いられる音は rの場

合には 1，1の場合には rであるのが大部分ですが，まれには調音点が

同じ閉鎖音(及びそこから発達した破擦音)，鼻音，あるいは接近音であ

ることもあります。

英語の marbleは前項に記したフランス語の marbreの祖先からの借

用語ですが， r-rという連続を嫌って後ろ側の rを lに異佑していま

す。後者はラテン語の!!!Ilr!!orから m-mの m-bへの異佑と，第二音節

の母音を失ったことによって生まれた子音連続の聞に挿入音(4.2.3)を

獲得することによって作られたわけであり，今の英語のこの語は二回も

異イじを受けた結果ということになります。 pu_ryle(<ラテン語 pu_ryu!:a)
にも同様の異イじが見られます。 r-rを r-lに異イじした例はロシア語の

骨eB;2包br二月」や，スペイン語の arbolr木」にも見られます。前者は

もともと古代ロシア語では ~eB'p'a'p'b でしたし， 131) 後者はラテン語の

arborに端を発していて， 例えばフランス語の arbreでは本来の r-r

が保たれています。

ラテン語の peregrInusr外国人」はすでに俗ラテン語の時代に r-r 

を l-rに異化していたらしく，後者の状態がイタリア語の pellegrino

や古期フランス語の peligrinr巡礼者J(現代フランス語では同lerin)

や，そこからの借用語であるドイツ語の Pilger r巡礼者」にも見られ

ます。 132)英語の pilgrim は直接にはプロヴアンス語からの借用のよ

うですが，ここにも同様の l-r が現れています。また上記のラテン語

の arborはイタリア語では alberoとなり，スペイン語と逆の r-rを

l-rとする異イじを生じています。

イタリア語の chiederer尋ねる」や fiedere r傷つける」はラテン

語の quaerere r探す」と ferere r殴る」に遡り，その過程には r-r

183 



lV.音連続

の前者を閉鎖音に異化した d-rが観察されます。

今の英語でも語の中で r が繰り返されるのを嫌うさまざまな異化の

現象が散見されます。 例えば Februaryは英音で [febJoaJI]，米音で

[febJOむi]と発音されるはずですが，二回出てくるうちのはじめの[J]

を[j]で置き換えてしまうことがあります。 [b]と[j]が続くとこれらは

同時に[bj]と発音されるので，結果的に[febjoaJI](英音)， [febj oeJi] 

(米音)という発音が生じます。 r-rをl-rで置き換える異化も，英国の

町の名 Sarisberieから Salisbury(今の発音では英音 [s5:1zb(a)JI]，

米音[s5:1zbむi])への推移に見られます。英国の州名 Shropshireの別

称に Salopがあり，この州出身者を Salopi加と呼ぶことがありますが，

これは州都 Shr_ewsbur_yが古くは ShEobbesbeEieであって， r-rをl-r
に異化した Sloppesber_ieという形に端を発しているようです。 133)ま
た，アメリカ英語では，例えば secretary[sekJatむi](英音[sekJatJ1 ]) 

に二回出てくる rの前者を脱落させてしまい， [sekatむi]と発音する

ような，異他による脱落も頻発しますが， これについては3.2に詳しく

記します。

1-1という連続も嫌われることがあります。英語 colonelは kernal

と同じように[kha:叶](英音)， [kha<:nt] (米音)と発音され，スペリ

ングからはこの例外的発音の理由は見当がつきませんが，トlから r-l

への異イじがここに隠されています。イタリア語の colonellor兵隊の縦

列」がフランス語に借用され，そこで coronel への異イじが生じ，そこ

から英語に再度借用されて上記のような発音が生じたようです。 一方，

後にスペリングはイタリア語を参考に本来のものに戻ったため，今日の

ような発音とスペリングの隔たりが生じてしまいました。また貸し主の

フランス語でも原音のように colonelに戻りましたが， 発音もこれに

従って[k:>bnd]となったため， 英語におけるような発音とスペリング

との不一致はありません。

1-1から n-lへの異化は，中高ドイツ語の klobelauchrにんにくJ，
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2.異化

kliuwe1 i玉」から現代ドイツ語の Knob1auchとKnaue1への発達にも

現れています。

ラテン語の 1i1iumiゆり」にあった 1-1はその末商たる現在のロマ

ンス諸語において様々に変容を受けています。 スペイン語の 1irioで

はもともとの 1-1を 1-rに異化しています。 1i1ium はイタリア語で

は gig1io[d3Iμ0]となっていますが，この形に至った過程は少し複雑

です。ラテン語の母音の前のli[ljHまイタリア語では[正]となり gliと

綴られます。これは[1]が後続する[j]に同佑して調音点を歯茎から硬口

蓋に変えた硬口蓋化とみなされます。次に期待される *glig1 io[μμ0] 

に現れる[正]ー[正]の連続が嫌われ， 恐らく前者がまずは調音点が同じ閉

鎖音[J]に異佑し， 1.2.1.1に記したようにこれが不安定な音であるため，

さらに破擦音化によって[d3]となったと考えられます。

2.2.3 閉鎖音+閉鎖音など

同じ閉鎖音が連続するとき，それらの閉鎖音の一方を摩擦音に異イじす

る現象が広く見られます。時として調音点の異なる閉鎖音の連続におい

ても，あるいは該当する音連続の成員が，通常の閉鎖音ではない，破擦

音や鼻音(佑閉鎖音)であるときにも同じ現象が生じることがあります。

印欧祖語に予想される *ttあるいは *dt(>吋t)という閉鎖音の連続

は、非常に古い時代に多くの印欧語で一方の閉鎖音を摩擦音に異化して

はあるいは tsになったと考えられます。134) tsはさらに同化によっ

てしばしば ssとなります。例えば印欧語の「見る，知る」という動詞

の語根は車問id-と再建されますが，恐らくアクセントの欠如によって

語根の母音 eを失った形(ゼロ階梯)の *wid-135)に，分詞を作る -toー

を付けた形は，ギリシア語 a-(w)istosi知られざるJ，ラテン語 visus

「知られたJ，136)ゲルマン祖語の *wissazi知られたJ(ドイツ語 ge-wis

「ある，確かなJ，英語の i-wisi確かにJ<古期英語 ge-wis(s))などに，
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母音を oに代えた形(0階梯)の事woid-to-は古代教会スラプ語 R'I;CTh

「知らせJ(ロシア語 BeCTb)，ゲルマン祖語の wissaz(英語 wise，ドイ

ツ語 weiser知恵のあるJ)などに現れています。
ロシア語では閉鎖音の連続の前要素を摩擦音イじする異化が頻繁に見ら

れます。古くは上記のように吋tや*dtが stになったこと (Cf.n.ne. 

示「私は編むJ:‘n.ne.T白>n.necTli(不定形)， Be.ll-Y r私は導くJ:・Be.ll-

TH>BeCTH(不定形)etc.)に加えて， [kk][gg]という連続が[xk][yg]とな

るのはその典型的な場合です。例えば旦主oMYr誰のところへJ， MsrKO 

「軟らかく J，J1erKO r簡単に」の下線部は[xk]，K rOJloBe r頭の方へ」の

下線部は[yg]と発音されますが，特に第一例と最後の例は今では綴り字

発音によって文字通り [kk][gg]と発音するほうがむしろ一般的です。同

種の異佑はスロベニア語に広く見られ，上記のロシア語の例に対応する

h komu， mehkoあるいは mehko，lahko， h glaviでは綴りにまで h[x]

(最後の例では有声化して[y]}が現れています。

ロシア語では調音点の異なる[kt][gd]という閉鎖音の連続においても

第一要素が摩擦音に異他して [xt][yd]となり， 例えば !_TOr誰がJ， 

E叩吋「それに加えてJ，!_鴨吋「何のために」の下線部が[x]と， !:..lle 

は[y]とも発音されます。 137)しかし現在では閉門e， J1e門e及びその

派生語を除いて文字通りの発音が一般的になっています。また，スロベ

ニア語の hcir娘」は吐ci(セルピア・クロアチア語 kei参照)から同
種の異化を経て作られたと考えられます。 138)

古代教会スラブ語では，語源的に *tj ・ dj が期待される位置で，~

(恐らく [cV][平dj]}が生じます。これは吋j*djが調音点の同他によ

って長い閉鎖音[CC][JJ]となり，続いて上と同様に前要素が摩擦音他し

て[CC][幻]，さらに調音点がいくぶんか前進して[cV][平dj]となったも

のと想像されます。 ブルガリア語では母らく反硬口蓋佑(1.2.1.3)に

よって[It][3d]にまで至っています。1.2.1.1.2参照。

閉鎖音の連続と似て，調音点の同じ破擦音と閉鎖音の連続においても，
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前要素を摩擦音に異化する現象が，ロシア語の ~TO[ J] i何がj，セルピ

ア・クロアチア語のきta......stoなどに観察されます。初頭の音は語源的

にもともと[tJ]に類する破擦音であったのは確実です。たとえ調音点が

異なっても破擦音と閉鎖音の連続は嫌われることがあり，例えばロシア

語のが甜「飲料桶」の初頭音は破擦音の[d3]に類する音から異佑によっ

て摩擦音イじしたと考えられます。チェコ語やセルピア・クロアチア語で

はそれぞれ ib釦......cban，iban......dibanのように両形が並存します。

調音点の同じ破擦音と閉鎖音の連続の特別な場合として，後続する閉

鎖音が通常の口腔閉鎖音ではなく鼻音佑閉鎖音である場合にも，ロシア

語の ICOHé~o[f] iもちろんj ， cICÝ~o[f] i寂しい」のような語におい

て，同様の前要素の摩擦音イじが見られることがあります。 可Hの後要素

は鼻音イじ閉鎖音ながら， 可Tの場合と同様に歯茎での閉鎖を二度連続し

て作るのを避けたと考えられ，異化の一種に分類するのが適当でしょう。

この異他はモスクワなどの民衆語に広く行われた形跡があり，明を皿

のように発音するのはむしろロシア語としては正統なのですが，今では

叩明日uaiたまご焼きj，I1paQe'IH胡「洗濯屋j，町CT前日凶「くだらない」

や HHICHTa咽 a(面白Taの娘)のような -a咽 aに終わる女性の父称，あ

るいは明田という二様の発音が許容されている 6YJlo明間「パン屋j ， 

MOJlO四四「乳製品屋j，CJlHBo'IHhIA iクリームの」などを除いて，綴り字

発音に起因する[tpn]が断然優勢になっています。 139) 

2.2.4摩擦音+摩擦音

摩擦音の連続において，前にある摩擦音が閉鎖音に異化される現象が

主にドイツ語に見られます。

ドイツ語では例えば sechsi6 j， Lachs i鮭」のように語末にある chs

は[cs]や[xs]ではなく，前の摩擦音を閉鎖音に異イじした[ks]と発音され
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るのが常則です。 chは語源的に[k]が摩擦音佑(1.4.2)して生じた音で

すから，たとえ[x]ではなく [c]と発音されている場合でも，ぞれが閉鎖

音イじすればもともとの[k]が生じると考えてよいでしょう。また， nord-

lich i北の」や wahrscheinlichi可能性が高い」の下線部は[c]と発音

されるのが普通ですが，最上級になると am nordlichsten， 組 wahr-

scheinlichstenの下線部は[c]とも[k]とも読まれます。 前者は恐らく

綴り字発音と原級との均一イじによって生じた発音であり，異イじによる後

者こそ正当な読み方だと思われます。その証拠に nichts"nothing"の

下線部は [cts]ですが，その真ん中の[t]が脱落してしまうことがあり

(3.3参照)， その際には下線部は予想される[cs]ではなく [ks]と発音さ

れ，俗に nixと綴られます。

3.弱イじと脱落

音の連続の中で何らかの音が失われてしまうことがあります。このよ

うな現象を脱落(loss， elision)と称します。脱落が生じる要因には主

に以下のようなものがあります。

3.1 無アクセント母音の弱化と脱落

特にいわゆる強さ(stress)によるアクセントを持つ言語において，ア

クセントを持たない音節の母音が弱まり，その質もあいまいになる，す

なわち舌の前後の位置でも上下の位置でも中央に寄ってくることがよく

起こります。 このような現象を母音の弱他(reduction)と呼びます。一

般に弱イじした母音は[a]に近づき， このような弱イじした母音がついには

脱落してしまうこともあります。このような弱化母音の脱落を syncope

と呼ぶこともあります。
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英語には主要アクセントと副次アクセントの二種類のアクセントがあ

りますが，そのどちらも持たない母音は普通[a]または[1]に弱化してし

まいます。このような[a]または[r]が脱落することもあります。例えば

notはアクセントを持つときには[not](英)， [nat] (米)ですが，文中で

アクセントを受けないときには[nat]，さらに[a]が脱落して[nt]と発音

され， -n' tと綴られます。 am[担]> [am] > [m] =' m， is[ IZ] > [z] =' s 

も同様です。 theはアクセントを持つときには[di:]で，アクセントが

ないと[da]， さらには母音を失って[d]となりますが，表記は変わりま

せん。

文中の強勢を受けない he，his， him， her， have， had， has は初頭

の[h]を失い，それぞれ[r]， [rz]， [rm]， [a]， [av](>[v]='ve)， [ad] 

(> [d] =' d)， [az]( > [z]/[s] =' s)となることがよくあります。同じ環

境での them及び米語での thanの語頭の thも脱落し， それぞれ em

(' em)， 'n と綴られることがあります。 143) would[吋d]>[wad]>[d]

='d， wi11[wrl]>[l]= '11などでも同様に[w]が失われています。一

方，無アクセントの C叩[1m](さらに[kU])，could [kd]， shall [11]， 

should[Id]， some[sm]などはたとえ弱イじした母音が脱落しても語頭の子

音を保持します。

上記の例はいずれも一音節語ですが，多音節語でも次のような場合に

無アクセント音節で弱化した母音が脱落することがあります。 [am][an] 

[al]は普通は音節を成す[平][11][tlと発音されます:rhyth型， pris!!!， 
often， vision， camel， awful etc.また cottQn，sudd~n ， fin~l など

の下線部はかつては[a]と発音されたのでしょうが， 今では全く無音に

なっています。これら以外にも， Gimson(1987:235)によると以下のよう

な場合に弱他母音の脱落が見られます:子音t[a]trt母音 (preferable，

camera， historyなど)，子音+[a]/[r]+l(easily，family， usua11y 

[ju:3oalr]>[ju:3alr]>[ju:31r]， specialist[speIalrst]>[speIlrst] 

など)，アクセント後の[a]や[r](university， prob~bly ， difficult， 
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government (英音では [g~vdnmdnt]→[g~vnmdnt]→[g~VIDdnt]，米音では

[g言vaonmdnt]→[g~v掴dnt]141)) ，早口で話すときのアクセント前の[d]

と[1] (pQlice， t~rrific ， cQrrect， b~lieve ， directionなど142))。

前の語と一緒に発音される場合， 語頭の[d]が脱落することがありま

す。その際， notalone[ll匂n]や hewas annoyed[平15ld]のように[d]

の後にあった子音が長くなり，音節を担うことがあります。 143) 

ドイツ語では無アクセント音節での母音の弱化は英語ほど顕著ではあ

りません。注意すべきなのは語末音節，あるいは意味を持つ単位(形態

素)の最後の音節にあるアクセントを持たない eの発音です。このよう

な音節が eに終わっていれば， e は通常の[e:]や[E]ではなく，中舌母

音の[d]に弱化します。 例えば d創1k~ r(私は)感謝するj ， bitte r(私

は)頼むj，fühl~ r(私は)感じる」の下線部は語末にありますから，また

Beweise r証明j ， G~bot r命令」の初頭音節は接頭辞の be-，geーです

から下線部はそれぞれ[d]と発音されます。 Haltestelle(Halte-stelle)

「停留所」のような複合語の構成部分の最後の音節でも同様の弱イじが生じ

ます。

このような eが同じ音節に属す子音の前にあるときも原則として同

様で，例えば allesrすべてのものj ， arbeitet r(彼・彼女は)働く j，

arbeitest r君は働く」の下線部も弱イじした[d]と読まれますが，後続す

るのが鼻音や側音の[n][m][l]であるときは[d]が脱落してしまい，後続

する[n][m] [l]が音節を担うようになるのが一般的です:例)reden r話

すj，eig旦tlichr本来のj [平];grosem r大きいj (男・中性単数与格)

[甲];Himmel r空，天j，lacheln rほほえむj(不定形)， lachelt(同，現

在三人称単数)， lachelst(二人称単数)[¥]など。

若干特殊なのがこのような eに rが続く場合です。アクセント音節

にない，かつ母音が後続しないときの erは eの弱化した[d]よりも口

の聞きの大きい[官]と発音されるのが原則です。例えば Wasser[vas-e]

「水」や Hunderter[h加d-e切]r三桁の数」を参照のこと。また，ゆっく
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り，はっきりとした発音では，これに弱い[R]あるいは[H]が続くことも

あります。 11.2.7.3，III.3.3.9に記した通り，母音が後続しないときの

r は音節を成さない母音[~]となるのが普通ですが，先行する e[d]が脱

落して[~]が音節を担うようになった結果と考えられます。

上記のような原則には若干の例外が存在しています。その代表的なも

のには Elen[e:len]i大鹿J，Elend[e:lent] i悲惨J，elendiみじめなJ，

接頭辞の emp-[emp] ent-[ent] er-[e~] ver-[fe~] zer-[tsε~]，及び

ギリシア神話の死者の国の支配者の名である Hades[ha:des]iハーデー

ス」のような外来語などがあります。 144)

ドイツ語の母音の弱他はこのように英語の場合ほど激しくありません

が，口語においてはdui君J[du:]→[dd]や sie[zi:]i彼女，彼(女)ら」

→[Zd]14S)のように使用頻度の高い語の e以外の母音も [d]に弱化する

こともあります。

弱イじが進んで[d]が脱落する場合も散見されます。 以下に記すのがそ

の代表的なケースです。

daran→dran iそれに接して，それについてJ， darum→drum iその周

りに，だからJ，darin→drin iその中でJ，darein→drein iその中へJ， 

daraus→draus iそこからJ， darunter→drunter iその下に」のように

daが[da:]→[da]→[dd]→[d]のように母音を失ってしまうことがあり

ます。おもしろいことに drauBeni外でJ，drinnen i中でJ，drobeni上

でJ，drunten i下で、」では本来の da-を持つ形は存在しません。

esや dasは前後の語と一緒に発音されるときに母音を (dasでは先

行する子音も)失い， 'sと綴られることがあります:gibt' s iあるJ， 

Wie geht's? i元気?J， wenn' s geht iできればJ，ist' siそれは~だJ，

， s Rosleini (その)小さなパラJetc.これと似た場合として ein[1aln]

「一つのJ(単数男性主格，中性主・対格)や ihn[1i :n]， i彼を」さらに

は einen[1alndn] i一つのJ(単数男性対格)などの母音が弱化の結果脱

落し， 'nと綴られることもあります。
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gerade rまっす々に」は第一音節の母音を失ってしばしば gradeと綴

られます。動詞の過去分詞でも，例えば gesagt(<sagen r言うj )が

[gza:(k)t]となるように geーを[g]とだけ発音することもあります。ま

た，ヨハン・シュトラウスの有名なワルツ「ウィーンの森の物語」の原

題は河'schichtenaus dem Wienerwald"であって， Geschichtenの下

線部の母音が脱落しています。

男性名詞と中性名調の単数与格の語尾ーe[o]は， zu Hause r家で」や

nach Hause r家へ」のように熟語化した場合を除いて発音も書きもしな

いのがすでに一般的です。

動調の現在一人称単数の語尾 -e[o]も habe[ha:ba]→[ha:p]r(私は)

持つj (ただし habeich→ hab' ich[ha:bIc])， schaue[Jおa]→[Jao]

r(私は)見るj，kenne[kEna]→[話n]r(私は)知っている」のよう脱落し

てしまうことがあり，またこのような発音を記す際に hab'のようにア

ポストロフを用いることもあります。

後述するようにフランス語の祖先である俗ラテン語は激しい強弱アク

セントを持っていたと想像され，その時代にはアクセントのない音節の

母音は激しく弱他してついには脱落してしまったことが知られています。

しかし現在のフランス語では単語のアクセントは最終音節に固定してい

て，無アクセント音節，すなわち非最終音節での母音の弱イじは英独露語

ほどは激しくありません。

例えば， je cede r私は譲る」の下線部は最終音節にあるので[ε]と発

音されますが， nous cedons r我々は譲る」や不定形の cederでは非最

終音節となるため，かつての弱い母音から発達した[e]が生じています。

同様に clairr明るい」とその名詞の clarter光」には強い[E]に対し

て弱い[a]が， mati主rer物質」とその派生語 materielr材料」には強

[jE]/弱[e]が， je veux r私は望む」と不定形 vouloirには強[o]/弱

[u]がそれぞれ生じています。 これらは過去における無アクセント音節

における弱佑の発達ですが，必ずしも音声学的には弱化が行われている
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とは言えません。

一方，様々な母音が[?J(以下では[a]と略記)へ弱イじする現象も生じま
す。 faireiするj ， je fais i私はする」や ilf豆ti彼はする」の語

根に生ずる強い[8]は， nous faisons i我々はする」や jefaisais i私

はしたj(半過去)や現在分調 faisantのように語根がアクセント音節か

ら外れると[a]に弱化し，さらに脱落することもあります。 同様に ils

viennent í彼らは来る」の [jε]は v~nir(不定形)では [a] に， je recois 

「私は受け取る」の[wa]は nous recevons i私たちは受け取る」では[a]

にそれぞれ交替しています。いわゆる強調形の moi[wa]i私」と me[a]

「私を」も同様の関係にあります。

フランス語の文法用語としてのエリジオン(elision)とは，例えば本le

arbreとなるべきところを l'arbre iその木」とするように，母音では

じまる語の前で定冠詞の母音を脱落させてしまうことを指しますが，こ

れは弱化による脱落ではなく，母音連続(上記の例では[a]+ [a])を排
除するために前要素を脱落させた現象です。

ロシア語では無アクセント音節の母音の弱イじが非常に激しいのですが，

弱化のしかたは英語のように単純ではありません。ロシア語には原則と

して第二アクセントはなく，非アクセント音節の母音は多かれ少なかれ

弱佑を受けます。弱イじの生じ方は全ての無アクセント母音に一様ではな

く，語頭の母音やアクセント音節の直前の音節での弱佑は，それ以外の

音節の弱化よりも穏やかです。慣用に従って硬口蓋佑子音と非硬口蓋化

子音をそれぞれ軟子音，硬子音と呼ぴ，語頭の母音あるいはアクセント

直前の音節の母音と，それ以外の無アクセント音節の母音をそれぞれ①，

②と呼ぶことにすると，その弱イむの有り様は次のようになります。

硬子音の後の[aJと[0]は，①で、は[a](より正確には[官])に統一され，

②では弱化が促進されて[a]となります:例)pa6oTa [rabo.ta] i仕事j，

60JlOTO [bato・ta]i沼」など。軟子音の後の[i][e][a][o]は①でも②で
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も[1]に弱佑します:6hi.nH [bi -1 j 1] r ""だったj (複数)， sMeii[zmj Ija-] 

「蛇j，田血[れzi-k] r舌j，rpa6砲 [grabjo・f]r強奪j (主格): rpa6e品

[grabjIsa・](属格)など。

その他の場合，すなわち硬子音の後の[e][i ][u]と軟子音の後の[u]は，

①でも②でも多少は緊張が弛緩することはあっても，目立つた形で弱イじ

することはありません。ただし[りは②の位置で[a]と発音することも許

されています。

アクセントのない語尾では原則として②と同じながら，若干異なる発

音が適応されることもあります。特に注意を要するのは，形容詞の女性

と中性の単数主格の語尾ー銅 -oeが同じ発音[aja]になることや，中性

名詞単数主格の -e，-He，女性名調単数主格あるいは中性名詞単数生格

の-Sl， -HSIがそれぞれ先行子音を軟化して[a][Ija]と発音されること

(0むer野原j (主・対格)=同四(属格)[po-lja] (しかし前置格 Bane

[pO-ljI])， sHauHe[zna-njIja] r知識j ，危lOHHSI[j IPO・njIja] r日本」

etc.)などです。また外来語においては無アクセント音節でも硬子音の

後の[0]が保たれることもあります:同.lIHOrラジオ」など。

口語では以下のような場合に無アクセント母音が脱落することがあり

ます。これらの中には標準的と考えられていないものもありますが，自

分ではそう発音しないまでも，一応、心得ておく必要があります。 146)

アクセント音節の二つ前の音節で，特に JIPの前後:M回目0説mE夫

婦j，S悶gHoBal訓「緑がかったj，日or引OBer頭を(叩く )j，oep皇居aB4Tb

「伝えるj[pj IrdavaV] (硬イじに注意!) ;同様の音節で，同じ子音には

さまれた母音:sa 0盟即ocaMH[pp] rロシア風紙巻きたばこを買いにj ， 

saxoxoTaJI [xx] r大笑いしだしたj etc. 

アクセント直後の音節で，母音にはさまれた [vav]→[vv] : CJIHBOB踊

「すもものj，H盟E岨「柳のj，sac匂埋aTbr突っ込むj ;語幹が[v]に終

わる形容詞の男性・中性単数生格:HO盟.1:0r新しいj ，日pa盟.1:0r右のj，
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3110PO盟[Or健康なJ;子音が先行し母音が続く [VdV]→[vv]あるいは[dV]: 

UaPCTBOBaTb r君臨するJ， MYllPcTBoBaTb r利口ぷるJ， X03佃CT担割Tb

「経営するJ;その他:IlPOBQJlOKa r針金J，CKOB旦POllYrフライノtンJ(対

格)， HeICQTOPble rいくつかのJ; llBO品目血踊「いとこのJ[rd血]→[r血]

→[rn]， TPOIl.EQ盟副「またいとこのJ;由。塑larひと月J(属格)，市CH'la

「千J[ti. sj It I j d]→*[ti.SjtIjd]→[ti.Ijtpa]→[ti.IjIjd]， 日完叩a-

皿呈百nl r 1 5番目のJ， IlOJ:aJJi_HCTa rどうぞ， どういたしまして」

[pa3a・liStd]→[pa3a.idstd]→[pa3a・iStd]，311PaBCTBY誼Terこんにち

はJ[zdra.stvuItjd]→[zdra.sV d] ; llOCTa叩咽or充分にJ，IlpHlla叩叩O

「イ寸加的にJ etc. 

アクセント音節の直前の音節でも次のような語で母音の脱落が観察さ

れます:印刷白「今J [sjritIja.s]→[sjrtIja.s]→*[sjtIja.s]→ 

日jtPa.s]→[IjIja.s]，cero且問「今日J[sjrvo・血jd}→[sjo・血jd]， 

司ero[tIjrvo・]→[tIj o・]etc. 

ラテン語が現在のロマンス諸語に分岐する前の状態である俗ラテン語

でもアクセントはストレスによったものと想像され，特に強勢後の母音

が弱化によって脱落することが多々ありました。 147)例えばラテン語の

oculus r目J(英語 oculist参照)は俗ラテン語で第二音節核と語尾を失

い ocluとなり，フランス語では母音聞の clが[正]を経て[j]となり最

後の母音を失ったため oeil[凶]に至っています。イタリア語では子音

の後の lが半母音の iとなり， ciが硬口蓋イじによって閉鎖部分の長

い[tf]となって occhioと綴られます。ラテン語 aurisr耳J>auricula

(指小形)>俗ラテン語 auricla>フランス語 oreille[oHEj]，イタリア

語 orecchio，あるいはラテン語 tabula r板J>俗ラテン語 tab(u)la

「中凡J>フランス語 tableなども同様です。しかし後者はイタリア語で

第二音節核を保持し，母音閣の [b] が[~]を経て [v] となったため tavola

に至っています。
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また，印欧祖語も少なくともその最古の段階では激しい強さアクセン

トを持っていたものと想像され，アクセントを失った母音は弱佑の結果，

脱落してしまいました。例えば，‘es-r_である」はアクセントを持た

ないとき .sーとなって現れます。英語 is，ドイツ語 ist，フランス語

est，ラテン語 est，ロシア語 eCTb，サンスクリット astiなどから印

欧祖語の現在三人称単数形・es-tiが再建されますが， ドイツ語 sind，

フランス語 sont，ラテン語 sunt，ロシア語 cyTb (古代教会スラプ語

C&n.) ，サンスクリット santiなどより再建される三人称複数形は寧s-

enti148】であって，前者はもともと語根、s-の部分に，後者は語尾に

アクセントを持っていたものと考えられます。印欧祖語の母昔、はま

た・。に入れ替わることもあり，このような印欧祖語における e-o-ゼロ

のような母音の交替は「アップラウトJ(独 Ablaut)あるいは「母音交

替J(vowel gradation， apophony)と呼ばれています。ただし oの出現

の条件を音声学に求めることは困難です。

3.2重音脱落(ハプロロジー)

papaや mamaのように同一あるいは類似した音節が連続するときに，

その一方の音節を脱落させてしまうこと (Cf.英語 pa，ma)を「重音

脱落」あるいは「ハプロロジーJ(haplology)と称します。ここではこ

の用語を少し広義に用いて，同一あるいは類似した音あるいは音連続が

近隣にあるとき，その片方が脱落する現象を意味するものとします。

例えば，日本語の「河原」は「カワラ」と読まれますが，これはもと

もとの「カワワラJ (< rカハハラJ149】)からハプロロジーによって

作られています。 rつつましい」と同じ意味のことを「つましい」と言

うことがありますが，これも重音脱落の一例と思われます。

英語には重音脱落の例がふんだんにあります。 古くは Englalandが

Englandに， simplelyが simplyに， gigant (<ギリシア語 gIgas)が
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3.弱化と脱落

giant (しかし gigantic)になったことなどに観察されますし，新しく

は次に記すような rの反復を避ける現象の中に現れています。

特にアメリカ英語で，例えばsecretary[sek却teJi](英音[sekJatJI]) 

の中にニ回出てくる[J]のうちの最初の[J]を脱落させ， [sekatむi]と発

音することがあります。 libraryでも同様のハプロロジーが起こり得ま

すが，その生じ方は英米で異なり，英音では日むbJ剖 1]→[lalbμ1]→

口むbJI]のように母音を失いますが，米音では口白川むi]→[lalbむi]

のように第二アクセントを持つ第二音節の音節核は脱落しません。この

現象は同じ音声環境にある全ての語に同様に起こるわけではなく，同じ

ように rを含む音節が連続している語の中でも，例えば contrary(英

音[kontJ剖 1]，米音[k白tJむi])では前者の rは脱落しません。

イギリス英語と異なり，アメリカ英語の多くの方言では母音の後の r

が保存され，例えば car，or， bird がイギリスの [kQ:][~:][ba:d] (ア

クセント音節の [a] を [3] と記せば[b3:d])ではなく[~句][司][加:d] と発

音されますが， このような母音の後の rを保存する方言において，例

えば governを[訴四位]と発音する人も governerは[説明加]ではなく，

第二音節に r の要素のない[計四回]あるいは[g~VIla']と発音するのが通

例です。 15目}これも rの反復を避けるハプロロジーの一種と考えられ

ます。同じ現象が次のような語に観察されます:suryrise， par.ticular， 
cor_ner， per_form， pr_oportion etc. 
ドイツ語の Konigr王」は中高ドイツ語の kunig に遡りますが、そ

のさらに以前の古高ドイツ語では kuningという形でした。近隣におい

て繰り返される n-n の後者を脱落させたのです。この現象はハプロロ

ジーとも異化による脱落とも解されます。 英語の kingでは n-nの前

者が脱落しています。同様に HonigrはちみつJ(<中高ド honagく古高

ド ho!!~)や Köderrえさ J(<中高ド koder<korder<古高ド quer_dar_)
なども n-nあるいは r-rの繰り返しの後者を脱落させることによって

生じたとみなされます。
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フランス語の viandei肉」や 1is i百合」は， それぞれラテン語の

vivenda( <vivo i生きるj )， liliumに由来しますが，その発達の過程

でハプロロジーが生じたと考えられます。 tragico-comiqueが tragi-

comique i悲喜劇」となるのも同様です。

ロシア語の 6J1H30PYKOCTbi近視」は・6J1H30-(近い)30p-(見る)KOCTb 

(こと )(~aJlbHO-30P-KOCTb i遠視j，3p-eTb i見るj，3OP-KHRi目がきく」

参照)に起因しますが，本6J1H3030PKOCTbだと 30という音節が連続する

ので一方がハプロロジーによって脱落し，さらに民間語源(folketymo-

logy)によって PYK-ai手」と関係づけられたことによって今の形がで

きあがったと考えられています。

ラテン語の nutrirei養育する」にi_する女」を表す -trixを加える

と，期待される汁lutritrixではなく， triが一つ省略され nutrixi乳

母」となります。また stips(語幹 stipi-)i報酬」と penderei支払う」

から作った名調は泡tipi-pendi-umから pが一つ脱落して stipendium

「給料，租税」となっています。例えば今の英独仏露語 stipendi給料j，

Stipendium i奨学金j，stipendier i買収するj，CTHn印刷珂「奨学金」な

どはハプロロジーを生じたこの語に起因しています。

3.3子音結合の簡略化

子音結合の簡略化(clustersimplification)が原因と思われる子音の

脱落もしばしば生じます。

英語は，かつて語頭でも語末でも多くの子音結合を簡略他しましたが，

現在でも綴りにかつての子音の存在がしばしば残っています。語頭では

例えば knee(古期英語 cneo)の[kn]は[n]に， write (古英 writan)の

[wr]は[r](>[J])に， loaf(古英 hlaf)の[xl]は[hl]を経て日]に，それ

ぞれ簡略イじされています。語末では例えば次のような子音結合の簡略イじ

が行われました:[比]→[k](walk，古英 wealcan)，[xt]→[t] (night， 
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3.弱化と脱落

古英 niht/neaht，独 Nachtr夜」を参照)， [stn]→[sn] (fasten，古

英 fastnian)，[ftn]→[fn] (often，古英 oft)，[sU]→[sl] (castle 

<ラテン語 castellumr城J)，[mb]→[m](l佃b[la:m]，古英lamb)，[mn] 

→[m](hymn<ラテン語 hymnus r賛美歌J<ギリシア語 humnos)，[知]

→[n] (Lincoln) etc.151l 

今の英語でも子音結合の際に何らかの子音を脱落させてしまう現象が

多々生じます:子音聞の[t](exaet_ly， fac1s， perfec11y; jus1 one， 
walked back; Cf. mustn't)，同様に[d](h叩 dsome，friendship， kind-

ness， lanQscape; olQ man， seemeQ glad152l)， [skt]や[fJkO]の [k]

(asきedthem， risked prison; length， strength)， [Os][dz]の[O][d]

(months， clothes153l)， [~:]の後の [l](always ， already， all right， 

Cf. walked， talked)，特に子音の前で否定の -n'tの t(you mustn't 

lose it) ，組dの d(子音の前で組dは[an]:man and beast; [n]と

なる場合:rod担d凹n;しばしば母音の前でも[n]:butter担Qeggs; 
両唇音の前後で[m]:cup担昼 saucer，try型Qbook a seat;軟口蓋音

の前後で[fJ]:Jack担QJill， Cf.rock'~'roll) などを参照。 E堕!ish

や E堕landの下線部は[fJgl]とも[fJl]とも発音されますが，これは前者

が本来で， 後者はそこから真ん中の子音[g]が脱落した結果ではないか

と思います。また，俗語において語の境界の子音が失われることがあり，

これによって例えば英音で wantto [wonta)→[町田]=wanna， give me 

[gIvmI]→[gImI] = gimme， (1' m) going to [(alm)g時mta]→[(alm) 

gana] = gonna (さらに[alfJana]→[alfJna])などが生じます。 154l 

ドイツ語には英語のような歴史的スペリング，すなわち今の発音とは

異なっていても以前の緩りをそのまま採用しているようなことは原則と

してありません。したがって発音が変わればスペリングも変化して行き

ますので，逆に言えば書いてある文字は原則として必ず読まれます。

しかし，口語あるいは俗語においては以下のような場合に子音の脱落

が行われることがあります。
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語頭では heran→'ranr向こうからこちらへJ，herauf→'rauf r下か

らこちらの上へJ， heraus→'raus r中からこちらの外へJ，herein→ 

'rein r外からこちらの中へJ， herum →'rum r周りにJ， herunter→ 

'runter rこちらの下へJ，hinauf→'nauf r向こうへ上ってJ，hinaus→ 

'naus r向こうへ出てJ， hinein→'nein r向こうの中へJ， hinunter→ 

'nunter r向ごうの下へ」のようにアクセントを持たない her- あるい

はhin-の母音が弱佑によって脱落し，新たに生まれた子音結合の前要

素である[h]がさらに脱落して俗に上記のように記されます。 アクセン

トを持たない dasが母音の弱化と脱落の結果， 語頭の子音まで失って

， sと記される(3.1)のと同様です。

語中においては ostlich i東のJ， Fas1nacht rざんげ火曜日」のよ

うな場合に下線部の子音の脱落が観察されることがあります。

ドイツ語の語末において観察される代表的な子音結合の簡略佑は語末

の子音の前にある子音の脱落です。例えば gesagt(sagen r言う」の過

去分調)は通例[gdza:kt]と発音されますが，口語だと語末の[kt]の前要

素が脱落し， [gdza:t]と(さらには第一音節の母音も脱落して [gza:t]

とも)発音される旨の報告があります。 155)同様に nicht [mct] (否

定辞)は[nrt]と， haben[ha:bq]「持つ」は[haヰ](また，同イじによる

[ha:同]は[haヰ])と発音されることがあります。 後者は母音の短縮に

よって[haI].]あるいは[h叫]ともなりえます。 nichts[mcts]でも同様に

語末から二番目の子音[t]が脱落することがありますが， 興味深いこと

にその結果は期待される[nrcs]ではなく[mks]となり， nixと綴られま

す。 2.2.4に記したように語末の摩擦音の連続のうち前者を閉鎖音に異

化したものと思われます。

フランス語では俗ラテン語にあったほとんどの語末の母音も子音も脱

落させてしまったのに，いまだにそのような子音が書記法に現れている

場合も多く，したがって歴史的スペリングがふんだんにあります。これ

によってかつて存在していた子音がわかる場合もあります。
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口語においてはしばしば子音結合を嫌う現象が観察されます。例えば

que 1 que chose r何かj，notre livre r我々の本j，table d'honneurr主
賓席」の下線部はしばしば無声他します。第一例では後続子音の影響で

[1]が無声化したことが，ぞれ以外では弱母音の[d]が脱落することがこ

のような子音の脱落の引き金となっているようです。 celarそのこと」

が caとなることが多いのも， [sdla]が[d]の脱落した[sla]を経て，無

声イじした[l]がさらに脱落することによって説明されます。また， une 

petite[ynptit] rおちびちゃん」の冠調の末尾の[n]が後続の[p]に同他

して[ymptit]となり， [p]が子音連続の簡略化によって脱落して[ymtit]，

さらには[m]が新たに後続することになった[t]に再度同化して [yntit]

となるような現象もあるようです。 156)

ロシア語ではドイツ語と同様に原則として発音とスペリングとが非常

に緊密な関係を持っています。しかし語源的配慮，あるいは変佑形や派

生語などとの連関を図るために，ある程度の歴史的スペリングが残され

ました。民衆語では子音結合の簡略化によって以下に記すような子音の

脱落が生じましたが，のちに綴り字発音が発達してきて，今では日常的

に高い頻度で使用される語については子音結合の簡略化が行われる一方，

文語的な語や学術語などの文体的に難しい語については綴り字通りに発

音される傾向が見られます。かつて子音の脱落が一般的であった語でも

綴り字発音が徐々に勢力を増しています。 157) 

もっとも広く行われている子音結合の簡略佑は，日常語における C叩

/3lJHの下線部の脱落です: Hec吋C!I弘前 [njrljlja'snij] r不幸なj ， 

MeCll岨「地方のj，pa.llOC!fibI画「うれしいj，nO3.!!Ho r遅く j ， 3Be3且H雌

「星のjetc.ただし，学術語などの難しい語では文字通りに発音されま

す:r J1HCTHbIA r腸内寄生虫のj ， apec叩副「逮捕のj ， 6e311Ha r深淵J， 

6e3Me3，ll1幽「無償の」 等々 。 また CTCKの下線部も脱落しますが，文

字通りの発音も等しく認められます:TYPHCICK班員「旅行者のJ， npona-

raHllHCTCKH首「宣伝のJ， MHJlHTapHCTCK班員「軍事主義のJ etc. 
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それ以外の子音の脱落も多数生じますが，とても規則的とは言い難く，

脱落を生じる語をいちいち記憶している必要があります。 ~CTB の下線

部は噌BCTBOi感4情j ， 3L1pa~CTBY蕗re íこんにちはj ， 6e3MÓ~~CTBOBaTb 

「黙っている」とその派生語のみで脱落します:Cf. HpaBcTBeHHNsi道徳

的j，LleBCTBe聞 OCTbi純潔j etc. p.!!.Uや P且可の下線部は cep.!!.Uei心

(臓)jとその派生語(指小形 cep.!!.'I血m など)のみで，主HUの下線部は

CMHUei太陽」とその派生語のみで，それぞれ脱落しますoKO!:.Llaiいつ?j，

叩 r点「そのとき」の下線部も口語では脱落しますが，もちろん文字通り

の発音も可能です。 CT~ の下線部は例aCI~HB凶[Ji J j 1 S ( j ) 1 j i 'V i iJ i幸

福な」， 3aBacTJIMB副「うらやましがるj，cOBecI~HB凶「良心のj，品川­

CUHB踊「同情深い」では脱落し，それ以外では文字通り発音されます:

KOCT~HB副「骨と度のj ， CT~aTb158) i敷く j etc. xBacI~aB副「自慢

げな」はどちらの発音も認められています。

その他にも以下のような子音の脱落が行われることがありますが，実

用的には記憶する必要はありません。 HTCKの下線部の脱落はかつては

広く用いられたようですが，今では rO~RaH.!!.CKH函「オランダのj ，争即-

~HH.!!.CKH曲「フィンランドのj，抑制áH.!!.CKHA iフランドルの」などに下線

部を脱落させる発音と脱落させない発音との両方が用いられますが，そ

の他は文字通りの発音が完全に支配的になっています。しかし rHraHT-

CKHe mara i回転ブランコ」では例外的に下線部を脱落させる発音が普通

のようです。かつて行われた子音結合の簡略化には， HIK(ro~~áH.!!.Kaí タ

イル張りストーブ」及び rYBePHaHIKai女外人家庭教師」のみ)があり，

また俗語や方言においては CIK/3.!!.K(HeBecIKa iお嫁さんj，:leCIKOi堅

く」， FPOM63且KHAiかさばるj ) ， ~CK/茎CK (MOCKO_!!CKHA iモスクワのj，
capaTO_!!C悶鼠「サラトフのj ， BO~~C悶曲「ポルガのj )， CIb(KOCIbi骨j，

rOCTb i客j，ceCTb i座るj ) ， CT (MOCT i橋J，XBOCT iしっぽJ，~HCT 

「はっぱj) ， CIbH CIbH CIbD CIbe (KPecIb加即「農民j，~acIbH iはつ

ばj(複数))などがありますが，標準的でありません。
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3.4その他の要因による脱落

これまで記した弱化による脱落，ハプロロジー，子音結合の簡略化以

外にも様々な要因で脱落が生じます。

例えば中期英語の naperonは，不定冠詞の付いた anaperonが誤っ

て叩 aperon と分析されたため，今日の英語では語頭の子音を失った

apronが知られています。 159)また同じく英語の peaは，今では古語

あるいは方言にのみ残る pease が複数形と勘違いされたことによって

逆製された語で，もともと語末にあった[z]が失われています。 同様の

現象は cherry(<古期北部フランス語 cherise，Cf.フランス語 cerise

「さくらんぼうj)や ridd1e(<古期英語 r副e1se)に見られます。この

ような語の構造を見誤ることの現象は異分析 (metana1ysis)と呼ばれる

ことがあります。

また，語末の音は一般的に脱落しやすい傾向があると言えます。英語

でもフランス語でもその発達史の中で語末において実に多くの音を失っ

てきましたし，この点で保守的と思われるドイツ語でも，低俗な話しこ

とばでは，例えば isti......，だj(三人称単数)， ich i私はj ， ein i一つ

のj ， sei旦「彼の，~であるj，schon iもう」の下線部の子音を脱落さ

せてしまうような現象も生じます。今のロシア語では語末音の脱落は生

じませんが，その歴史においては多くの語末音の脱落を経験しています。

このような語末での子音の脱落が特別な状況で回避されることによっ

て生じたのが，フランス語で有名な「リエゾンj (liaison)です。すな

わちフランス語ではほとんどの語末子音が脱落したのに，母音ではじま

る語が後続したときには語末の子音と次の語の語頭の母音とが続けて発

音され，したがってこの場合には語末子音が保存されるようになりまし

た。例えば petiti小さな」や premieri一番目の」の末尾に書かれてい

るtや rは母音が後続しないときには脱落しますが unpeti t enfant 

「小さな子供」や 1epremier etage i(地階の上の)第一階，二階」のよ
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うに母音が続くと脱落が回避されました。主語と動詞を倒置した場合に

a-t-il r彼は持っているj，va-t-il r彼は行く j，donne-t-ilr彼は与え

る」などに挿入される tも本来は動詞の三人称単数の語尾ですから，こ

の現象もリエゾンの一種に数えられねばなりません。

英語にも典型的なリエゾンが二種存在しています。そのひとつは数詞

の oneと同起源の不定冠詞の a/anであり，末尾の nが母音ではじま

る語の前では脱落を免れたのに，子音ではじまる語の前では脱落したこ

とがその分布の発端です。もうひとつは fatherなどに見られるいわゆ

る末尾の rです。アメリカ英語の多くの方言がこのような rをいまだ

保存し[fa:ゐ]のような発音を持っている一方， イギリスの標準的発音

ではこのような rはすでに脱落してしまい， [fa:匂]あるいは[fa:d官]

のように末尾に rの要素を持ちません。しかし fatherand motherの

ように母音が続くと[fa:d.ulあるいは[fa:dJlとrの要素が復活します。

これを linkingrと呼ぶことがあります。すなわち末尾の rは母音が

続く場合には保存されたのに，それ以外では脱落したのです。 160)

ロシア語にも B凶Mr彼の中にj，K HeMy r彼の方へj，C HHM r彼と

共に」のような場合にやはり典型的なリエゾンが現れます。これらの前

置調は，本来事酌H*K'bH事C'bHのように末尾に Hを持っていたと考えら

れ， Hは BTe6e， K BaM， C HaMHのように子音ではじまる語の前では脱

落し，母音ではじまる語の前のみで保存されたのです。 161) 
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音あるいは音連続を発音する際，ある音の前後に，不必要ではあるけ

れども付随的に何らかの音が発せられることがあります。このような付

随的な音を一般に「わたり(音)J(glide)162lと称します。わたり音には，

ある音を発音するときに，その音の前に生じる場合と，その音の後に付

随する場合とがあり，これらをそれぞれ「入りわたり(音)J (on-glide)， 

「出わたり(音)J(off-glide)と呼びます。

原則的には，どんな音についてもわたり音が生じる可能性があります。

例えば[p][t][k]を発音する際， その閉鎖が開放される際には多かれ少

なかれ必ず出わたりに同器官的摩擦音[t][s] (歯音では[9])[x]が発さ

れます。これは調音器官が閉鎖を開放した後，瞬間的にせばめを構成し

てしまうためであり，不可避のものです。英語の timeや day の初頭

音は顕著なわたりの[s][z]を伴うことがあります。また，フランス語の

[ti ][di](正確には[Vi][dd])の子音部分やロシア語のTb[V]肝[dj]

を日本人はチやヂのような破擦音に聞くことがありますが，これも閉鎖

が開放された直後に発されることのある，出わたりの[9j][dj] (あるい

は[sj)[zj ])が原因です。これらは出わたりの例ですが，ポーランド語

の pafistwo[paipstfo] r国家，夫婦，皆さん」には硬口蓋音の[p]の前

に明確な入りわたりの[i]が生じます。

以下では，このようなわたり音の中でも，特に子音連続の聞あるいは

前後に付随的に生じることのある音，すなわち「挿入音J(epenthesis) 

について概説します。挿入音は母音である場合も，子音である場合もあ

り， r発芽音J(独 Sproslaut) ，あるいは「寄生音J(仏 sonparasite) 

のように呼ばれることもあります。
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4.1 母音の挿入

ある子音連続を発音するのが困難な場合，その困難さを回避するには，

これまで述べたような，それらの子音の片方あるいは両方を似せてしま

う同化による方法，片方を別な音に変えてしまう異化による方法，ある

いはそのような子音連続の一部を脱落させてしまう方法があります。こ

れらに加えて，そのような子音連続のどこかに何らかの母音を加えてし

まうという方法もあります。多くの場合に，このような語源的に予想で

きない母音は，子音連続の聞か，語頭の子音連続の前に置かれます。

4.1.1子音連続の間

発音しにくい子音連続を発音しやすくするために，その子音連続の聞

に挿入される，語源的に予想できない母音を「挿入母音J(anaptyxis)と

呼ぶことがあります。

例えば英語の acre([elk号](英音)， [elka・](米音))は古期英語の

acerl63)に遡りますが， 第二音節の母音は語源的に根拠がなく，・acr

のような形の子音連続の聞に母音を挿入することによって語末の[kr]と

いう連続を排除した結果であると考えられます。 同じように tokenの

第二音節の母音も，もともとは[kn]という連続を排除する目的で挿入さ

れたものです。 164)このような母音を挿入することによる，子音連続の

排除は現在でも行われることがあり，例えば[01]という英語にはほとん

どない子音連続を回避するため，教養のない人が ath1eteを[aO<lli:t]

と発音することが知られています。 また a1arm，fi1m， e1m， Henryが

卑俗には a1argm，fi1gm， e1gm， En~ry のように下線部に[a]を挿入し

て発音されることもあります。

ドイツ語では口調の eと呼ばれているものがこのような挿入母音に

当たります。例えば entwicke1-nr発達させるJ(不定形)や entwicke1-t
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4.音の挿入

(現在三人称単数)と entwick1-e(現在一人称単数)などを比べてみると，

前の二例では r[k1]+子音」という連続をかつて排除したことが見て取

れます。 165)ドイツ語は複雑な子音連続にかなり寛容ですので，勢い挿

入母音の例は少数です。

フランス語のいわゆる脱落性あるいは無音の eが[<l]と発音されるか

否かも同様の原則によって説明されます。すなわち，例えば単独で発さ

れた peup1e[開:p1]r人々」の末尾の eは発音されないのに， 1e peup1e 

[pap1<l] francais rフランスの人々」のように後にさらに子音が続くと

eが発音されるようになります。 unepetite[p<ltit] maisonr小さな家」

と 1apetite [ptit] maison rその小さな家」では，前に子音があるか

否かで eが読まれるか否かが決定されています。 eを発音するか否か

についての簡便な規則に「三子音の法則J(III.3.3.8参照)があります。

また，フランス語には例えば語頭に[kn]という子音連続が許されないた

め，ドイツ語から胎lode1rだんごJ，フランク語から knifrナイフ」

を借用したときに， [k]と[n]の聞に母音を伴って qu!!ne11er肉だんごJ，

canif r携帯用のナイフ」としています。前者については今日では eを

発音しないことが多いので，原語の語頭の[kn]が復活していますが，語

末の[d1]も許されないので閉鎖音部を脱落させています。

スペイン語では例えば trenr列車」や graciasrありがとう」のよ

うな語で語頭の子音連続の聞に後続する母音を挿入してしまうことがあ

ります。この現象もやはり挿入母音と考えられます。

チェコ語の se伽[sed早]r 7 Jや osm[o呼]r 8 Jは，第二音節に母音

を挿入した[sed四 ][osum]と発音されることがあり， d1凶Yr長いJ166) 

では同種の[u]が一般的になり，綴りにも現れています。 スロベニア語

では smrtr死J167)におけるような音節を成す rが，その前に弱い母

音を伴って[<lr]と発音されるのが普通です。
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4.1.2子音連続の前

語頭に発音しにくい子音連続がある場合，その子音の聞ではなく，語

頭に同種の挿入母音を入れてしまうこともあります。この場合の挿入母

音を「添頭母音j(prothetic vowel， prothesis)と呼ぶことがあります。

この現象が顕著に現れている現代語はフランス語とスペイン語です。

フランス語の etudierr勉強するj，ecole. r学校j ，あるいはスペイ

ン語の estudiarr勉強するj ， escuela r学校」はそれぞれラテン語の

studere r努力するj，schola r知的な余暇，学校」に遡りますが，これ

らの言語では少なくともかつては語頭の[st]や[sk]が発音困難だったら

しく，語頭に母音 eを加えて第一音節を esーとすることによって語頭

の子音結合の発音の困難さを回避したと考えられます。この状態はスペ

イン語に保持されていますが， フランス語はここからさらに sを削除

しました。168) 英語の estateや establi shment は現代フランス語の

etat r状態，国」や etablissementr施設，設立」の祖先である古期フラ

ンス語の形から sが削除されていない段階で英語に借用された語です。

イタリア語でも子音で終わる語の後で sc-や stーではじまる語の前

に iを添頭することがあります:la scuola r学校」と iniscuolar学

校で」を参照。この現象も上記のフランス語やスペイン語と同様に説明

されますが，イタリア語のこの現象は今日ではまれです。

ハンガリ一語の asztal[ostol] rテープル」や udvar[創刊r]r中庭」

はスラプ語(ロシア語だと c叩 JIr机j，nBOp r中庭j )からの借用語です

が，語頭の子音連続の前に語源に起因しない母音が添頭されています。
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4.音の挿入

4.2子音の挿入

子音の連続の聞に，さらに新たな子音が挿入されることがあります。

子音連続に母音を挿入するのは，上記のように，その発音の困難さを回

避することがその主な発生要因だと思われますが，一方，子音の挿入は

全く異なる原因によっています。すなわち以下に見られるように，第一

の子音から第二の子音へと移る際に，調音器官の動きのちょっとしたタ

イミングのずれによって，過渡的な子音が発されてしまうのです。以下

に記すのはその典型的な場合です。

4.2.1鼻音+摩擦音

特に鼻音と摩擦音のつながりの際に，鼻音と同じ調音点を持つ閉鎖音

が挿入されやすい傾向があります。 英語の somethingを例に取って挿

入音の生じる過程を見てみましょう。

第一音節の終わりの[m]では声帯は振動しており， 口蓋帆は下がって

鼻腔に呼気が流入し，上下の唇は密着して閉鎖が作られていますが，そ

の状態から第二音節のはじめの[9]の調音に移るためには， ①声門を開

いて声帯の振動を止め，②口蓋帆を上げて鼻腔への呼気の流入を阻止し，

かつ③唇での閉鎖を開放し，舌先を上の前歯の裏側に接近させて強い呼

気をそこに送り込む，という三つの運動を理想的には同時に行わねばな

りません。これら三つの運動を同時に行うことができれば， [m9]という

子音連続がなめらかに，何の仲介もなく発せられますが，人聞の発音器

官の中で声帯と口蓋帆は非常に反応速度が早いのに対し，口腔内での調

音は複雑ですから，調音を行うために声帯や口蓋帆よりも時聞がかかり

やすいようです。つまり，たとえ話者は同時にしているつもりでも，上

記の①と②の運動が先に行われ，その直後に③が行われるという現象が

生じることがあります。その際，①と②が終了した段階では，声帯の振
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1V. 音連続

動は失われ，鼻腔へは呼気は流入していませんが，唇はまだ閉じていま

す。この状態は[p]の調音に等しく，そして③が行われると唇での閉鎖，

すなわち[p]が開放され，直後に[0]が発せられます。結果として， [mO] 

が挿入音の[p]を介して[mpO]169】と発音されることになります。結局，

something は[s旬。I1J]あるいは[s加pOIIJ]と発音されるわけです。 17目】

この過程を図で示すと，次のように唇での閉鎖が開放されるのが若干

遅れることによって，挿入音[p]が発される過程が明らかになります。

m i 
声帯の振動 一一→

口蓋帆の下げ 一→
層の閉鎖 一一→

。

舌先と歯との接近 トーー

ー争

m ! 
-一ーー一一寸

ーーーーーーーーーー--<

。

同様に，鼻音と摩擦音との聞に，鼻音と同じ調音点を持つ閉鎖音が生

じる例は多々あります。

[mf] > [mpf]は英語の comfortや ca皿phorなどにおいて行われるこ

とがあります。しかしこの例ではむしろ[mf]> [I!lf]のように鼻音の調音
点を後者に同イじする現象のほうが一般的です。1.2.2.2，II .2.2.2参照。

英語の glimp_seは中期英語の glimsenに由来します。 [ms]が挿入音

を得て[mps]となり，綴りまで変わってしまいました。人名の Tomp_son 

は fTomの息子」がもともとの意味であって， pはこのような挿入音に

起因しています。同種の父称 (patronemic)である Jimp_son，Samp_son， 

Simp_sonなどや demp_ster(deemster)，あるいは英国の Ha皿.p_steadのよ

うな地名にもまた挿入音に起因する pが綴られています。 フランス語

の monsieur[masjo] f~氏， BJj~様」には [msjø] という発音もあり，

[m]がとなりにある無声の[s]に同化して無声他し， [l!1sjo]となることは

既に述べた通りですが，ここに[p]が挿入されて[mpsjo]となり，さらに

無声の[m]が脱落して[psjo]にまでなることがあるようです。 171>

210 



4.音の挿入

[mJ]>[mpIHま例えば英国の地名 Hamp_shireに観察されます。

[ns] > [nts]及び[nz]> [ndz]は非常に広く見受けられます。一般に英

語では mince-mints，tense-tents， assist釦ce-assistantsのよう

な場合に[ns]と[nts]の区別をせず，一般的に後者が用いられています。

子音結合の簡略佑によって months[m-en9s]の[9]は脱落し， [m-ens]とな

ることが多い(3.3)のですが，後者は同様の挿入音を加えた[m-ents]とも

発音されます。一方 wins-winds，tens-tends， fines-findsのよう

に[nz]と[ndz]は区別する傾向があるようです。 172Jドイツ語でも eins

r 1 J ， mindestens r少なくとも」あるいは Hansestadtrノ、ンザ同盟都

市」などに明らかな挿入音の[t][d]が聞かれます。フランス語でも，例

えば jene sais pas[nsepa] r私は知らない」の[n]が隣接の無声音[s]

の影響で無声化し[Qsepa]，[t]が挿入されて[Qtsepa]となり，さらに[n]

が脱落して[tsepa]となることまであるようです。 173J 

[nJ] > [ntJ]は英語 mansionや intention，ドイツ語 Menschr人間」

などに， [n9] > [nt9]は英語 ninthや tenthなどに聞かれます。

上記のような組み合わせ以外にも以下のような子音連続には，先行す

る鼻音と同器官的閉鎖音が挿入される可能性があります:[mv] > [mbv] ， 

[mz] > [mbz]， [mc] > [mpc](独 Stammchenr小さな幹J)， [阻]> [mpx] ， 

[nf] > [ntf] (独 f加fr5J)， [nv] > [ndf]， [nd] > [ndd]， [nc] > [ntc] 

(独 manchmalr時にJ)， [nj] > [ntj] (独 Konjunkturr景気J)， [Jlc] 

> [JlCc]， [凶]>[阿j]など。

4.2.2鼻音+閉鎖音

英語とフランス語の promp_tはラテン語の promp_tusr用意がある」

からの借用語ですが， 後者は promor取り出すJ174 Jの語幹の pr加ー

にーt-usを付して作られた完了受動分調で，本promtusが期待されます

が，実際には[mt]に挿入音が入って promp_tusとなっています。 emp_ty
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1V. 音連続

(<古期英語画(et)tig) や英国の Southam~ton のような地名にも同種

の挿入音の pが観察されます。

この[mt]> [mpt]の過程を図で示してみましょう。 層での閉鎖が開放

されるのが遅れると挿入音の pが現れることが明らかになります。

m. i 
声帯の振動 一一→
口蓋帆の下げ 一一」
唇での閉鎖 一一斗

t 

歯(茎)での閉鎖 ←一一

ー争

m i 
-ーーーーーーー「

ーーーーーーー・ーー・4. . . . . 
+ . 
2 . . . . . 

t 

ギリシア文字のλとその名前である lambda(あるいは子音連続のは

じめが脱落した labda)は，へプライ文字の lamedに由来します。ギリ

シャ語では第二音節の音節核 eを失って末尾に aを加えましたが，こ

こにも明らかに[md]> [mbd]が観察されます。英語の bum~kin r田舎者」

は恐らくオランダ語の boomkenr小さな木」に由来しますので，ここに

は[肱]> [mpk]が見られます。 [mg]>[mbg]も存在する可能性があります。

[k][g]の前の[n]は後続の軟口蓋閉鎖音に同佑して[IJ]になってしまう

場合が多いのですが，ぞうはならないロシア語でも期待される挿入音の

[t]は筆者の知る限り実証されません。

4.2.3鼻音+流音

ギリシア神話のオリュンポスの神々はネクタルを飲み，アンプロシア

を食べて永遠の命を得ていました。アンプロシアは各国語に借用されて

いますが，もともとのギリシア語では ambrosiaと言います。佃lbrosia

は白lbrotosr不死の」の語幹細brot-に名調を作るーiaを付し， ti 

が硬口蓋イじの結果 siに変わることによって作られており，後者はさら

に否定の al751 と‘mr-ot-osr死すべき」に分かちえます。つまり活ー
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mrotosが挿入音の bを獲得して 担brotosとなり，さらに叩brosia

が作られたと考えられます。176)

英語の chamber，numberは古期フランス語からの借用語(現代フラン

ス語では chambrer部屋J，nombre r数J)ですが，これらはそれぞれラ

テン語の camera，numerusの第二音節の eが脱落した形に起因してい

ます。すなわちここにも[mr]> [mbr]が隠れています。 同じラテン語を

借用したドイツ語では K細血err部屋J， Num皿err番号」のように rの

前の eを失わず， bを挿入していないのと対照的です。 2.2.1に記した

スペイン語の hombrer人J(<叩omre<・homne<*hominem)も同様です。
このような[mr]> [mbr]の過程を図示してみましょう。 rの調音が開

始される前に口蓋帆を上げてしまうと， 挿入音の bが生じます。

E : r 
声帯の振動

口蓋帆の下げ 一一→

唇での閉鎖 一一一→
歯茎での舌先の顛動 」一一

ー争

E 

+ 

-
+ 

r 

[m1]>[mb1]はギリシア語の amb1usr鈍しリ(<事担1US177))や今日の

英語の tremb1e，フランス語 tremb1err震えるJ(<俗ラテン事trem(u)-

1are<ラテン tremu1us<tremo rゆれるJ， Cf. tremor) ，あるいは英

assemb1e，仏 assemb1err寄せ集めるJ (<俗ラ assimu1are r一緒に

するJ)，英 humb1e，仏 humb1erへりくだったJ (<humi1is r低いJ)

などに現れています。英語の mumb1e(mum +ー1e)や nimb1e(Cf.古期

英語 name1)，thimb1e (Cf.古期英語 thYme1)などにも同様の挿入音の

bが綴られています。また現代英語でも同様の現象が family[f担a1i]

→[f釦li]→[f;担Ib1i] (米音)や chimneyの異イじした chim1ey(2.2.1) 

[tIim1i]→[tIimb1i] (米音)などに見られます。
[nr] > [ndr]も頻繁に生じます。ギリシア語の叩err人J178)の属格

213 



IV.音連続

の形には摩叩rosが期待されますが， 実際には nrに dが挿入されて

叩drosとなっています。 斜格の語幹組合ーから例えば androidのよ

うな合成語や佃drew，Alexander(原意は「守る人j)といった人名が作ら

れています。英語の thunder(<古期英語 thunor)や， Henryに対して

の Hendrickや Hendrixにも同様の挿入音が綴られています。 フラン

ス語の cendrer灰」は俗ラテン語の cinere(ラテン語 cinis，ciner-) 

に由来し，シャルル・ベローがこの語から作った Cendrillonは英語の

Cinderellaを経由して日本語に入っています。 179lvenirr来る」の未

来形が jeviendraiとなることなども同様の現象の現れです。

[nl]>[ntl]はドイツ語の eigen!_lichr本来のj，offentlich r公のj，

ordentlich r正規の」に明瞭に現れています。これらは Eigen，offen， 

Ordenに接尾辞 -lichを加えて作られており， 中高ドイツ語までは t

が書かれませんでした。

4.2.4流音と摩擦音

Kenyon雌nott(1953:xl v)によると，英語では例えば healthにおける

[lO]という子音連続が，挿入音の[t]を伴って[HO]と発音され得ること

や， falseの[ls]が[Hs]と発音されることがあり，結果的にfaultsと

区別されないこと，同様に feels[lz]と fields[ldz]が区別されないこ

と，あるいは[り]が[HJ]と発音され， これによって We当h~Wehhの
ように両方のスペリングを持つ語まで存在していること， bu.!Keの語末
の部分は[ld3]とも[l3]とも発音され得ることなどが報告されています。

また a斗 thewayに生じる子音連続[ldHま[ldd]と発音しでもかまわな

いことでしょう。 これらは歯茎側音の[l]に[O][d][s][z][I][3]が後続

するとき， わたりに[l]と同器官的閉鎖音の[t][d]が挿入されやすいこ

とを示しています。ドイツ語の Halsr首j，als r"，としてj，Pils rピ

ルゼンビールj(結果的に Pilzrきのこ」と同じ発音)， falsch r間違つ
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4. 音の挿入

た」などにも，明かな挿入音の[t]が聞かれます。

これらの例に現れる挿入音の説明は上記の場合よりも困難です。日s]

を代表的ケースとして説明を試みてみましょう。 [1]を発音していると

き，舌先は上顎の歯茎に密着し，その両脇(舌端)は下がって両脇の歯

茎との間隔を保っています。 この状態から次の[s]に移るためには，舌

先を若干下げて歯茎との聞に狭めを構成するのと，舌端を逆に上げ，呼

気が脇から逃げるのを阻止するという複雑な動きを強いられることにな

ります。日]の調音での舌先と歯茎との接触がまだ保持されている状態

で，次に発される[s]の準備のため， 舌端と上顎の両脇の歯茎との隙聞

を早まって閉じてしまうと， 挿入音の[t]が瞬間的に調音されます。

声帯の振動
舌先と歯茎との密着
舌先と歯茎との間隔
舌端と脇歯茎との密着
舌端と脇歯茎との間隔

s s 

一号砂

筆者の調べた限りでは[rs]> [rts]のような発達を示す例は見つかり

ませんでした。

4.2.5摩擦音と流音

英独露語の sister，Schwester， cecTPaなどには tが現れています

が，これらと意味も起源も同じラテン語の soror(<本sosor，ロタシズ

ム， 1.1.1及び註88参照)や，その末商である仏伊語の soeur，sore 11 a， 

サンスクリットの svasar-，リトアニア語の sesuo(語幹 seser-)など

には tが見られません。英独露語の基となった形である乍(w)esrーの

下線部の[sr]が挿入音の[t]を得て[str]となったと考えられます。 18日}
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N. 音連続

英語の tapes主ryは古期フランス語の tapisser旬に，釦cesterは

古期フランス語の ancestreを介してラテン語の antecessorem(対格)

に遡り，下線部 tは挿入音です。 s主re個， Eas!.erの下線部も同様です。

[sr] >[str]によって，フランス語のむre"be"や connaitrei知っ

ている」の tも説明されます。すなわちこれらは古期フランス語でそれ

ぞれ estre，conoistreであり，さらに俗ラテン語の‘ess(e)reI81】と

‘conosre(<:*conosc(e)re<:ラテン語 co(g)noscoi私は認識するJ)に遡

るため上と同じように[sr]が挿入音を拾って[str]となったのち， 4.1.2 

に記したように[s]が削除されたとみなすことができます。 182)

ロシア語の B-cIPeT-HTbi会う」やチェコ語の s主ret-noutse i出会

う」の語根を古代教会スラプ語の C"，p1;CTH i出会うJ (語幹 s'bret-) 

と比べてみれば，下線部が挿入音であることが分かります。チェコ語の

stfibro i銀」や stredar水曜日J(Cf.ロシア語 cepe6poi銀J，cpel{a 

「水曜日J)も同様です。

このような[sr]>[str]の過程はこれまで述べたような調音のタイム

ラグでは説明できません。 Hock(1991:119)は歯茎顛動音の[r]が直前に

短い閉鎖を必要とすることにその原因を求めています。

舌先と歯茎の接近
S i 

--ーーー「

r s ! t ! 
--聞ーーーーー"i : 

ーヨ， ←一一一一ーォ

r 

(舌先と歯茎との瞬間的密着)
声帯の振動
舌先の顛動

トーーーーーーーーーー-

f一一一一
J-ーーーーー・

トーーーーーーーーーーー

[sl]>[stl]というかつて行われた挿入音も，例えば英語の whistle

(<:古期英語(h)wislian)に見られます。しかしこの変他は上記の[sr]> 

[str]ほど頻繁には現れません。
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4.音の挿入

4.2.6流音+流音

日r]という連続は発音がかなり難しく，先行音と同じ調音点を持つ閉

鎖音を挿入音として獲得し， [ldr]となることがあります。

この過程はラテン語の cellarium を借用したオランダ語が kelder

「地下室」となっていることに現れています。ラテン語の下線部 [la:r]

が長短の対立を失い，無アクセント母音の脱落によって[lr]となり，こ

の状態を借用したオランダ語で [lr]> [ldr]のように挿入音を獲得し，
さらに複雑な子音連続を回避するために挿入母音を獲得して現在の形が

生じたとみなされます。この挿入音を得ずに挿入母音のみを獲得した英

cellar，独 Keller，仏 cellier等を参照して下さい。

また，フランス語はかつて同様の過程を経験したと考えられます。例

えば， vaudrai i私は値するだろうJ(<valdrai <valrai)， faudraiせね

ばなるまいJ(<faldra<fallra)， absoudre i過ちを許すJ(<absoldre 

< abso 1 re < abso 1 vre ) ， poudre i粉J (<poldre<polre<ラテン語

pulverem)など。[lr]が挿入音を獲得して[ldr]となった後に， 1.4.6 

に記した日]の母音化が生じ，さらに1.2.3.2に記した母音の融合が起こ

って現在の形が作られています。また，最後の例から英語に借用された

のが powderです。

[r日という連続は比較的発音が容易なためこのような挿入音を生じる

ことはないようです。
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第V章 日本人特有の難点、

すでに序章にも記したように，一般に外国語の発音を学ぶ際に，越え

なければならないバリアには，母国語に全くない新たな音を習得するこ

とと，母国語での癖を外国語にまで持ち越さないことの二種があります。

わが国の外国語教育では，もっぱら前者の難点にばかり目が行ってしま

い，克服がより困難な後者の難点に的確な注意が払われていないことが

大きな欠陥と思われます。ここでは前者のような難点についても言及し

つつ，主に後者のような日本語を母語とするがゆえに生じることのある

外国語発音習得上の難点を整理しておきます。個々の音，あるいは音連

続についての説明は省略したので，適宜I-N章の該当項目を参照して

下さい。

1.子音の難点

1.1日本語の子音の特色

日本語で用いられているのは主として次のような子音です。すなわち

閉鎖音にはパ，パ，タ，ダ，カ，ガの初頭の[p][b][t][d][k][g]，摩擦

音にはフ，サ，シ，ヒ，ハの初頭の [~][s][ç][c ][h]，鼻音にはマ，ナ，

ニャ，ガ(語中の場合)の初頭の[m][n][Jl][O]，及びパンの末尾の[N]，

流音にはラ行子音の [r]，あるいは場合によって[(1.]や[1]，いわゆる半
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V. 日本人特有の難点

母音にはヤとワの子音である[j][lf]などがあります。また，ザ，ジの子

音部は場合によって摩擦音の[z][平]とも，破擦音の[dz][d平]とも発音さ

れますし， 母音にはさまれたパ，ダ，ガの子音は摩擦音の[s][d][y]の

ように発音されることもあります。

日本人が英独仏露語などの外国語を学ぶ際に，日本語に存在しない子

音を学ばねばならないことは確かですが，日本人にとってより困難なの

は染み着いてしまっている日本語の癖による様々な誤りからの脱皮です。

以下に記すのは，その最も典型的な例です。ご自分の日本語での発音を

反省しながらお読み下さい。

1.1.1フの子音

日本語のフの子音は[h]のこともありますが， 恐らくより頻繁なのは

上下の唇の聞のわずかな隙聞を強い呼気が通ることによって生ずる両層

摩擦音[t](II .2.3.1)です。日本人は英独仏露語などの唇歯摩擦音[f]を

このような[t]で代替してしまう困った傾向を持っています。 この代替

は耳障りであるばかりか， [f]の有声音である[v]を獲得する上でも，ロ

シア語などの硬口蓋イじした[fj ]を獲得する上でも，また次に記すように，

間接的に[h][f][x]などの混同をまねき， コミュニケーシヨンの上でも

非常に大きな障害となる可能性があるので，これらの外国語を読んだり

話したりする際には[t]を用いてはいけません。 日本人が[f]や[v]を発

音しようとする際に犯す典型的な誤りと，その矯正法の試案はII.2.3.2 

に記してありますので参照して下さい。

さらに， [f]ばかりでなく，日本人の耳にフのように聞こえる他の音，

例えば英語やドイツ語などに現れる[h]，あるいはドイツ語の[X]やロシ

ア語の[x]までも[t]と発音してしまう日本人外国語学習者も多数に上り

ます。日本語をローマ字書きするときにフを huとも fuとも書くこと

もこのような混同をまねく一因になっているようです。 このように[f]
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1.子音の難点

[x] [X] [h]のすべてを[t]と発音する困った人が外国語を話すと，例えば，

英語の foodと hood，ドイツ語の Hofi中庭，宮廷」と hochi高いJ， 

Fund i発見(物)Jと Hundi犬J，ロシア語の JCYTOPi農場」と付TOP

「鍵穴カバーJ，CTYll白TOs[-af]i学生J(複数属格)と cηn白Tax[-ax](複

数前置格)などの差異が全くわからなくなってしまい，意志疎通に大き

な支障をきたすことになります。

さらに悲劇的な場合として，フを思い起こさせるような子音すべてを

過剰矯正(hypercorrection)によって[f]としてしまうようなまちがいも

耳にすることがあります。かつて英語の what[wot](英音)， [釦t](米音)

を fatのように[fat]と発音する日本人(教師)に出くわしてとまどった

ことがありますが，普通[hw]と記される[叫 (11.2.3.13)は[tw]と同じ

ですから日本人にはフの子音を連想させ，その人は無意識のうちに日本

語のフの子音[t]を避けて[f]を用いたのです。この人はまた日本語のア

を連想させる恐らく米音の[α]をも同様の過剰矯正によって[a]に置き換

えています。 whatの初頭音は[w]で、全くかまわないのですから，上記の

ような誤りの原因となる[hw](正確には[叫)のようなめずらしい音は一

般の日本人に教える必要などないでしょう。註36を参照。

1.1.2鼻音の混同

英語とドイツ語にある鼻音は [m][n][I)]，フランス語では [m][n] [Jl]， 

ロシア語では硬口蓋化音(軟音)を無視すれば[m][n]だけであり，一方

日本語(標準語)には母音の前で[m][n] [Jl] [1)]の4つの鼻音があります

から，一見すると日本人にとって英独仏露語の鼻音の習得は簡単に思え

ます。ところがここに大きな難点が隠されているのです。

まずは母音の前にある鼻音について述べると， [m] [n] [Jl]はそれぞれ

マ，ナ，ニヤの子音ですから，どの地方の出身であれ，日本人は全く問

題なく発音できます。 いわゆる鼻濁音[1)]は標準的には語中のガ行の子
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V.日本人特有の難点

音として現れますが，地方によって，あるいは年代によってこの音を用

いない日本人も多く， このような人は英語やドイツ語のように[rJ]を持

つ言語を学ぶ場合には新たに[rJ]を習得する必要があります。 この点お

よび[rJg]との混同などについて詳しくは11.2.2.1を参照。

国つ書A

[rJ]よりもはるかに大きな問題は，国語学で「擾音」と呼ばれる日本

語の母音の後の鼻音，すなわち「ン」によって生じます。ローマ字書き

ではンを nとしますから，ンは[n]を表すと誤解している人が非常に多

く，この誤解によって日本人が話す外国語には多くの鼻音のまちがいが

生じます。以下に示すように日本語ではンは何と約10種類もの具現形を

持っているのです。

ンに閉鎖音，鼻(音化閉鎖)音および破擦音が後続するときにはンは

その後続音の調音位置に同佑します。アンパンやアンマ(按摩)のンは

両唇音の[m]，アンタやアンナ，サンザイ(散財)は歯茎音の[n]，ハン

カチやアとガイ(案外)は軟口蓋音の[rJ]，ラとチキサワギ(乱痴気騒ぎ)， 

ハとニン(犯人)は硬口蓋音の[Jl]，あるいはそれより少し前寄りの[ni]

です。このような後続閉鎖音などへの鼻音の調音点の同佑は言語の別を

間わず多かれ少なかれ観察され，例えば英語やドイツ語にもしばしば生

じます。詳しくはIV.1.2.2.2を参照。

母音と半母音，および摩擦音の前では，ンは口腔内での閉鎖を持たな

い鼻音，すなわち鼻母音として実現されています。例えば，筆者の発音

では，ダンアツ(弾圧)の下線部は[る]，ヒンイ(品位)は[i]，アンウ

ン(暗雲)は[面]，センエン(千円)は[e]， ハンオン(半音)は[j]あるい

は[面]となり， ンは後続母音が狭い場合にはそれとほぼ同じ，あるいは

いくぶんか中央寄りの母音の，広い場合にはそれを狭くした母音の，後

続母音が円層母音の時にはその円唇性を失った母音の，それぞれ鼻母音

となっています。半母音の場合でも，パンヤ(パン屋)は[i]，デンワ

(電話)は[極]のように，ンは後続する半母音とほぼ同じ母音から作られ
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1.子音の難点

た鼻母音です。ハ行の子音もそれに続く母音とほとんど同じ口の構えで

発音されますから，ハ行音の前のンは母音の場合に準じます:例えばシ

ンへーケモノガタリ(新平家物語)では[e]。また，フランスやデンシャ

(電車)のように[s][c]の前ではンは[I]と発音されています。下に記す

ように，このような癖を外国語にも持ち越すために，日本人の外国語は

変なのですが，また逆にこれらの例語の下線部の鼻母音は外国人の日本

語学習者にとっては非常に発音困難で， しばしば[n]で代替しようとし

て，ダンナツ，ヒンニ，アンヌン，センネン，ハンノン，パンニャとな

ってしまいます。 183)111.4.1を参照のこと。

ホン(本)のように語末のンは口蓋垂鼻音[N]，あるいはその軟口蓋後

方での閉鎖が不完全なバリアントとなるのが標準的とされ，後者は[y]

と記すことができます。この位置でのンは非常に許容度が広く，たとえ

[n] [m] [lJ]やさまざまな鼻母音として発音しても意志の疎通には問題を

生じません。

以上より，ンは閉鎖音や破擦音の前では[m][n] [Jl] [lJ]のような鼻音他

閉鎖音として， 母音や摩擦音の前では[i][i][ui][e][a]などのような鼻

母音として，後続音がない場合には[N]あるいはげ]としてそれぞれ発音

されており，結局このようなンの音価を数え上げれば10種類以上あるわ

けですが，日本語を母国語とし，音声学的鍛錬を受けていない人はンの

これらの差異を無視することに慣れてしまっています。北島三郎は「与

{乍」を歌うときに「トントントン」の下線部を全て[m]と発音しますが，

これは歌謡界ではンを[m]と発音するように指導されるからのようです。

この奇異な現象を普通の日本人は気付かないわけで，これも日本語を母

国語とする人がいかにンの音価に無頓着であるかを示す一例と言えるで

しょう。また，数年前，この章の原案である教室配布の資料を作成して

いた当時，何気なしにテレビを付けたら某国営放送の英語の番組の放映

中で，講師のTさんは showthe!!! upという表現を視聴者に印象づけよ
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うと， 下線部を何度も[る]と発音していました。 Tさんは隣にいるネイ

ティヴ・スビーカーの発音を何回聞いてもご自分の犯している誤りに気

付かないわけで，彼は残念ながら外国語教師としては失格と言わざるを

えません。遺憾ながら，これがわが国の外国語教育の実状なのです。

したがって，何語であれ日本人が外国語を学ぶ際には，該当言語で母

音の後に立ちうる鼻音を色々な音声環境の中で発音し分ける執劫な訓練

が必要です。

語末では英独仏露語のすべてが問題になります。例えば次のような語

の末尾の鼻音[m][n] [Jl] [fJ]などを正確に発音する訓練を怠らないで下さ

い:英語 To!!!，tO!!， to堕;ドイツ語 Se!!!i (ノアの息子)セムj，Se旦

「酪農家j，seng iあぶりなさいj ;フランス語 cameiカムj，cane i雌

あひるj，ca担ei高等師範学校への受験準備学級j ;ロシア語 ceMiさ

てそろそろやるかj，CeMh i 7 j， ceH i干し草j (複数属格)， ceHh i陰」

など。特に，この位置では[n]が[N]あるいは[y]となりやすく，また[m]

[fJ]の後には不要な母音ウが， [Jl]や[nj][mj]の後にはイが付け加えられ

やすい傾向があります。

語末あるいは形態素末の鼻音に，母音や半母音ではじまる別な語や形

態素が続くとき，その鼻音を鼻母音として発音してしまうような誤りも

多発します。次のような例で練習して下さい:英語 Tomate it， a ton 

of rice， i!! your eyes， tOQg a piece of ice ; ドイツ語 aneinander

[1án1~In1andRJ iお互いに接して」， qAbend[am74:bqt]~[am74:b甲t]

「夕方にj，fan_g_ an[fafJ1釦]iはじめなさいj; フランス語 ledouxiらme

avril i 4月12日j，Je crains qu' il ne vienne ici. i彼がここへ来

なければよいのだがj;ロシア語 HaM即時peCHOi我々にはおもしろいj，

BoceMh a町O6YCOBiノtス8台j，HB~ }面白OBHq(人名)， oqe邑即時前CHO

「とてもおもしろい」。ンは[n]であるという誤解から，特に[n]の位置で

鼻母音が出やすい傾向があります。また，この位置での鼻音化閉鎖音を

正確に発音しようとすると，その後には余計な母音ウが挿入されがちで
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す。このようなまちがいを回避するには，ドイツ語のように声門閉鎖音

[1]( 11 .2.1.5)が挿入される場合を除いて，このような鼻音は後続の母

音と続けて(フランス語学で言うアンシェヌマン)発音すればよいのです。

同様に，摩擦音の前でも特に[n]を鼻母音として発音してしまったり，

鼻音の後に不必要な母音を加えてしまうまちがいが頻発します。次のよ

うな例語で練習して下さい:英語 so!!!ething，mogth， songs;ドイツ語

句schreibeni書き直すj，erstens i第一にj，Fruli堕slufti春風j ; 

フランス語 Ma femme sais i私の妻は知っているj ， Je ne sais pas 

「私は知らないj ， c掴 pa盟escientifique i研究旅行j ;ロシア語 MXH

「はえj (複数)， SOCeMb ceKYHil i 8秒j，H!!_CTHTYT i研究所，単科大学j，

的eHbxopomo i大変よろしい」など。このようなまちがいを回避する一

つの方法として，N.4.2.1に記したような，鼻音と摩擦音の聞に生じる

ことのある挿入音を逆に利用すること，すなわち，例えば some生ing，

mo旦!:!， so堕Eの下線部[mO][nO][lJz]を意識的に [mpO][ntO] [lJgz]と発

音してしまうことが考えられます。同様に，上記の他の例に生じる[mJ]

[ns][lJs][ms][ps][mx][mjsj][njx]も，鼻音の後に調音点の同じ閉鎖音

を意図的に伴わせて [mpI][nts][lJks][mps][pcs][mpx][mjpjsj][njtjx]

のように発音してしまってかまいません。もちろん挿入閉鎖音は弱く言

うべきですが，こうすれば該当鼻音は，あってもなくともかまわない調

音点の同じ後続閉鎖音によっていわば支えられることになり，日本人で

もこの位置での正確な鼻音の発音ができるようになると思います。

閉鎖音，破擦音，鼻音の前での鼻音について問題となるのは実質的に

ロシア語だけで， そこでは[n]が驚くことには][g]の前にも用いられて

います。 11.2.2.1にも記したように，日本語を含めてほとんどの言語に

おいてこの位置での鼻音他閉鎖音は次の軟口蓋閉鎖音などに調音点を同

他 (N.1.2.2.2)して[IJ]となります。日本語のタとク[IJ]，英語の tank

[IJ]とロシア語の Tel!!K [n]，あるいは日本語のパとク[IJ]，英語の bank

[IJ]とロシア語の 6a!!_K[n]などを対照して練習しなければなりません。
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し1.3有声閉鎖音と摩擦音の混同

英独仏露語などにある有声の閉鎖音は[b][d][g]だけであり，これら

はそれぞれ日本語のパ，ダ，ガの初頭の音と同一，あるいは非常に似て

いますから，原則的には日本人にとってこれらの音を発音するのは簡単

なはずです。しかし， 11.2.1.1にも触れたように，日本語では特にこれ

らの音が母音の聞に位置すると，閉鎖が不完全になり，結果としてスペ

イン語やポルトガル語におけるようにこれらを対応の摩擦音 [s][d][y] 

にしてしまう現象がしばしば生じます。この現象が生じる要因について

はN.1.4.2を参照。 [d]が現れるのは一部の方言に限られるようですが，

特に[s]と[y]はかなり頻繁に耳にします。このような習慣を英独仏露語

などにまで持ち込んでしまうのも日本人学習者，あるいは教師に非常に

多いまちがいの一つです。

母音閣の [b][g]を [s][y]に摩擦音他してしまうまちがいが生じや

すい場合として，以下のような例をあげておきましょう:英語 fiber， 

rig:orous ;ドイツ語 oberr上のJ， Lag:e r場所J ;フランス語 mobil 

「動く J， eleg;卸cer優雅J ;ロシア語 060聞 er私についてJ， KHH!:a 

「本」など。 これらの言語を学ぶ際には，日本語では母音聞の有声の閉

鎖音がややもすると摩擦音イじすることがあることを認識して，閉鎖をき

ちんと作るように注意する必要があります。このような位置でどうして

もそのような摩擦音を発する癖が抜けないようならば，該当子音の前に

「ツ」があるつもりで言ってみればよいかもしれません。このようにすれ

ば該当子音は長くなりますが，必ず閉鎖音として発音されるようになり

ます。このようにして閉鎖音を正確に発音する訓練をし，徐々に閉鎖を

短くして下さい。

有声閉鎖音を摩擦音とするまちがいと逆に，日本人は有声摩擦音を閉

鎖音にしてしまう誤謬もしばしば犯します。これに該当するのは有声の
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唇歯摩擦音[v]です。 [f]は何とか言えるのに，その有声の[v]が発音で

きない人が多いのは全く不思議です。日本語の癖として，語頭において

は閉鎖音の[b]が， 語中では[b]あるいは上記の[s]が発されやすくなり

ます。このような人に調音方法を「下唇をかむ」と指示しても，上の前

歯と下唇で完全に閉鎖を作ってしまう場合(この音を表すIPAの記号はあ

りません!)や，あるいは上の前歯に下唇の内側を触れさせた後に上唇

が下唇と閉鎖を作ってしまって， 結局[b]が発音されてしまう場合があ

ります。 [v]は摩擦音ですから「下唇をかむ」というよりも「下層を上

の歯に軽く当てて」息の流れを遮断しないように，さらに上唇を下唇に

接近させないため，にっこりするつもりで言うように指示すると効果が

あるようです。 II.2.3.2およびV.1.1.1も参照のこと。

1.1.4有声摩擦音と破擦音の混同

母音聞では上記の[s][y]{及び一部の方言中の[d])を簡単に発する人

がいるものの，一般に日本人にとって特に語頭においてそれ以外の有声

の摩擦音を発音することは非常に困難です。 そのうち[v]については上

に述べましたが，それ以外の有声摩擦音はその前に閉鎖を伴って，破擦

音として発音されてしまうことがあります。より正確に言うと，以下に

記すように日本語では有声摩擦音と有声破擦音との区別をしないのです。

日本語のサ，ス，セ，ソの初頭音[8]と，シ，シャ，シユ，ショの初

頭音[c]は当然ながらそれぞれ摩擦音ですが， その有声音であるはずの

ザ，ズ，ゼ，ゾおよびジ，ジャ，ジ、ユ，ジョの初頭音は環境によって二

種類の発音を持っています。ザンコク(残酷)，アンズ(杏)，オッズ，

あるいはジュース，カンジ(漢字)，ジヤツジのように語頭や， iン」

と「ツ」の後ではそれぞれ破擦音の [dz][匂](II.2.5.4)となるのが，

アザミ，カゼ(風)，あるいはカジ(火事)，タジヨウ(多情)のよう

に母音にはさまれたときには摩擦音の[z][?:]となるのがそれぞれ普通で
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す。前者の場合には，例えばセカイザンコクモノガタリ(世界残酷物語)

やオレンジ立とースのように，その前に母音があれば摩擦音の[z][討が

使われるようになりますし，後者の場合にも念入りな発音をしようとす

れば破擦音の [dz][d~] が現れます。何れにせよ日本語には[z] と [dz] ，

[平]と[匂]の区別が全くないのです。

一方，ツやチ，チャ，チュ，チヨの子音は破擦音[ts][tc](II.2.5.4)

ですが，その有声音であるはずのヅ，ヂ，ヂャ，ヂユ，ヂヨの子音部分

もそれぞれ二種類の発音を持っています。これらの文字は現代かな使い

ではほとんど用いらず，語頭では完全に用いられなくなりましたが，イ

ッポンヅリ(一本釣り)，キンヂサンシャ(禁治産者)184)のように母音

の後以外では[dz][d平]と，ミカ>jキ(三日月)，イレヂエ(入れ知恵)，ユ

ノミ芝主ワン(湯飲み茶碗)のように母音の後では[z][平]と発音される

のが普通です。後者の場合にも念入りな発音では[dz][匂]が現れます。

かつての日本語では，ズ，ジなどの子音部は摩擦音[z][平]を，ヅ，ヂ

などは破擦音[dz][d~] を表したのですが，今の標準語を含めた多くの方

言ではズとヅ，ジとヂは全く同音となってしまい，上記のように場合に

よって摩擦音と破擦音が現れ，われわれはそれらの区別を行っていませ

ん。 185】周知のように現代かな使いではもっぱらズ，ジが用いられます

が，それは同じ音を表す文字が二つある必要がないのでヅ，ヂの使用を

非常に限定したからです。したがって少なくとも現在の日本語に於いて

はズとヅ，ジとヂは単なる正書法上の違いでしかなく，例えば「気疲れ」

[ki(d)zmkale]をかなで書くと，キズカレかキヅカレか，あるいは「地

震J[匂iciN]はジシンかそれともヂシンかなどは記憶しておかねばなり

ません。書記法に語源あるいは語形成に関する配慮が現れていることも

あります(ツカレ→キヅカレ)が，チ(地)が揺れるのはヂシンではな

くてジシンと綴られるというアンバランスを呈しています。語頭ではヅ，

ヂを書かないことにしてしまったからです。

ズとヅ，ジとヂの発音を区別しないため，訓練なしにはまずほとんど

228 



1.子音の難点

の日本人にとって， [z]と[dz]， [平]と[d平]， および後者に類する[3]と

[d3]を聞き分けたり発音し分けたりすることが非常に困難です。上記の

ような事情から，日本人の発音では語頭などの母音に後続しないときに

は破擦音が，母音聞では摩擦音が生じやすく，したがって特に語頭の摩

擦音と，母音の後での破擦音を獲得し，どの位置でも両者を発音し分け

られるように練習を繰り返さなければなりません。母音の後の破擦音が

言いにくければ，その前に「ツ」があるつもりで言えば，閉鎖部は長く

なっても確実に破擦音が生じますので，この方法で獲得されると思いま

す。日本人にとって非常に困難なのが語頭などの摩擦音で，まずは無声

の[s]と[c]あるいは[J]を長く言う訓練をし， 途中か与声帯の振動を加

えて[z]や[平][3]を体得する方法しかなさそうです。

英独仏露語などのうち，摩擦音と破擦音との混同が最もコミュニケー

シヨンに支障を与える恐れがあるのは英語です。中学高校で六年間も英

語を学んでいるにも関わらず，例えば rose[z]とroads[dz]，pleasure 

[3]とple坐er[d3]をきちんと発音し分けられる大学生は恐ろしいこと

に非常にまれです。 また，今日のアメリカ英語では measureとmajor

は下線部の[3]と[d3]のみで区別されることもあります。 上記のような

日本語での癖を把握して，正確な発音の練習をすることを怠ってはなり

ません。

一方，ドイツ語とフランス語には[z]と[3]は頻繁に現れますが， [dz] 

[d3]は限られた外来語にしか現れません186)ので，両者の差異の重要度

は英語の場合に比べれば確かに低いと言えます。しかしやはりどの位置

でも[z]と[3]を発音できるように訓練が必要です。

ロシア語でも[z][3](正確には[3])は頻繁に生じるのに， [dz][d3] 

(正確には[d3])は限られた外来語にしか現れません。しかし aeTarロ

ーマ字の ZJ (単数属格):)laeTa rギリシア文字の吉J，説Hr妻J(複数

属格):脂OH(人名)のようにこのような摩擦音と破擦音が区別されると
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きがあり，加えて硬口蓋化したバリアントである[zj][3j ][djzj ][dj3j] 

もあるので正確な発音を心掛けねばなりません。

1.1.5声門閉鎖音の多用

すでに11.1.10，11.2.1.5に記したように，声帯はあたかも唇のよう

に二つの筋肉からできていて，両者を大きく開けて呼吸することもでき

ますし， いくぶんかせばめて呼気による摩擦音[h]を作り出すこともで

きます。両方の声帯を接近させてやると，呼気によって声帯自体が草笛

を吹くときのように振動して音を生じますが，これが声です。唇を閉じ

るように声帯を密着させてしまうと，肺からの空気が遮断され，一種の

閉鎖音が生じます。これが問題の声門閉鎖音であって[1]で記されます。

このような声門閉鎖音を日本人は多用します。 iアッア」のように複

数の母音を区切りながら言ったときに日本語は声門閉鎖音に対する表記

「ツ」を持ちます(ただし子音が後続する場合には「ツ」は後続子音が

長いことを表す)が，それ以外の位置ではこの音が表記されません。日

本語では母音で始まる単語の前には普通この音が現れるのに，ふつうの

日本人はこの音の存在さえ気付きません。

11.2.1.5にも記したように，声門閉鎖音はドイツ語では頻繁に用いら

れますが，仏露語などでは特に強調して言う場合以外は現れません。英

語では近年声門閉鎖音の使用頻度が高まっているようですが，それでも

日本語やドイツ語ほどは頻繁ではありません。したがって日本人は英仏

露語などの発音の際に，むやみに声門閉鎖音を出さないように訓練する

必要があります。特に母音で始まる語が母音で終わる語の後に位置する

ときと，語中でもアクセント母音の前に母音が先行するときに，この声

門閉鎖音が多く聞かれます。このように発音する人には，語または音節

を若干区切って明確にしているという意識があるようです。声門閉鎖音

はまさにこのような区切りの位置に現れますから，すなわち変に区切ろ
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うとせずに，ー続きに言おうとすればこの問題は解決するはずです。

例えば，以下のような場合に下線部の前に声門閉鎖音を発さないよう

に練習して下さい:英語 E釦Y旦thers，cOQPerate， ;フランス語 Moi

aussi r私もですJ， J' ai eu盟 billetr私はきっぷを持っていたJ， 

heroinefヒロインJ;ロシア語 m空間er窓(の前の台)の上にJ，Y Am倒

「アンナのところにJ， Hal.Ka r学問」など。

1.2英独仏露語の子音習得の難点

日本人が英独仏露語などのような外国語を学ぶ場合に，日本語に全く

ない子音はもちろん新たに習得せざるをえません。しかし，そのような

個々の音は比較的少数だと言えます。そのような子音は，英語について

は，大ざっぱに言って[f][v][9][d][J][1][l]ぐらいであり， ドイツ語

やフランス語，ロシア語を学ぶときに， これに[pf][x] [R] [H] [可][r]が

加わるくらいです。英語やドイツ語の無声閉鎖音に付随することのある

気音 (11.4.1)や，ロシア語などに生じる硬口蓋化 (II.4.3)あるいは

軟イじなども，しかるべく注意を怠らずに練習さえすれば必ず習得されま

す。詳しくはII章の該当箇所を参照。

このような全く新しい子音よりも，日本語に似て非なる音がある場合

や，日本語での無意識の癖に基づく難点のほうが克服がはるかに困難で

す。それらのうち主要なものはすでに上に記しました。それ以外にも例

えば[I][(d)3][W]の完全な習得が困難なことの一因は，これらがシ，ジ，

ワの子音と似ていることだと考えられますし，言い古されているLとR

の混同にしてもラ行の子音との類似がその原因であることは明らかです。

また，原則として日本語には子音の連続がないので，外国語を学ぶ際

には子音連続の発音練習も欠かせません。特に困難と思われるのは，子

音の連続の際に生じることのある同化 (IV.l)や異佑 (IV.2)，あるい

は鼻腔開放と側面開放のようなエコノミー (IV.1.4)，複雑な子音連続
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に生じることのある子音の脱落 (IV.3)，あるいは例えば[ns]が[nts]と

発音されることがあるような，子音連続への挿入音 (IV.4)などの諸現

象です。詳しくは該当の箇所を参照のこと。

2.母音の難点

2.1日本語の母音の特色

日本語の母音はアイウエオの五つであり， Trubetzkoyの指摘をまつ

までもなく，このような五母音の体系は世界の言語の中に非常に頻繁に，

恐らく最も一般的に現れます。今のイタリア語とフランス語は変容を受

けてしまいましたが，これらの起源であるラテン語は五母音(およびそ

れらの長短)を持っていましたし，その末脅のうちでもスペイン語は母

音の長短の対立を失っただけです。チェコ語，ポーランド語(鼻母音を

除く)，セルピア・クロアチア語のようなスラプ諸語でも五母音が基本

ですし，強勢音節で音声学的に六母音を区別するロシア語でも，それら

のうち HhI の二つは先行する子音が硬口蓋化しているか否かで使い分

けられており，音頭論的には母音の数はやはり五つとみなされます。こ

れら以外にも非常に多くの言語が五母音の体系を持っています。

このように日本語の母音体系は確かに非常に一般的なのですが，残念

なことに，だからといって日本語の母音がすべて一般的というわけでは

ないのです。 特に母音のウは他の言語に頻繁に用いられる[u]などとは

非常に異なっており，後者の母音を持つ外国語を学ぶ場合には両者の差

に最大限の注意を払わねばなりません。また日本語で頻繁に生じる母音

の無声他と呼ばれる現象を外国語にも持ち越す誤りや，あるいは日本人

が持っている母音などの長さについての認識が外国語にも通用すると勘

違いすることによる誤りなども頻発します。以下ではこれらの点につい

て記します。また，日本語のアクセントについても付け加えておきます。
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2.1.1ウ

日本語の母音のうちイエアオの四つは，世界の言語の中で非常に頻繁

に用いられている母音にほぼ一致します。すなわちイはIII.3.1.1以下に

記した Jonesの第一基本母音の第一番[i]に相当近く，エは第二，第三

番[e][ε]の，アは第四，第五番[a][α]の，オは第六，第七番[:>][0]のそ

れぞれほぽ中間に位置し，あるいはそれらを場合によって使い分けてい

ます。これらの四つの母音は，例えばスペイン語，ロシア語，チェコ語，

ポーランド語，セルピア・クロアチア語などに恐らくそのまま使用でき，

またドイツ語の Tierr動物j，~ssen r食べるj，Dach r屋根j，Ort r場

所」の下線部は，それぞれ仮名書きしたイー，エ，ア，オと非常によく

似ており，実際にそのような発音をしたとしてもコミュニケーション上

の問題を生じることはまず絶対にないでしょう。

このように，外国語にも日本語のイエアオを適応できる場合があるの

ですが，残りの母音ウに関しては事情は全く違います。標準的発音にお

ける日本語のウの音価は，普通は第二基本母音の 16番[田](III .3.2.8)， 

あるいは中央寄りのしるし["]や前よりのしるし[]を付けて[曲]や[m]と

記されます。最近ではこれにわずかな円層化を伴うことも多く，またほ

とんど中舌母音とみなすことができるほど前寄りとなることもあり，こ

のような母音は，私見では基本母音の 18番[u](III.3.3.2)に円層佑を

抑える記号[<]を付した[u]と記すのがよいと思っています。

いずれにせよ，このようなウは非常に珍しい母音であり，この音をロ

ーマ字書きするときに uとする連想もあって，ウが[u]に等しいと勘違

いしてしまうまちがいが非常に多いのです。

ドイツ語の @tr良い」やフランス語の beaucouprたくさんj，ある

いはロシア語のTy_Trここに」の下線部は基本母音8番[u](III.3.1.8) 

に非常に近く，舌の位置は後舌の狭母音のほぼ限界の位置にまで達して

いて，かつ激しく円唇イじされています。 英語の例えば soonや twoに
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生じる母音は普通は[u:]のように記されていますが，上記のような純粋

な[u]よりもかなり緊張が弛緩していて， 調音点はわずかに下寄り，中

央寄りで，層の丸めも少し緩やかです。また，わずかに二重母音佑して

[O!!]のように終わりに向かって緊張がだんだんに大きくなっていくこと

も多く，特に語末ではこの傾向が顕著です。 イタリア語やスペイン語，

チェコ語やポーランド語，セルピア・クロアチア語などに現れる類似の

母音も一般に同じく [u]と記されます。このような外国語に生じる [u]，

あるいはその変種を日本語のウで代替することは不可能であり，上記の

ような外国語を学ぶ際には， 必ず[u]の発音を然るべき方法で練習しな

ければなりません。

このような[u]を日本人学習者に獲得させるために，ウを層を丸めて

発音するようにと指導することが多いですが，これによって得られる母

音は厳密には[u]ではなく，それよりもかなり前寄りの[u]，あるいは中

舌母音の[11]となってしまって， 少なくとも上記のような外国語にこの

ような母音を用いるわけにはいきません。したがって，一般に指示され

るように唇を激しく丸めるだけでなく，前舌面と硬口蓋との間隔を大き

く保ちながら，舌の位置を日本語では用いていない，母音として最も後

ろの最高部に持って行く訓練が必要になります。そのためには，日本語

のウを発音している状態よりも，下あごを逆にいくぶんか下げ，上下の

前歯の間隔もいくらか聞けるべきで，むしろ唇を激しく丸めた[0]から，

ほんの少しだけ下あごを上げ，唇をいっそう激しく丸めるようにする練

習法がょいと思います。また，唇を丸めるとは言っても，ひょっとこの

お面のように不自然に唇を突き出す必要はありません。適切に唇を丸め

るためには，唇の両端を正中部に向かって引き寄せる運動が重要です。

また，英語の P!!tやドイツ語の Mutteri母」の下線部は，普通の辞

書などでは簡略的に[u]と記されますが，これは不正確です。 両者とも

IPAだと正確には[0](III .3.3.4)と記されます。 [0]は狭い[0](皿.3.1.7)

を中央寄りにした[o]とほぼ同じですから， [0]を発音しながら緊張を少
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し緩めればわりと簡単に得られます。もちろんこの母音もウで代用する

わけにはいきません。

2.1.2母音の無声他

日本語の音節は原則としてすべて母音を含み，ンに終わる場合を除い

てすべて母音に終わる(開音節 opensyllable)ことになっています。母

音の前に付属し得る子音は一つに限られ， 187)したがって子音の連続は

ありえないはずですが，実際はそれに合わない現象も生じることがあり

ます。その代表的ケースがここに記す母音の無声佑で，これによって結

果的にはさまざまな子音の連続や，ン以外の子音に終わる音節(開音節

closed syllable)が生じます。

日本語では母音が弱まることがしばしばあり，例えば kutsushita(靴

下)， tsukue (机)， futon (布団)のように，特に/i/と/u/が無声子音

の聞に位置するとき，声帯の振動が失われることがあります。 ashi(葦)， 

karasu (烏)， kyowaharedesu (今日は晴です)のように語末でも同様な

ことが起こり得ます。よりまれには， sekkaku(せっかく)， kokoro (心)，

katana (万)のようにその他の母音についても同様の現象が生じること

があります。このような現象は，N.1.1.2および町.1.4.5にも記したよ

うに，母音が前後にある無声子音，あるいは休止に同化して無声佑して

しまったと解釈され，一般に母音の無声化と呼ばれます。母音の無声イじ

が進んで，母音部に相当する部分が全くなくなってしまう，いわば母音

の脱落もしばしば生じ，これによって例えば[ktSFtp][tskR][+t判]の

ように[kts][ct][tsk][，tJのような子音連続が生じます。
すでに序章にも記したように，日本語でのこのような習慣をそのまま

外国語にまで持ち越すことによる誤りは日本人の外国語学習者に非常に

しばしば生じ，中学高校の英語教育を通して指摘されることがほとんど

全くないため，このようなまちがいに学習者ばかりか教師も気付いてい
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ないことが多く，例えば大学生になってから矯正を行おうとしても，こ

の癖からの脱却は非常に困難です。以下のような場合において母音を無

声他，あるいは脱落させないように細心の注意を払わねばなりません。

日本人が英独仏露語などの外国語の母音を無声化，あるいは脱落させ

てしまうまちがいを起こしやすいのは，無声子音にはさまれたイあるい

はウを連想させる母音[i][u][l][o]などであり，このような母音にアク

セントがないとき，また後続の無声子音の後に母音があるときに，この

ような現象が最も生じやすくなります。日本人の話す英語では上記のよ

うな音声環境にある[1]が最も問題です:Chicago， capi ta1， basically， 

beautifu1， particu1arity， discip1ineなど。 例えアクセント音節で

もpekoe，kickerなどに無声化・脱落を起こしてしまうことが観察され

ます。同様の条件で[jO]188)も無声他・脱落させがちです:occupation， 

rep!!tationなど。英語では上記のような音声環境に[0]はあまり生じな

いので， [0]の無声化・脱落の例は比較的まれですが， pressure cooker， 

sound footing， p1ay hookyなどのような連語では生じる可能性があり

ます。ドイツ語の[1][0]も同様です :historisch[hlsto:RII]r歴史的J，

K1assifikation [k1aslflkatsio:n] r分類J，typisch[ty:pII]r典型的J;

Kakt!!sse[kaktosa] rサボテンJ(複数)， P!!tzerei[potsaRaX]rクリーニ

ング庖J，F!!tur[fotú:~] r未来」など。また， u[v]にも気を付けねばな

りません:Ostseekuste [5stze:kvsta] r H.}レト海沿岸J， Berghutte 

[bÉ~khvta] r山小屋」など。 189)フランス語では英独露語などに比べる

とアクセントが顕著ではないので，恐らくほとんど全ての位置での無声

子音にはさまれたi[i]， ou[u]が無声化あるいは脱落を生じやすくなり

ます:institut[a!sV itjy] r研究所J， universite[ynjivEKsjite] r総

合大学J; ecouter[ekute] r聞く J，11s sont tous ici[i1sotusjisji] 

「彼らはみんなここにいます」など。 u[y]も日本人にウあるいはユを連

想させるので，無声イじ・脱落しやすくなります:chuter [J j yte] r転ぶJ，

tute11e[tjytE1] r保護」など。 19日}また e[a]も日本人にウを連想させ
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るので，同様の音環境では無声化あるいは脱落しやすいのですが， e[d] 

の無音佑あるいは脱落は実際のフランス語にもしばしば生じる(町.3.1)

ため，あまり問題になりません。ロシア語でも同様に無声子音にはさま

れたアクセントのない[1]や[u]を無声化・脱落させないように注意が必

要です:哩T白[tIJIta.ju] i私は読むJ，Y'l~T悶[仕tIJIttSd] i(彼・彼

女は)学ぶJ，YHHBepC~TéT [unJlvjlrsjltje・t]i総合大学J，即CT~TYT

[instJ Itu・t]i単科大学，研究所J; ciTYJlO[sutu.ld] i前かがみにJ， 

c~ecTBoBáHHe[suljljlstvavá.njljd] i存在J，IT，[TH[pUtji.] i道J(複

数)など。

2.1. 3母音の長さ

日本語は母音の長さに非常に敏感な言葉です。例えば， i正」と「彊

歌J，あるいは「エゴ」と「英語」を長音の記号を用いずにローマ字書

きすれば，それぞれ okaと ooka，egoと eego191)で，もちろん両者

のアクセントは違っていますが，われわれ日本人は両者の語頭にある母

音の長さの違いを簡単に識別し，後者の長さは前者の二倍であると分か

っています。これはわれわれ日本人が，音のある一定の時間的長さを一

つの単位として認識しているためで，そのひとつの単位のことを「拍」

あるいは「モーラJ(mora)と呼びます。

例えばドイツ語やラテン語，セルピア・クロアチア語などは母音の長

短を区別しますが，これらの言語で区別されるのは1拍と2拍だけです。

エストニア語は1拍から3拍までを区別すると言われ，恐らくこれ以上

の拍を区別する言語はないだろうと思われていますが，実は我々の母国

語である日本語はもっと多くの拍を区別しているのです。母音の場合に，

われわれが区別できるのは上記のような 1拍と2拍だけでなく， i大奥」

oooku， i大関山J(地名)oookayama， i塀へJheee， i永遠Jeeenでは3

拍， i鳳風Jhoooo， i東欧Jtoooo， i経営Jkeeee， i兵営Jheeeeでは4
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拍， r東欧をJtoooooや「経営へJkeeeeeでは5拍，さらに文中では
「お孝を大奥に上げるJokooooookuや「墓監査主周りになるJtoooooo 

のように6拍や「東欧をおおうJtoooooooや「鐘豊三塁国人を加える」

keeeeeeeのように7拍もきちんと区別され， さらには条件が整えばも

っと多くの同じ母音の連続も可能なことでしょう。

われわれが区別しているのは母音の長さだけではありません。パンや

アンナのようにンも一拍と数えられますし，バッターやカッパのように

実際には何の音も発されていない「ツ」だって立派に一拍と数えられて

います。 rツ」は次に来る子音を長く(すなわち一拍分の時間だけ)発

音することを示しています。日本語を仮名で書けば，このような一つの

拍が一つの文字にほぼ対応しています。その例外はチヨコレートやチェ

ス，あるいはパーティーのように「ツ」以外の小さく書かれる文字で，

下線部はもちろん一拍を成します。たとえ，上に記したような母音の無

声佑が生じても，ツクエやクツシタの母音のない下線部を，われわれは

きちんと一拍と認識しています。

このように我々日本人は音の長さに非常に，恐らく世界で最も敏感な

わけですが，一方我々が学ぶことの多い，英独仏露語などはこの点につ

いてはるかに鈍感であり，もともとこれらの言語を基礎にして作られた

IPAも音の長さを客観的に表すことが難しいという欠点を持っています。

IPAが用意している記号は長Oong)[:]と，半長(semi-long)[・]だけなの

です。これに付隠して日本人が外国語を学ぶ場合に問題なのは，何らか

の発音記号のあとに[:]が記されていると，その音は長<(すなわち日本

語流に2拍分の長さで)発音されるものと，あるいは[:]がなければその

音は短い(すなわち 1拍分)ものと，無意識のうちに思ってしまうこと

です。

この点で最も注意を要するのは英語です。英語のいわゆる長母音とい

うのはあくまでも音韻論的な呼称であって，実際の音の長さとは必ずし

も対応していないことを認識しなければなりません。普通，長短のベア
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とされるのは [i:]と[1]， [u:]と[δ]， [α: ]と[a]， [:>:]と [0](英音)/

[α](米音)， [a:]192) (英音)/[配](米音)と[a]ですが，これらのうち本

当に長短だけで区別されていると言えるのはイギリス英語の[a:]([3:]) 

と[a]だけであって，それ以外はむしろ音質によって区別されています。

特に一般の教科書や辞書などでは[1]を[i]， [0]を[U]，[0]を[:>]と略記

する記載法を採用しているため，これらと[i:][u:][:):]があたかも長さ

(すなわち 1拍対2拍)の違いであるかのように誤解している学習者が非

常に多いのです。確かにいわゆる長母音は相対的に長いのですが，その

長さは後続する音に依存して変佑します。 bitのように無声子音が後続

するときのいわゆる短母音の長さを 1とすると， bidのように有声子音

が後続するときには約1.7， beatのように無声子音が後続するときのい

わゆる長母音は1.6で， beeや bead のように語末あるいは有声子音が

後続するときには約3の長さになっています。 193)これを現行のIPAで

正確に表すのは無理ですが，敢えてそれを行えれば，半長[・]と長[:]を

用いて， bit[blt]一一bid[bI 'd]一一beat[bi.t]一一bead[bi:d]とでも

しなければなりません。 同様に，一般に短母音と扱われている[a]は無

声子音が後続するときには約2，有声子音が後続するときには約 2.5で

あって，これはむしろいわゆる長母音の長さに匹敵します。したがって，

慣用には反しますが， 例えば batは[ba.t]と， bad は[ba:d]のように

記されるべきであり，このように記されていれば日本人学習者もその長

さに注意を払うことになることと思います。このように複雑な英語の母

音の長短を，日本語の場合と同じように 1拍と2拍というふうに単純に

理解してはなりません。

一方，ドイツ語は日本語ほどではないにせよ，英仏露語などよりは音

の長さに敏感です。 bladrふとった」の[a:]と Blattr葉，一枚」の[a]，

Kahne r小舟J(複数)の[1:::]と kenner私は知っている」の[1::]とは長さ

だけで， [i:][I]， [e:][I::]， [0:][:)]， [u:][o]， [y:][y]， [o:][a]は音

質と長さの両方で区別されますが，音韻論的には長さだけの対立とみな
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すことができます。英語の場合と異なり，長母音はアクセント音節だけ

でなく，いくぶんか短縮されるものの，無アクセント音節にも現れます。

このようなドイツ語の母音の長短は英語の場合よりも日本語の母音の長

短(すなわち 1拍と2拍)に似ていると考えられ，また英語の[a]のよう

に長母音とほとんど同じ長さを持つ「短」母音もありませんから，日本

人としては[:]の付いたドイツ語の長い母音は2拍のつもりで， 短い母

音は一拍のつもりで発音することができます。したがってこの点ではド

イツ語は日本人にとって学びやすい言語のひとつと言えるでしょう。

フランス語やロシア語，あるいはイタリア語やスペイン語，ポーラン

ド語などには母音の長短の対立は存在しません。これらの言語で多少と

も長い母音が現れるのはアクセント音節，あるいは何らかの特別な音声

環境においてです。

フランス語では，アクセントを持つ位置，すなわち意味のまとまりを

成す語の連続(リズムグループ grouperythmiqueと呼ばれることもあ

ります)の最終音節において，次のような母音が長めに発音されます:

有声の摩擦音[v][Z][3][H][vH]の前の母音: Il part[ilpa:H] r彼は出

発するJ，C'est une chevre[sεVynle:vH] rこれはやぎです」など;子

音の前の[o][o][α][語][ie][o][o]: Elle est mince[Elεma:s] r彼女はす

らりとしているJ， Elle est gr叩 de[Eh:gKo:d] r彼女は背が高い」な

ど。これらの母音は意味上のまとまり(リズムグループ)の最終音節を

外れると短くなりますが，それでも通常の短母音よりはいくらか長いよ

うです:C' est une chevre noire [sεVynIE.vHan柏市]rこれは黒いや

ぎですJ， Elle est mince et grande [EIEm合segHo:d]r彼女はすらり

として背が高い」などを参照。 194)

ロシア語やポーランド語，あるいはスペイン語やイタリア語ではアク

セント母音が他の母音に比べて長めに発音されます。このようなアクセ

ント母音の長さはアクセントに付随して生じるので，一般にはその長音
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2.母音の難点

性を表示しないことも多いのですが，本書では学習者の注意を喚起する

ためにもこのようなアクセント母音の後にやや長いしるし[・]を加えて

あります。日本人がこれらの言語を学習する際には，アクセント母音を

2拍よりも少し短めのつもりで発音すればよいでしょう。

チェコ語やハンガリ一語はいつも第1音節にアクセントを持っていま

すが，アクセントの位置に関係なく長母音が現れます。セルピア・クロ

アチア語は複雑なアクセントを持ちますが，アクセント母音(および音

節を成す[~])，あるいはアクセント音節よりも後方にある母音が長くな

ることがあります。このような言語，あるいはドイツ語などに現れるア

クセント母音でない長母音というのは，例えば英米人やフランス人，あ

るいはロシア人などにとってはほとんど正確な習得が不可能とも言える

ほど困難なのですが，長さに敏感な日本語を母語とするわれわれには何

の問題もありません。これらの言語の母音の長短はドイツ語の場合と同

様に単純に 1拍と2拍のつもりで発音すればよいのです。

2.1.4アクセント

そもそもアクセントとは韻律的単位(多くの場合に語に一致)を構成

している複数の音節のうちの何らかの音節を，何らかの方法で際立たせ

ることであり，その際アクセントを表示するために用いられるのは，主

として強さ(stress)，高さ(pitch)，長さ(length， quantity)です。こ

れら三つの要素がさまざまに組合わさって該当言語のアクセントの性質

を作り上げます。

日本語にはこのような語の中のある音節だけを際立たせるという本来

的意味でのアクセントは存在していません。日本語の語を構成している

個々の音節，より正確には拍(あるいはモーラ)は高音域あるいは低音

域のいずれかに属していて，京ク，ワすさ7，ゲアヨガクのように語は独

自のいわばメロディーを持っています。このメロディーこそが日本語の
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いわゆる「アクセント」であって，韻律的なまとまりはいわば低音域と

高音域の組み合わせからできてきます。

英独仏露語など，わが国で広く学ばれている特にヨーロッパ系の言語

のアクセントは，韻律的単位の中のある音節を際立たせるというアクセ

ント本来の機能を持っています。

英独露語ではアクセント母音が強く，はっきりと発音される反面，無

アクセント音節の母音は弱くなる結果，付随的にその音質(quality)ま

で不明瞭になり，多くの場合に前後・上下両方の観点で調音点が中央に

寄って， [a](III.3.3.8)のようないわゆるあいまい母音に弱化(町.3.1)

し，ついには脱落することまであります。このようにこれらの言語では

語のアクセントを表示する主な手段は恐らく強さなのですが，例えば複

数の語を列挙して発音した場合に，そのアクセント母音は強く，はっき

りと，長めになるだけでなく，音程も高くもなるのが普通であり，アク

セント表示に高さも明らかに大きな役割を演じています。フランス語で

は強さアクセントは顕著ではありませんが，複数の語を列挙して発音し

た場合には，やはりアクセント音節であるそれぞれの語の最終音節が高

く発音されます。日本語にはアクセントのからみで何らかの母音が弱イじ

することはありませんし，長さ以外の語の韻律的特徴として用いられて

いるのは高さだけですから，上記のような英独仏露語などの単独語のア

クセント音節が高〈発音される現象から類推して，これらの言語を学ぶ

日本人はアクセント音節をいつでも高く発音するあやまりを頻発します。

しかし，文中ではこのようなアクセント音節はイントネーションの核に

なる可能性があるだけであって，場合によって上り調子にも，平坦にも，

下がり調子にもなるのです。例えば平叙文ではイントネーシヨンの核と

なる語のアクセント音節は急激な下がり調子になりますし，それ以外の

音節はアクセントを持つ持たないに関わらずほぽ平坦に発音されます。

顕著に上がり調子になるのは，疑問文のほか，節の終わりなどの意味的

な区切れにおいてであって，このような調子によって該当の文がまだそ
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の後に続くことを表示していると考えられます。イントネーションは各

国語によって様々ですから一概には言えませんが，結局のところ単語の

アクセント音節における高さあるいは調子はイントネーションによって

支配されており，英独仏露語などのアクセント音節を常に高く発音する

のは間違いです。

2.2英独仏露語の母音習得の難点

以下，英独仏露語の母音のうち日本人にとって苦手と思われるものを

列挙しておきます。詳細については主としてIII章の該当箇所を参照して

下さい。

英語の単母音のうち日本人が新たに習得する必要があると思われるの

は[a](III.3.3.6)と[a-](III.4.2)ぐらいであり，より困難なのは，日本語

にない区別，例えば[α:](III.3.1.5)と[-e](III.3.3.9， III.3.2.6[1I.]も参

照)，[i:](III.3.1.1)と[r](III.3.3.3)，[u:](III.3.1.8)と[0](III.3.3.4) 

だと思われます。また，二重母音の中でも特に[a，{][::l，{] [aQ] (あるいは

[aQ])は一般に二拍にしがちですから後要素を短く，弱くするよう注意

が必要です。また，日本語の書記法とからんで単なる長母音にしがちな

のが[e，{]と[OQ](米音)/[叩](英音)で，それぞれ長母音の[e:][o:]

にしないようにしなければなりません。これら以外に無アクセント母音

の弱他 (III.3.3.8，lV.3.1)も日本語には全くない現象ですから非常に

注意を要します。

日本人がドイツ語を学ぶときに出くわす新たな母音は[y](III.3.2.1)， 

[o] (阻.3.2.2)，[a](III.3.2.3)の3つですが，これらはしかるべく練習

すれば獲得されることでしょう。むしろ習得が厄介なのは日本語だと区

別しない[e:]と[E:]あるいは[E]， [0:]と[::l]， [i:]と[r]， [u:]と[0]で、

しよう。後者の二対は上記の英語の場合に準じます。二重母音[a，{][::JX] 

[aQ]も英語の場合に準じて二拍にしないように気をつけねばなりません。
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無アクセントの eの[a]への弱他，および/n，m， 1， r/の前での脱落

も必ず行うべきです。またどういう訳かわが国のドイツ語学習者はーer

と綴られる無アクセント音節の[~](III .3.3.8)をアメリカ英語に現れる

[3':](III.4.2)と発音するまちがいを多発しますが，後者のような珍しい

母音はドイツ語には全くないのですから，このような代用は絶対にやめ

なければなりません。

フランス語にはたくさんの母音があり，一見すると母音の習得に手間

取りそうですが，実はそれほど恐れる必要もありません。日本人にとっ

て全く新しい母音はドイツ語の場合と同じ[y][o][a]に鼻母音 (III.4.1)

が加わっただけであり，その鼻母音も一般に記される[a][5] [E] [a]が実

はそれぞれ[a][o] [a] [o]だと認識すれば英語の知識を持つものには割と

簡単に習得されることでしょう。日本語にはない区別にしても[e]と[E]，

[a]と[α]だけで，前者はドイツ語に準じ，後者に至つては今のパリを中

心としたフランス語では区別されていませんのであまり神経質になる必

要はありません。 III.3.1.4，3.1.5参照。

ロシア語の母音のうち日本人が新たに習得せざるをえないのは大ざっ

ぱに言ってbI[i ]とy[u]の二つだけで，それ以外は日本語の類似母音での

代替がほぼ可能ですから，母音に関する限り英独仏露語の中で日本人に

とって最も学びやすいのはロシア語だと言えます。ただし，無アクセン

ト母音の弱佑 (N.3.1)はかなり徹底して練習しなければなりません。
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序章発音習得の難点

1)ヘボン式ローマ字の「ヘボン」とは，創始者である JamesHepburnの名に由来す

るのですが，興味深いことに，同じ[hepba:nlあるいは[凶加:nl(米音)の名を持つ有

名女優の故 AudreyHepburn は「へップパーン」として定着しています。原音への近

さという観点からは恐らく「ヘボン」のほうが勝っています。

2)フランス語ではこのような音声環境の語の中には [nlはほとんど現れず，例えば

chance [J as 1 rチャンスJ， attention[atasj5l r注意Jのようにやはり鼻母音が出て
きます。したがって，この点では日本人にとってフランス語は英独露などより学びや

すいと言えそうです。しかし，例えば jene sais pas [33nSE凹1r私は知りません」
のような場合にはやはり同様の困難が生じます。

第I章発音のしくみ

3)ただし， ギターの弦の振動や音がだんだんに小さくなって行くことからもわかる

ように，現実の振動の多くは摩擦によって娠幅がだんだんに小さくなって行く，減衰

援動(dampedvibration)です。

4) 1気圧の空気中での音速は気温がtOCのとき331.5+0.6lt(m/s)で表され，例えば

気温160Cでなら約341(皿/s)，湿気を帯ひ・た呼気の中では約356(m/s)です。

5)本書の記載範囲の言語には用いられませんので詳しくは記しませんが， 世界の言

語の中には，呼気ではなく，吸気(inspiration)を用いて作られる音や，舌打ちのよ

うな「吸着音J(click)を言語音として用いている言語もあります。

6)喉頭の詳しい構造は次ページに示す通りです。
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喉頭は次の4種類の軟骨からできています:

①甲状軟骨 (thyroidcartilage)， 

②接急軟骨(arytenoid即 til叩 s)，

③輪状軟骨(cricoidcartilage)， 

④喉頭叢(epiglottis)。

声帯はこれらのうち①と②の聞にあり，前部

にある①が下端の関節を支点にして前後に動き，

これによって声帯は縮んだり，引き延ほされた

りして密度が変化します。後部にある小さな②

は左右に二個あり，それらを聞いたり閉じたり

することによって声帯の閣の距離を調節できま

す。

7)こζでいう軟音/硬音とはロシア語や他のス

ラブ語で用いられることのある硬口蓋化子音/

非硬口議化子音 (II.4.3参照)の略称ではあり

ません。

8)まれに「構音」という呼び方がされることもあります。

i① 

② 

9)弱い母音[3]を入れて[品切lt3n]， [mIt3日と発音されるのは特に念入りな発音にお

いてです。

10)音節の定義にはいくつかの主義がありますが，そのいずれも現状では不充分と言

わねばなりませんので詳しくは触れません。ここではデンマークの高名な言語学者イ

エスペルセン Jespersenによる説明法を簡略化して付け加えておきます。 彼は全て

の言語音には「きこえJ(sonority)の大小関係があり，これを小から大の順に並べる

と次のようになると考えました。詳しくは Jespersen(1913:191)を参照。

1. [p][t][k][f][s][h]のような無声の閉鎖音あるいは摩擦音

2. [b][d][g][v][z]のような有声の閉鎖音あるいは摩擦音

3. [m] [n] [lJ]のような鼻音や[日[r](流音)

4. 口を余りあけないで発音する母音

5. 口を大きくあけて発音する母音

個々の語を構成する音に上のような点数を与え，その点数を縦軸に取り，時間を

横軸に取って棒グラフを作ると，本文に記した例話は次ページのようになります。
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!l 八~(I向
[nalt] [ma!lntq] [blu:m<l] [mit¥] 

このグラフの中の山の数が音節の数に等しく，各々の山の頂上が音節を担ってい

る音になります。これによって，第2例と第4例の[n][日が，子音であるにもかかわ

らず，それぞれ音節を担う役割を果たしていることが視覚的に明らかになり，この点

ではイエスペルセンの説明法は優れています。

しかし，この音節の定義にも欠陥があります。その主な点として，まず彼の導入

した概念である「きこえ」の大小を計る客観的基準を設定するのが困難なこと，例え

ばロシア語の PBy[rvu.]r私は引きちぎる」は一音節語ですが，イエスペルセン流に

は[r]が音節を成してしまい， 2音節語と考えられねばならず， その 1音節性が説明

できないこと，そして何よりも音節の数と音節を成す音は説明できても，肝心の音節

の切れ目が全く説明できないこと，などをあげることができます。

11)アメリカの言語学者バイク Pikeは，このような暫定的な子音と母音をそれぞれ

「子音類J(contoid)， r母音類J(vocoid)と命名しています。

第II章子音

12) palatalの邦訳には「硬口蓋音」と「口蓋音」がありますが，前者を用いる理由

については註13を参照。

13) hard palate(硬口蓋)及び50ftpalate(軟口蓋)から直接に派生語を作るのが困難

なため，前者には palateからの palatalを， 後者には velu皿からの velarをや

むなく用います。したがって palatalとvelarを「口蓋音」と「口蓋帆音」のように訳

すのは誤解に基づきますが，残念にも前者はまま使われます。1.2参照。誤解を避け

るには duropalatal?(<(palatumdur四)， mollipalatal?(くpalatummolle)のような

ラテン語からの造語でも用いたほうがいし1かもしれません。

14)このようなアンバランスは， ハ行の子音が古くは[p]であったことに起因してい

ます。もともとの[p]が閉鎖を失い，摩擦音[tlになり，後にウの前を除いて唇音性ま

で失ったと考えられます。 ハ行の子音が本来[p]であったことは，大島正健(1898)所

247 



註

収の「ハヒフヘホ古音考」や上田高年の rp音考J(1898)以来定説となっており，そ

の証拠と痕跡は多々ありますが，ここではその意外な傍証として，五十音の順序とサ

ンスクリット(鷲語)の文字の順序との関係について述べておきます。以下の表(簡

略のため長母音と帯気音は除きました)から明らかなように，サ行とハ行を除いて両

者の基本的配列は一致しています。サンスクリットの音価はMayrhofer(1972，1979)， 

Morgenroth(1977)などによりました。

サシスクリザト[ai u c 1 e 0 k g u C j p t q q t d n p b m j r 1 w c s s 6] 
日本語アイウ 工オカ Y すず タグナ}¥}¥'1 "ラワ

五十音図の確立は11世紀の明覚に帰されますが，それ以前の不完全な音図にもサ

ンスクリットの影響が顕著で， その原案が作られたときにはハ行子音はまだ[p]であ

ったか， [p]と[t]の区別がなかったと恩われます。また，サ行子音も本来[cl<2.1.3)
やそれに似た[tJ]あるいは[ts]に類する音(ザ行はその有声音)であったと考えられ

(N.1.2.1.3及び註103参照)，両者の配列は完全に一致していると言えます。

15)有坂(1959:235f.，281)も指摘するように， [c][j]は一般に非常に不安定な音で

あり，調音点を前進させた[tc][d平]や，後退させた[kj][gj]に転じやすい性質を持っ

ています。印欧語比較言語学で palato-velarと呼ばれる屯 'g(あるいは官官)も恐
らく[C][j]であろうと思います。註96参照。

16) Real Academia Espanola(1989:24， 26).また 2.6.3参照のこと。

17) Gimson(1987:168ff.).したがって，イギリス人読者に対しLyons(1990:77)は[1]

と[t]とは別な音であって，両者を混同しないようにと説いています。

18) Townsend(1981:23f.) 

19)唱に終わる動詞から派生した語形は母音の前でも[u]を保存し，それ以外は母音

の前で[ug]となる，という大まかな規則性が見られます。

20)これは本来の旬以]という三子音の結合を簡略化するため，真ん中の[g]を脱落さ

せる現象だと解釈できます。 N.3.3参照。

21)ドイツ語では形態素の境界を越えて調音点の同化を起こさないのが原則で，例え

ば ~laublich(唱-glaub-lich) r信じられない」の下線部は[n]と発音されることに

なっていますが，口語では[u]も生じます。同様に a担!Ileldenr申し込む」では[m]も可

能です。

22) Vietor(1915: 307)， Beyer(1929: 80f.， 188). 
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11.子音

23) N.4.2.1に記すように[ns]は挿入音を伴い[nts]と発音されることもあります。

逆に，日本人が[ns]を正確に発音するためには[nts]と言えばよいとも言えます。

24)挿入音の入った[mpf][mbv](N.4.2.1)となることもあります。

25)ドイツ語では[Pq][bq] [fq] [vq]はそれぞれ[p平][b甲][均]([勾])[河]([可])と発音

されることもあります。 M叫 oldet al.(1990: 32ff.)参照。ただし，同書には[均]

([勾])[可]([可])についての記載がぬけています。

26) Beyer(1929:188).ただし， [瑚]ではなく， [m]をもって記されています。

27)蛇足ですがこの語の語源について簡単に記しておきます。 Vasmerの辞典は英語の

tr叩 way[t，1釦泌1]が直接，あるいはフランス語の tr叩 way[tK組成](男性)を経由して

ロシア語に入った旨を記していますが，その場合には・TpaM回 (0)のような形が期待

されてしまいますので説得力に欠けま才。私見では，英語がオーストリアのドイツ語

に採用され，ドイツ語的に読まれてTr四way[t砥司val](女性)となり，それがさらに当

時間じオーストリア・ハンガリー帝国内の言語であったチェコ語の tr佃 vaj(女性)な

どに借用されたと考えます。チェコ語はドイツ語の性を保持しましたが，ロシア語の

TpaMB初 やポーランド語の tramwajなどは恐らく形態論的な理由から男性名調に変

わっています。ただし今日ではオーストリアでも他のドイツ語圏と同様に Strasen-

bahnが一般的です。 Ebner(1980)，Osterreichisches Worterbuch参照。

28)フランス語では[Jl]は n moui lle r湿音化した nJと呼ばれることがあります。

「湿音」とはロシア語の「軟音」と同じで，硬口蓋化子音に対する感覚的呼称です。

29)しかし1979年版までは「後部歯茎音」とされていた英語のRである[.1]の命名が困

難になったという一面もあります。

30)例えば服部(1951:97)，竹林(1982:73)，Takebayashi(1984:27)など。ただし服部

は同書p.155では一転して[J)[3]と記しています。

31)例えば城田(1988:19f.).

32)英語の語中の[3]は[zj](すなわち[zj])及ぴ[zけから融合同化によって 17世紀

頃生じたとされます。また，それ以外の位置でも gigoloや gara革eのようなフラン

ス語からの新しい外来語には現れることがあります。

33) Morgenroth(1977:39). 

34) Real Acade皿iaEspanola(1989:23f.). Lyons(1990:76)は hijar娘」のようなそ

の他の位置でも jが[X]として発音されることを指摘しています。
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35) Townsend(1981:23).また，註137を参照。

36) Gimson(1987:216).また，同書や Vietor(1915:271ff.)によると， [AI] (あるいは

[hw])の[w]との混同は中期英語の時代に始まり，文語の基盤となったイギリス南部の

教養層の言葉において， 18世紀終わりには[凪]は[w]に合流してしまっていたようです。

今日では witchとwhich，weatherとwhether，wineとwhine，Walesとwhales，

wearとwhereなどは話者の出身地によっては，あるいは規範的な詩の朗読法が身に

付いている一部の人には区別されることがあるというだけです。

37)Vietor(1915:267). 

38) Vietor(1915:259)や Gimson(1987:123ff.，209)などによると，英語でも17世紀

頃までは母音の前のRの音として，歯茎顔動音の[r](2.7)が用いられていたようです。

それ以前に，母音の前のRと母音の後のRとが違った実現を持つようになり，後者の

Eが歯茎顕動音の[r]から舌先のふるえを失って歯茎接近音の[l]に変化し，次いで[l]

の前の母音(中期英語の[E][I ][0])が[3]に統一されました。この後，母音の前のR

までも[l]に侵略されますが，古い母音の前のRである[r](2.7.1)や[r](2.8.1)は種

々の方言ゃある種の音声環境ではいまだに生き続けています。イギリス標準発音にお

いて，母音が後続しない[3l]が末尾の[l]を失ったのは 18世紀以降のことで， アメ

リカ英語はこの過程をまだ経ていないのです。

39) [pf]は本書の記載範囲ではドイツ語にしか出てきません。それは次のような事情

によります。ゲルマン祖語の語頭の・pは，ドイツ語や英語の属す西ゲルマン語の古

い段階ではそのまま pで現れますが，語中では j1 rなどの前では長くなり ppの

ように記されます。 語頭あるいは子音のあとの pと語中の ppは，ドイツ語の祖先

の中で，広義の高地ドイツ語(Hochdeutsch)の中の上部ドイツ語(Obel由utsch)と呼ば

れる方言群(アレマン，バイエルン，オーストリアなど)において phを経て pfと

なり(それ以外は ff)，これが現在の標準ドイツ語にも採用されています。このよう

な子音の変化をゲルマン第二次子音推移(zweiteLautverschiebung，第一次はグリム

の法則)と称します。つまりドイツ語の[pf]は第二次子音推移によって生まれたので

あって， 本文のドイツ語の例に対応する英語の plant，apple， cup は西ゲルマン語

本来の pあるいは ppを示しています。 ただし Pflanze(plant)，Kopf(cup)はそれ

ぞれラテン語の planta，cuppa(cupaの後期ラテン語形)からの借用語です。 Pfeifer

(1993:717)によると， Kopfは本来の「杯，殻の形をしたもの」から「頭蓋骨J，そし

て今日の「頭」へと意味が移り変わったようです。

40)それもほとんどが[t][d]に終わる語に複数や三人称単数現在の[s][z]が付いた形
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であって， curtsey， outset， Pudseyに見られるようなつながりは例外的であるため，

むしろ音韻論的配慮から英語では[ts]や[dz]をー単位の破擦音とは見ずに， [t]+[s]， 

[d]+[z]のように解釈するのが一般的です。 Gimson(1987:172f.)参照。これは sの前

にあった母音が脱落したことに起因しています。

41)ドイツ語の z[ts]lま，註39に記したようなゲルマン第二次子音推移によって，西

ゲルマン語の語頭や子音の後の tあるいは ttから生まれた音です。 この変化を受

けていない英語の tenと比較して下さい。

42)かつてフランス語は二つの起源による[ts]を持っていましたが，その発達の中で

両者とも失いました。 ラテン語の iとeの前で[k]が硬口蓋化(N.1.2.1.1)するこ

とによって生じた古期フランス語の[ts]は13世紀頃閉鎖音部を失って [s]に転じてし

まい (N.1.4.2)，また infantes)>enfantsのように語末音節の母音の脱落によって

生じた語末の[ts]は同じく13世紀頃から発音されなくなったのです。 Bourciez(1937:

161ff.， 220ff.)参照。

43)スラブ語では第二及び第三硬口蓋化と呼ばれる現象によって[k][g]が[ts][dz]に

類する音に変化しました。 [dz]はポーランド諾などでは保存されましたが，その他で

はさらに [z]となったのです。例えばロシア語とポーランド語の uapb，car r皇帝」

(<・cesarb(cは[ts])<Caesar(c は[k])rシーザーJ; Cf.ドイツ語 Kaiserr皇帝J)，

阻 H3b，ksi(ldz r公，候，侯爵J(<・kone~皇bくゲルマン祖語・kuning:az; Cf.ドイツ

語 Konig[c]r王J;ただしポーランド語では語頭のkII)>ks)などを比較のこと。

44) ドイツ人にとって例えば英語からの外来語の ~ob rアルバイト」の[d3]を発音す

るのは非常に困難で，しばしば無声の[tJ]で代替します。

45)ラテン語の kは aの前で古期フランス語の[tJ]となり， gは ai eの前，か

っ語頭あるいは子音の後の位置において[d3]となりましたが，続いて13世紀には[tJ]

は[日に， [d3]は[3]にさらに変化してしまったのです。 11世紀のノルマン人の征服時

代に英語にたくさんのフランス語が流入し，そのとき英語に採用された語葉，例えば

chang:eの下線部は11世紀当時の[tIHd3]を保っている反面， 貸し主のフランス語は

chang:er[ Iu3e]となっています。 Vietor(1915:234ff.)，Bourciez(1937:161ff.)など

を参照。

46)このときの[t][d]を硬口蓋化した印を付けてW][dj ]， [S][~あるいは[m<J]な

どと記すほうが正確ですが，ここでは慣用に従っておきます。

47)一般の辞書に載っている[mItal][handaln]のような弱い母音[a]を用いた発音は，
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Mangold(1990:32)の指摘するように，ディクテーシヨンでもするときのような，異常

にゆっくり，はっきりとした話し方において行われることがあるという程度であって，

通常では[<1]のない発音をしなければなりません。

48) Beyer(1929:83). 

49)これは主にカスティリアのみに生じ，その他の諸方言，特にラテンアメリカでは

[正]は硬口蓋接近音[j]あるいは閉鎖音[J](出わたりを重祝すれば磁擦音[Jmで代用

されます。 RealAcademia Espanola(1989:23f.)ではこれらを正書法を尊重した[y]

[，]なる記号で表しています。

50) Beyer(1929:72). 

51) Bourciez(1937:258)によると，ラテン語の①i/e+母音の前の lはすでに俗ラテ

ン語の時代に， (2) c/g+母音の後の lは原始ロマンス語の時代に，それぞれ[正]へと

湿音化(すなわち硬口蓋化)したようです。フランス語では[正]は原則として[.j]となり

ます。例えば，ラテン語の filiar娘」の lは①に当たりますから[正]となり，フラ

ンス語の fille[fU]に至りますが， [正]の段階はイタリア語 figlia[filla]に保存さ

れています。②はフランス語の祖先のみに生じた変化で，例えばラテン語の oculus

「目」は俗ラテン語の oclu-ocloを経て，②に該当するためフランス語で oeil[叫]

となりますが，イタリア語では子音の後の Iは[j]に置き換えられたため，先行の c

が硬口蓋化して occhioに至っています。

52)スペイン語では [r]は語頭および bs 1 nの後では rによって，語中では rr

によって示され，ぞれ以外の rは後述する弾音の [r]を表します。 Real Academia 

Espafiola(1989:23f.)参照。

53)チェコ語の Hr]は硬口蓋化(4.3)した[rj]から発達した音で，例えば上記の例語

に意味でも形態でも対応するロシア語は pe'lb，Mope，品目pbです。ポーランド語は

チェコ語の Fから顔動音の性質を失い， rz[s]にまで逮しました。例語に対応するポ

ーランド語の語は rzecz，morze， lekarzです。

54)もともとドイツ語でもフランス語でも Rの音としては上述の歯茎頭動音[r]が用

いられていましたが， 17世紀中葉にパリの社奈会で Rの音として舌先ではなく，口

蓋垂をふるわせる音[R]が流行しはじめ， 18世紀終わりにはパリ全体に広まっていた

ようです。この音の流行が18世紀前半にドイツにも及びました。その後，フランス語

ではまた新たな Rの音，すなわち上述の口蓋垂摩擦音 [1]が出現しました。 Vietor

(1915:203)， Bourciez(1937:243)などを参照。
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55)日本語のルが[clm]と発音された場合，ドイツ人には恐らく[da]のように聞こえる

でしょうから，例えばOhr[o:討を[6:勾]のように発音すれば Ode[o:da]r頒歌」と誤
解される恐れが多分にあります。

56) Gimson(1987:207). 

57) Monnot & Freeman(1972)， Gimson(1987:164f.). 

58)本書では註12，13に記したような理由から， r口蓋化」のような誤解に基づく不

正確な別称は用いません。

59)咽頭壁と舌根との間隔を狭める咽頭化(pharyngealization)や声門閉鎖を伴う声

門化(glottalization)などを用いる言語もあります。

60)例えば朝鮮語にはもうひとつ，声門閉鎖を伴う閉鎖音の系列があり，朝鮮語学で

は浪音と呼ばれています。

61) Gimson(1987:157f.). 

62) Mangold(1990:49). 

63) Gi皿son(1987:153)によると英語ではこの間隔は40-70/1000秒程だそうです。

64) M包Jgold，op. ci t. 

65)気音も同時に生じるので非常に厳密には[kjWけとなってしまい厄介です。次項に

記すように，これを[kj]と記すのは非常に簡略的な記載法です。

66)ぞれ以外の子音はこれほど整然としてはいません。まず u[ts]には軟音のバリア

ントがなく，硬口蓋音である量[j]-[j]には硬音のバリアントはありえません。硬音

である m[f]lI[ョ]の実質的に軟音である IQ[Jj :] )と[3j:](3l1 lIlIの一部)は必ず長音で

現れます。可[tIj ]は軟音で，実質的に対応する硬音の[tf]が町世Tbr取り除く」や

np咽句!!!Hllr過去のj.のような場合に生じます。

67)同様に英米人は「明るいj(clear)と，フランス人は「湿ったj(mouille)と表現

します。

68)ロシア語でドイツ語やフランス語のL，あるいは英語の明るいLを「中閣のLj

(cpellHee J1)， rヨーロッパのLj(eBPone曲CKoeJ1)あるいは「中間・ヨーロッパのLj

(cpellHeeBPone曲CKoeJ1)のように表現することがあります。ロシア人にとってこのよ

うなLは，どちらかというと軟らかいJIに近いと感じられるようで，これらの言語か

らロシア語が語集を借用する際には， naJIbTO rコート」く仏 paletot[palto]，BaJIbn-
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回叩「やましぎJ(鳥名)<独 Waldschnepfeのように[日に対して軟らかいJlを用いる

ことが多くなっています。

第III章母音

69)言語音の中では，子音の閉鎖音，摩擦音，破擦音(総称して喋音 obstruent)に

典型的な白色騒音が現れます。また，いわゆる子音の中でも鼻音と流音(倶Ij音と顕動

音)，および接近音(半母音)は母音と同じように固定した複数の振動数を持ってお

り，鳴音(reson釦t)と総称されます。

70)図は橋本(1979:61)によりました。フーリエ解析の詳細，およひゅ波の分析への応

用に関してはフアインマン(1968:332ff.)に詳しい。

71) A-b-S法について詳しくは Bell，Fujisaki， Heinz， Stevens & House(1961)，藤
崎(1961，1962， 1977， 1985)等を，線形予測については斉藤・中国(1981)等をそれぞ

れ参照。

72)ただし，ここで呼ぶ第2倍音，第3倍音のことを，音楽では第1倍音，第2倍音

とそれぞれ呼ぶこともあるようです。

73)実際には，管が太ければ太いほど関口部付近の音庄の腹は管の外側に出て行きま

す。そのときの関口部と腹の位置との距離を開口端の補正(openend correction)と

呼ぴ，その値は管の半径を rとすれば約0.6rで表されます。したがって，1+0.6rを

実際の管の長さとせねばならず， (a)図の波の正確な波長は 4x(J+0.6r)ですが，こ

こでは簡略を旨として関口端の補正を無視して説明します。

74)同じ数値と計算式を用いている Chiba&Kajiyamaには，アの第一と第二フォルマ

ントの値として 798と1290，オでは 506と1150，ウでは 415と1380がそれぞれ記さ

れています。

75)アメリカ英語では[f，句][ha.f]が一般的です。

76)イギリス英語では円唇の[D](3.2.5)が用いられます。

77)竹林(1982:30).

78) Takebayashi(1984:17)，服部(1951:162)を参照。
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79)今井(1980:25).

80) Gimson(1987:309)，竹林(1982:60f.).

81)歌手の都はるみは「アンコ椿は恋の花」を歌うときに，特にさびの部分の「アン

コ」の下線部において非常に激しい咽頭化を行っています。

82) Birnbaum(1991:113). 

83) Takebayashi(1984:19f.).ただし， laに生じる鼻母音はかなりせまく聞こえる

ので， [官]よりもむしろ[a]と記すほうがいいかもしれません。

84) Takebayashi(1970:110; 1984:56ff.).ただし，同書よりも精密な表記を試みま

した。③のワ行の子音を表す記号(私案)については11.2.4.6を参照。

85)服部(1951:124)は[s]と[J](正確には[c])の前のンをそれぞれ[歯][i]と記してい

ます。また同書はこの位置におけるンがそれぞれ鼻音イじした摩擦音[i][3](正確には

[~])とも発音されることを正しく指摘しています。

86) インフレのようにフに先行するンはゆるい両唇摩擦音に鼻音性を加えた[~]とな

ることもあります。また，ホ，オの前のンはむしろ[j]と表記すべきかもしれません。

87) [a]の表す音価は一定しないので，あるいは服部(1951:123)による[j]といという

記載法が勝っているかもしれません。

第N章音連続

88)以下のヨーロッパ語の例の多くは Beyer(1929:185ff.)や Schubiger(1989:108，

111f. )に拠りました。また，古くラテン語では genu宣「種族、子孫、種類J(<・geno~)

とその属格 generis(<・gen-es-，嬢尾辞での eとoの交替については 3.1参照)

に見られるように，母音聞の[s]が有声化の結果， [z]を経て最終的に rとなる現象

も広く生じ，この現象は「ロタシズムJ(rhotacism)と呼ばれています。このとき生じ

た rの音価は音声学的に言って本来的には歯茎顛動音 [r]であったとは考えにくく，

歯茎接近音[J]かあるいはせいぜい歯茎弾音[f]であったと思われます。 Allen(1978:

33)参照。後にロタシズムを生じた語幹 generーが一般化され， 新たな主格 generum

が作られて，ここから第二音節核と語尾が失われてフランス語の genrerジャンルJ，

イタリア語 generer種類」などに至っています。フランス語の gendrer娘婿」と，

ぞれを借用した英語の genderに生じている挿入音 dについては4.2.3参照。
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89)この語が作られた当初には阿部は弾音の[r]で発音されたと思われます。

90)また，国語学で伝統的に「ハ行転呼」と呼ばれている現象(r僕は学校へ行く」

の下線部が/ha/や/he/ではな</wa/や/e/(</we/)と読まれることなど)も有声音簡で

の有声化，すなわち連濁によって説明できます。すなわち註14にも記したように日本

語のハ行の子音はもともと[p]であり， 上代日本語の時代には唇での閉鎖が不完全に

なって両唇摩擦音の[+]となっていたことがわかっていますが， これが母音にはさま

れたとき有声化して[~]，さらに両唇でのせばめがゆるくなって m(II.2.3. 1)に対応

する接近音，すなわち/w/となったと考えられるのです。

91) Gimson(1987:289). 

92) Beyer(1929:185ff.). 

93)硬口蓋化した子音をフランス人は「混っている」と感じるため，このような[正]

[Jl]を「湿音J(sons mouilles)と称することがあります。

94) [Jl]の前の音節を成さない[i]はわたり音です。

95)唇音がj化によって「唇音+[lj]Jになる現象は2.2に記す異化の現れであろうと

思います。

96)ただし，これは本来の音価であって，註15にも記したように[C][J]は不安定な音

ですから，時代が下ると例えば現代のヒンディ一語のように破擦音化して[tc][匂]に

なってしまったと考えられます。 一般の入門書ではサンスクリットの Cjの音を簡

易的に[tJ][d3]をもって表記することがありますが，これはMayrhofer(1978:16)も

指摘するように不正確です。

97)母音聞では有声化して[z]になります:e.g. plai~ir r喜ぴ」くLat.placerer快

いJ，Cf.イタリア語 piacerer喜ばせるJ etc. 

98)これらは少なくとも当初は(不完全)硬口蓋化した(すなわち軟音の)[W][3j] 

日j]だったと考えられますが，後の現代スラプ諸語はその軟音性をおおむね失ってい

ます。ただし，ロシア語は'1[tJj ]の軟音性を保持しており，またロシア語やポーラ

ンド語は[3j][J;]の軟音性を失ったばかりか，逆に激しい(不完全)軟口蓋化(II.4.4) 

を加えて[3][f]にまで至っています。

99)チェコ語とスロパキア語ではもともとの[g]が恐らく軟口蓋摩擦音 [y]を経て h

と書かれる有声の声門摩擦音[自]に転じています。 ウクライナ諾でも同様の現象が

生じており， rには[y]と[直]の両方の発音が認められます。
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100)これはポーランド生まれのフランス人で，主にロシアで活躍した偉大な言語学者

であるボドゥアン・ド・クルテネ Baudouinde Courtenay が発見した現象で，上記

の二つの硬口蓋化が終了してから生じたとする伝統的な見解に従って「第三」と呼ぴ

慣らされています。発見者の名を取ってボドゥアンの(硬)口蓋佑とか，進行(硬)口蓋

化のようにも呼ばれます。しかし例えば， Channonや Luntはこの推移が第ーにさき

がけて生じたとしており，また私見では 1>3>2の順序が適当と思われ， r第三」

という呼称は適当でない可能性があります。

101)スラプ語の前史をまとめて扱うことも多いのですが，現今ではそのはじめと終わ

りの段階をそれぞれ早期スラブ祖語と後期共通スラプ語と呼ぴ分ける傾向が見られま

す。この用語の経緯については Birnba四 (1966:153f.;1987:17ff.)， Mares(1991:6) 

あるいは神山(1992a:98)等を参照。

102)有声音のジなどの子音部も本来は[平]でしたが，遅くとも 17世紀にはヂの子音

部である [d~] との混同がはじまったようです。1.2. 1.1. 2参照。

103)サ行子音の本来の音価推定は大変な難問です。惜しくも病魔に犯され，若くして

世を去った，わが国が生んだ天才的言語学者である有坂(1957:145ff.)は，在唐記の

記述を主たる根拠に， [tJ] (正確には[t♀])よりも[ts]の可能性を大とし，この説が

かなり広く受け入れられてしまいました。しかし， [ts]を想定した場合，閉鎖部を失

った[s]には簡単に到達でき， また[i]の前では完全硬口蓋化によって[叫が得られる

ことは説明できても，かつて[e]の前でも[c]が用いられていたことの説明は困難にな

ってしまいます。何しろ日本語の子音の硬口蓋化は[i]と[j]の前のみで生じ， [e]の

前で生じる他の例は皆無なのです。有坂説の批判を試みた馬淵(1963:1090ff.)の議論

は，彼が正確な音声学的知識を欠いているため，とんちんかんな部分もありますが，

サ行子音が[1](正確には[c])の段階を経たとする点は明らかに正しく，亀井(1984:

447ff. )はもっと正確に，本来は[tI]([tc])であって，後に日]([c])に転じたと考え

ています。 筆者は[tc]のさらに以前の段階として硬口蓋閉鎖音の[c]を想定すべきだ

とJ思っていますが，その主な根拠は，註14に記したようなサンスクリットの音配列と

五十音図との明かな一致と，一般に[c]は非常に不安定で，破擦音化して [cc]，さら

に発音の容易な[tc]などに転じやすい性質を持っていることの2点です。

104)例えば後述するイタリア語の notteでは音節の切れ目が二つの tの間にあり，

このような場合のみを重(子)音と呼んで[tt]のように記し，単なる閉鎖部の長い子

音[t:]とは区別する研究者もいます。例えば Crystal(1991:149)などを参照のこと。

105)語幹は noct-で，単数主格で語尾 -sを付した際、octs>nocs =noxのような
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tの脱落が生じています。

106)[f][ v]に後続するとき seven[河-VI1-van]や schlafen[勾-fl)-fan]に見られ

るように， [n]は問化によって，期待される[QI]よりもむしろ[皿]となります。 seven

[叫]はまた[v]が後続する[m]に同化して[seb専]と発音されることさえあります。

107)Malmberg(1976:78). 

108)Gimson(1987:118). 

109)早期スラプ祖語の時代には，比較言語学的に予想される 'aと bの区別が成さ

れておらず， Carlton(1991:97ff.)の記すように，恐らくその実現形は両者の中間的

性格を持つ[a]であったと予想されます。二重母音の・au・ouに対しでも同様に[au]

の音価が予想されます。

110)ここでは先行子音のかなり激しい硬口蓋化(副次調音)が生じるのも興味深い特

徴です。

111)註109に記した事情によって， 比較言語学的に早期スラブ祖語に予想される・ai

'oiの音価も[αi]と考えられます。 これが融合して生じた[a:]>[a]は古代教会スラ

プ語では官や A(ロシア語で ftTbと呼ばれます)，ローマ字転写では 6と書かれま

すが，現代スラブ諸語では様々に異なる母音に再度転じています。ロシア語とマケド

ニア語では[e]，ウクライナ語では[i]，セルピア・クロアチア語では地域によって[e]

[je]日]，あるいは長音節では[e:][ije][i:]のいずれかとなり，ポーランド語では本

来の「硬い」歯茎音の前で[a]，その他では[e]，ブルガリア語では硬子音の前でアク

セントがあるとき[a]，その他では[e]となります。チェコ語では複雑で，短い場合に

は唇音の後では[je]，それ以外は[e]，長い場合には[1]の後では[e:]，それ以外では

[i:]です。

112)Gimson(1987:292). 

113)Beyer(1929:187f.). 

114)Beyer(1929:72ff.， 188). 

115)Birnbaum(1991: 113).ただし，音節副音のしるしは筆者による。

116)今の標準的日本語ではヅとズ，ヂとジとは発音の上で全く区別されず，語頭では

破擦音で，母音聞では摩擦音で発音されています。 V.1.1.4参照。

117)これは第二次子音推移と呼ばれる現象です。ゲルマン語の前史でも，比較言語学

的に想定される印欧祖語のヤ・t'kがゲルマン祖語の[f][O][x]にそれぞれ摩擦音化
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したことが知られています。例えば・~ater- r父J (Cf.ラテン語 pater，サンスク

リツト pitar-，ギリシア語 pater)とゴート語の fadar(dは[d)<[8)、母音闘で有

声化)を参照。また印欧祖語の・bh ・dh ・gh も摩擦音化によりゲルマン祖語の[~)[ð)

[y)tこなったと考えられています:'bher同or私は運ぶJ(Cf.ラテン語 fer-o，サンス

クリット bhar-(画i)，ギリシア語 pher-o)とゴート語 bair-aを参照。 Ga皿krelidze

や Ivanovによる全く異なる説明法についてはここでは省略します。

118)英語とドイツ語の[klJ)[四]の代わりに，鼻音の調音点を先行子音に同化させない

[同J[同]も，あるいは念入に言うときには[kan)[gan)も可能です。

119)Gimson(1987:202). 

120)Allen(1978: 33). 

121)印欧祖語に仮定されている palato-velar官官の音価は[C)[J)と想像されます

が，これらが安定の悪い音であるために，その後の発達では調音点が後退して[k)[g)

となったり，逆に前進して恐らく [tc)や[tsj)と摩擦音化を経て[J)[cJ[s)tこなったり

していると考えられます。 r百」を表す語・KIntomをテストワードとして，前者はラ

テン語を代表に cent凹語群と， 後者はアヴェスタ語を代表に satam語群と呼ばれ

ます。ケルト，イタリック，ゲルマン，ギリシアの諸言語は前者に，それ以外の印欧

諸語は後者に属します。また，本文の例のラテン，リトアニア，スラブ語(<・desim-

ti-)では4.1.1に記す挿入母音が生じています。

122)Lehm釦n(1992:203).

123)Bourciez(1937:244). 

124)復数属格はこのメタテーゼを受けていない plechです。期待されるのは・blech

<・bl'bX'bですが，語頭の子音が均一化(leveling)によって pに統一されています。

125)Nahtigal(1961:108). 

126)今の英語の[alJ[O¥l)(英音では[報))[ex)[α日]は初期近代英語 (1500.......1750頃)の

[ax)[o:)[s:)[a¥l)から発達したものであり，後者はさらに中期英語(1150.......1500頃)の

[i:)[o:)[a:)[u:)に遡ります。 Gi皿son(1987:86). 

127)Pfeifer(1993:628f.).同書によると Tartuffelはイタリア語の tartuffoloあ

るいはその方言の形からの借用語で， 16世紀に南アメリカよりじゃがいもがやって来

たとき， tarfulo rトリユフ」にちなんで名付けられました。 また後者は俗ラテン語

の・terraetufel (ラテン語 terraetuber r大地のこぶ→球根(→山すみれ)J)に遡
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ります。フランス語の truffeについては1.4.7を参照のこと。

128)Pfeifer(1993:1067).かつてドイツ語の祖先にあった[tv]という連続は，ドイツ

文語の基礎となった高地ドイツ語では註39，41に記した第二次子音推移によって zw

[tsv]になってしまったので，今のドイツ語には外来語以外には存在しません。英仏

quartzにも借用されている Quarzの初頭音も同様に[t]に起因するようです。

129)融合を起こしてた形 eerka(<句協ter-k-a)も並存します。チェコ語 dcera(発

音は ceraに同じ)，ポーランド語の cora，マケドニア語のおpaは同様の融合を経

ています。スロベニア語の hciについては註138を参照。

130)Hock(1991:107). 

131)古代教会スラブ語制即日APh，さらに中世ギリシア語 phebrouari(o)sを経由し

てラテン語の februariusに遡ります。ねCMep(1987: IV. 188).中世ギリシア語では

ph(φ)とb(β)は古典時代の[ph][b]ではなく，それぞれ摩擦音化した [f][~](あるい

は[v])を表しており，スラブ語には[f][v]で借用されるのが常です。

132)Bourciez(1937:246)， Pfeifer(1993:1010). 

133)Kenyon&Knott(1953: xlvi). 

134)かつては吋t/'dtは第一要素の閉鎖の開放によって挿入音の sを獲得し，まず

・tstとなって，そこからどちらかの tが脱落して吋sと・stが生じると説明されて

いましたが，語中の同器官的閉鎖音の連続において前要素が閉鎖を開放するのは珍し

い現象で，あまり起こる可能性がなく，中間的な・tstを想定するのは誤りに思える

こと，また予想される・tstの現実言語の反映として tsとstしか見当たらないこ

との二点から，異化による説明法が勝っていると思います。

135)印欧祖語の母音交替(Ablaut)については3.1に簡単に記しました。

136)本来は・vissusが期待されますが，完了の vidiより長母音 Iを借りています。

また，ただの・sはラテン語では母音聞で rに変わります(ロタシズム，註88参照)

が， 'ssは sとして保存されます。

137)Nahtigal(1961:106).またチェコ語の 1ehko [ lexko]は同様の異化の結果ではあ

りません。 [g]は[y]を経て[自]に転じましたが，まだ[y]の段階にあるときに，後続す

る弱母音が脱落し，新たに隣接することになった無声の[k]に同化して[x]が生じたと

考えられます。つまり'h，gTko>・h，yTko>・Ihyko>lexko(=正書法上 lehko)です。

残った[y]は後に規則的に[6]になりました。
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138)スラプ語が分岐する以前の状態からこの語が作られる過程は実に複雑です:

1. 'd法ti> 2. 'd'bci > 3. 'dci > 4. 'tci > 5. 'kci > 6. hci. 

1>2: ktが Eに融合同化， 2>3:弱母音の脱落， 3>4:逆行同化による無声化，

4>5:調音点の異化， 5>6:調音様式の異化と，弱母音の脱落をはさんで同化と異化

を二回づっ経験したと考えられます。

139)AB組ecoB(1958:112ff.).また，私見では nOMO!!!HHKの下線部の[f]という例外的

発音も，民衆語 nOMO羽田Eが上記のような異化を受けて生じたもので，スペリングは

文語的色彩を帯びた南スラプ語系の mを用いたのではないかと思います。

140)em (' em)は本当は themから作られたのではなく， heなどと同様にもともとの

hemが文中で語頭の[hjを失ったことに起因します。 it(<hit)も同様です。

141)一般には不正確な[A]で記されますが， III.3.2.6及び3.3.9に述べた記載法によっ

て記しました。また，ここでは鼻音の連続 [nm]から子音結合の簡略化(3.3)によっ

て[n]が脱落する現象も生じています。

142)local pQlice， can't b~lieve のように直前に子音があれば下線部の弱母音は脱

落しません。 Gimson(1987:235)を参照。これはフランス語の三子音の法則(III.3.3.8)

とよく似た現象です。

143)Gimson(1987:293). 

144)Vietor(1915: 178ff.). 

145)Mangold(1990:58). 

146)AB組ecoB(1958:47ff.)などを参考にしました。

147)Palmer(1990:157f.).無アクセント母音の弱化という観点からは古典ラテン語の

アクセントも強弱型であったと想像されますが，特にフランス系の学者は異論を唱え

ています。 同書 pp.211ff.，Allen(1978:83ff.)，風間(1978:67f.)などを参照。

148)Szemerenyi(1990:342)による。しかしまた・sontiとも考えられ，高津(1954:274) 

は両者を並記しています。

149)母音の聞で/h/が/w/に転じる現象(ハ行転呼)については1.1.1を参照。

150)Kenyon&Knott(1953:xlvii).また， [11]については皿.3.3.9参照。

151)ドイツ語はKnie[kni:]に見られるように加1]を保存しましたが， writeや loaf

に対応する reiBenr引っ張る，ひっかき傷を付けるJ，Laib r(パンやチーズの)かた
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まり」では英語と同じように初頭の子音を失っています。後者のゲルマン祖語形であ

る句llaibaーは，これを借用したロシア語のx.ne6，チェコ語の chlebに生きており，

そこにはかつて語頭にあった h[x]が保たれています。

152)このような場合に現在形と過去形との音形が一致してしまい，結果的に時制の区

別は分脈に依存することになります。 Gimson(1987:294).

153)months [ns]は挿入音(4.2.1)を入れて [nts]とも発音されます。また Kenyon&

Knott(1953: 87)によると[klal!z]あるいは[klol!z]という発音は200年以上にわたって

正統な発音であり続け，北米の絶対的多数地域でそのように発音されています。一方

英国では恐らく綴り字発音によって[klal!dz]が復活し， [klal!z]は "vulgaror care-

less"(OED)とか "old-fashioned"(Jones(1948:79))と評価されることもあります。

154)Gimson(1987: 236， 292ff.). 16-17世紀にはーingは[m]と発音され，この発音

は今日でも用いられることがあります(op.cit.198f.)が， goi旦却の下線部も [nt]

から[n]になり，母音の弱化によって[gana]となったと考えられます。 アクセントが

あるときの発音[gona][go:na]は不可解で，恐らくは gone[gon][g五:n]に倣ったもの

と想像されます。

155)M創19o1d(1990:58).

156)例の多くはBeyer(1929:174f.)，Malmberg(1976:75)に拠りました。

157)以下では ADaHecoB(1958:118ff.;1983)，城田(1988)などを参考にしました。ス

ラプ語全体の子音結合の簡略化については Nahtigal(1961:104ff.)などを参照のこと。

158)かつては下線部の脱落が一般的で， CTJlaTbとCJlaTbr送る」とは同音でした。

159)これと逆のケースが nicknameで，中期英語の anekenameが anekenameと誤

って分析されたことに起因しています。

160)もともと rが末尾にない語でも ideaof， Russia and China， law and order 

のように母音が後続する場合に 1 inking formとして idea，Russia， lawのあとに

rを挿入することさえあります。

161)現在では再統合の結果，三人称の人称代名調の前でだけ H が生じます。 また本

来日を末尾に持たない Har '"の上に」や nOIlr '"の下に」などの後でも類推によっ

て H が用いられるようになっています。

162)ただし，現今ではこの用語は例えば日本語でシャと言うときの[c]と[a]の聞にほ

んの一瞬だけ，通過点として存在する[i]や[e]のような過渡的な音や，やはり過渡的
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な音である子音として使われた母音，すなわちいわゆる半母音を指すことが多いので

すが，本書では誤解を避けるため，後者のような意味ではこの用語を用いていません。

163)く・akr<ゲルマン祖語・akrazく印欧祖語、gros.ギリシア語 agros，英語 agri-

cultureなどを参照。

164)古期英語 tacen< tacn <・taikn<ゲルマン祖語・taikn掴.Cf.ドイツ語 Zeichen

「しるしJ. しかし[t勾，kan](英音)という発音と並んで，今では無アクセント音節の

脱落によって[t句kq]あるいは[t勾，kQ]のように，かつて排除した語末の子音連続が復

活しています。米音でも同様です。

165)ただし今のドイツ語ではこれらは[sntvik¥n][sntvik¥t] [&ntvikla]と発音され，

前の二語では語幹末の[1]が音節を担っている点だけが異なります。

166)く泡叫g'b.セルピア・クロアチア語 diig，ロシア語1I0J1rH曲等を参照。

167)<・smbrtb・チェコ語皿rt，セルビア・クロアチア語 smFt，ロシア語 CMePTb等

を参照。

168)同様にして stage:etage r階J， str岨ge:etrange r奇妙なJ， screen: ecran 

「幕，スクリーン」のような英仏の差が説明されます。しかしフランス語では espace

「場所，空間J， estimer r尊敬する，評価するJ， escalier r階段」のように， sの

削除が行われていない語や， special， stationのように eの添頭が行われない語も

あり，事情は複雑です。また， etre r_であるJ(4.2.5参照)のように添頭母音の e

のあとの sが削除された場合に 8のように記されている場合もあります。

169)[mp8]のように記されることもありますが，上付き文字は副次的調音を表すとい

うIPAの原則に従って，このような記載法は採りません。

170)somethi昭[s紅p8lg]tJ‘ら弱い[8]が脱落して[8加IPlg]となり， somepingと綴られ

ることさえあります。ただし，ここでは簡略のため英音の[香]と米音の[量]の代表とし

て単に[昔]と記しました。 [A]を用いない理由はm.3.2.6を参照。

171)Vietor(1915:314)， Beyer(1929:72). 

172)Gimson(1987:187). 

173)Vietor(1915:312)， Beyer(1929:74). 

174)promoは・pro(外へ)-e皿(取る，買う)-o(直説法現在一人称単数)と作られており，

古い語根の・emーはロシア語の (nPH)蜘「受け入れ」などに，アクセントを失って母

音 eが失われた形(ゼロ階梯)の・理ーはロシア語の (ooa)bM(Y)r私は取る」やリト
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アニア語の im(色)r私は取る」などにも現れています。

175)印欧祖語の否定辞 tneが母音を失った形(ゼロ階梯)である句 (Uは比較言語学
では音節を成す子音であることを示す)に遡ります。 tnーはギリシャ語では卸ー(母音

の前)あるいは a-(子音の前)として現れ， αpr・ivativumと呼ばれることもあります。
英独仏語などの否定の接頭辞 un-inーなども同じく・r に起因します。高津(1954:

91; 1960: 129)， Meier-Brugger(1992: 11. 36)などを参照。

176)・mrotosはアイオリス方言に実証されるようですが，古典ギリシアの文語たるア

ッティカ方言では挿入音の入った‘mbrotosからさらに語頭の mを失って brotosr死

すべき(者)，人間」となっています。 語根は印欧祖語の・mer-r死J(e階梯あるい

は正常階梯)で，真ん中の母音は場合によってなくなったり(ゼロ階梯)， 0になった

り(0階梯)します。ゼロ階舗の tmr-から英語の凹rderやラテン語の mortuusr死

んだJ (→仏語 mortr死J)， mortal i s r死すべきJ (→英語 mortal，仏語皿ortel

「死すべきJ)などが作られています。ロシア語は e階梯(y盟:2eTbr死ぬJ)，ゼロ階

梯(y盟，yr私は死ぬJ)，。階梯(盟:2lITbr殺すJ)の3っとも明瞭に保存しています。

177)添頭母音 aを伴って， tml-u-sに遡り，正常階梯の語根は 'meト「やわらかい」

と考えられます。

178) tner-I'nr-( >ndr-)が議頭母音 aを伴っていると考えられ，単数主格では前者

が，その他では後者が用いられます。

179)C阻むiIlonをドイツ語やロシア語ではもともとの意味から訳して Aschenbrodel

(Aschenputtel)， 3owymKaとし，日本語でも周知のように「灰かぶり姫」と言うこと

もあります。このような語形成の方法を翻訳借用(loantranslation， calque)と呼び

ます。

1ω)英語とドイツ語では sr>strから4.1.1に記した繍入母音を獲得して sterと緩

られています。ロシア語でも複数属格 ceCT匂で同種の母音を獲得しました。

181)俗ラテン語の‘ess(e)reはラテン語の es-seに不定形の印である -se(ロタシ

ズムによってほとんどの場合に -re)を再度付した形で，このような語形成の方法は

「過剰矯正」あるいは「直し過ぎJ(hypercorrection)と呼ばれます。過剰矯正はドイ

ツ語の essenr食べる」の過去分調 gegessenやチェコ語の be動詞 bytの現在三人

称単数形 jeの否定形 nenI， あるいはギリシア語の二人称単数語尾 -eisにも観察

されます。 すなわち， essenの過去分調は本来 geessen>gessenであり，過去分詞

の印たる geーが不足しているように感じられたため，ここにもう一度 geーを加えた
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N. 音連続

のです。同様に，チェコ語の jeの否定形は本来 neje>niであり，否定の neが再

度付加されています。印欧祖語の二人称単数の語尾は仁e-siと再建されますが，ギ

リシア語では母音に挟まれた sは恐らく hを経て消失してしまいますので仁eiと

なってしまいます。ここに二人称単数の第二次語尾-sを再度加えることによって-eis

が作られたと考えられます。

182)このような挿入音が生じるためにはRは歯茎顕動音の[r]でなければなりません。

すでにII.2.7に記したようにフランス語のRも英独語と同様にもともとは[r]であり，

口蓋垂顛動音の[R]になるのは17世紀中葉からのことです。

第V章 日本人特有の難点

183)ただし，デンワ，シンへーケ，フラとスの下線部は[n]と発音しでも奇異な感じ

こそすれ，コミュニケーシヨンには支障を及ぼしません。

184)現代かな使いでは連濁 (N.1.1.1)や同音の反復によるヅ，ヂなどはズ，ジとは

書かないことになっていますから，チサン(治産)に「禁」が付いて連濁を生じたこ

の語は仮名書きの際にはこのように綴られるべきで，例えば広辞苑や大辞林にも見ら

れる「キンジサンシヤ」は誤りと言わねばなりません。

185)例えば高知のようにこれらの四文字を区別する方言もあり，国語学では「四つが

なの方言」のように呼ばれています。この呼び方に従うと標準語は二つがなの方言で

あり，また東北地方の一部にはひとつがなの方言もあります。

186)ドイツ語で[3]や[d3]が現れるのは，前者の場合には主としてフランス語からの，

後者の場合には英語からの外来語に限られますが，前者はよく用いられる一方，後者

は頻度も低く，かっドイツ人も発音できない場合が多く，しばしば無声の[tIlで代替

します。

187)いわゆる鋤音であるシャ，キャ，ニユ，ヒョなどはローマ字で syakya nyu hyo 

のように yを加えて書かれることがあり， また音韻論的にはこのような子音連続と

解することができますが， II.4.3にも記したように，これらの子音部は音声学的には

単一の[♀][kj][JI][c]です。

188)実際にはII.4.3に記したように[j]の成分は先行子音と同時に生じます。

189)ここでは無声閉鎖音に付随する気音 (II.4.1)の表示は省略しました。
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190)一般に記される[5]の代わりに[o]と記す理由についてはII.3.1.6および4.1を参

照。子音字の右肩の[j]についてはII.4.3参照。

191)平仮名ではエとオ，あるいは例えばケとコの長音はそれぞれ普通「えい，おう，

けい，こう」と書くことになっています。例えば「けいこうJ[ke:ko:] (傾向)を文

字通り[keikom]のように発音する人も散見されますが，これは綴り字発音 (speUing

pronunciation)に起因しています。

192)[3:]と記されることもあります。 ill.3.3.10参照。

193)Wiikが実験的に得た数値が Gimson(1987:98)に載せられており，その数値から

単純平均によって算出しました。

194)例は滝沢(1981:71)によりました。
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あとがき

何語であれ外国語を学び始めるときに，当然ながら，まず最初に習得

しなければならないのが，その言語に存在する個々の音です。残念なこ

とに，わが国の現状では，様々な事情から，音の習得をおろそかにする

傾向を持つ学習者が数多くいます。音を軽視する傾向は，単に教養とし

て外国語を学ぶ人々のみならず，驚くべきことに，外国語を専門に学ぶ

人々や，外国語を教えている先生方の中にさえ存在しているのです。本

書を手にする賢明な読者の皆さんは，そのような悪い習慣を持っていな

いことを祈りますが，不幸にして音声軽視の癖を身に付けてしまってい

る方は，本書によってその悪癖を脱して戴けることを期待しています。

本書が主な対象としているのは，日本語を母語とし，日本で英語を学

んだ上で，新たにドイツ語，フランス語，ロシア語などを第2，第3の

外国語として学んでいる人たちです。本書を手にした皆さんは，発音に

関しての教室での指導や教科書・参考書の説明に不満を持っていること

もあると思います。新たな外国語を学ぶにあたって，その外国語にある

音が，日本語，あるいは既に学んだ英語などの音とどのように違うのか，

日本語あるいは英語などの癖からどのようなまちがいを犯しやすいのか，

というような疑問もわくことでしょう。また，かつて英語の発音の習得

をおろそかにしてしまった方は，自己流の英語の発音を脱しようとして，

英語の音が日本語あるいはドイツ語やフランス語などの音とどう違うの

か，というような疑問をお持ちかもしれません。本書の第一の目的はそ

のような当然の疑問に答えることです。

このような方針によって執筆したため，本書は日本人が英独仏露語な

どの広く学ばれている外国語を学ぷ際，あるいは教える際にまず何より

267 



も必要な，個々の音とその連続に関する音声学的知識しか扱っていませ

ん。しかし，現在わが国で公刊されている，特に日本語についての音声

学書の大部分が残念なことに幼稚な内容しか持っておらず，したがって

必ずしもかゆいところに手が届いていない事情を考慮して，その穴を少

しでも埋めるべく，記述の詳しさに留意しました。また，日本語や英独

仏露語などを専門的に学んでいる方々にも実用的な音声学の参考書とし

て使えるように工夫したつもりです。

思い起こせば，必ずしも音声学のみを専門とするわけではない著者が

あるきっかけからこの種の入門書の必要性を痛感し，本書の執筆を思い

立ったのは，著者がウィーン大学に赴いていた当時で，研究期間も終わ

りに近づいた1993年10月頃でした。その後，主に余暇を利用して年末ま

でに本書の第III章と第V章を除いた部分の草稿をまとめたのですが，あ

いにく音声学関連の文献は全く持って来ておらず，参照できたのは現地

で入手できた若干の書籍だけでした。翌年1月の帰国後は公務で忙殺さ

れ，残りの部分の執筆と，ウィーンで書いた部分の訂正と増補を一応完

了したのは1994年10月のことです。

その後，本書が上梓される過程において，多くの方々のお世話になり

ました。特に，著者の音声学の恩師である東京外国語大学名誉教授・日

本女子大学教授竹林滋先生に原稿をご覧戴くことができたのは誠に幸い

でした。先生は非常なご多忙中にも関わらず，かつての教え子の一人に

すぎない著者のったない原稿を丹念にお読み下さり，十数枚にも及ぶメ

モによって特に日本語，英語，フランス語に関して数多くの有益なご指

摘を与えられたばかりか，本書の刊行に関してもご心配をおかけし，著

者の求めに応じて序文もお寄せ下さいました。期せずして，本書の刊行

は竹林先生が教職を辞されるのと時を同じくするため，借越ながら拙著

が先生のご退任の記念の一部になれば幸甚です。東京国際大学講師の畏

友花田康紀氏には原稿に対しての数々のご助言と文献情報を戴いたばか
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りでなく，出版社紹介のご面倒もおかけしました。お二人のお力添えが

なかったら本書が日の目を見ることはなかったことでしょう。大阪外国

語大学助教授郡史郎氏にはご多忙中にも関わらず合成音の作成・分析に

ついてご協力戴き，東京大学名誉教授・東京理科大学教授藤崎博也博士，

大阪外国語大学教授乙政潤，同教授河野彰，同助教授早稲田みか，拓殖

大学助教授渡辺勉，静岡大学助教授川口祐司，東京外国語大学講師平井

和之の各氏には文献の入手に関しお手を煩わせ，あるいはお教えを戴き

ました。校正では北岡千夏，赤井規晃，下郡健志の各氏のお世話になり

ました。また出版業界不況の折に鳳書房の関虞志氏は採算を度外視して

本書を出版して下さいました。現在の勤務校に奉職して以来，阪神地区

に居を定めていた著者は本年1月17日未明の阪神大震災によって大き

な被害を受けましたが，何とか本書の刊行にこぎつけることができたの

もこれらの方々のご協力の賜物です。記して深甚なる謝意を表します。

あるいは本書によって音声学や言語学，特に著者の専門に属す通時音

韻論に本格的に興味を持たれる方もおいでになるかもしれません。各国

語の初学者の方々のみならず，わが国の言語研究の将来を担うそのよう

な人たちに本書が多少なりともお役に立てば，著者としてこれに勝る喜

びはありません。不測の誤りのご指摘，あるいはご感想などお寄せ戴け

れば幸甚です。

1995年2月
北摂にて

神山孝夫

第2刷に際し若干の不備を訂正する機会を与えられた。誤植を見つけ

て下さった方々、特に宮本順一郎、清水康二の両氏に感謝する。

1996年4月 著者
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事項索引

あ

明るい(clear)L 65f. 82 253 

アクセント (accent)

188 232 241ff. 261 

アップラウト(独 Ablaut)

アンプロシア

「アンコ椿は恋の花」

196 260 263f. 

212 

255 

アンシェヌマン(仏 enchainement)

66 173 225 

い

異化 (dissimilation)

19 130 178ff. 231 256 

調音点の- 179ff. 

調音様式の~

位相 (phase)

異分析 (metanalysis)

咽頭 (pharyrは)

181ff. 

96 

203 262 

11 

~音 (pharyngeal) 28 

~化 (pharyngealization)

130 137 141 253 255 

~腔 (pharyngealcavity) 11 

~壁 (pharynxwall) 13 

イントネーション (intonation)242f. 

韻律的単位 (prosodicunit) 241 

う

うがいのR 70 

後ろ寄り (retracted)卜1 108 

ウムラウト(独 Umlaut) 115 160ff. 

え

エコノミー (economy，仏 ecomonie)

143 167ff. 231 

エリジオン(仏 elision) 193 

円唇化 (labialization)

51 74 79 83 85 

円唇母音 (roundedvowel) 110 

お

鳳啓助 114 

オカリナ 88 

オシログラフ (oscillograph) 88 

音のスペクトログラフ

(sound spectrograph) 91ff. 

音位転換 (metathesis)→メタテーゼ

音韻論 (phonology) 232 

音叉 (tuningfork) 88 

音質 (timbre，quality) 95 242 

音色 → 音質
音節 (syllable) 19ff. 235 246f. 
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事項索引

~切り (syllabicdivision) 247 

関~ (open syllable) 235 

閉~ (closed syllable) 235 

音速 (soundvelocity) 245 

音波 (soundwave) 8 

か

関管 (openpipe) 101 108 

関口端の補正 (openend correction) 

103 254 

回折格子 90 

関母音 (openvowel) 109 

重ね合わせの原理 89ff. 

過剰矯iE(hypercorrection)221 264f. 

硬い(露 TBêp~) 64 84f. 

き

基音 (fundamental) 88 90 95ff. 

気音 (aspiration)

32 49 74ff. 145 231 253 

気管 (trachea) 13 14 

きこえ (sonority) 65 246 

寄生音(仏 sonparasite) 205 

気息 → 気音

北島三郎 223 

ギター 97 245 

基本音，基本振動数 (fundumental

frequency) →基音

基本母音 (cardinalvowel) 110ff. 

~の不備 113 

第 1~ (primary c. v.) 110ff. 

第 2~ (secondary c. v.) 

284 

110 12lff. 

吸気 (inspiration) 245 

吸着音 (click) 245 

強勢 → 強さアクセント

強度写像 (intensityrepresentation) 

狭母音 (closevowel) 

共鳴 (resonance)

均一化(leveling)

く

112 

108f. 

80 84 

259 

空気柱 (aircolumn) 98ff. 

唇 (lips) 12 

口調(上)の e 206f. 

暗い(dark)L 65f. 68 84f. 

クラリネット

グリムの法則(ゲルマン語)

(Grimm's law) 

』ナ

98 

250 

経済性 → エコノミー

形態素(皿orphe皿e) 132 190 

懸ょう垂 → 口蓋垂

激音(朝鮮語) 75 

言語音 (speechsound) 10 

減衰娠動 (d四lpedvibration) 245 

現代かな使い(国語) 265 

弦の娠動 95ff. 

口音 (oral)

唱

、ー

17 



構音 →調音

硬(子)音(露 TBepJlIieSBYKH/ 

corJlac出 e) 81 246 253 

硬音 (fortis) 16 

口蓋 (palate) 12 16f. 

~音 → 硬口蓋音

~化 → 硬口蓋化

~垂 (uvula) 13 

~垂音 (u刊 lar) 27 

~帆 (veh皿) 13 16f. 

後期共通スラプ語

(late Common Slavic) 155 257 

口腔 (oralcavity) 10 16f. 

~母音 (oralvowel) 137 

硬口蓋 (hardpalate) 12 16 247 

~音 (palatal) 26 247 

~音 (duropalatal) 247 

~化 (palatalization)

39 67 74 79ff. 

114 116f. 120 122 128 131 

231f. 246 249 251f. 256f. 

(完全)-化 (totalp.) 80 148ff. 

(不完全)-化 (partialp.) 

62 79ff. 148 256 258 

(不完全)-化のしるし [j][j]80

第一~化(スラプ語) 153 

第二~化(スラブ語) 153 251 

第三~化(スラプ語)

154f. 251 257 

-(的)歯茎音 (palatoalveolar)

26 45 

~母音 (palatalvowel) 108 

甲状軟骨 (thyroidcartilage) 246 

後舌母音 (backvowel) 107f. 

後舌面 (back) 13 

高地ドイツ語(独 Hochdeutsch) 250 

喉頭 Oarynx) 11 14 245f. 

~蓋 (epiglottis) 246 

後部歯音 (postdental) 42 

後部歯茎音 (postalveolar) 26 45 

後部軟口蓋音 (postvelar) 52 

高母音 (highvowel) 109 

広母音 → 関母音

声 (voice) 14 

呼気 (expiration) 10 

~圧 75 

国際音声記号(InteinationalPhonetic 

Alphabet: IPA) viii 1 49 53f. 

68 70 87 110 136 238 263 

鼓膜 (eardrum，tymp祖国) 8 9 

コンデンサー 103 

五十音図 248 257 

さ

サイクル毎秒 (c/s)

サウンドスペクトログラフ

→ 音のスベクトログラフ

サ行子音(国語) 248 257 

支え母音(仏 voyelled'appui) 

134 173 

三子音の法則(仏陀gledes trois 

consonnes) 133f. 207 261 

し

9 

子音 (conson釦 t) 19ff. 

~結合の簡略化 (cluster
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事項索引

simplification) 

~類 (contoid)

歯音 (dental)

歯関音 (interdental)

歯ぎん

198ff. 

247 

25 

42 

→歯肉

歯茎 (alveoli，teeth-ridge， 

alveolar ridge) 12 

~音 (alveolar) 25 

-(的)硬口蓋音 (alveolo-palatal)

26 47f. 

舌 (tongue) 13 

舌先 (apex，tip) 13 

湿音(仏 sonsmoui lles) 

68 249 252f. 256 

歯肉 (gum) 12 

次末音節 (p飢eultima) 182 

湿った(仏 mouille) → 湿音

尺八 101 

弱化 (reduction)

131f. 188 242 244 

シャルル・ペロー 214 

重音脱落 → ハプロロジー

収縮母音 (contractedvowel) 141 

周期 (cycle) 9 15 

重(子)音 (geminate) 157 168 257 

~化 (gemination) 157 

周波数 → 振動数

シュワ(ー)(schwa) 131 

かぎ付きの-(hooked s.) 140 

上部ドイツ語(独 Oberdeutsch)

124 250 

女性の e(仏 ef佃inin) 133 

唇音 (labial)

唇歯音 (labiodental)
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24 

24 

娠動数 (frequency)9 15 88 96ff. 

唇軟口蓋化 (labiovelarization) 84 

仮幅(四，plitude) 8 15 89ff. 245 

す

スペクトル (spectrum) 90ff. 
官う.;<

~包絡 (spectralenvelope) 93 

スペクトログラフ

→ 音のスベクトログラフ

スペクトログラム (spectrogra阻) 91 

せ

正弦曲線 (sinecurve) 8 88 

正弦波 (sinewave) 15 96 

正常階梯 (normalgrade) 264 

生成音韻論 (generativephonology) 

153 

声帯 (vocalcords/ bands/ folds) 

13f. 246 

声道 (vocaltract) 18 98 

~摩擦音 (vocaltract fricative) 

53 

声門 (glottis) 13 

~音 (glottal) 29 

~化 (glottalization) 253 

セクション図 (section) 91ff. 

接近音 (approximant) 55 

せばめ音 (spirant) 40 

狭い (raised)[寸 109 

狭いエ 114 

狭いオ 119 

線型写像(linearrepresentation) 91 



線形予測I(linearprediction) 93 254 

顔動音 (trill，roll) 68ff. 

舌根 (root) 13 

舌先 (apex，tip) 13 

舌尖 (point) 13 

~的 (apical) 32 45 

~・後部歯茎音 (apico-

postalveolar) 45 

~・歯茎音 (apico-alveolar) 44 

舌端 (blade)

~的(la皿inal)

13 

32 45 

~・後部歯茎音(1細ino-

postalveolar‘) 45 

~・歯茎音(la皿ino-alveolar)44 

舌背 (dorsum) 13 

~的 (dorsal) 45 

舌 (to略ue) 13 

ゼロ階梯 (zerograde) 185 263f. 

前舌母音 (frontvowel) 107f. 

前舌面 (front) 13 

前部硬口蓋音(prepalatal)26 45 47f. 

そ

喋音 (obstruent) 93 254 

早期スラプ祖語 (earlyProto-Slavic) 

154 257f. 

掃入音 (epenthesis)

205ff. 225 232 249 

帰入母音(anaptyxis)206f. 259 264 

相対年代決定 (relativechronology) 

153 

促音(国語)

側(i薗)音(lateral)

29 229f. 

31 64ff. 

側面開放 (lateralrelease) 

31 85 172 231 

側面接近音(Iateralapproximant) 65 

側面破裂 (Iateralplosion) 172 

ソナグラフ (sonagraph) 91 

ソナグラム (sonagr細) 92 

組密波 (compressionwave) 8 

そり舌 (retroflex) 25 56 140f. 

~のしるしし) 25 

~化 (retroflexion) 140 

た

帯気音 (aspirated) 75ff. 

帯気閉鎖音 (aspiratedstop) 75 

代償延長 (compensatorylengthening) 

164 

第二次子音推移(ゲルマン語)(独zweite

Lautverschiebung) 250f. 258ff. 

高さ (pitch) 241 

脱落 (Ioss，elision) 131f. 

188ff. 232 235ff. 242 257f. 

~性の e(仏 ecaduc) 66 133 

弱化母音の~ (syncope) 188 

縦波 (Iongitudinalwave) 8 

弾音 (flap，tap) 71f. 

単母音(皿onophthong) 243 

ち

中央寄り (centralized)["] 108 

中間のL(露 cpesHee~) 253f. 

中間・ヨーロッパのL(露 cpesHe-

eBponeAcKoe ~) 253f. 

中舌母音 (centralvowel) 107f. 
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事項索引

チューピュラーペル

長(long)[:] 

調音 (articulation)

~域 (areaof articulation) 

101 

238 

18 

・+調音点

~位置 (placeof articulation) 

→調音点

~器宮 (articulator) 18 

~点 (pointof articulation) 

23 107 

~様式 (m組nerof articulation) 

30 

第二次-=副次~

(secondary articulation) 74ff. 

つ

綴り字発音 (spellingpronunciation) 

186ff. 201 262 266 

つぶやきの h(murmured h) 53 

強さアクセント (stress)

131f. 188 241 

て

定状波 (standingwave， stationary 

wave) 95ff. 

低母音 (lowvowel) 109 

添頭母音 (protheticvowel， 
prothesis) 208f. 

伝導率 (conductivity) 106 

と

トランペット 98 
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トロンボーン 98 

同化 (assimilation)

72 120 122 143ff. 231 

逆行-(regressive assimilation) 

144 

願行-=進行-(progressive 

assimilation) 144 

声帯緩動の- 144ff. 

相互-(reciprocal assimilation) 

144 

調音点の- 147ff. 222 

調音様式の- 165f. 

融合-(coalescent assimilation) 

130 144 249 

離腐-(non-contiguous/distant 

assimilation) 144 

隣接-(conti凹ous/contact

assimilation) 144 

同器官的 (homoorganic)

59 167 170 205 211 214 

な

直しすぎ →過剰矯正

長さ (length，quantity) 

128 238f. 241 

ナトリウム灯 90 

軟(子)音(露園長rKHe3BÝKH/cor~ác聞e)

66 81f. 122 

221 231 246 249 253 256 

軟音 (lenis) 16 

軟口蓋 (softpalate) 12 16 247 

~音 (velar) 27 247 

~音 (mollipalatal) 247 



~化 (velarization)

61 74 84ff. 118 

(完全)-化 (totalv.) 155f. 

(不完全)-化 (partialv.) 84ff. 

(不完全)-化のしるし [f][寸 84

~母音(velarvowel) 108 

二重共鳴器 (doubleresonator) 

104 108 

二重母音 (diphthong) 243 

~化 (diphthongization)

114 120 179 233f. 

『日本大文典』 150 

ね

音色 → 音質

ネクタlレ 212 

の

議音(朝鮮語) 253 

のどちんこ，のどひこ → 口蓋垂

歯 (teeth)

肺(lungs) 

密裏音

ハ行子音(国語)

は

12 

10 14 15 

→ 後部歯音

247f. 

ハ行転呼(国語) 256 261 

拍 (mora) 237ff. 241 

白色光 (whitelight) 88 90 

白色騒音 (whitenoise) 88 254 

破擦音 (affricate) 59ff. 

~化(affrication)83 248 256f. 

はじき音 → 弾音
波長 (wavelength) 9 96ff. 

発声器官 (vocalorgans) 10 

媛音(ン)(国語) 139 222ff. 

発音器官 (org釦 sof speech) 

10 14 18 

発芽音(独 SproBlaut) 205 

ハプロロジー (haplology) 196ff. 

腹(loop，antinode) 95 

破裂音 (plosive) 30 

半開母音 (halfopen vowel) 111 

半狭母音 (halfclose vowel) 111 

半硬ロ釜化(semi-palatalization)149

反硬口蓋化 (depalatalization)

156 186 

半子音 (semiconson飢 t) 55 

半長 (semi-Iong)[・] 128 238 

半母音 (semivowel) 20 55 

バイオリン 90 

倍音 (harmonic) 90 95ff. 254 

パリのR (仏 rparisien) 52 70 

パンパイプ 101 

ひ

非円唇母音 (unroundedvowel) 110 

一つがなの方言(国語) 265 
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事項索引

非鼻音化 (denasalization) 165 

標準(的)ドイツ語(独 Hochdeutsch}

59 130 

披裂軟骨(arytenoidcartilages) 246 

広い (lowered)['] 109 

広いエ 115 

広いオ 118 

鼻音 (nasal) 17 35 

~化 (nasalization)

74 137ff. 165 

~化の記号 H 17 137 

~化閉鎖音 (nasalisedstop) 35 

~化母音 (nasalizedvowel) 

→ 鼻母音

鼻腔 (nasalcavity) 10 16f. 

~開放(nasalrelease) 

31 170ff. 231 

~破裂 (nasalplosion) 170 

鼻濁音(国語} 36f. 221f. 

鼻母音 (nasa1 vowe 1) 

3 137 222f. 244f. 255 

ふ

不安定な e(仏 einstable) 133 

フーリエ解析 (Fourieranalysis) 

89ff. 254 

フォルマント (formant) 93 254 

基本母音の- 94 

第 1-(first formant) 109 

第2- (second formant) 108 110 

日本語母音の- 94 

節 (node) 95 

父称 (patronemic) 187 210 

290 

二つがなの方言(国語} 265 

フルート 101 

ふるえ音 →顛動音

分光機 90 

プリズム 90 

'̂ 

平音(朝鮮語} 75 

閉管 (closedpipe) 98ff. 

閉鎖音 (stop) 30 

閉鎖開放の省略 167f. 

平唇母音 → 非円唇母音

ヘボン式ローマ字 245 

ヘルツ (Hz) 9 

へルムホルツ共鳴器 (Helmholz

resonator) 103f. 108 

ベランメーのR 69 

母音 (vowel)

~化

lま

19ff. 

85 174ff. 

~奈替(vowelgradation， apophony) 

→ アップラウト

~体系 (vowelsystem) 232 

~調和 (vowelhar田ony) 161 

~変異 (mutation，仏 metaphonie)

→ ウムラウト

~類 (vocoid) 247 

~連続 (hiatus) 162 

ボドゥアンの(硬)口蓋化(スラブ語)

(Baudouin's palatalization) 257 



翻訳借用 (loantranslation， calque) も

264 

ま

前寄り (adv創lced)[+ 1 108 

巻き舌のR 69 

摩擦音 (fricative) 40 

~化 145 168f. 226 258f. 

み

都はるみ 28 255 

民間語源 (folketymology) 198 

む

無音の e(仏 emuet) 133 

無気音(中国語) 75 

無声音 (voiceless，devoiced) 15 
無声化 (devocalization，devoicing) 

3 16 20 77 113 121 128 129 

137 144ff. 147 173 232 235ff. 

無帯気音 (unaspirated) 75 

無摩擦継続音 (frictionless

continuant) 55 

め

鳴音 (reson飢 t) 77 93 254 

メタテーゼ(独 Metathese)

176ff. 259 

モーラ (mora) →拍

木琴 88 

もり上がり母音(bunchedvowel) 141f. 

や

軟らかい(露間rK雌)

有気音(中国語)

有声音 (voiced)

ゆ

→ 軟音

75 

15 

有声化 (vocalization，voicing) 

72 144ff. 256 

有声の h(voiced h) 20 53 

よ

ヨーロッパのL(露 eBpone凪CKoeJ1) 

253f. 

鋤音(国語) 265 

横波 (transversewave) 8 98 

与作 223 

j化(スラブ語)(jotation) 152 256 

四がなの方言(国語) 265 

り

リエゾン(仏 liaison) 203f. 

リズムグループ(仏 grouperythmique) 

240 

流音(liquid) 65 69 246 
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事項索引

両唇音 (bilabial) 24 

輪状軟骨 (cricoidcartilage) 246 

れ

連濁(国語) 145f. 265 

ろ

ロタシズム(ラテン語)(rhotacism) 

215 255 260 264 

ロドリゲス 150 156 

わ

ワ行の子音 58 

わたり(音)(glide) 63 205 262f. 

入り-(音)(on-glide) 205 

出-(音)(off-glide) 83 205 

292 

A-b-S: Analysis-by-Synthesis 

93f. 254 

Ach-Iaut (ドイツ語) 51 52 

αprivativum (ギリシア語) 264 

cacuminal → そり舌

centum語群(印欧語) 259 

cerebral → そり舌

e階梯(印欧語)(e-grade)→正常階梯

GA: General American 

Ich-Iaut (ドイツ語)

v 

49 

IPA: InternationaI Phonetic 

Alphabet → 国際音声記号

1 inking r (英語) 204 262 

。階梯(印欧語)(o-grade) 185 

rp音考」 248 

palato-velar (印欧語) 248 259 

E音の変遷(英語) 250 

E音の変遷(仏・独) 252 265 

R音化 (rhotacization) 137 140ff. 

Rの音色が付いた母音

(r-colored vowel) 140ff. 

RP: Recieved Pronunciation v 

sata田語群(印欧語) 259 

syncope 188 

VOT: voice onset time 76 



語葉索引

英語 assistance 211 

assistants 211 

a ton of rice 224 at dawn 168 

a/飢 204 at ten 167 

about 131 136 at the time 64 

acre 206 athlete 206 

active 168 attend 76 

after 76 attention 4 

ago 136 awful 162 189 

agriculture 263 bad 239 

alarm/alarum 206 bad taste 168 

Alexander 214 bank 37 225 

all 165 basically 236 

all right 199 bat 2 116 130 239 

all the way 214 batter 72 

already 165 199 bead 239 

always 165 199 beat 239 

四l/m 189 beautiful 85 174 236 

釦 cester 216 bee 114 239 

飢d 199 behind 20 54 

Andrew 214 believe 190 

android 214 beverage 177 

創19le 68 85 160 174 bid 128 239 

appear 76 big case 146 

apple 250 bird 2 56 132 136 140 197 

apron 203 bit 128 239 

as yet 150 boat 119 

asked them 199 book 120 129 

assemble 213 bought 118 
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語葉索引

breadth 64 

breakfast 131 

bridge 152 

bright 72 

brr・I・... 71 
bulge 214 

bumpkin 212 

bure 83 

butter 56 

butter包ldeggs 199 

buttery 56 

call 165 

camel 189 

C個 era 132 134 189 

ca皿phor 210 

can 189 

can't believe 261 

capital 236 

capitol 145 

car 197 

cards 60 

cars 60 

castle 199 

cats 60 

cattle 172 

celler 217 

chamber 213 

cheese shop 159 

cherry 203 

Chicago 3 128 236 

child 152 

children 66 

chimley 182 213 

chimney 182 213 

294 

Cinderella 214 

circle 68 

clock 117 

clothes 43 199 262 

club sandwich 146 

colonel 184 

come 76 

comfort 210 

comfortable 38 

confess 158 

contrary 197 

convey 38 158 

cooperate 76 231 

corner 197 

correct 190 

cotton 34 189 

could 189 

cow 130 

cry 77 

cup 250 

cup釘ldsaucer 199 

cure 49 79 

curtsey 251 

cut 124 135 

daddy 72 

day 205 

deemster 210 

de田lpster 210 

difficult 189 

direction 190 

discipline 236 

doesn't 165 

driver 134 

dry 63 64 



easily 189 

Easter 216 

eat it 127 

eighth 64 

elm/elum 206 

em(' e田)<he田 261

empty 211 

Eng 1 andくEnglaland 36 196 199 

English 36 199 

establishment 208 

estate 208 

even 182 

exactly 199 

eye 116 

facts 199 

false 214 

family 132 189 213 

far 117 141 

fasten 199 

fat 221 

father 117 204 

father and mother 204 

faults 214 

February 184 

feels 214 

feet 161 

few 83 

fiber 226 

fields 214 

film/fi lum 206 

final 189 

finds 211 

fines 211 

five 158 

英語

food 41 221 

foot 161 

forthright 72 

France 37 

friendship 199 

full/fi 11 161 

garage <仏 249

garden 178 

gender 255 

geometry 34 

get 115 

Get up 72 

gi創lt 196 

gigantic 196 

gigolo <仏 249

give me/gi皿e 199 

glimpse 210 

going to/gonna 199 262 

gone 262 

good boy 157 

good concert 157 

good girl 157 

good man 157 

good morning 165 

good news 165 

good pen 157 

good time 146 

Goodge Street 146 160 

govern 197 

governer 197 

government 190 

grow 72 

hall 53 

had/'d 189 
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語嚢索引

half 117 

Hampshire 211 

Hampstead 210 

hand 53 

handsome 199 

happen 159 

happy 128 

has she? 146 159 

has/' s 189 

have/-ve 189 

he 49 189 261 

he was annoyed 190 

health 214 

heaven 182 

Hendrick 214 

Hendrix 214 

Henry 214 

Henry/Enery 206 

Hepburn 245 

her 189 

him 189 

his 189 

history 189 

hit 49 53 

hood 41 221 

horse 176 

hot 124 

huge 49 

human 49 

humble 213 

hymn 199 

idea of 262 

important 170 

in your eyes 224 

296 

in- 264 

income 76 

intention 211 

irrelevant 176 

is 196 

is this 43 

is/' s 189 

it 127 

It's un eatable! 34 

it <hit 261 

iwis 185 

Jack and Jill 199 

Jimpson 210 

just one 199 

kernal 184 

量icker 236 

kindergarten 152 

kindness 199 

king 154 197 

knee 198 

加it 39 128 

la皿lb 199 

l四lp-post 167 

landscape 199 

law 124 

law and order 262 

length 199 

library 197 

Lincoln 199 

little 85 172 174 

loaf 198 261 

local police 261 

long 36 

long ago 132 



英語

longer[u] 36 nature 150 

longer[ug] 36 neat 39 

Love me tender 165 nickname 262 

lovely 128 night 4 19 198 

lunch score 160 nimble 213 

maesure 229 ninth 211 

major 229 not alone 190 

make 169 not now 34 

皿ama/田 196 not/ーがt189 

E釦 139 number 213 

man and beast 199 obvious 60 

man/men 161 occasion 46 

E倒lsion211 occupation 129 236 

many others 231 occur 76 

marble 181 183 oculist 195 

皿arry72 of course 146 

matter 145 often 189 199 

皿easure46 old man 199 

medal 172 one 204 

middle 85 174 or 197 

mince 211 organ 159 170 

mints 211 outset 251 

month 225 pan 37 

months 43 199 211 262 papa/pa 196 

moon 120 particular 197 

mortal 264 particularity 236 

moss 155 pea 203 

mother 56 pease 203 

mother-in寸aw56 pekoe 236 

mountain 19 pencil 4 

mouse/mice 161 penguin 37 

mumble 213 people 85 174 

murder 264 perception 76 

mustn't 199 perfectly 199 
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語葉索引

perform 197 

phew 40 

pilgrim 183 

pin 76 

plant 250 

play 66 77 

play b∞Iky 236 
pleasure 47 62 -229 

pledger 47 62 229 

police 132 190 

poplar 180 

porridge 145 

卯ttage 145 

powder 217 

preferable 189 

pressure cooker 236 

prism 189 

probably 189 

prompt 211 

proportion 197 

Pudsey 251 

pull 66 

pure 49 

purple 183 

put 120 234 

quality 161 

quartz <独 260

rag 20 

reputation 3 236 

rhythm 189 

ribbon 159 

Richard the Lion-Heart 64 

riddle 203 

rigorous 226 
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risked prison 199 

roads 44 60 229 

rock'n'roll 199 

rod and gun 199 

rose 44 60 229 

Russia and China 262 

Sal isbury 184 

Salop 184 

Salopian 184 

Sampson 210 

Sarisberie 184 

sauce 162 

saw 162 

screen 263 

secretary 184 197 

seemed glad 199 

seven 258 

shall 189 

ship 169 

should 189 

show them up 223 

Shrewsbury 184 

Shrobbesberie 184 

Shropshire 184 

Shut up! 72 

sides 44 

simply <simplely 196 

Si皿pson 210 

sister 215 

size 44 

Sloppesberie 184 

Smith's thing 43 

sofa 132 134 

soldier 150 



英語

some 189 tens 211 

someping 263 tense 211 

something 209 225 263 tenth 211 

songs 225 tents 211 

s∞In 233 terrific 190 

sorry 72 that boy 157 

sound footing 236 that cup 157 

Southampton 212 that girl 157 

specialist 189 that m組 157

spew 83 that pen 157 

spray 78 that table 34 

spy 78 the 189 

squall 79 出em261 

stage 263 them/' em 189 

stipend 198 then/，n 189 

strange 263 these socks 146 

stream 216 thicken 159 170 

strength 199 thimble 213 

submarine 170 third 176 

sudden 170 189 this shop 159 

sure 150 this year 150 

surprise 197 three 72 

swan 161 thunder 214 

table 85 time 76 205 

talked 199 token 206 263 

tank 225 Tom 224 

tapestry 216 Tom ate it 224 

ten 251 Tomson 210 

ten boys 158 ton 224 

ten cups 159 tong 224 

ten girls 159 tong a piece of ice 224 

ten men 158 tonight 76 

ten players 158 too 120 

tends 211 topmost 170 
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Toronto 166 

tr担問y249 

tremble 213 

tremor 213 

try 63 64 

try and book a seat 199 

tWle 49 

two 233 

凶1- 264 

Wlcle 85 160 174 

Wliversity 189 

upper 76 

usual 150 

usually 189 

very 72 

view 83 

vision 189 

Wales 250 

walk 198 

walked 199 

walked back 199 

want 161 

want to/wanna 165 199 

war 161 

wasp 176 

water 161 169 

wear 250 

weather 250 

Welsh~Welch 214 

whales 250 

what 54 221 

What you want? 150 

wheat 54 

where 54 250 
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whether 250 

which 250 

whine 250 

whistle 216 

white 54 

will/' II 189 

百inthe race 165 

winds 211 

wine 250 

wins 211 

wise 186 

witch 250 

with respect .72 

with thanks 146 

wood 20 

Would you? 150 

would/' d 189 

wouldn't go 165 

write 198 261 

year 57 

yesterday 152 

you mustn't lose it 199 

中期英語

釦 ekena田e~ a nekena皿e262 

gli皿sen210 

naperon 203 

古期英語

acer 206 

画(et)tig212 

brycg 152 



英語

cneo 198 ドイツ語

ci 1d 152 

dridda 176 ach 51 153 

fastnian 199 aktiv 168 

fot 161 a11es 190 

fu11 161 a1s 214 

fy11an 161 組 Abend 224 

gewis(s) 185 個 nord1ichsten 188 

giestran dag 152 個 wahrschein1ichsten 188 

h1af 198 andersartig 71 

(h)wis1ian 216 aneinander 224 

1amb 199 anme1den 248 

皿onn/menn 161 Anteil 76 

mus/mys 161 Apfe1 59 

nime1 213 arbeitest 190 

neaht 199 arbeitet 190 

niht 199 Aschenbrode1 264 

oft 199 Aschenputte1 264 

r副e1se 203 auch 51 

tacen 263 B釘lk 37 

tacn 263 Bauer 71 

th山lor 214 Berghutte 236 

thyme1 213 bersten 177 

waps 176 Beweise 190 

wea1can 198 Bier 70 

官ritan 198 Bingo 36 

bitte 127 190 

b1ad 239 

B1att 239 

B1ume 19 

Boot 119 

brestan 177 

brr 71 

Bruc量e 152 
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Buch 79 

Dach 233 

d創lke 132 190 

daran/Iむ釦 191

daraus/draus 191 

darein/drein 191 

darin/drin 191 

darum/drum 191 

darunter/drunter 191 

das/'s 191 200 

doch 51 

dr削除n 191 

drinnen 191 

dritte 176 

droben 191 

drunten 191 

du 191 

durch 49 

eben 182 

Eigen 214 

eigentlich 190 214 

ein (オーストリア) 130 163 

ein 203 

ein/'n 191 

einen/'n 191 

einfach 34 

eins 4 211 

Eins組keit 76 

Elen 191 

elend 191 

Elend 191 

Eller 177 

emp- 191 

ent- 191 
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entdecken 168 

enttauschen 167 

entwickeln 206 

entwickelt 206 

entwickle 207 

er- 191 

Erle 177 

erstens 225 

es/' s 191 

essen 233 264 

fuhle 190 

Fund 221 

funf 129 158 211 

falsch 214 

fang釦 224

Fastnacht 200 

Feld 66 

Feuer 129 

Fond 139 

Frulingsluft 225 

Futur 236 

Gast 160 

Gaste 160 

ge- 264 

Gebot 190 

gegessen 264 

Genie 47 

gerade/grade 192 

gesagt 192 200 

geschichten/G'schichten 192 

gestern 152 

gewis 185 

gibt' s 191 

grosem 132 190 



G'schichten aus dem Wienerwald 192 

gut 120 233 

Haar 70 

habeパlab' 192 
haben 159 172 200 

Hades 191 

Haken 159 171 

halbem 171 

halb (バイエルン) 175 

Hals 214 

Haltestelle 132 190 

handeln 66 172 

Hansestadt 211 

Haus 118 

her釦/'ran 200 

herauf/'rauf 200 

heraus/'raus 200 

herein/'rein 200 

her凹I/'r凹 200

herunter/'runter 200 

Hi皿el 132 182 190 

hinauf/'nauf 200 

hinaus/'naus 200 

hinein/'nein 200 

hinunter/'nunter 200 

historisch 236 

hoch 161 

hoch 221 

Hof 221 

hoher 161 

Holtz (バイエルン) 175 

Honig 197 

Hund 120 221 

hundert 135 

Hunderter 190 

ich 48 49 153 203 

ihn/'n 191 

ist 196 203 

ist' s 191 

ja (オーストリア) 124 

Jacht 20 

Jahr 50 

Job <英 251

Kahne 239 

Kaiser 251 

Kaktusse 236 

Ka皿er 213 

Kartoffel 180 

Kase 115 

Keller 217 

kenne 239 

kenne/kenn' 192 

Kind 152 

Kinder 135 

Klassifikation 236 

klingeln 66 

Knauel 185 

Knodel 207 

knappem 171 

胎lie 77 261 

knitter 128 

Knoblauch 185 

Koder 197 

Kongo 36 

Konig 154 197 251 

Konjunktur 211 

konnen 123 

Kopf 59 250 

ドイツ語
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語集索引

M血179 122 

lacheln 190 

lachelst 190 

lachelt 190 

Lachs 187 

Lage 226 

Laib 261 

Laut 129 

Lippen 159 

machen 169 

Macht 199 

manchmal 4 211 

Mann 117 

Marmor 181 

田ehr 135 

Mensch 211 

Milch (スイス) 174 

mindestens 211 

Mittel 19 66 172 

moglich 122 

Mutter 234 

muB 129 

naher 71 

nach Hause 192 

nicht 39 200 

nichts 188 

niemand 39 

nix 188 200 

nordlich 188 

Nummer 213 

ober 226 

Ode 253 

offen 214 

。ffentlich 214 
304 

Ohr 70 253 

Okkupation 3 129 

Orden 214 

ordentlich 214 

Ort 233 

ostlich 200 

Ostseekuste 236 

Pappel 180 

Parfum 139 

Pferd 70 

Pflanze 59 250 

pikieren 3 128 

Pilger 183 

Pils 214 

Pilz 214 

Pingu 36 

Pinguin 37 

Pneu 77 

prall 77 

putzen 76 

Putzerei 236 

Qual 55 

Quarz 260 

Qwarセ 180

reden 171 190 

Regen 114 

reiBen 261 

Restaurant 139 

RoB 176 

sagen 159 171 192 200 

sa皿eln 181 

schaue~schau' 192 

schiff 169 

schlafen 38 258 



schon 203 

Schwester 55 215 

sechs 187 

sein 203 

Se田 224

seng 224 

Senn 224 

sie 191 

sind 196 

Skalp 78 

Sonne 118 

SpaB 78 

Splitter 78 

's Roslein 191 

Stall (スイス) 174 

Sta皿chen211 

Stellen 132 

still 66 

Stipendium 198 

StraBe 78 

StraBenbahn 249 

Tag 152 

Tage 51 169 

Talent 76 

Tartuffel 259 

Teint 139 

Teller 177 

Tier 233 

Tra国間y(オーストリア) 249 

treten 171 

typisch 236 

Uhr 70 135 

umschreiben 225 

un- 264 

unangenehm 34 

unglaublich 248 

ver・ 191

Verein 34 

vital 77 

wahrscheinlich 188 

Waldschnepfe 254 

Wasser 71 169 190 

weise 186 

wenn's geht 191 

Wie geht's? 191 

zehn 60 

Zeichen 263 

zer- 191 

zu Hause 192 

zwei (オーストリア) 163 

zwei 55 

中高ドイツ語

geste 160 

hoher 161 

honag 197 

körder~köder 197 

kliuwel 185 

klobelauch 184 

kunig 197 

samanen~sa皿alen 182 

talier 177 

古高ドイツ語

gast 160 

gesti 160 

hoh 161 

hohiro 161 

ドイツ語
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語葉索引

hOI随時 197 

hros 176 

kuning 197 

querdar 197 

S阻飢on 181 

オランダ語

Wijk 58 

加。Imken 212 

kelder 217 

スウェーデン語

dum 131 

hus 127 

古サクソン語

epan 182 

hep釦 182

ゴート語

dridja 176 

baira 259 

fadar 259 

ゲルマン祖語

'akraz 263 

'ebna- 182 

'fimf<・penpe 158 
・foti 161 
'himin- 182 

'hlaiba- 262 

'kuningaz 154 251 

・taikn回 263、issaz 185 
'wissaz 186 
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フランス語

absoudre 217 

actif 168 

admirable 166 

agir 46 

Alsace 146 

組 118 124 

arbre 183 

arc de triomphe 134 

assembler 213 

a-t-il 204 

atteler 172 

attention 245 

au dela 172 

autre 162 174 

avenue 38 

(avoir) une longue main 166 

balsa皿ine 146 

banc 117 

bataillon 68 

beau 119 

beaucoup 233 

bete 115 161 

betise 161 

billet 50 

bleu 122 

bon 118 124 

breuvage 177 

brI・E・71
C碍ne 224 

came 224 

C佃P昭nescientifique 225 

cane 224 



canif 207 

Cap-Vert 146 

ce 134 

ceder 192 

cela tombe mal 166 

cela/ca 201 

cellier 217 

cendre 214 

Cendrillon 214 264 

cent 152 

cerise 203 

C'est une ch色vre 240 

C'est une chさvrenoire 240 

cette nation 171 

cette table 167 

chambre 213 

ch釦 ce 245 

chaque jour 146 

chef de gare 146 

chercher 160 

cheval 66 

chose 152 162 

chuter 236 

cinq 158 

clair 192 

clarte 192 

cogner 39 

colonel 184 

connaitre 216 

coronel 184 

coster 3 

decision 83 

dites donc 146 

donne-t-il 204 

フランス語

durer 83 

ecole 208 

economie 163 

ecouter 236 

ecr飢 263

eleg.佃ce 226 

Elle est grande 240 

Elle est mince 240 

Elle est 皿inceet grande 240 

en venant 38 

escal ier 263 

espace 263 

est 196 

estimer 263 

etablissement 208 

etage 263 

etat 208 

etincelle 177 

etrange 263 

etre 216 263 

etudier 208 

faire 193 

faisant 193 

faudra 217 

faux 175 

fi lle . 151 252 

filleul 68 

fin 116 123 130 

fleur 123 

fromage 177 

gendre 255 

genre 152 155 

gourmet 79 

haut 175 
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語葉索引

heroine 231 

humble 213 

ici 83 113 

il fait 193 

i 1 part 240 

Ils sont tous ici 236 

ils viennent 193 

in- 264 

institut 236 

J'ai eu un billet 231 

je cede 192 

je courbe mon front 171 

Je crains qu'il ne vienne ici. 224 

je fais 193 

je faisais 193 

je laisse 161 

je ne frappe pas 167 

je ne sais pas 166 211 

je pense 146 

je recois 193 

je veux 192 

je viendrai 214 

joli 46 

juspue 160 

la petite maison 133 207 

laisse 161 

l' arbre 193 

le 134 

le douxi組eavril 224 

le peuple allemand 66 

le peuple anglais 133 

225 245 

le peuple fr釦 cais 66 133 207 

le premier etage 203 

leur 179 

308 

1 is 198 

loin 58 

ma femme sais 225 

marbre 181 183 

materiel 192 

matiere 192 

medesin 146 

mobil 226 

moi 58 179 

moi/me 193 

Moi aussi 231 

monsieur 166 210 

montagne 151 

mort 264 

皿ortel 264 

muer 169 

neige 46 

nombre 213 

notre livre 201 

nous cedons 192 

nous faisons 193 

nous recevons 193 

nuit 20 

observer 146 

obvenir 60 

oeil 195 252 

oreille 162 195 

ouest 58 

oui 58 

paletot 253 

parking 36 

pas 116 117 

patte 116 

p色lerin 183 



pendant 166 

petit 134 203 

peuple 66 134 207 

peuplier 180 

pied 50 114 146 

plaisir 256 

plus 146 

poi 1 146 

poivre 145 

po皿e 118 

potage 145 

poudre 217 

pre皿ier 203 

pr~tre 52 146 

prompt 211 

puis 146 

quartz <独 260

quatre 116 

quelque 66 

quelque chose 201 

quenelle 207 

I・ealism 146 

renault 175 

revenir 38 166 

rien 52 

roi 179 

rude travail 168 

rue 52 

savoir 169 

second 145 146 

signe 39 

soeur 215 

sont 196 

special 263 

フランス語

station 263 

stipendier 198 

Strasbourg 146 

sftr 169 

table 195 

table d'honneur 201 

tasse de the 146 

tenir 146 

t~te de veau 168 

tien 83 

tout 120 

tragi-comique 198 

tragico-comique 198 

tramway 249 

trembler 213 

truffe 177 260 

tsar 60 

tsigane 60 

tsoin-tsoin 60 

tu 79 110 

tutelle 236 

un 123 130 

un bon vin blanc 137 

un petit enfant 203 

une grande nouvelle 171 

une longue main 36 

une petite 134 201 

une petite maison 132 133 207 

universite 3 236 

va-t-il 204 

vaudrai 217 

veiller 68 

venir 193 214 

veuf~veuve 173 
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語葉索引

vi組de 198 

vie 134 

vif/vive 173 

vin 138 

vouloir 192 

刊e122 

yeux 50 

古期フランス語

佃 cestre 216 

bevrage 177 

cher旬e(北部) 203 

conoistre 216 

enfants 251 

estre 216 

peligrin 183 

tapisserie 216 

イタリア語

albero 183 

altro 162 

amore 119 

attivo 168 

ban叩a117 

buono 118 

cento 152 

chiedere 183 

cinque 158 

colonello 184 

cosa 152 162 

fiedere 183 

figlia 151 252 

310 

figlio 67 

genere 152 255 

giglio 185 

in iscuola (古) 208 

la scuola 208 

montagna 151 

notte 157 257 

occhio 195 252 

orecchio 162 195 

otto 157 

pellegrino 183 

pesca 116 

piacere 256 

pregare 145 

sette 157 

sorella 215 

strada 145 

tarfulo 259 

tartuffolo 259 

tavola 195 

tema 116 

venti 115 

venti 114 

volto 119 

スペイン語

arbol 183 

caro 72 

carro 72 

cinco 158 

escuela 208 

estudiar 208 

gracias 207 



hija 249 

hombre 182 213 

lirio 185 

llave 67 

lobo 145 

luego 51 

madre 145 

mudar 169 

oreja 162 

otro 162 174 

padre 145 

pebre 145 

pero 72 

perro 72 

saber 169 

sangre 182 

seguro 169 

tren 207 

ポルトガル語

atum 139 

crenca 139 

folha 67 

la 139 

mudar 169 

saber 169 

se忠lro 169 

sim 139 

tom 139 

俗ラテン語

assimulare 213 

イタリック諸語

auricla 195 

cinere 214 

*conosre 216 

*ess(e)re 216 264 

fil ia 151 

montanea 151 

oclu~oclo 195 252 

tab(u)la 195 

*terrae tufel 259 

・trem(u)lare 213 

ラテン語

alter 162 174 

altus 174 

antecessorem 216 

arbor 183 

auricula 162 195 

auris 162 195 

bibere 177 

Caesar 251 

camera 213 

castellum 199 

causa 152 

causa 162 

cell孟rium 217 

centum 152 

cinis 214 

co(g)nosc己 216

cupa 250 

cuppa 250 

decem 176 

esse 216 264 

est 196 
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語集索引

falsus 174 

februarius 260 

fero 259 

ferere 183 

filia 252 

form 177 

formaticum 177 

generem 152 

generis (属格) 255 

generum 255 

genus 152 255 

hominem 182 

hODO 182 

humilis 213 

hymnus 199 

illorum 179 

infantes 251 

lilium 185 198 

lupus 145 

marmor 181 183 

mater 145 

me 179 

両国 151 

mon樋nus 151 

mortalis 264 

mortuus 264 

mutare 169 

noctem(対格) 157 

nox 257 

numerus 213 

nutrire 198 

nutrix 198 

octo 157 

oculus 195 252 
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oeconomia 163 

pa凹lus(中期ラテン語) 180 

pater 145 259 

pendere 198 

peregrinus 183 

piperis 145 

placere 256 

planta 250 

populus 180 

precare 145 

pr・omo 211 263 
promptus 211 

pulverem 217 

purpura 183 

quaerere 183 

quinque<・kωenkwe 158 
regem 179 

sanguinem 182 

随時uis 182 

sapere 169 

schola 208 

scintilla 177 

secundus 145 

securus 169 

septem 157 

soror 215 

stipendium 198 

stips 198 

str証ta 145 

stude問 208

sunt 196 

tabula 195 

terrae tuber 259 

tremo 213 



tremulus 213 

tuber 177 

vidi 260 

visus 185 

vivo 198 

vivenda 198 

イタリック諸語

ロシア語

a灯同叫 168

eIJI'I6a 61 

apecn岨 201

6組 K 37 225 

6e3司eMOll包a 159 

6e3 m，旬開 159 

6e3llHa 201 

6e3Me3111剖量 201 

6e3ManBcTBoBaTb 202 

6~H30PÝKOCTb 198 

Moxa 177 

6ω針。 194

6pp 71 

6Ý~o咽胡 187 

6白H 194 

B.lOIX 4 

B H邑M 204 

B 0阻長 35

B re6e 204 

B~bnmHeß <独 253

BellY 186 

B釦1 172 

BeCT品 186

Be町 b 186 

BeCb 177 

B03bMY 263 

BふqJ:CKH圃 202

BMK 175 

BoceMb a町 O6YCOB 224 

BoceMb ceKYHll 225 

Bce 147 

BCTpeTHTb 216 
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語葉索引

r1le 186 

rHr8HTC四emarii 202 

rJlHCn岨 201

間 IJl8H1ICK附 202

roJIJI包1IKa 202 

roJIOBa 132 

roCTI> 202 

rpa6極 194

rpa6en (属格) 194 

rpooo311KHA 202 

ryBePHM宜a202 

1IaJlbH03OPKOCTI> 198 

1IB&1IUaTl>叩H167 

1IBeph 177 

且oop208 

1IOO向16puoco弔問割問 60 

118011))0111岨 195

1IeBCT鶴田OCTI> 202 

1IeHh 39 

1IeHhr日 39

1103 61 

toH 229 

m釘ョ 229 
1IOJlrHA 263 

且OC1五百咽o195 

1IYxii 50 

掴 IK 46 

eCTI> 196 

加∞TJlHBIIIA202 

lI6組 187

E甑(複数属格) 229 

E語C1窓口 202 

翻TI> 46 

羽田sHpoca醐 194
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3aBiiCTJlHBIIIA 202 

3aco醜lIBaTl> 194 

3acox 6111 51 

3axoxOTむ 194

3Ba3111剖量 201 

3110PO回 ro195 

311paBCTBY耐可~ 195 202 

3創側OBa叫 194 

s釘ョ 229 

3闇e長 194

3HaHHe 194 

3OJ1YIIIKa 264 

30PKH量 198

3pen 198 

HsaH HsaHoBHq 224 

HBO阻量 194 

阻害 AIIePHKH 35 

聞cTHTYT225 237 

1I0KoraMa 50 

K BaM 204 

K rωOBe 186 

K HellY 204 

E拘置Y186 

K qeNY 186 

KaPTD争創h180 

臨むa226 

即日31> 155 251 

Kor1la 202 

E側6‘IHO 187 
KOCTJI長脳量 202 

KOCTl> 202 

K01司且W172 
KpeCTl>血JIII 202 

KTO 186 



ロシア語

且e6ellb 175 HaYKa 231 

且erKo 186 HeBecTKa 202 

J1er'le 186 HeKOTOPHe 195 

J1eKapb 252 Hec司acn叫 201

J1HCT 202 取IKiiTa 187 

J1iiCTbft 202 刷KiiTH'lHa 187 

MaxaTb 153 HoBoro 195 

MaJDY 153 HpaBCTBeH1剖圃 202 

MrJla 177 品目閣制 171 

Mec官制踊 201 06B阻 eHHe 60 

Mec!IIla 195 06聞お 171 

Mex 154 060聞 e 226 

則 4胴圃 61 計31iB 60 

HOCKBa 125 135 omiiTb 253 

MOlteT 153 的eHb即時peCHO 224 

Mope 252 O'leHb xopomo 225 

聞削HTapiicTCKMA 201 nanKa 118 165 

MorY 153 ロaJJbTO<仏 253

MOJIOIlOlte四 194 neKY 153 

MωOKO 165 n旬。 115

Mω6‘lHa胃 187 nepe且aBaTb 194 

MopiiTb 264 ロ邑C 131 

MOCKOBCKHA 202 目前b 115 

MOCT 202 ne可吾T 153 

MOX 155 nHHr目白 37 

MPaMOP 181 日前b 113 

MYIlPcTBOBaTb 195 則的Tii 186 

MXH 225 則的-y 186 

聞 126 日orωOB品 194

M!IrKO 186 no且 262

園長門e 186 nOIl 0間切 35

Ha 262 nOltanyAcTa 195 

Ha 0悶 e 231 nOJJe(主・対格) 194 

HaM阻町宮peCHO 224 nOJJe(前置格) 194 
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語葉索引

nOJl掴(属格) 194 

目oPO 172 

nO3IlHO 201 

nONOJmutK 261 

nONO咽 HK 261 

nO1盲目 171 

目paooro 195 

npne‘畳間 187 

nPHlIaTO明。 195

npHe3泊施 46

npH善N 263 

npOBOJlOKa 195 

即時町 115

nponar組且HC叩 KH圃 201

npolI卓皿圃 253

町CT畑叫 187

町TII 237 

刑制a 177 

目罰百aj(Jla'官岨 195 

目前b 117 130 164 

pa6OTa 132 193 

pa且目。 194

pall∞官岨 201 

PBY 247 

pe'lb 252 

PYKa 198 

e翻 fOa 159 

C HaoH 204 

C HHM 204 

capa叩民間曲 202

cerOIlH耳 195

ce嗣ac 195 

ceN 224 

ceHb 224 
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ceH 224 

0側 b 224 

cepll'l加Ka 202 

ceplllle 202 

cepe6po 216 

ce町畢，p(複数嵐絡) 264 

ceC1詞 215

ce町 b 202 

CllelTh 159 

CKOOOPOIlY 195 

CKY明。 187

CJIaTh 262 

CJlHOOBlJlll 194 

CJlHOO'ff叫 187

C圃epTh 83 263 

cMep可 83

COoeCTJlHBlIIA 202 

COJI回e 202 

cpella 216 

C叩 leolllHf 198 

CTJlaTb 202 262 

CTOJI 208 

CTYlIB前 ax 221 

CTYlIeH1四 221

cYTYJlO 3 237 

Cyn. 196 

E四:ec官。国HHe 237 

伺 a町'JIHBlJIlI 202 

C司aCThe 159 

。町r& 159 

TaH 117 164 

百 HK 225 

TapeJ!Ka 177 

TBO卯 r 180 



ロシア語

τ-e.no 175 可YTh 79 120 122 

rorlla 202 司hH 50 

吟nωh 180 meBaplIH匂se 60 

τ-paNBaA 38 249 ー叩 115 164 

TPOIlPOJl}醐 195 ー叩 115 164 

TYplICTCJCHA 201 百sWc194 

TYT 120 233 IIH明則a 187 

市CII'Ia 195 危IOH目見 194 

yAl剖hI 231 沼IOHCJCHA 4 

YNepm 264 

YNPY 264 チェコ語

YHHBepC町量T237 

何前叩 237 創10 34 

teBPa.rJh 183 byt 264 

teBpaph (古) 183 cela Evropa 34 

仰 u知且CJCH曲 202 cb釦 187

抑制aHllCJCHA 202 dcera 260 

争わ刀p41 221 dite 151 

XBaCTJlH阻量 202 dl世話 207 

XBOCT 202 Dvorak 1 70 

XJle6 262 hrad 178 

X03伺CTBOBaTh 195 chleb 262 

XOJJOIlHO 171 jablko 66 

xopomo 51 je 264 

XYlleHhJCH曲 79 knez 155 

xyrop 41 221 kvet 147 

uapc叩OBan 195 labut' 175 

uaph 251 lehko 260 

田町 60 147 lehky 54 

司ac 61 lekar 70 

可ero 195 lih 54 

'1HTm 3 237 mech 155 

可叩 187 mech 154 

‘lYBCTBO 202 国leko 178 
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語葉索引

mlha 177 vztah 54 

more 70 z Ameriky 34 

町 127 zban 187 

na shle也nou 54 

ne 265 ポーランド語

nehty 54 

neni 264 beda 139 166 

noha 153 bede 138 166 

noze 153 bedzie 138 

nyni 151 car 251 

osm 207 cialo 175 

pod 0也em 34 cora 260 

pH 70 drzwi 177 

ruce (与格) 153 dzieII 151 

ruka 153 grod 178 

rec 70 jablko 147 

sed皿 207 kose 151 

shoda 54 krwi 147 

smrt 263 ksi4dz 155 251 

streda 216 ksi4ika 138 

strecha 153 kwiat 147 

strese 153 lekarz 252 

stretnout se 216 labedz 175 

stHbro 216 mech 155 

telo 151 175 meiczyzna 138 

topol 180 皿iech 154 

tr血vaj 249 田leko 178 

tri 70 147 morze 252 

tvaroh 180 my 126 

v 0匝e 34 niosl 147 

vedl 66 nodze (与格) 153 

vetsi 180 noga 153 

vlk 175 paIIstwo 205 

vse 147 pasm 147 
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スラプ諸語

pchta 177 stii -sto 187 

Piotr 147 topola 180 

plwae 147 叫k 175 

plech (複数属格) 259 zbiln 187 

rzecz 252 

tramwaj 249 スロペニア語

trzi 147 

twarog 180 cebela [ce-ゐ] 177 

wiekszy 180 dekla 180 

Wisla 58 h glavi 186 

wy jat 138 166 h komu 186 

zaczeli 138 166 hci 186 260 261 

ziemia 151 lahko 186 

mehko -mehko 186 

セルピア・クロアチア語 Sl目白 207 

beo/凶la 175 ウクライナ語

eerka 260 

diig 263 BOBK 175 

dzbiln 187 

grad 178 マケドニア語

kei 180 186 

knez 155 Kepa 260 

k首く tko 177 

milhovina 155 古代教会スラプ語

meh 154 

mijeh 154 liA屯X4 177 

mleko 178 Rh司1A4177 

皿lijeko 178 IItCTh 186 

mnogo -田logo 182 r1l4A'o 178 

sav 177 A且hllH 177 

smrt 263 AeCAlTh 176 

streha 153 K'oHAlSh 155 

stresi 153 IIAtKO 178 
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語舞索引

anx.. 155 

U旬、 154

eもP主CTH 216 

C畠n 196 

tlllPK4Pb 260 

後期共通スラブ語

'cesarb 251 

'dokterka 260 

'dokti 180 261 

・dolgo 263 
'gordo 177 

'konedzb 155 251 

・lbgoko 260 
'melko 178 

'mexも 154

句協も 155 

'smbrtb 263 

早期スラプ祖語

'kuningos 154 

旬。isos~ 'moixos 154 

'musos ~・muxos 155 

{γ・。=・a)
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その他の印欧語

リトアニア語

desi直tas 176 

imu 264 

sesuo 215 

ギリシア語

agr・os 263 

amblus 213 

組lbrotos 213 

佃lbrosia 212 

釦ー/a-264 
andros (属格) 214 

ωer 213 

a(w)istos 185 

brotos<・mbrotos<'mrotos 213 264 
deka 176 

-eis 265 

h血nos 199 

lambda ~ labda (λ) 212 

mrotos (アイオリス方言) 264 

oikonomia 163 

pater 259 

phebrouari(o)s (中世) 260 

phero 259 

サンスクリット

asti 196 

bhara皿i259 



dasa 176 

mesah 154 

pitar- 259 

santi 196 

svasar- 215 

印欧祖語

'agros 263 

事bhero 259 

'delan 176 

'em-/'lp- 263 

・es-/・s- 196 
'esti 196 

'lanto皿 259

'meト/・m!- 264 

'mer-/・mr- 264 
'moisos 154 

'ne/・n 264 
'ner-/'nr-(:>ndr-) 264 

・penkwe 157 
‘pater- 259 
'senti 196 

'sonti 261 、eid-/'wid-/、。id- 185 

その他の印欧語

日本語

あざみ 227 

筆 173 235 

新しい 176 

あっ 34

あった 28 

危ない 41 

甘鯛 145 

あらたしい 176 

改める 176 

暗雲 139 222 

案外 222

あんこ 36 

あんころ餅 158 

杏 227

あんた 158 222 

あんな 158 222 238 

あんパン 158 222 

按摩 158 222 

- 157 

一個 157 

一切 157 

一点 157 

一杯 157 

一本釣り 228 

入れ知恵 228 

印字 39 

インフレ 255 

ウィーン 81 

うんちく 158 

永遠 237

英語 237

エゴ 237
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語葉索引

愛知川(えちがわ) 163 

謡歌 237 

大岡山 237 

大奥 237

大豆生田(おおまみゅうだ) 164 

丘 237

お孝を大奥に 238 

おさがわせ 176 

お騒がせ 176 

オッズ 227 

お花 54 

お前(おみや一、名古屋) 163 

おめー 163 

オレンジジュース 228 

神戸(かうべ、旧) 163 

火事 227 

風 227

万 235

河童 238 

鰹 145

烏 235

河原 196 

川を 118 165 

漢字 227 

ガソリンスタンド 20 

学校 36 

きーひん(大阪) 161 

きつねうどん 147 

気疲れ 228

京都(きゃうと、旧) 163 

今日は晴です 235 

虚偽 131 

禁治産者(きんじさんしゃ) 265 

禁治産者(きんぢさんしゃ) 228 
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ク- 50 

靴下 320 235 238 

黒い(名古屋) 122 163 

経営 237 

経営へ 238

経営へ英国人を加える 238 

傾向 266

今日(けふ、旧) 164 

検査 139 

言語学 241 

こうた(大阪) 162 

心 235

ごはん 20 

山茶花 176 

散財 158 222 

さんざか 176 

山淑 145 

残賠 227

塩鮭 145 

舌鮮 145 

鮭 117 145 164 

しゃっけー 163 

小学校 36 

しんでー 163 

新平家物語 223 265 

新兵器 139 

地震 150 228 

ジヤッジ 227 

ジュース 227 

ステーキ 147 

ステッキ 128 

世界残酪物語 228

せっかく 235 

千円 139 222 



千百 139 

鯛 145

到着(たうちゃく、旧) 163 

高い(たきゃ一、名古屋) 163 

多情 227

タンク 225 

弾圧 139 222 

ちいせー 163 

チェス 238 

治産 265

茶釜 176 

ちゃまが 176 

チヨコレート 238 

机 235 238 

つつましい 196 

粒山線 145 

つましい 196 

ティー 81 

蝶(てふ、旧) 164 

てめー 163 

でーへん(大阪) 161 

灰かぶり姫 264 

ハッピー 128 

初鰹 145 

鼻血 168 

鼻づまり 168 

半音 222

ハンカチ 158 222 

犯人 39 158 222 

半々 139

バッター 238 

パンク 37 225 

パーティー 238 

パン 37 238 

パンチ 39 

パン屋 139 222 

ひやっけー 163 

鮮 145

品位 139 222 

フィット 81 

ふいんき 176 

無沙汰 176 

ディオール 81 ぷたさ 176 

でけー 163 布団 235

大根(でやーこん、名古屋) 130 163 フランス 37 223 265 

電車 139 223 古い(名古屋) 122 

電話 139 222 265 雰囲気 176 

東欧 237 兵営 237 

東欧を 238 

東欧をおおう 238 

東欧をお周りになる 238 

トントントン 223 

ニット 128 

にゃんにゃん 164 

にら 159 

塀へ 237

別館 28

ペンギン 37 

鳳風 237

本 223

僕 241

僕です 173 

日本語
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語葉索引

僕は学校へ行< 256 その他の言語

マンゴー 36 

マンホール 139 ハンガリ一語

みーひん{大阪) 161 

三日月 228 asztal 208 

みら 159 magyar 124 

妙な(めうな、旧) 164 udvar 208 

湯飲み茶碗 228

ラプリー 128 中国語

乱痴気騒ぎ 222 

料理(れうり、旧) 164 gege (寄寄) 125 

レバー 128 rang (議) 49 

わからへん(大阪) 161 riben (日本) 57 

私 241 Shanghai (上海) 49 

へ- 122 Xi' an (西安) 48 

タイ語

doen 125 
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